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要旨 

 ジャニーズアイドルを応援するファンたちは、応援するアイドルだけでなく、周囲のフ

ァンにも影響されながらファン活動を行なっているのではないかという仮説より、ファン

同士の関係性のもとファンはどのような活動を行っているかを明らかにすることが本論文

の目的である。調査として、ジャニーズファンに対する「担降り」や熱量減少、ファン同

士の関係性悪化の経験を聞き出したものを KJ 法で、さらにインタビューによりその経験

の詳細を伺った結果を SCAT でそれぞれ分析した。その結果、ジャニーズファンは自身の

応援するアイドルに対し、理想の担当像を形成するための情報収集・取捨選択を行う中

で、取捨選択の作業の失敗による疲弊感・反対意識が担降りの一因になっていることが明

らかになった。また取捨選択を行う際、周囲のファンにより形成される「ファンとしてあ

るべき姿」と自身の状態が一致しないことが判明すると、自身がファンであることへの不

安感を感じ、担降りや熱量減少につながることが判明した。それらはファンとしての担当

への「没頭」と「距離化」を行き来する営みの中で行われたものであった。 
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1. 序章 

1.1 背景 

 日本において、アイドル文化は非常に深く根付いてきた。テレビやラジオ番組での活躍

だけでなく、ライブの開催や握手会など、アイドルを応援する「ファン」や「オタク」と

呼ばれる人々との接触を重視するイベントが開催されるなど、我々がアイドルを応援して

楽しむ方法は多岐にわたる。また、矢野経済研究所の調べによると、「アイドルオタク」

の市場規模は 2019 年度まで前年比 100％超えが続いている。新型コロナウイルスの影響で

ライブ活動の中止や延期が相次いだ 2020 年以前は、「AKB48」や「ジャニーズ」というよ

うなアイドルを中心としたライブ動員数の増加により市場拡大が見られるなど、その経済

効果から見てもアイドル文化やそれを取り巻く市場に注目が集まっている [株式会社矢野

経済研究所, 2021]。さらに、このように「アイドル」の市場経済を支えているのが、彼

ら/彼女らを応援する「ファン」の存在である。アイドルファンは、その応援対象が出演

するコンサートに足を運びグッズを買うのはもちろん、推しの認知度向上のためにインタ

ーネットで資金を募り、街頭広告を出す動きまで見られている [東京新聞, 2021]。 

 実際、著者も一人の「アイドルファン」、中でもジャニーズ事務所に所属するアイドル

のファンである「ジャニーズファン」として、これまで複数のアイドルを応援し、実際に

グッズの購入やライブの参加などを通してジャニーズアイドルを応援することを楽しんで

きた。その中で、同じアイドルを応援しているファンとの交流は一つのファン活動として

欠かせないものであり、その交流の中で情報収集をしたり、応援しているアイドルについ

て話し込んだりすることで、応援するアイドルに想いを馳せるのである。 

 このようにアイドルファンは、グッズ購入やライブ参加だけでなく、ファンとの交流な

ど様々な活動を通して、特定のアイドルを応援している。その活動の蓄積が、「ファン文

化」として形成されていき、ファン文化自体にも、様々な批評が行われてくるなど、注目

を浴びている。実際、橋迫はオタク文化をめぐって多くの批評が生まれて育まれてきたこ

とに触れオタクのジレンマを語り [橋迫, 2020]、NHK の朝の情報番組「あさイチ」では、

アイドルをはじめとした応援している人を「推し」と呼ぶことを踏まえ、その活動につい

て特集が組まれている [あさイチ"教えて推しライフ！"取材班 / NHK, 2022]。 

 これまで列挙してきた例は、ファンダムに対してポジティブな印象を抱かせるものばか

りであったが、実際はそうとは言い切れない。辻が着目したのはアイドルのファンの間で

交わされる「怪文書」であり、この中で相手の悪口をひたすら書き連ねるなど、相手がフ

ァン活動を続けられないようにする目的で行われるものの存在である [辻, 2007]。現在
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はこのような悪口が Twitter などの SNS上で散見されるようになっている。実際、筆者自

身も友人からあるアイドルグループについて、「〇〇（アイドルグループ）はファンが怖

いからあまり好きになれない」との話を受けたことがあるほどだ。アイドルを応援するこ

とも、楽しいことばかりではないのである。 

 また、先日こんな話を耳にした。長年アイドルを応援してきた友人の知り合いが、応援

するのを辞めるという話である。詳しく聞いてみると、応援していたアイドルのメンバー

増員をきっかけに、ファンの雰囲気や応援スタイルが大きく変化したことを感じ、他のフ

ァンに苦手意識を感じたのでファンを辞めるというのだ。この話に、筆者は少し違和感を

感じた。単に「アイドルを応援している」だけなのに、その周囲のファンの雰囲気が原因

で応援することをやめなければならないのはなぜなのか。筆者は、周囲のファンの様子

と、アイドルを応援することに関係性があることに疑問を覚えたのである。 

この経験から本研究は、ファンにより引き起こされたネガティブな状況を打破するため

の方法を模索する。周囲のファンのなんらかの言動が原因で、ファン活動を終了したり、

アイドルを応援する気になれなくなってしまったりというような状況は、実際どの程度、

どのように存在しているのかを明らかにすることで、ファンの活動の中でファンが何を求

めているのかが明らかになると考えている。そして、このことを明らかにすることは、ア

イドルとそのファンが友好的に応援し応援される関係を保つために必要なヒントを与えて

くれることを期待している。 

 

 

1.2 目的 

 本研究は日本のアイドルのファンダム、特にジャニーズアイドルのファンダムに着目し

て進める。ジャニーズアイドルのファンが、お互いにどのような影響を与え合っている

か、さらにファンがファンダム全体に与える影響について、インタビューを通して実態を

明らかにしていくことを通して、ジャニーズファンの実態を探ることが本研究の目的であ

る。本研究は特に、ネガティブな影響が発生している事例に対して、ファンとファンダム

が相互に与えている影響に着目して分析をする。 
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2. 先行研究 

2.1 ジャニーズファン概論 

 初めに、ジャニーズファンについて述べる上で必要な基本的な用語や文化の解説をして

いく。 

 ジャニーズ事務所とは、代表的な男性アイドルのマネジメントを行う芸能プロダクシ

ョンの一つである。ジャニー喜多川により創設された当事務所は、1975年以降多くの男性

アイドルを輩出している。ジャニーズ事務所の所属アイドルを応援するファンのことは

「ジャニーズファン」と呼ばれることがある。 

ジャニーズ事務所に所属するアイドルは、その所属人数の多さや TV出演などのメディ

アへの露出の多さ故、日本の男性アイドル界を代表する存在であり、彼らを応援してきた

ジャニーズファンたちも男性アイドルのファンダムを形成する重要な存在として、さまざ

まな考察がなされてきた1。 

 ジャニーズアイドルに限らず、日本で活躍するアイドルには熱狂的に応援する「ファ

ン」がいることがほとんどである。2009 年から始まった、AKB48 がファンをターゲットに

した「選抜総選挙」の開催2や、「ファンネーム」3を命名しライブ等でその名前を呼ぶ行

為など、アイドルとしてもファンの存在を重視した活動が行われている。ファンは、応援

する過程で同じアイドルを推すファンと知り合い、交流を深めていくことで独自の文化を

形成する。握手会や CD の購買特典など、アイドル側から提供されるもので形成されるフ

ァン文化もあれば、ファン自身の SNS での活動や交流を通じて形成されるファン文化もあ

る。 

 ジャニーズファン文化では基本的に、特定のアイドルを応援している状態を「担当」と

呼ぶ。例えばアイドルの Aさんを一番に応援している場合、用法としては「〇〇さんは A

 
1 例えば、「日本の男性アイドル」を特集した『ユリイカ』第 51巻第 18号（2019）で

は、掲載されている批評が 29 ある中で、ジャニーズアイドルを中心的な題材としている

ものが 12 と半数近くを占めていることからも、日本の男性アイドルの中で考察が活発に

行われてきたことがわかる。 
2 AKB48 の選抜総選挙は、2016年の開催を最後に終了している。開催時期などは公式サイ

トより筆者確認（AKB48 49thシングル選抜総選挙-AKB48公式サイト, 

http://www.akb48.co.jp/sousenkyo49th, 2022.1.25閲覧）。 
3 例えば、King & Prince のファンのことを「ティアラ」と呼び、ファンが自分たちのこと

を指す時や、ライブでアイドルがファンに向かって呼びかけを行うときなどに用いられ

る。ファンネームはアイドル側から発信される場合もあれば、ファンの中で自然発生的に

生まれる場合もある。 
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担」「私の担当は Aくん」といった具合に使用される。他のファンダムにおいては「推

し」という言葉が使われることが多く、「担当」という言葉はジャニーズファン文化独自

のものである。さらに、この「担当」の用法から派生して、自分が一番応援しているアイ

ドルのことを「自担」、その他のアイドルを応援していることを「他担」、自分と同じ担

当をもつファンのことを「同担」と呼ぶなど、さまざまに活用された用語が使われてい

る。さらに、そのアイドルの「担当」を辞めるときは「担降り」「降りる」などと言われ

ている。 

 このようなファン文化を含めたファンやファンコミュニティ、ファンの集合体・領域を

全てまとめて「ファンダム」と呼ぶことがある。ジャニーズファンにより形成されるファ

ンダムは、「担当」などの独特な呼び方の発展など、独自のファンダムが形成されている

のである。 

  

  

2.2 「推す」ことと、その不明確性 

 上述のジャニーズファン文化が独自に発展してきた背景には、「オタク」や「推す」と

いう事自体を知る必要がある。これらの言葉について、考え方をまとめておく。先ほどか

ら用いている「ファン」という言葉は、「こだわりがある対象を持ち、その対象に対して

時間やお金を極端なほど集中的に消費」している人 [野村総合研究所オタク市場予測チー

ム, 2005]として使われることが多いが、それと類似した言葉として「オタク」がある。

オタクとは熱狂的に何かに没頭する人のことを指すが、’90 年代の「お宅」といったネガ

ティブな印象4は薄れ、概念が拡大しつつある言葉であるということが、2018 年実施の大

学生全国調査にて明らかになっている。この調査では、大学生の 47.4%が「オタクであ

る」に「そう思う」と答えている。「何かに打ち込むことがあれば」、「お金と時間をつ

ぎ込むことがあれば」オタクだと考える傾向が若者にはあるといい、オタクである自認や

表明が進むとともにオタクのマイナスイメージも薄れている [片岡, 2020]。「オタク」

の広義化が進むにつれ、「ファン」と「オタク」の２つの言葉の差はあまり目立たなくな

った。本論文でも先行研究として「オタク」について言及されているものも参考にしてい

く。 

 
4 片岡は、「お宅」のネガティブなイメージについて、「オタクは社会性がない根暗な

人」というような差別的なまなざしがあると捕捉している。 
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 これを踏まえ、「オタク」がよく用いる言葉の一つである「推す」という言葉について

も考える。名詞的に「推し」というと、ジャニーズファンの間で用いられている「担当」

と同じ意味を持つが、動詞的に「推す」という言葉は、ジャニーズファンも含め様々なジ

ャンルのオタクの中で用いられている。この「推す」・「オタク」という言葉の使用につ

いて、多くのファンダムではある程度の共通理解のもと使われているものの、多くの人に

共有されている厳密な定義は提唱されていない。 

 悠木は、自身が声優であり同時に 2次元のオタクである立場から、オタクについて「最

終責任を自らで追うことができないにもかかわらず、その対象に熱中できる人」と結論づ

けている。オタクは、自ら関わりにいかないと応援している対象との縁が切れてしまう

が、それを理解した上で「推し」を追い続け、愛し応援し続けることができる人こそがオ

タクである、という立場をとっている [悠木, 2020]。 

 また吉澤は、「オタクとは、想像力を駆使して虚構の世界をまさに『虚構として』徹底

的に享受している人であり、大好きな何か（虚構のキャラクターや物語）をとことん楽し

む人である」と述べている。対象が 2次元のキャラクターであろうと実在するアイドルで

あろうと、それを「虚構」として捉え、欲望が満たされるような快楽を得ることができる

人のことをオタクと定義したのだ [吉澤, 2020]。 

 このように、オタクとは、無駄かもしれないことに熱中し、それが虚構であることを認

識しながら楽しむという、奇妙な形をもつものである。オタクが何かを推すということに

ついて、一つの明確な答えを持つわけでも、「オタク」と「オタクでない」の間に明確な

境界線を引けるということもない。それにも関わらず、ファン文化研究はもとより日常の

中で「オタク」や「推し」という言葉が多用されているのは、その言葉のある程度の共通

認識や、片岡の大学生全国調査により明らかになったオタクである自認が半数近い人にあ

ることが理由だと考えられる。「オタク/ファン」が何かを「推す」ということは、明確

な言葉の意味を持つわけではないが、明確でないまま私たちの生活の中に浸透しているも

のなのである。 

 

 

2.3 ジャニーズファンたちは何を求めているのか 

それでは、「オタク/ファン」が対象を「推す」ことは、どのような性質を持っている

のだろうか。ここからはジャニーズファンに焦点を絞り、その性質についての先行研究を

まとめていく。 
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辻は、ジャニーズファンたちが担当を推す際に、時代の流れとともに「当事者」的視線

から「観察者」的視線へと変化していると述べている。1990 年代半ば、人気が本格的にな

った SMAPを見ると、彼らに向けられたファンの視線は（擬似）恋愛のような「当事者」

的なまなざしであり、同担は「疑似恋愛による嫉妬の対象」として避けるような行動をし

ていたが、1999 年にデビューした嵐のファンの視線は「嵐の５人が仲良くじゃれあってい

る様子」に向けられている [辻, 2012]。嵐のファンがその関係性に注目していることに

ついて吉澤も、「ライトなファンからコアなファンまで、またやおい5に無関心な人、やお

いに嫌悪感を露にする人でも、メンバー同士の『絡み』や『わちゃわちゃ』が大好きであ

る」と述べていたり [吉澤, 2012]、実際メンバーの中でペアの組み合わせに通称名がつ

いていたり6することからも伺える。このように、「『私』は、どこか他の場所から、それ

をただ見ていたいだけ [吉澤, 2012]」であり、辻の言葉でいうところの「観察者」的視

線を持つようになった。 

この「観察者」的視線を持つようになった一つの裏付けとして、オタクによく使われる

スラングとして「アイドルを消費する」というものがある。筒井は「相手の全面的な道具

化・客体化」という考えを元に、「アイドルその人自身のためではなく、ファンである自

分たちの欲望を満たすためにその人に肉体的・感情的な（また、直接的な接触や行為は伴

わないものの、ある程度性的な）労働を強いて消耗させているといった意味合い」で用い

られていると指摘している [筒井, 2019]。このスラングも、ファンが「当事者」でなく

「観察者」として捉えているからこそ、アイドルや彼らの「絡み」を「観察」すること

を、一つの「商品」を「消費」していることと重ね合わせて用いられ、そこには明確なフ

ァンの「観察者」的視点が存在する。これらから、ジャニーズファンが「担当」を応援す

ることとは、その「関係性」を「観察者」的な視点から見ることと言えるのだ。 

 

 

2.4 ジャニーズファンの実践 

 それでは、「観察者」的な視点を持つジャニーズファンは、どのようなファン活動

をしているのか。本節ではそのファン活動を概観していく。 

 
5 「やおい」とは、「女性が男性同士の愛の関係に没頭するという現象」であると、吉澤

により定義されている。[吉澤, 2012] 
6 例えば、嵐の大野智と二宮和也のペアのことを、名前から「大宮コンビ」と呼ぶなどで

ある。ジャニーズアイドルでは、主にグループ内の各ペアに、このようなカップリングの

名前がついていることがある。 
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ジャニーズファンとしての活動は、ライブへの参加、CD・DVD を含むグッズの購

入、YouTube や Island TV7等動画コンテンツの閲覧、SNS の投稿閲覧や拡散、その他担

当の誕生日や入所などの記念日を祝うなど、多岐にわたる。本節では、「関係性」を

重視する点に着目し、ファン同士の交流についてジャニーズファンが何を実践してい

るのかについてまとめる。 

 ファン同士の交流について、辻は「同担拒否から禁止担へ」の変化を取り上げて、

昨今ファン同士の交流が重視されている状況に注目している。もともと「同担拒否」

とは、自分と同じ「担当」を持つファンとの交流は拒否しているファンのことを指

し、SMAP が活躍した 1990 年代半ばから使用されていたもので、現在でも Twitter の

プロフィール欄などに意思表示として使用されている。一方「禁止担」とは 2000 年代

から嵐ファンを中心に使用され、自担・他担関わらず特定の「担当」との交流を拒否

している場合に用いられる。「同担拒否」は、「当事者」として疑似恋愛をする中で

「同担」が嫉妬の対象になることから使用されてきたが、「禁止担」は自分と仲の良

いジャニーズファンと「同担」になることを避けるために用いられる。ここから、昨

今のジャニーズファンにとって「最優先なのは仲間内の関係性を円滑に保つことであ

り、そのために『禁止担』を指定」していると述べられており、ファン同士の交流を

重要視する比重が大きくなっていることが伺える [辻, 2012]。 

 また、そういったファン同士の交流は Twitter や Instagram のような SNS 上で行わ

れることが多い。片岡は「好きな何かに没頭できる人は、そのエネルギーと情熱をア

カウントで発信し、共感できる相手とハッシュタグ（#）で繋がろうとする」と述べて

おり、SNS 上で自分と共感できる人と繋がろうとする傾向は、決してジャニーズファ

ンに限った話ではない。さらに片岡は、SNS のアカウントを複数持つ人が多いことに

触れ、「好きなことに対する価値観の違いでレイヤー化され、同じテーマの下でも多

層的なつながり方が現実のものとなっている」と指摘している。片岡は、自分の感じ

ていることを包み隠さず綴る「愚痴用アカウント（愚痴垢）」8の存在を指摘しなが

ら、どこまで自己開示するかも探りながらも共感を求めて発信し、他のファンとの交

流をしていると主張している [片岡, 2020]。 

 
7 ジャニーズ Jr.の公式エンタメサイトとして、ジャニーズ Jr.関連の動画の公開やコンサ

ートの生配信などを行う専用サイト。 
8 愚痴用アカウント（愚痴垢）とは、自らの思いを SNS上に日記のように綴るアカウント

であり、多くの場合鍵がかかっているので、外部に晒されることはなく、オタクの多くが

持っていると指摘されている。[片岡, 2020] 



8 

 

 ジャニーズファンたちは、担当の関係性を観察者的視点からみるだけでなく、ファ

ン同士の関係性も良好に保つことを重視し、そのためにレイヤー化した交友関係を広

げることも、ジャニーズファンとしての活動の一部になっているのだ。 

 

 

2.5 ジャニーズ系アイドルにおけるファンの役割 

 このようなファン同士の交流が活発化することに伴って、ファンは「応援者」「消費

者」といった役割以外にも、「偶像（アイドル）の使徒」としての役割も担っている、と

いう見方がある。 

 これは高木により提唱されたもので、「ジャニーズファンは Twitter において、非対称

性という特徴を用いて直接的な争いとなるものは視界に入れず、かつタレントに関する情

報を即時的に、容易に、大量に、時には意図をもち断片的に入手・拡散することで n次元

的なタレント像の創作活動を行い、自己の「担当像」を製作し続けると同時に発表・共有

するというサイクルを続けている」というものである。 

 

 

図 1 ジャニーズファンによるアイドル像創作手順についての解説図（[高木, 2016]より

筆者加筆の上引用） 

 

高木によれば、ジャニーズファンは Twitter を活用して、担当の理想のアイドル像を形成

するための材料（TV・雑誌・コンサート等での言動などの情報）を収集している。その中

から、その個人にとって偶像作成に必要のない情報（プライベート・スキャンダル情報な

ど）を取捨選択する（スクリーニングする）ことで、自身の解釈によるアイドル像を作成
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する。そして、作成したアイドル像を、別の情報と照らし合わせることで正誤確認を行う

ことを通して、理想のアイドル像を再構築したり、それに必要な情報を集めたりしている

という。ジャニーズファン活動の中では、このサイクルを回すことを通して、各々で担当

の理想像（偶像とも言えるキャラクター像）を作り出し、ファン活動を楽しんでいるとい

う議論である [高木, 2016]。ジャニーズファンは、Twitter など SNS を利用することで、

自認せずともそのキャラクターを形成し、社会全体に向けて発信すると言う役割を担って

いる。今や、ファンは担当から応援する楽しさを享受するだけでなく、ファンとアイドル

が一緒にキャラクター像を創り上げていく時代なのである。 

 

 

2.6 ジャニーズファンの活動の中で何が起こっているのか 

 このようにジャニーズファンが活発に交流したり、担当に向けて熱量を捧げ応援したり

する中で、ファンは「没頭」と「距離化」を行き来しているという考え方がある。橋迫は

奥村隆の議論を用いつつ、「オタク文化は『没頭』（＝「ただ好き」）を前提としながら

も、それが他者と容易には共有されないことや、時には他者に対して隠しておかなければ

ならないことで、必然的に「距離化」せざるを得なかった」ことで、オタクは「没頭」と

「距離化」のジレンマを抱えながらも、それらを往復する営みをしていると主張してい

る。担当に向ける熱量である「ただ好き」が「没頭」であり、その「ただ好き」を共有す

ることは、自分自身を「距離化」して「没頭」している自分を見つめる営みでもある [橋

迫, 2020]。この「没頭」と「距離化」の２つの立ち位置を行き来する営みが、ファン活

動であるという考え方もある。 

 

 以上のように、「ファン/オタク」の定義自体は不明確ながらも、彼ら/彼女らは「観察

者」的な視点を持ち、担当同士やファン同士の関係性を重視した活動を行うという特徴を

持っている。ファン活動を通して、ジャニーズファンはアイドルの「使徒」的役割を担っ

ており、ファンは「没頭」と「距離化」の２つの状態を行き来していると言える、という

ことが整理された。 

しかしこれらは、ジャニーズファンである最中の状態を表しているのに過ぎない。ジャ

ニーズファンではなくなる時、すなわち担降りをするときや、担当への熱量が減少すると

きは、どのような変化が起こるのかは、これまで着目されてこなかった。そこで本論文で

は、上記のようなネガティブな状況について、ファンに重視されている「ファン同士の関
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係性」に着目した調査することで、アイドルを応援することをやめる「担降り」や、担当

に対する熱量減少に至るまでに何が起こっているのかを明らかにしていく。 
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3. 調査概要 

 本研究では、アンケート調査の後にインタビュー調査という２つの段階を踏んで調査を

行った。 

 第１段階として行ったアンケート調査では、ファン文化がファンに与える影響につい

て、概観を把握するために行った。この調査では、「担降り」という事象に着目すること

で、ファン文化がファンに与える影響について特にネガティブな側面を明らかにした。そ

して、アンケート調査で得たデータの中で、特に着目するべき質問の記述回答を KJ 法で

分類・カテゴライズすることで、ファン文化がファンに与えるネガティブな影響を構造的

に把握できるようにした。 

 次に、アンケート調査を分析した結果からより詳細な状況を明らかにするため、インタ

ビュー調査を行った。インタビュー調査でのデータは、SCAT という分析手法を用いて分析

した。SCAT 分析とは、大谷尚により開発された分析手法である。SCAT 分析については、

以下のように説明されている。 

 

SCAT は、マトリクスの中にセグメント化したデータを記述し、そのそれぞれに、 

〈1〉データの中の着目すべき語句 

〈2〉それを言いかえるためのデータ外の語句 

〈3〉それを説明するための語句 

〈4〉そこから浮き上がるテーマ・構成概念 

の順にコードを考えて付していく 4 ステップのコーディングと、そのテーマ・構成概

念を紡いでストーリー・ラインを記述し、そこから理論を記述する手続きとからなる

分析手法である [大谷, 2011]。 

 

第２段階で SCAT 分析を採用したのは、質的研究の初学者でも取扱のしやすい分析方法だ

ったことに加え、ジャニーズファンの間で起こっていることの実存性を明らかにするため

に最適だからである。今回インタビューにより明らかにしたいのは、ジャニーズファン全

体を見て担降りまでにどのような過程を踏んでいるかではなく、周囲のファンが原因で担

降りに至る場合に、ジャニーズファンやジャニーズファンを取り巻く周囲の環境の変化と

してどのようなものがあるかである。その要素を構造的に把握するために、初学者でも着

手しやすく、コード化・理論化を明示的・定式的に行うことができる SCAT 分析を用いる

ことで、インタビューで語られた必要な要素を確実に抽出することを試みた。 
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3.1 アンケート調査 

3.1.1 アンケート調査の目的 

 ファン文化、特にファンの言動によって、ファンにネガティブな影響を与えている状況

の概観を探ることが、アンケート調査の目的である。この概観を明らかにするために、 

l 担当への熱量の変化に着目し、一番極端なものである「担降り」や、担降りまででな

くても熱量が減少した経験の聞き出し 

l ファン同士の関係性に着目し、ファン同士で関係性が悪くなったり、意見や価値観が

違うと感じたりした経験の聞き出し 

の２点に着目し、ファン文化がファンにネガティブな影響を与える状況を明らかにしよう

と試みた。 

 

3.1.2 アンケート調査の内容 

 アンケート調査は、Google Form にて作成した。全体的な構成として、回答者の属性・

「担降り」した経験や「担当」に対して熱量が下がった経験・他のファンとの意見や言動

が相違した経験、の３部分に分かれ、以下のような設問を用意した。 
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図 2 アンケートの設問一覧 

 

 第１部では、アンケート回答者の基本的な属性から、これまでのジャニーズファンの活

動の概観を知るための質問として、ジャニーズファンとしての特性も質問した。ここで質

問の中で用いたジャニーズファン独特の用語について、解説したものを付録１に添付して

いる。第２部では、「担降り」と「担当への熱量が冷めた経験」という２つのネガティブ

な経験について、それぞれの経験の有無とその内容を質問した。「担降り」については、

より多くの経験を収集するために、アンケート回答者が担降りした経験についても、知っ

ている範囲で回答してもらった。第３部では、テーマをジャニーズファン同士の関係性と

し、ジャニーズファン同士で良好な関係を築けなかった経験を伺った。また、アンケート
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の最後にはヒアリングの協力のお願いとしてメールアドレスを任意で回答いただき、必要

に応じてインタビュー調査に繋げられるようにした。 

 アンケートの配布については、著者のジャニーズファンである友人に LINEで配布し、

その友人から拡散してもらう形をとり、使用する SNSツールの偏りがでないような工夫を

施した。 

 アンケート結果の分析については、第３部の設問「ジャニーズファンの友人との会話で

意見が合わないと感じた経験」についての記述内容を KJ 法により分析し、「意見が違

う」と感じるポイントをカテゴライズした。本設問を抽出した理由としては、目的である

ファン文化がファンにネガティブな影響が生じる際、そもそもファン文化に対して自分と

の違いや違和感を感じることが原因になっているのではないか、という仮定を持っていた

からである。ファンが周囲のファンやファン文化に対して違和感を感じる状況やポイント

を直接的に回答している本設問について、KJ 法分類を通して全体像を把握することで、イ

ンタビュー調査においても関連づけて考察ができるようにした。 

 

3.1.3 アンケート結果の概要 

 アンケートは総計 1109件の回答を頂いた。アンケート結果について、詳細は付録 2 と

して添付している。 

 アンケート回答者の属性として詳細は付録に添付するが、概要を以下にまとめておく。 

 

l 性別について、女性と回答した人は 96.9%で大半を占めていた。 

l 年齢について、20代が最も多く 59.2%、次いで 10代以下が 18%、30代が 14.4%であ

り、30代以下の回答者が 9割を占めていた。 

l 職業について、大学生・大学院生が 34.4%、会社員が 29.9%であった。 

l 最も応援している（推している）グループ/アーティストについて、ほぼ全てのグル

ープが選択されており、担当の偏りなくアンケートの回収ができていた。 

l これまでのジャニーズファン歴について、最も多くて 10〜15年が 28.6%であったが、

1〜2 年、3〜5年、5〜8 年、8〜10 年、15〜20 年の選択肢もそれぞれ 1割強の割合で

あった。 

l オンリー担は 6.3%、箱推しは 31.4%で、担当を中心にグループ全体を応援している人

が最も多く 61.6%であった。 

l 同担拒否の傾向として、11.5%が同担拒否傾向があると答えたものの、65%の人は同担

拒否傾向はないと答えていた。 
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l 担当に対して、「リア恋」は 8.1%、たまに「リア恋」だと感じる人は 35.1%であっ

た。 

l Twitter の利用について、95%近くの人がアカウントを所有しており、全体の 5割程度

の人がジャニーズファンとして使用している Twitter アカウントが 2つ以上あった。 

 

 第２部について、「『担降り』をした経験はありますか？」という質問に対して 51.2%

の人が「ある」と回答をしている。その理由として、多く見受けられたものは以下のよう

なものであった。 

 

l 担当のグループ人数、立ち位置、キャラクターなど方向性が変わった 

l 熱愛報道が出た・結婚した 

l 他の人やジャンルに興味を持つようになった 

l 自然消滅的に、気がつけば興味がなくなっていた 

l 担当やグループメンバーが退所した 

 

担降りの理由に関する記述の中で、ジャニーズファンの影響が含まれている内容のものを

確認したところ、担降り経験がある人の中での 7.7%程度であった。 

 一方、「『担当』への気持ちが冷めてしまった経験はありますか？」という設問に対し

ては、46.9%の人が「ある」と回答していた。その理由自体は、「担降り」の理由と似た

ようなものが多かった。その中で、ジャニーズファンの影響が含まれているものは、気持

ちが冷めてしまった経験がある人の中で 10.1%程度であった。 

 次に、第３部のジャニーズファンの友人関係についての設問である。「ジャニーズファ

ンの友人と仲が悪くなったり距離を置きたくなった経験はありますか？」という設問に対

し、45.6%の人が「ある」と回答しており、「ジャニーズファンの友人との会話の中で、

意見が合わないなと感じた経験はありますか？」という設問に対しては 70.7%の人が「あ

る」と回答していたことより、過半数のジャニーズファンがジャニーズファン同士で何か

しらの意見・価値観の違いを感じた経験があった。 

 「ジャニーズファンの友人と仲が悪くなったり、距離を置きたくなった経験」と「ジャ

ニーズファンの友人との会話で意見が合わないと感じた経験」の２つの設問について見る

と、抽象度に差がかなり見られ、抽象的なものだと「推し方の違い」「価値観の違い」な

ど、具体的なものだと、当時の状況を詳細に記載しているものもあった。 
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 「ジャニーズファンの友人と仲が悪くなったり、距離を置きたくなった経験」と「ジャ

ニーズファンの友人との会話で意見が合わないと感じた経験」の具体的経験を見ると、

「友人と距離をおいた経験」に対する回答で得られたものは「担当やファン活動に関係す

るもの」と「担当やファン活動に関係しないもの」に 2分された。特に、「担当やファン

活動に関係しないもの」については本設問独自の回答群であり、例を挙げると以下のよう

なものがあった。 

 

l Twitter などで呟いている私生活への価値観の違い  

l 悪口を言われた 

 

 それに対し、「意見が合わないなと感じた経験」に対する回答は、「担当やファン活動

に関係するもの」に関わる回答がほとんどであった。これについては、ジャニーズファン

が周囲のファンとどのようなポイントで意見・価値観の違いを感じるかを明らかにする手

がかりになるので、3.1.4 アンケート結果の分析で詳細に分析していく。 

 

3.1.4 アンケート結果の分析 

 上述の通り、本章では「ジャニーズファンの友人と意見が合わないと感じた経験」に対

する回答を、KJ 法により分析していった。KJ 法は、川喜田二郎により提唱された狭義の

KJ 法一ラウンドの A型図解化の手順に基づき、ラベルづくり→グループ編成→表札づくり

→空間配置の順に行った [川喜田, 1996]。分類結果を整理したものが以下である。 
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図 3 「ジャニーズファンの友人と意見が合わないと感じた経験」についての KJ 法分析の

結果  

 

 図 3 は、ジャニーズファンの友人と意見が合わないと感じるポイントについて、カテゴ

リわけしてそれぞれ配置したものである。灰色掛けしているのが大カテゴリ、その中に四

角で括られているのが中カテゴリ、箇条書きしているのが小カテゴリとして分類したもの

である（ただし、「アイドルを見る目線」についてのみ、他のカテゴリより 1層多くなっ

たので、便宜上、大カテゴリ→中カテゴリ→中’カテゴリ→小カテゴリ、と表すこととす

る）。また、図 3 中の左下にある、灰色の背景で示されている 2つの中カテゴリーについ

ては、そのほかのものと回答の視点が違うので別枠で示してある。白い背景の部分は、

「意見が違った出来事」についての回答だが、灰色の背景の部分では「他の人と意見が違

うことに対する考え方」に対する回答であったため、別にして分類している。 

 KJ 法で分類した結果、大カテゴリーだと 11 に分類することができた。大カテゴリー同

士が重なっている部分も生じたりなど、それぞれ「意見が合わない部分」同士で関係性も

見られている。 

図 3 の分布は、似たような要素を持つカテゴリーを近くに配置しており、図中左側には

担当に対する考え方についての違和感が、図中右側にはファンとしての行動自体について
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の違和感が配置されている。図 3 の左側に集められている意見は、誰を応援しているか、

どの部分が好き/嫌いか、担当はどのような人だと感じているか、担当は今後どのような

方向性に向かっていくべきだと考えているかなど、担当に対する意見相違のものが多かっ

た。特に、大カテゴリーの「好き/嫌いなポイントの違い」は、「担当に対する解釈の不

一致」と密に関わっていた。「担当に対する解釈の不一致」とは、担当はどのようなキャ

ラクターか、どのような意図で担当はその言動に至ったのかなど、自身のイメージする担

当像との違いに対して違和感を感じており、特に相手の「イメージする担当像」に対して

自分が共感できなかったり、苦手だと感じたりすると、「解釈違い」や「好き/嫌いなポ

イントの違い」として意見相違が印象に残る様子が見られた。 

一方、図中右側には、ライブなどのファン活動の中でどのような行動を取るか、ファン

活動自体の優先度など、ファン自身の活動に焦点を当てた意見相違が集まった。「数字を

（購入量など）に対する意識」の中で、大量購入をすること自体に対する相反する意見が

挙げられるなど、ジャニーズファンの間で考え方の偏りがあるわけではない様子も見られ

た。このように、主に購入量とライブ・舞台などの「現場」について、様々な意見がもた

れていることがわかった。 

いずれも、ジャニーズファンの間で意見が合わないと感じるきっかけになりうる要素は

多岐にわたっているが、大きく「担当に対して」と「ファンの活動に対して」の２つの視

点から派生した意見相違が生じていることが分かった。これらの意見相違が担降り・熱量

減少につながる要因になっているとの仮説のもと、インタビューを設計し実施した。 

 

 

3.2 インタビュー調査 

3.2.1 インタビュー調査の目的 

 アンケート結果をもとに、周囲のファンと言動や意見・価値観が違うことにより担当へ

の熱量が冷めたり「担降り」したりした経験を具体的に伺うことを通して、熱量が冷めた

り「担降り」したりするときに実際何が起こっているのか、またその時、周囲との意見・

価値観の違いはどのように関わっているかを明らかにすることを目的とした。 

 

3.2.2 インタビュー調査の内容 

 ジャニーズファンとの意見や価値観の違いが原因で、担当への熱が冷めたり担降りした

経験がある方に、その経験を詳しく伺うインタビューを行うために、目的別・サンプリン

グと自己選択サンプリングを組み合わせた方法でアンケートから対象者を抽出した。 
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 まず抽出する対象者について、アンケートより以下の通り３つに分類した。 

 

(i) ジャニーズファンが原因で担降りした経験がある 

(ii) ジャニーズファンが原因で担当への熱量が冷めた経験がある 

(iii) ジャニーズファンと意見や価値観の相違を感じたことがあるが、担降りや熱量減少

には影響していない 

 

 それぞれの分類方法について以下に示す。 

 まず(i)について、アンケート内の「これまでジャニーズファン歴の中で『担降り（フ

ァンを辞めること）』をした経験はありますか。」という質問の中で「ある」と回答し、

その理由を記述した回答の中から、ファンが原因である理由を書いているもの（例えば、

ファンが怖かった、ファンの層が変わった、など）を一つずつ確認し抽出した。(ii)につ

いて、「『担降り』はしなかったが、『担当』への気持ちが冷めてしまった経験はありま

すか？」という質問に「ある」と答え、その理由としてジャニーズファンが原因であるも

のを回答しているものを抽出した。(iii)について、「ジャニーズファンの友人との会話

の中で、意見が合わないなと感じた経験はありますか？」という質問に、意見が違うと感

じた経験はあるがそれを受け入れるような姿勢を持っていたり、むしろ面白いと感じると

いうような回答をしているものを抽出した。 

 それぞれ、(i)について 44の回答が、(ii)について 53 の回答が、(iii)について 7の回

答が抽出され、それぞれインタビューの協力承諾をしている回答（メールアドレスの入力

があるもの）にインタビュー依頼の連絡をし、レスポンスのあった方にインタビューを実

施した。(i)について 3名、(ii)についても 3名、(i)と(ii)の両方について１名（(i)と

(ii)の両方にインタビュー対象の該当者であった）、(iii)について１名からインタビュ

ーを行った。インタビュー回答者について簡単にまとめたものが表 4、インタビュー回答

者のファン活動の遍歴は表 5にまとめた。 

 

番号 分類 性別 年齢 職業 ジャニーズ

ファン歴 

担降り/熱量が

冷めた/意見が

違うと感じた時

の担当グループ 

① (i) 女性 20代 大学生・大学院生 8〜10 年 F 
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② (i) 女性 30代 契約社員・派遣社員 20 年以上 I 

③ 女性 20代 会社員 3〜5年 B 

④ (i), 

(ii) 

無回答/

その他 

20代 大学生・大学院生 8〜10 年 F 

⑤  

(ii) 

女性 20代 大学生・大学院生 10〜15年 G 

⑥ 女性 10代

以下 

会社員 1〜2 年 E・N 

⑦ 女性 20代 大学生・大学院生 10〜15年 F・L 

⑧ (iii) 女性 20代 契約社員・派遣社員 1〜2 年 C 

表 4 インタビュー回答者の属性 

 

① 小学校高学年〜中学時代は Dの担当で、高校 1 年生で Fの、高校 2 年生で Eのフ

ァンになった頃、ライブに当たらないという理由で Dの担当を降りた。その後、

大学 2年生の頃に Jの担当になったころ、Fの担当を降りた。 

② 高校時代から 20代前半まで、Dをなんとなく応援していた。その後、バンドに興

味を持ったためジャニーズアイドルからは離れていたが、20代後半にはまた Dを

応援しつつ、ジュニアに目を向けるようになった。その後、デビュー前の Hの担

当になり、Hのデビューから 1〜2 年後には Hのライブに参加していたデビュー前

の Iを応援するようになった。その後、Iの新体制発表とデビューを機に担降り

し、今は Lを中心に応援している。 

③ 中学時代、Dが流行っておりなんとなく応援していた。Rにも興味を持ったが、2

次元アイドルゲームに熱中していた。ところが、ゲームへの課金が無効になって

しまい、大学生活の疲弊も重なった時に Bの b1 の担当になった。熱心に応援して

いたが、b4の脱退を機に Bへの熱量も低下し、Qに興味を持つようになった。現

在は kk の担当をしている。 

④ 親の影響で Fの担当になったが、親の担降りを機に Fへの熱量も低下。他にも

B・V・J・Iも応援しており、それぞれのファンクラブに入っていた。現在は F・J

のファンクラブは退会しており、Iを中心に応援している。 

⑤ もともとジャニーズアイドルに対する苦手意識があったが、コロナ禍での自粛期

間に動画を見たことで Gの担当になった。さらにそこから派生して、Qや E、Aに

も興味を持つようになった。 



21 

 

⑥ 小学 6年生から Eに興味を持つようになった。大学時代には e1 の脱退などで熱量

は低下しており、そのころに Mや Nに興味を持つようになった。Mへの興味はす

ぐに薄れたものの、Nへの興味は膨らみ、現在は Eと Nの担当をしている。 

⑦ 小学校の頃は Dの担当だったが、一緒に応援していた姉の担降りをきっかけに自

身の熱量も減少。その後、中学 3年生で Fの担当になった。またそれと並行して

Lへの興味も抱くようになった。高校生になってから、Lのメンバーの活動休止に

伴い、Qに興味を持ち、中でも n3 を応援していた。Lのメンバーが復帰してか

ら、ii に関するスキャンダルが流出し、n3 を担降り。現在は、Fはライブのみ参

加し、基本 Lの担当をしている。 

⑧ 家族が漫画好きだったことから 2次元に熱中しており、ジャニーズアイドルには

興味がなかった。2年前、2次元で嫌なことが重なった時に、Cに出会い、それか

ら Cの担当をしている。 

表 5 インタビュー回答者のファン活動遍歴 

 

尚、表 4・表 5の一列目の「番号」は、この後の説明上便宜的に振り分けたものである。

また、以下インタビューの内容を分析するにあたり、固有名詞は本論と関係がないため、

グループ名は大文字アルファベットにて、個人名は小文字アルファベットにて表す。イメ

ージを持っていただくために適宜以下の表も参考にしていただきたい。 

 

グループの活動歴 グループ 所属する個人 

(脱退したメンバーを含

む) 

デビューから 15年以上 A a1, a2 

B b1, b2, b3, b4 

C c1, c2, c3 

D d1, d2, d3 

E e1, e2, e3, e4, e5 

デビューから 5〜15年 F f1, f2, f3, f4, f5, f6, 

f7, f8 

G - 

H h1 
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V v1 

デビューから 1〜5年 

 

I i1, i2 

J j1, j2, j3, j4 

K - 

ジャニーズ Jr.内ユニット 

 

L l1, l2, l3 

M - 

N n1, n2, n3, n4, n5 

O - 

S - 

T t1 

インタビュー時解散済みグループ/

ユニットやその他名称など 

P p1 

Q n1, n2, n3, n4, n5, q1 

R r1, r2 

U - 

表 6 インタビュー内のグループ・個人と活動歴の対応表 

 

 インタビュー自体は、Zoom9によるビデオ通話形式で、40 分〜1時間の非構造化インタビ

ューを行った。最初に付録 3「調査についての説明書」を画面共有しながらインタビュー

の概要と注意点について説明した後、Google form で作成した同意書に名前を入力してい

ただく、という形でインタビューの同意を取った。その後アイスブレイクとして、その後

のインタビューをスムーズに進めるために、インタビュアーのこれまでのジャニーズファ

ンとしての活動を軽く伝えた後、インタビュー回答者のこれまでのジャニーズファンとし

ての活動を伺った。その後、アンケートの回答を参考に、(i)の方々には担降り経験を、

(ii)の方々には担当への熱量が冷めた経験を、(iii)の方々には他のファンと意見・価値

観が違うと感じた経験を伺った。基本的には時系列の流れに沿って語っていただき、その

中で明確でない状況について説明を促したり、その時の感情の変化について説明を促した

りした。 

 

 
9 無料のビデオ通話サービスの一つ。 
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図 7 インタビューの流れの概要図 

 

 

3.2.3 インタビュー調査の分析 

 インタビュー後、録画したインタビュー記録を全て文字に起こし、その中で担降りした

経験や担当への熱量が冷めた経験の部分を SCAT で分析した。 

 そして、SCAT 分析にて導き出された理論記述をもとに、担降り・担当への熱量が冷める

までの流れとその時の周囲のファンにより形成される環境を、時系列に沿って以下の通り

整理した。 
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図 8 ①の担降りまでの流れの図 

 

図 9 ②の担降りまでの流れの図 
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図 10 ③の担降りまでの流れの図  

 

 

図 11 ④の担降りまでの流れの図 
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図 12 ⑤の熱量減少までの流れの図（左）と、⑤の熱量減少とその復活の流れの図（右） 

 

 

図 13 ⑥の熱量減少とその回復までの流れの図  
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図 14 ⑦の熱量減少までの流れの図  

 

 図 8〜図 14は、インタビュー回答者①〜⑦の担降り・熱量減少までの流れを、上から

下に時系列が進むようにして表している。矢印の左側は具体的に何が起こったのか、そし

てそれに関わっていると考えられる要因や環境を矢印の右側に示している。そして、担降

り・熱量減少に関わっている要因の中でも、周囲のファンが原因になっているものを太枠

や太文字で表示した。各インタビューでの担降り・熱量減少や、熱量回復するまでの流れ

を、下記にまとめている。 

 

①  担当グループのライブ中止発表直後に、海外でのライブ開催が決定したことがき

っかけで担当への熱量が減少。元々担当グループのファンに対するイメージはよ

くなかったが、ライブの中止・海外でのライブ開催に伴って、アイドル側・ファ

ン側双方に不信感を募らせたため、担当への熱量が減少するに至っていた。熱量

減少時にもライブに参加したが熱量は増加せず、その後、別グループに興味を持

ったため担降り。 

②  元々担当グループのファンダムに対し居心地のよさを感じていたが、グループの

新体制発表を機に、ファンダムの変化を感じ、周囲のファンも担降りをし始めた

流れで、自身も担降りをした。新体制の発表時、新体制に対するメンバーへの複

雑な想いを抱えていただけでなく、新規ファンの増加によって、Twitter での愚
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痴に対する規制行動が始まり、ファンダムに対する疲弊を感じたり、ファンダム

へのイメージダウンの懸念を感じたりしたことが、担降りの一因となっていた。

また、旧体制からのファンの間での対立や苦悩に対して、軽率に扱われる懸念を

感じたことも一因となっていた。これらのファンダムの変化に加え、新体制での

パフォーマンス観劇をしても熱量増加が見られず、周囲の担降りにも影響された

結果、担降りに至った。 

③  以前から自担への攻撃がひどかったことにより、特定のファンに対する苦手意識

が形成されたり、盲目的態度に伴うツイート習性が形成されたりしていた。メン

バーの活動自粛と、その後のメンバー脱退をきっかけに、自身の盲目的応援に対

する客観視をするようになった。すると、脱退メンバーに対する多様な意見への

疲弊を感じたりしたことにより、担降りに至った。熱量低下を感じたきっかけと

して、歌唱中の担当への視線や、ファン同士との熱量の差を感じたことなどが挙

げられている。 

④  担当グループのライブ中止をきっかけに、その原因と言われているファンに対す

る違和感は感じた経験があったが、直接的なきっかけになったのは、一緒に応援

していた親の担降りだった。その後、ライブ中のファンサービスの減少を感じた

り、ライブ等の相次ぐ中止により、応援するモチベーションの低下が起こり、担

降りに至った。 

⑤  熱量が減少して復活しなかった経験と、熱量が復活した経験と２つあった。復活

しなかった経験は、周囲のファンと担当の理想像が一致しないことにより、理想

の担当像が見られない不満を抱えていたり、影響力の大きいアカウントとの意見

相違や、自分の意見の主張・共感を得ることができない状態にストレスを感じ、

担当の出ている映像等を見ないなど、担当との自主的隔離を行った。その後映像

作品の閲覧を行っても、現状の担当のよさを再認識できなかったため、担当への

気持ちが曖昧になり、熱量減少に繋がった。一方、熱量が復活した経験は、担当

の病み垢（愚痴垢）の閲覧によりストレスを感じ、担当との自主的隔離を行っ

た。その後しばらくして映像作品の閲覧を行ったところ、担当のよさを再認識

し、熱量の復活が起こった。 

⑥  当時２つのグループを応援していたが、その２つグループのファンの間で対立が

起き、この対立を若干回避する行動をとった。この時、自担への攻撃に傷ついて

いない複雑さを感じたり、両方の立場に共感できる複雑さや、ファンからの承認
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不安などを感じたことにより、熱量が減少していた。しかし、その後新しい仕事

の決定により、対立が薄まり熱量が回復した。 

⑦  グッズ購入の負担の大きさによる疲弊や、自身の私生活の忙しさにより一度熱量

が減少し、それに伴い Twitter アカウントを削除していた。その後、担当がアニ

バーサリーイヤーだったこともあり、Twitter アカウントを復活させたものの、

別の担当への攻撃が相次いだり、ライブの開催が減少したり、ファンの雰囲気の

ミスマッチが起こったことにより、再度熱量が減少した。 

表 15担降り・熱量減少の流れの概要 

 

 また、⑧に関しては、他のファンと意見の違った経験を辿っていく形で複数の経験や論

点に触れていったが、主に取り上げたものとして以下のようなものがあった。 

 

 

図 16 ⑧のインタビューにおける論点 
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4. 考察 

4.1 担降り・熱量減少に至るフロー 

3.2.3 で明らかにした担降り・熱量減少の流れの中で、周囲のファンが影響しているもの

をまとめると以下のような流れになっていた。 

 

 

図 17 担降り・熱量減少の流れ 

 

 担降りや熱量減少が発生する最初のきっかけとしては、「i)ファンダムや自分自身の何

らかの変化」が起こっていることが多かった。それぞれ、①ではライブ中止・海外でのラ

イブ開催発表、②と③では新体制発表・移行、④では親の担降り、⑤では理想の担当像の

周囲との不一致、⑥と⑦では担当である２つのグループのファンの対立が、最初のきっか

けとなっていた。これらは担当の言動や方向性が原因となっており、⑥や⑦についてもフ

ァンの対立を招いたきっかけは担当の言動にあるなど、担当や担当の理想像に変化のきっ

かけがあることが明らかである。 

 これにより、生じる感情について、「ii-α)疲弊」と「ii-β)反対意識・不信感」の大

きく２つのネガティブな感情があった。このような感情が生じる要因で分類すると、

「ii-1)理想の担当像との相違」「ii-2)ファンダムとの比較による不安感」の２つがあっ

た。その後、そのほかの要因として、「iii-α)担当関連との自主的隔離」、「iii-β)担

当関連の外部要因による隔離」の大きく 2つの要因が複合的に関連することで、担当との

関わりがますます減少し、最終的に「iv)担降り・熱量低下」へと繋がっていた。 
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 ここで、この担降り・熱量減少の流れをそれぞれのインタビュー分析結果と対応させる

ために、以下の表を用いて一つずつ対応を見ていく。 

 

 

図 18 担降り・熱量減少までの流れと、インタビュー結果の対応表 

 

図 18 では、インタビューで回答していただいた担降り・熱量減少の流れの中で、項目

が当てはまるところに●をつけている。 

 ここからは、ii・iii の各項目について、具体的な記述内容をまとめていく。 

 

【ii-α)疲弊、ii-β)反対意識・不信感】 

まず、担当や担当の理想像に変化があった後、ii として疲弊や反対意識・不信感という

ようなネガティブな感情が、周囲のファンとの間に生じている状況が見られた。 

「ii-α)疲弊」については、それぞれ以下の理論記述より「疲弊」の要素が見られた。 

 

②：理論記述 10「[Twitter上の悪口の増加と飽和]を見ることにより、(中略)特に

[親しい人との急な豹変と攻撃性増加による嘆きと恐れ]はファンダムに対する疲弊に

つながる。」 
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③：理論記述 16「[新体制をきっかけとした潜在下の否定的意見の表出と意見の多様

さによる疲弊]が、担降りの一つの全体像である。」 

⑥：理論記述 6「（前略）[コントを見る視線の多様性とそれらに対する理解]をする

とき、[騒動と直接的には無関係にもかかわらず感じる葛藤]、つまり[対立する意見

の両者ともに共感できる複雑な気持ちによる精神的負担]が増加する。」 

⑦：理論記述 15「[グッズの購買行動自体の応援活動化]が、[グッズの発売頻度増加

による金銭的負担の増加と危機感]や[周囲の購買行動に流された自身の購買量の増加

による疲弊]を感じることにつながる。」 

 

このように、周囲のファンの意見対立や意見の多様性により、自分のスタンスを定める

ことができなかったり、周囲のファンの疲弊を感じて自身も疲弊を感じたりするというよ

うな状況が明らかになった。 

また、「ii-β)反対意識・不信感」については、以下の理論記述から、周囲のファンの

意見に対する反対意識や不信感を抱いている状況が見られた。 

 

①：理論記述 7「ライブ中止発表の前後を比較して、[独特なファン文化を面白がる姿

勢]は、[公式に言語化されたことで生じた、ファンマナーの悪さに対する懸念]へと

変化する。」 

⑤：理論記述 3「担当に対する様々な不満は、他のファンと共感できなかった場合、

[担当の方向性に全肯定的な考えに対する否定]の考えをうみ、それが次第に[周囲と

共感できない孤独感]、[自分の意見を主張・共感を得ることができない息苦しさ]に

つながる。」 

⑦：理論記述 1「[担当のライブに対する想いの解釈違い]により[先輩の楽曲カバーへ

の文句に対する嫌悪感]を感じるようになる。」 

 

以上の理論記述は代表的なものの抽出ではあるが、自身の抱く理想状態の明確化、周囲の

ファンとの意見相違などが、反対意識や不信感に繋がっていることが明らかになった。 

 

【ii-1)理想の担当像との相違、ii-2)ファンダムとの比較による不安感】 

「i)ファンダムや自分自身の何らかの変化」から疲弊感や反対意識などのネガティブな

感情が生じていたが、それらの感情が生じる理由は２種類に分類された。 
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「ii-1)理想の担当像との相違」は、周囲のファンとは関係していないが、自分の中で好

きだった「担当」の姿が、「i)ファンダムや自分自身の何らかの変化」により裏切られ

た、というような内容だった。具体的に着目した記述を、それぞれのインタビューから一

つずつ抜き出したものが以下である。 

 

①：理論記述 1「（前略）海外でのライブ開催決定を発表すると、[文化の違いで担

当側の対応に違いが出ることへの不満]や[自身にとっての金銭的・時間的負担の可能

範囲を逸脱するライブ開催に対する反発]を抱く。」 

②：理論記述 2「新体制発表は[これまで見てきたメンバーの虚構感と不安感]をメン

バーに対して抱くきっかけになる。」 

③：理論記述 14「[熱量の多さでライブの参加権利の有無が決まる価値観による、ラ

イブ落選への納得]をしていると、その後ライブに参加できても[ライブ中の歌唱力に

対する心配による担当との距離化とその嫌悪感]を感じたり、[他のファンとの熱量の

差による担降りの自覚]をすることがある。」 

④：理論記述 11「[テレビで形成された理想状態へのライブにおける未達成による不

満足]や[非理想的なデビュー曲に対する不満足]が重なると担降りにつながる。」 

⑤：理論記述 1「ファンになった当初は[初期のファンとしての全肯定な姿勢・視線]

を持つが、次第に理想の担当像ができ、そして[理想の担当像が見られない悲しさ・

不満]や[現状を肯定できずに感じる孤独感]を感じることがある。」 

 

今回のインタビューでは、アンケートより周囲のファンにより担降り・熱量減少に至っ

た経験を抽出したが、その中でも担当の理想像との乖離という文脈が含まれていた。それ

ぞれ、①はイレギュラー時の事務所側・アイドル側の対応に関する「理想状態」につい

て、②・⑤については担当の全体像やイメージに関する「理想状態」について、③・④に

ついては担当の楽曲などのパフォーマンスに関する「理想状態」について、それぞれ違和

感を感じた例である。 

一方「ii-2)ファンダムとの比較による不安感」では、ファンダムの中の一人としての自

分を見つめたときに抱える不安意識・懐疑心などが、一つの担降り・熱量減少につながる

要因になっていることも伺えた。具体的に着目したのは、以下の理論記述である。 
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①：理論記述 8「公式的なファンマナーの悪さへの言及は、（中略）[F担はマナーが

悪いと思われているという恐れ]を生じさせ、[F担の悪印象による個人的な印象低下

の回避]のような[同じファンとみなされたくない気持ち]を起こす。」 

②：理論記述 15「愚痴垢の規制活動は[連鎖的な晒し行為の拡散による過剰な行動の

急速な拡大]は、[外部からの I担のイメージダウンとファンダムに対する居心地の悪

さ]につながる。」 

③：理論記述 9「グループメンバーの退所は、[新体制に対する拒否感]を生み出し、

[周囲のファンと同様な新体制受入の必需性]を前提とした[周囲のファンと同じ感覚

になれない焦燥感と落ち込み]へと繋がり、[新体制への期待ができないという担当グ

ループへの信頼度低下と気後れ感]を生み出すに至る。」 

⑥：理論記述 12「自担同士の対立により[ファンからの、ファンとしての承認不安]を

抱えるようになる。」 

 

 ①・②については、自担以外のファンコミュニティからの印象に対する懸念を、③は周

囲のファンと比較した時の自身の熱量の低さに対する懸念を、⑥は周囲との意見相違によ

り、ファンとしての承認を得られるかに対する懸念を抱いている。これらのような、周囲

と比較した時に生じる様々な不安が、担降り・熱量減少につながる一要因として機能して

いることが明らかになった。 

 

【iii-α)担当関連との自主的隔離、iii-β)担当関連の外部要因による隔離】 

 ネガティブな感情が生じると、担当との距離感が遠くなる・接点が薄くなるなど複数の

要因が重なり合うことで、担降り・熱量減少を加速させている状況が見られた。 

 まず最も特徴的に見られたのが、「iii-α)担当関連との自主的隔離」である。具体的

には、Twitter上で違和感や嫌悪感を感じる投稿をしているアカウントをブロックした

り、自身のアカウント自体を削除したりする行為によって、しばらく担当やそのファンか

ら距離を取ろうとする行動である。それぞれ、③では理論記述 10 で、⑤では理論記述 8

で、⑥では理論記述 11 で、⑦では理論記述 6で、自主的隔離を示す記述が見られた。 

 iii-αと比較して、自分要因ではない場合の担当との隔離である「iii-β)担当関連の

外部要因による隔離」は②と④で見られ、具体的な状況としてはファン仲間の担降りや離

脱があげられる。②では理論記述 9 で周囲の同じグループのファンの担降りが、④では理
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論記述 4で親の担降りが記述されている。それぞれ、周囲の担降りが自身に及ぼす影響に

ついて、 

 

②：理論記述 6「居心地いいファンダムでは、[ライブ会場周辺での地味さ]なども含

め、[ファンダム全体での共感により形成される団結感・居心地のよさの形成]が行わ

れる。」 

④：理論記述 9「[親の担降りによる自身のファン活動の消極化]など、[一緒にファン

活動をしていた人の担降りの影響力の大きさ]が伺える。」 

 

とあるように、それまで周囲のファンと協働して応援しているほど、そのファンが担降り

した時の自分への影響が大きいことがわかった。周囲の担降りによる担当関連の隔離は重

要なポイントの一つであると言える。 

 このようなネガティブな感情は、周囲のファンとの接点減少による担当を見聞きする機

会の減少へと繋がり、「iv)担降り・熱量減少」に至っていた。 

 

 

4.2 ファン活動における「理想の担当像」の承認の必要性 

 4.1 の担降り・熱量減少の流れを元に、i〜iv で実際何が起こっているのか、詳細を明

らかにするために、以下の点についてアンケートとインタビューの結果から考察を深めて

いく。 

 

4.2：「i）ファンダムや自分自身の何らかの変化」と図 3「ファンとの意見相違の経

験」の関連性から見る、「理想の担当像」に対する承認の重要性 

4.3：Twitter上でのファン活動の活発さに関する考察 

4.4：「ii-α)疲弊」時点における、スクリーニング失敗による疲弊感 

4.5：「ii-2)ファンダムとの比較による不安感」とスクリーニングの正誤評価として

活用される「ファンとしてのあるべき像」 

4,6：ジャニーズファンは何をしているかと、第 4 章全体を踏まえた考察 

 

まず、本節では「i）ファンダムや自分自身の何らかの変化」と、図 3 との関連性を見

ていくと、理想の担当像に対する承認を受けることが重要であることが明らかになった。 
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 初めに、改めてインタビュー回答者の担降り・熱量減少の主な理由をまとめ、それらの

理由と図 3 に示した周囲のファンとの意見相違のポイントを照らし合わせて一致したもの

を、横に矢印で示した。 

 

 担降り・熱量減少の主な理由 関連する意見相違ポイント 

①  ・担当側の運営方針と対応に不満  

②  ・新体制への拒否感 

・Twitter での愚痴やその規制行動に対する疲弊 

 

→自担以外を悪く言う行為 

③  ・新体制への拒否感 

・悪い意見からの逃避 

 

→自担以外を悪く言う行為 

④  ・親の担降り 

・ファンサービスの減少 

 

⑤  ・理想状態からのギャップ 

・周囲のファンと理想状態の共感ができない状

態 

 

→担当に対する解釈の不一致 

⑥  ・自担同士の対立による否定的意見の言い合い →自担以外を悪く言う行為 

⑦  ・自担に対する否定的発言 

・グッズの購買量 

→自担以外を悪く言う行為 

表 19 担降り・熱量減少の主な理由と、それに関連する他のファンとの意見相違のポイン

ト  

 

表 19 を見ると、担降り・熱量減少につながる他のファンとの意見相違のポイントは、種

類が限られていることがわかる。自担以外を悪く言う行為では、アンケートで得られた意

見の中では以下のようなものがあった。 

 

l 自分が応援していないグループを下げる発言をする人が周りに多く、しんどかったで

す 

l 他グループを貶すことで自分の推しグループを持ち上げるような発言が多い場合 

l どこのグループにもありましたが、担当メンバーを悪意を持って卑下するような意見 
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また、担当に対する解釈の不一致に関して、アンケートの回答では以下のようなものがあ

った。 

 

l 担当の可愛い系統が好きなのか王子様なのが好きなのかで意見が別れた（筆者注：原

文ママ）こと 

l 好きだからこそ、他人の担当に対する解釈が自分と合わないと許せない。 

l 応援の仕方や推しの見方。リア恋かそうでないか。推しに遭遇したら優しそうか怖そ

うかなど。 

 

 これらから、担降りや熱量減少のきっかけとなる出来事は、あくまで担当（やその理想

像）に対して否定的な発言を受けた時のみだということがわかる。これを裏付ける記述と

して、④の理論記述 21 での「[ライブ参加の最重要性]があるので、[ファン活動における

ファンの印象の非重要性]を捉えることができる。」や、④のインタビューの中での、ラ

イブチケット交換時のファンの態度で嫌な思いをした時の担当の熱量について促した時

の、以下のような回答も挙げられる。 

 

「sくん（④の担当名）のことが嫌いになるとか、sくん応援するのちょっとやめよ

うかなっていうのはあんまりないんですけど、もう絶対チケット自分で取ろうみたい

な。」 

 

このように、ファンの言動に嫌悪感を感じた経験があっても、それだけだとファンとの

交流回避をするのみで、担当に対する熱量に変化はないことが記述されている。ファンを

続けるために必要なのは、担当（やその理想像）に対して承認を得ることだとも言える。 

このような「自分の担当（やその理想像）の否定」がファンを続ける上で重視される、

という点から、高木が指摘していた「自己の『担当像』を製作し続ける [高木, 2016]」

ことがファン活動の中で必要不可欠だということがわかる。「自担を悪く言う行為」や

「自担に対する解釈の不一致」は、「自己の『担当像』」の否定として「担当像を製作し

続ける [高木, 2016]」ファン活動を中断させる要因になっているのである。 
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4.3 ファン活動のフィールドとして適した Twitter 

 さらに髙木の論が重要であると位置付ける根拠として、担降り・熱量減少につながるフ

ァン活動のフィールドとして Twitter が多用されている点について検討していく。 

 インタビューの中で大きく傾向として見られたのは、ファン活動の中心を Twitter上に

置いているかどうかである。ファン活動のメインの場所として、以下の記述に着目してみ

る。 

 

⑤：理論記述 4「[⑤さんにとってのファンダム=Twitter]であるので、[ファンダム形

成におけるフォロワー数の多いアカウントの影響力]は大きい。」 

⑥：理論記述 20「[Eのファンコミュニティの小規模・日常性]・[Nのファンコミュニ

ティの大規模・オンライン性]という特徴は、[ファン活動のフィールド決定要因とし

ての、日常生活の中での同担の存在]により生じる。」 

⑥：理論記述 24「Twitter において、[E担としての Twitter アカウントの未保持と、

リア垢内での Eに関する発言]が生じることもあれば、[N担になったことによる専用

アカウントの作成]が起こることもある。」 

 

以上のように、Twitter上がメインのファン活動の場となっている記述が見られた。実

際、⑤では理論記述 7より、SNS の投稿の閲覧回避不可能性に関する記述があったり、⑥

では N担としてのファン活動の場のみがオンライン上に広がっていた。そしてそれにより

担当への否定的な言動を避けられない状況に陥り、担降り・熱量減少に至ったことは前述

のとおりである。 

さらに気になる記述として、以下のような記述があった。 

 

⑦：理論記述 6「[Twitter上での交友関係の不必要性]を感じていると、[オタクアカ

ウント削除による同担からの逃避]・[嫌いな人との関係性打ち切りの迅速的な対応]

が行われる。」 

 

この記述より、Twitter上のファンコミュニティにおける関係性切断の容易さが明らかで

ある。⑦によると、ライブ等には日常生活で交流がある友人と参加しており、Twitter の

利用は情報収集を基本としている。Twitter上と日常の中での友人、両方の友人と交流す

る中で、Twitter上で嫌悪感を感じる出来事があれば即座に交流を絶っていることが記述

されており、その状況に応じてコミュニティを使い分けているのだ。 
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 髙木の議論は主に Twitter上でのファン活動に注目していたが、ここで改めて、

Twitter がファン活動を行う上で重要なツールとして機能していることがわかる。Twitter

は、膨大な情報の中から担当の理想像形成に必要な情報を集め、不必要なものを容易に切

り捨てることができるという点で、ジャニーズファンの活動に適しているツールなのであ

る。逆説的に言うならば、ジャニーズファンが Twitter を多用しているという点から、情

報収集とそのスクリーニングがファン活動の中で重要な活動になっていることが伺える。

そして、スクリーニングの際にその不必要なものを切り捨てられなかった場合に、担降

り・熱量減少に至る一因になってしまうのも、Twitter の特徴の一つでもあるのだ10。 

 

 

4.4 スクリーニングの失敗により発生する疲弊感 

 前節では Twitter の活用により担当（やその理想像）を否定されると、担降り・熱量減

少につながることが明らかになったが、ここからはその「担当像の否定」により、「ii-

α)疲弊」が生じる流れについて検討する。すると、この「ii-α)疲弊」が髙木による議

論の中でいう「スクリーニング」の失敗例としての位置付けができることが明らかになっ

た。 

 初めに「ii-α)疲弊」の状況になった②・③・⑥の状況について、理論記述を少し詳細

を辿りながら再度整理・関連部分のみ抜粋すると、以下のようになる。 

 

② 

 

 
10 担降り・熱量減少に至らない Twitter 活用には、⑧さんの理論記述 10・14 より、Twitter

上の情報に惑わされすぎない環境・姿勢づくりが必要であると言える。 

 ⑧さんはインタビュー回答者の中で唯一、ファンとの意見相違があることを受け入れ、

それが担降り・熱量減少に影響していない対象者であった。ファン活動を Twitter上で行

うこと自体がネガティブな影響を与えるのではなく、Twitter の情報に無闇矢鱈に影響され

ないような姿勢や環境を作り出せていないことに、担降り・熱量減少の原因があると考え

られる。Twitter をうまく活用するためには、Twitter上の情報に影響されすぎない姿勢や

環境作りが必要なのである。 
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③ 

 

⑥ 

 

表 20「ii-α)疲弊」に至るまでの流れ 

 

 それぞれの疲弊までの流れを見ると、共通して見られるのは多様な意見の中で自分の立

場を確立できない状況である。②の場合は新体制に伴うファンの意見の対立、③の場合は

対処したメンバーに対するファンの意見の対立、⑥の場合は応援している２つのグループ

のファン同士の対立が起こっており、その中で自分の立場や意見を決めかねている状態が

続いたことで、疲弊を感じるに至っていた。4.2・4.3 で確認した通り、情報収集とスクリ

ーニングのために Twitter を中心とした様々な意見の閲覧は避けられないという環境によ

り引き起こされる疲弊である。 

 この疲弊について、高木によるファンによるアイドルのキャラクター像形成時のスクリ

ーニングと重ね合わせてみると、Twitter による情報過多による、取捨選択ができない状

況であるということができる。高木は Twitter において、担当に対する情報を入手・拡散

することで、自己の「担当像」を製作するとともに、それを発表・共有するサイクルを回

していると述べていた。今回の疲弊に至るまでのフローを見ても、理想の担当像をめぐる

議論が Twitter上で繰り広げられており、その情報を閲覧することによる情報収集と、必

要な情報の取捨選択を行っていたと考えられる。しかし、インタビューに挙げた例は、情

報の「スクリーニング」がうまく機能せず、どの情報が必要か判断できず、結果自分が対

立する意見の中でどの立場・意見を取るべきかを判断することができない状況になってい

るのである。この様子を、図 21 に髙木が示した図に筆者が加筆する形で表した。これよ

り、自己の「担当像」を形成する中で必要なスクリーニングをうまく機能することができ

ないと、担降り・熱量減少につながるような「疲弊」を感じる可能性があるのだ。 
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図 21 髙木による「担当像」形成の流れの中での、スクリーニング失敗例（ [高木, 

2016]中の図を元に筆者作成） 

 

 このようなスクリーニングの失敗による疲弊感が、その後「iii-α)担当関連との自主

的隔離」、「iii-β)担当関連の外部要因による隔離」など、担当に触れる機会の減少に

つながっているのだ。 

 

 

4.5 ファンダムにより形成される「あるべき姿」とのギャップにより形成される不安感 

 また、「ii-2)ファンダムとの比較による不安感」からは、スクリーニング時の特徴と

して、ファンとしての「あるべき姿」の存在があり、その「あるべき姿」と現状の比較に

より、不安感・懐疑心が発生していることを見ることができた。 

 初めに、「ii-2)ファンダムとの比較による不安感」に関して、注目すべき理論記述は

以下の通りである。 

 

③：理論記述 9「グループメンバーの退所は、[新体制に対する拒否感]を生み出し、

[周囲のファンと同様な新体制受入の必需性]を前提とした[周囲のファンと同じ感覚

になれない焦燥感と落ち込み]へと繋がり、[新体制へ期待ができないという担当グル

ープへの信頼度低下と気後れ感]を生み出すに至る。」 

⑥：理論記述 12「自担同士の対立により[ファンからの、ファンとしての承認不安]を

抱えるようになる。 
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どの記述でも、周囲のファンと自身の、または自身のファンコミュニティの比較をした上

で、不安を抱いていることがわかる。③では周囲のファンとの感覚が違う点について、⑥

では自身の応援スタイルがファンとして認められるものかについて、というように周囲と

の比較により不安感を抱いている。特に③ではこの不安を感じる以前の状態について、以

下のような記述があった。 

 

③：理論記述 6「[担当への否定的な見方が冒涜であると言う感覚]が染み付いてお

り、[担当が間違っている可能性に対する思考放棄から生じる否定的発言の抑制]が、

[ツイートによる担当のイメージ形成を鑑みたファン同士のツイート内容抑制の雰囲

気]を形成する。」 

③：理論記述 7「[当時の盲目的応援に対する客観視]をした結果、[潜在意識下での違

和感とその認知からの逃避]を認識するようになる。」 

 

このように、十分な熱量を持って応援している時、盲目的に、つまり周囲と見比べないま

ま担当へ熱量を捧げていたが、「i）ファンダムや自分自身の何らかの変化」をきっかけ

に周囲と比較した見方がされ、不安を感じるようになっていることがわかる。 

 さらにインタビューの詳細を見ていくと、下記のような記述に着目できる。 

 

③：結構、すぐ受け入れてた、受け入れてはいないのかもしれないんですけど、3人

の Bも応援して行くよみたいな、感じだったんですよ。私はそこに全然追い付けなく

て。（中略）そこにあたしはそこまで行けてないから、じゃあ私 Bのオタクじゃない

かもしれない！とかも思ってましたし。3人になったことが受け入れられないなん

て！みたいな。みんな受け入れられているのに、私はできてない。そういうのとか

も、ありましたね。そこもきっかけだったかもしれないですね。 

（③のインタビュー（SCAT 分析：付録 6）より、通し番号 75の会話の部分抜粋） 

 

曽我：ファンの意見に挟まれているのがしんどかったみたいな感じ？ 

⑥：そうですね、あとはまあちょっと、その Eの熱、Eそのものへの熱ってよりは、E

担っていう存在がちょっと怖いなというか。集団にいるのが怖いなあみたいな気持ち

には。 



43 

 

曽我：なるほど、なんかその、E担って言うひとくくりにされるのが怖いみたいな。 

⑥：そうですね、まああと、自分が Nめっちゃ好きだから、受け入れられないんじゃ

ないかなっていうか。もう同じグループにはならないんだろうなみたいな感じの。

（後略） 

（⑥のインタビュー（SCAT 分析：付録 9）より、通し番号 26〜29 の会話の部分抜

粋） 

 

これらのインタビュー抜粋は、それぞれ③の理論記述 9、⑥の理論記述 12 を生成する元に

なっているインタビューの会話部分である。それぞれ語られ方に着目すると、２人ともあ

る程度の「あるべきファンの姿・感じるべき感情」のようなものを持っていることが見受

けられる。③では、３人の体制を受け入れられないことがダメなことのような語られ方を

しているし、⑥では E担であれば N担は受け入れられないという考えのもと、不安感が語

られている。どちらにも共通していることは、「〇〇担であればこう（すべき）である」

という意識があることである。 

 この「あるべき姿」像の存在は、スクリーニングをする際の取捨選択の仕方を考察する

のに有効である。つまり、スクリーニングをする際、すでに形成されている理想の担当像

があることにより「〇〇担であればこう（すべき）である」というスクリーニングの指針

が作られているということだ。③では、周囲のファンと同じく新体制を受け入れるべきだ

という「あるべき像」を、⑥では、E担であれば Nを受け入れないという「あるべき像」

を、周囲との比較により持っていて、それに反するスクリーニングを行おうとしている状

況に陥った時に、自分がファンであることに対する懐疑心や不安に繋がり、担降り・熱量

減少の一端を担っているのではないだろうか。「i）ファンダムや自分自身の何らかの変

化」から担降り・熱量減少に至るまでに、盲目的に応援していた状態からの客観化に伴い

「ii―2)ファンダムとの比較による不安感」を感じる。さらにその不安感は、周囲との比

較により形成されている「ファンとしてのあるべき像」とは反したスクリーニングをする

時に生じるものであり、これも担降り・熱量減少を発生させる一因になっていると考える

ことができる。 

 

 また、この「ファンとしてのあるべき姿」の形成までに着目すると、以下の部分を抽出

することができる。 
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③：（前略）それはもう誹謗中傷で犯罪じゃないみたいなのとか、本当に SNS であふ

れかえって。それだけブロックしてもブロックしても出てくるんですよ。そういう言

葉が。（後略） 

（③のインタビュー（SCAT 分析：付録 6）より、通し番号 16の会話の部分抜粋） 

 

曽我：（前略）Lがちょっと、《Fの楽曲》歌ったみたいなところで、オタ垢消そう

かなって思いました、みたいなの書いていただいてたんですけど。結局消してはない

ですか？ 

⑦：消してはないんですけど、もうツイートも全部消して、フォローもフォロワーも

0にして。もうないも同然みたいな状態になってますね。 

（中略） 

曽我：じゃあもうそれぐらい、疲れたというか、しんどかったみたいな感じだったん

ですね。 

⑦：そうですね。F、今ライブやってて、そのチケットの転売とか。（中略）高額転

売の正義を振りかざしてツイートしてる人も多くて。こんな高額になるなんて、みた

いな。よくわからん、みたいな。 

（⑦のインタビュー（SCAT 分析：付録 10）より、通し番号 31・32、35・36の会話の

部分抜粋） 

 

これらの抜粋部分を見ると、ファンの発言の中で見たくないものがあった時に、ブロッ

ク・ミュートやアカウントの実質的な削除を通してそれらを避ける行動をしていることが

記述されている。誹謗中傷やチケットの転売行為に対する姿勢などは、理想の担当像を形

成するための情報だけでなく、ファンとしてどうあるべきか、という情報も含まれてい

る。このような「ファンとしてのあるべき姿」に関する情報についても、Twitter の活用

などでスクリーニングし、共感できる情報とそうでない情報を普段は取捨選択しているの

である。 

 つまり、ファンとしての「あるべき姿」という指標が、ファン活動を行う中で形成され

ており、その「あるべき姿」を用いて自身が「理想の担当像」を形成するためのスクリー

ニングを正当に行えているかどうかの判断・確認をしている。その「あるべき姿」自体

も、様々な情報収集の過程でスクリーニングにかけられ、共感できる「あるべき姿」を収

集していくことで、より自身の考える「あるべき姿」像を強固なものにし、「理想の担当

像」形成のスクリーニングの正当性判断をより適切に行うために用いられているのであ

る。 
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4.6 理想の担当像を構築し続けるジャニーズファン 

 担降り・熱量減少に至るまで、スクリーニング時の情報過多による疲弊感や、「ファン

としてのあるべき姿」に反したスクリーニングをしていることへの不安感を感じているこ

とがわかった。これらをまとめ、最後に「ジャニーズファン」という存在について、改め

て考察していく。 

 まず着目したいのは、インタビューの以下のような回答である。 

 

⑤：（前略）見たくないならもうミュートとブロックとかをしたらいいのかもしれな

いですけどねぇ。 

曽我：でもやっぱり見ちゃうみたいな感じ…？ 

⑤：見ちゃうんですよ。（後略） 

（⑤のインタビュー（SCAT 分析：付録 8）より、通し番号 17〜19 の会話の部分抜

粋） 

 

⑥：（前略）全然関係ないのに板挟みみたいな気持ちになって。 

（⑥のインタビュー（SCAT 分析：付録 9）より、通し番号 23 の会話の部分抜粋） 

 

 これらの会話は、Twitter で自分の担当（やその理想像）に関するネガティブな言動を

閲覧した際の対処法やその時の気持ちについて述べられていたものである。⑤では、ネガ

ティブな言動閲覧を回避する方法を知っているにもかかわらず見てしまう状況を、⑥では

勝手に自ら進んで板挟みのような気持ちになっていることが記述されている。つまり、ネ

ガティブな気持ちになることはある程度予測でき、その状況を回避する術も認識している

のにも関わらず、ネガティブな気持ちになるような状況に自ら関わりに行っているという

ことである。 

 ここで着目したいのは、悠木による「オタク」の定義である。悠木はオタクを「最終責

任を自らで追うことができないにも関わらず、その対象に熱中できる人」と定義してい

た。その中で、「最終責任を自らで追うことができないこと」は「自分から関わりにいか

なければ縁が切れてしまうもの」をとしている。今回のインタビューで分かったことを補

足して再定義すると、担当が理想状態とは異なる方向性に進む（「i)ファンダムや自分自

身の何らかの変化」が起こる）可能性も理解した上で、それでも担当を応援し、熱中でき
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る人を「ジャニーズファン」であると定義づけることができるだろう。担降り・熱量減少

のきっかけとなる出来事として挙げられたのは、担当（やその理想像）が否定されたり、

理想の担当像とあまりにもかけ離れてしまったりなど、ファン自身の手で動かすことので

きない状況であることが明らかである。この状況に対応できず、「i）ファンダムや自分

自身の何らかの変化」から「ii-α)疲弊」などを感じた場合、インタビューで伺った経験

のように担降り・熱量減少につながるのだ。逆に言えば、「i）ファンダムや自分自身の

何らかの変化」により理想的な状況が崩れたとしても、熱量を持って応援し、Twitter で

の情報交換などを通して理想の担当像を修正・再構築し続け、その行為自体を楽しむこと

ができる人が、「ジャニーズファン」と言えるのではないだろうか。 

 

 

4.7 ジャニーズファンは何をしているか 

 これまでの議論を整理し、改めて全体を確認すると、以下のようなことが言える。 

 「ジャニーズファン」とは、担当の理想状態を自身の手で完全に作り上げることができ

ないと理解した上で、自ら関わりにいき、熱量を持って応援することを楽しむことができ

る人である（＝4.6）。その応援をするファン活動において重要になっているのが、担当

の理想像を形成するということ（＝4.2）であり、それらは Twitter における情報収集と

スクリーニング（情報の取捨選択）を中心的な手段として用いて行われていた（＝

4.3）。このファン活動における情報収集において、担当に関する情報の過多によりスク

リーニング機能をうまく果たすことができなかった場合、「ii-α)疲弊」を感じたりその

状況への「ii-β)反対意識・不信感」を拭えなくなってしまう（＝4.4）。また、情報収

集・スクリーニングなどのファン活動を通して他のファンと交流する中で、その過程で形

成されていた「ファンとしてあるべき姿」が、スクリーニングの正当性判断の一つの基準

になっており、あまりにも自身が「ファンとしてあるべき姿」との差が大きいスクリーニ

ングをしていた場合、自分がファンであることへの不安感を生じさせていた（＝4.5）。

これらのような、スクリーニングの失敗や不安を感じた場合、Twitter のアカウント削除

などを通して自ら担当との接点を減らしたり（「iv-α)担当関連との自主的隔離」）、周

囲のファンが担降りをする（「iv-β)担当関連の外部要因による隔離」）ことで担当に関

する議論をする機会が減り、スクリーニングのサイクルを回す回数が減ることで、担降

り・熱量減少につながっているのだ。 
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図 22 ファン活動における情報収集・スクリーニングのサイクルと、担降り・熱量減少要

因との関係性（ [高木, 2016]中の図を元に筆者作成） 

 

 ここで本研究の特徴として、ファン活動の実態を明らかにする上で「周囲のファンの影

響」を加味したことを改めて強調しておきたい。本論の基盤となる、情報収集とスクリー

ニングのサイクルを提唱した高木の論文では、「価値観による『スクリーニング』が一般

的になった」ことと、アイドル像を形成する際に熱愛などの不必要な情報が『スクリーニ

ング（回避）』されることが、別の理論の中で語られていた。しかし本研究の中では、ス

クリーニング対象となる「価値観」を、「理想の担当像」と「ファンとしてのあるべき

姿」の２つに分類して考えている。「理想の担当像」に関する価値観は、担当に関する情

報を収集する過程でスクリーニングにかけられる中で、より「理想の担当像」の精度を高

めていく過程を辿る（図 22 の左側、「アイドル像を作るための材料収集」から「自身の

解釈によるアイドル像作成」、「作成したアイドル像の正誤確認作業」のサイクル）。一

方、「ファンとしてあるべき姿」に関する価値観は、普段のファン活動の中で様々なファ

ンと交流する中で、反対意識を抱いたり共感したりすることを通して自然と形成されてい

る。Twitter の活用を見ても、共感できないファンのアカウントはブロックやミュートを

するなど、普段からできる範囲でスクリーニングを行っており、そこで形成された「ファ

ンとしてあるべき姿」に基づき理想の担当像形成に対するスクリーニングの正当性確認も

行っている。このように、スクリーニング基準となる「価値観」である「理想の担当像」

と「ファンとしてあるべき姿」は、情報収集からスクリーニングまでは同じ過程を辿るも
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のの、スクリーニングを経た情報がどう活用されるのか（「理想の担当像」に関する情報

であれば理想の担当像が形成され、「ファンとしてあるべき姿」に関する情報であれば理

想の担当像形成のスクリーニングに対する正当性評価をするために活用されている）につ

いて、辿る道筋が異なっており、それぞれが相互的に関わり合うことで図 22 のようなフ

ロー・関係性になっているのである。 

 

図 22 に話を戻すと、先行研究を重ねて考えると、この情報収集・スクリーニングの工

程の中に、橋迫による「没頭」と「距離化」のジレンマの状況も見ることができる。その

様子を、以下の図 23 に示した。 

 

 

図 23 ファン活動における情報収集・スクリーニングのサイクルと、担降り・熱量減少要

因と、「没頭」「距離化」の関係性（ [高木, 2016]中の図を元に筆者作成） 

 

 図 23 の左側のフローが「没頭」、右側が「距離化」した時の様子を表している。担当

に「没頭」している状態において、ジャニーズファンは担当の情報収集をしながら、理想

のアイドル像の構築を目指すが、スクリーニングの過程においては、一旦「没頭」から

「距離化」の視点に移動し、理想の担当像を構築するために必要な情報を取捨選択してい

る。そして、スクリーニングが終わったら再び「没頭」状態に戻り、理想のアイドル像の
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作成と、正誤確認をしているのだ。このように、通常のファン活動だと「没頭」と「距離

化」の状態を行き来している。しかし、スクリーニング時に、4.4での考察のように情報

の取捨選択ができなくなってしまった場合、理想のアイドル像の構築ができないため「距

離化」から「没頭」に戻ることができない。同じように、周囲のファンとの比較により形

成された「あるべき姿」と現在の状況が反していると感じた時も、自身がファンであるこ

とへの不安感・懐疑心により「距離化」から戻ることができない。「距離化」が長く続く

ことによって、担降り・熱量減少につながっているのだ。 
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5. 結論 

5.1 本研究の整理 

 本研究では、ジャニーズファンが形成するファンダムが、ファン活動をするにあたって

どのような影響があるか、特にネガティブな影響に着目して調査することで、ジャニーズ

ファンがファン活動の中で何をしているかを明らかにすることが目的であった。この目的

を達成するために、第２章ではジャニーズファンに関する先行研究をまとめることで、ジ

ャニーズファンの実践やジャニーズファンに関して行われてきた議論をまとめた。これら

をもとに、担降りを中心として調査を行ったことが、第３章でまとめられている。ここで

は、調査概要としてアンケートとインタビューそれぞれについて目的と内容をまとめた

後、得られた結果の概要や KJ 法・SCAT 分析結果をまとめた。第４章ではそれらのデータ

より、担降り・熱量減少に至るまでのフローを明らかにした後、先行研究を参照しなが

ら、ジャニーズファンとしてネガティブな状況下ではどのようなことが起こっているか、

さらにそこからジャニーズファンがファン活動の中で何を行なっているかについて、考察

を深めていった。 

 

 

5.2 周囲のファンとの意見相違とその影響 

 アンケート調査の段階では、周囲のファンとの意見相違が担降りや熱量減少などネガテ

ィブな状況の要因になっているという仮定のもと、意見相違の経験を KJ 法により分類・

カテゴライズした。その結果、大カテゴリーとして 11 に分類される「意見相違の経験」

が挙げられた。しかし、その後のインタビュー調査により、担降り・熱量減少に影響のあ

る意見相違のポイントは、中カテゴリーとしてラベルを付けた「自担以外を悪く言う行

為」と大カテゴリーとしてラベルを付けた「担当に対する解釈の不一致」のみであったこ

とより、ファン活動をネガティブな方向性に導く原因となりうるのは、他のファンとの意

見相違の中でも一部のみであることが明らかになった。 

 

 

5.3 ファンによるネガティブな影響 

 その後、インタビューにより得た担降りや熱量減少の経験について分析をした結果、以

下のような特徴を得ることができた。 
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l 担降り・熱量減少に繋がる感情の変化として、ファンダムや自分自身の何らかの変化

による疲弊感や、ファンダムに対しての反対意識・不信感が挙げられる。 

l 担降り・熱量減少を引き起こす原因は、理想の担当像との相違、ファンダムと自身の

活動の乖離の２つに分類された。 

l 疲弊や反対意識・不信感を感じると、担当関連のものとの隔離が起こることで、担降

り・熱量減少が促される。 

l 周囲のファンとの比較により形成される「ファンとしてあるべき姿」に反した感情を

抱いている時、ファンとしての懐疑心や不安感を抱き、担降り・熱量減少の一つの原

因になる。 

l 担降り・熱量減少が促されやすい場として Twitter が挙げられるのは、十分な情報を

収集し、不必要な情報を切り捨てやすいという、ファン活動をする上で便利な特徴を

兼ね備えているからである。 

l 担降り・熱量減少のきっかけとして感じる「疲弊」は、担当の理想像を構築・再構築

する中で行う情報のスクリーニング作業が失敗した例と言える。 

 

 

5.4 ジャニーズファンは何をしているか 

 インタビューやアンケートの分析よりわかったこととして、ジャニーズファンは、担当

が理想像と反する行動をする可能性がありながらも、楽しく応援を続けられる人であり、

その応援の過程で行われる、担当に関しての情報収集とスクリーニングの作業が失敗して

しまうと、それが疲弊や反対意識・不信感を引き起こし、担降り・熱量減少につながると

いう流れがあることがわかった。さらに、その情報収集とスクリーニングの作業が行われ

るのは「ファンとしてのあるべき姿」についても同様で、ファンとしての「あるべき姿」

が形成される。その「あるべき姿」に反した感情を抱く時、ファンとしての不安感や懐疑

心を抱くことも、担降り・熱量減少を助長する要因になっていた。 

このようにジャニーズファンは、勝手に「担当の理想像」を形成し、理想像形成のため

のスクリーニングができなくなると勝手に疲弊感や反対意識を感じ、そのような状況にな

ることがわかっていても、自ら担当に関しての情報を集めに行っている。このような状況

について、ジャニーズファンではない人の視点から見ると、関わる必要のない場所に自ら

関わりに行っている、無駄な行為のように見えるかもしれない。しかしその無駄な行為こ

そ、理想の担当像を構築するために必要な過程であり、無駄な行為を経て理想像を形成す

ることこそが、ジャニーズファンとしての活動そのものなのである。 
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5.5 今後の展望 

 本研究の課題として、2点考えられる。1点目は、アンケートで得られたデータの解析

を進め、ジャニーズファンのさまざまな条件・要素の関連性を明らかにすることだ。今

回、アンケートでさまざまな情報を得ることができたが、基本的に分析したのは第３部の

一設問のみで、その他の項目を分析することができなかった。特に、今回のアンケートは

たくさんの回答数があったものの、一つの設問の回答に対し KJ 法を行ったため、たくさ

んの回答数を有効的に活用した分析方法を用いたとは言い難い。アンケートで回収した、

その他の設問に対する回答を分析する中で、特に第１部の情報との関連性を探るようなデ

ータ分析を、ビックデータの解析ツールなどを用いて行うことで、ジャニーズファンの属

性別の傾向など新たな特徴を明らかにすることができると考えている。 

 2点目として、ジャニーズ以外の他のファンコミュニティとの比較である。ジャニーズ

以外の男性アイドルグループ、女性アイドル、地下アイドルなどのファンコミュニティを

はじめ、2.5次元舞台で活躍する俳優のファンコミュニティや、2次元、コスプレのファ

ンコミュニティなど、比較対象として考えられるファンコミュニティはたくさん存在す

る。今回はジャニーズファンコミュニティのみに着目したが、他のファンコミュニティで

の状況をしっかりと把握した上で比較をすることで、より如実にジャニーズファンコミュ

ニティの特徴を捉えることができると考えられる。 

 このようにファンの実態を探ることは、一ファンとしての筆者自身のあり方を探ること

である。本研究という活動自体が、ファンとして自身の「没頭」であるファン活動を「距

離化」して見る試みであり、本研究をきっかけに新たなジャニーズファンがファン研究を

行うことが、そのジャニーズファンの「没頭」の「距離化」を促すことになる。本研究や

その派生が起こることが、「没頭」と「距離化」のジレンマに立つというファン活動その

ものであり、この連鎖が今後も連なっていくことを期待する。  
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付録 1：ジャニーズファン特有の用語解説 

 

l オンリー担 

…担当がグループに所属していても、自分の担当のみを応援していて、担当の所属するグ

ループには興味がない人のこと。 

 

l 箱推し 

…応援しているのがアイドル個人ではなく、グループ全体である人のこと。アイドルが所

属するグループ自体のことを「箱」と言ったことが由来している。 

 

l リア恋 

…「リアルに恋している」の略。アイドルをただ応援しているだけでなく、恋愛感情に近

い眼差しを向けている人のことを指す。 

 

 



付録 2：アンケート結果一覧 

（記述回答は回答数が多いので、インタビュー回答者の回答結果のみ抜粋） 

 

l 性別 

  

 

l 年齢 

  

 

l ご職業 

  

 

 

 

 

 

⼥性 1075
男性 19
無回答/その他 15

10代以下 200
20代 656
30代 160
40代 54
50代 38
60代以上 1

69
53
332
50
35
74
29
5
28
43
381
10

⾃営業・⾃由業
⼩・中学⽣
専業主婦・主夫
専⾨学校⽣・短⼤⽣
⼤学⽣・⼤学院⽣
無職

パート・アルバイト
医療関係者
会社員
契約社員・派遣社員
公務員
⾼校⽣
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l 婚姻 

 

 

l お子様はいらっしゃいますか 

 

 

l お住まいの都道府県 

 

 

 

 

 

 

962
135
0

独⾝
既婚
事実婚/同性パートナーがいる

98
15
996いない

いる（現在も同居中）
いる（現在は独⽴）

北海道 37 栃⽊県 5 ⽯川県 8 滋賀県 11 岡⼭県 10 佐賀県 2
⻘森県 3 群⾺県 8 福井県 3 京都府 30 広島県 19 ⻑崎県 6
岩⼿県 2 埼⽟県 71 ⼭梨県 10 ⼤阪府 72 ⼭⼝県 8 熊本県 15
宮城県 17 千葉県 60 ⻑野県 12 兵庫県 42 徳島県 5 ⼤分県 6
秋⽥県 7 東京都 221 岐⾩県 6 奈良県 9 ⾹川県 4 宮崎県 5
⼭形県 6 神奈川県 107 静岡県 15 和歌⼭県 4 愛媛県 1 ⿅児島県 8
福島県 10 新潟県 11 愛知県 59 ⿃取県 1 ⾼知県 2 沖縄県 3
茨城県 23 富⼭県 9 三重県 5 島根県 2 福岡県 129
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l 現在最も応援している（推している）グループ/アーティストを教えてください。 

 
 

 

 

l 現在最も応援している人（「担当」）の名前を教えてください。 

→1082件の回答。 

  

TOKIO 2 Hey! Say! JUMP 50 Snow Man 95 IMPACTors 11

Kinki Kids 11 Kis-My-Ft2 20 なにわ男⼦ 30 Lil かんさい 4

V6 20 Sexy Zone 83 Travis Japan 57 Aぇ！group 48

ARASHI 44 A.B.C-Z 5 HiHi Jets 140 ふぉ〜ゆ〜 3

KAT-TUN 30 ジャニーズWEST 29 美 少年 15
その他個⼈で活動している
アーティスト（Jrを除く）

7

NEWS 17 King & Prince 29 7 Men 侍 44 現在はジャニーズファンで
はない

26

関ジャニ∞ 81 SixTONES 196 少年忍者 12



11 

 

l 現在そのほかで応援している（推している）人/グループがあれば選択してくださ

い。 

 

 

l ジャニーズ以外に応援したことのある（推したことのある）アイドルがいれば教えて

ください 

→513件の回答。 

（乃木坂 46・日向坂 46、AKB48、二次元アイドルであれば。など） 
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l 今の「担当」を応援し始めて何年目ですか？最も近いものを選択してください。 

  

 

l 今の担当に限らず、これまでジャニーズのアーティストを応援してきた期間は合計で

何年ですか？ 

  

 

l 以下のうち当てはまるものを選択してください 

Ø 正直「担当」が一番というよりかは、グループ/メ

ンバー全体を応援している（「箱推し」） 

Ø 「担当」はグループ/ユニット所属で、「担当」以

外のメンバーも程よく応援している 

Ø 「担当」はグループ/ユニット所属だが、「担当」

以外のメンバーに興味がない（「オンリー担」） 

  

半年未満 33
半年〜1年 76
1〜2年 341
3〜5年 316
5〜8年 136
8〜10年 84
10〜15年 83
15〜20年 26
20年以上 14

半年未満 10
半年〜2年 27
1〜3年 118
3〜6年 127
5〜9年 160
8〜11年 145
10〜16年 317
15〜21年 115
21年以上 90
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l あなたはどの程度同担拒否の傾向がありますか？ 

 

（選択肢は、1に近いほど同担拒否傾向がある、3に近いほど同担拒否傾向はない） 

 

l あなたは「担当」に「リア恋」ですか？ 
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l 「担当」に関する情報をどのツールで得ていますか？ 
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l 「担当」に関する情報を不特定多数に向けて発信するツールとして使っているもの

を選択してください 

 

 

l ジャニーズファンとして利用している twitter アカウントはいくつありますか？ 

 

 

 

 

 

 

その他、詳細に記載していただいたもの 9件。 
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l Twitter の利用目的として当てはまるものを選択してください。 

→1086件の回答。 

 

 

l これまでジャニーズファン歴のなかで「担降り（ファンを辞めること）」をした経験

はありますか。 
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l ジャニーズファンの友人で「担降り」をした人はいますか？ 

→541件の回答 

 

 

 

 

誰の担当を降りましたか？

その後誰の担当になりました

か？降り先がいない場合は

「なし」と記入してください

なぜ「担降り」しましたか？きっかけになった出来事や理由をできるだけ具体的に、詳しく教えてください。

Dの担降り理由:コンサートが当たらないし、アルバムのコンセプトに魅力を感じなくなった。ちょうどその頃、EやFの
ほうに魅力を感じるようになった。

F担降り理由:日本でコンサートをしないのに台湾でコンサートをした。ファンのマナーが悪いと話題になることも多
かった。ちょうどそのときにジャニーズJr.（J）の存在を知り、Jを応援している方が楽しいと感じた。
2019年1月にIが増員したから。

それまでの彼らを2009年から応援しており、増員が受け入れられなかったのがきっかけ。

増員した理由、新しいメンバーはどんな人なのか、今までよりパワーアップしているのか…としばらく追いかけていた
が、自分の好きだったパフォーマンススキル、ファンに対する発言、グループの雰囲気が全て変わってしまったと感

じ、結局自分の中で増員によるメリットがわからなかった。

またファン層が一気に変わり、マナーや常識がない人、SNSで悪目立ちする人が激増したのも嫌だった。

最後に2019年4月の舞台を観た際に、今後担当も含めこの人達に時間とお金を使いたくないと思い、その日で降りまし
た。

b1 n4

f4くんが退所したことで好きだった"B"の形が変わってしまい、応援していけるかわからなくなってしまいました。それ
に伴って、今まで見ないふりをしていたf1くんのあまり好きではないところやファンコミュニティの嫌いなところが輪
郭を持ってしまい、2021年の誕生日公演に入った際にf4くんの歌声がなくて寂しかったこと、f1くんが喉を痛めていて
歌に満足できなかったことが理由で降りました。また、Bのファンは宗教じみているので、仲の良かったおたくたちの
熱量についていけなかったことも理由の一つです。

f5、f7 なし

親も私もf7のファンだったのですが、親との熱量の差がありしんどくなったので私が先にf7担を降りました。その後は
薮f5をしていました。親と2人でFのコンサートに行った際に、MCでメンバーがファンの悪口を言っているのをその場
で聞いてしまい(その頃1部のマナーのなっていないFファンが新幹線を止めたりして問題になっており、メンバーも何度
か注意喚起していたものの収まらず、見せしめとして夏のアリーナコンサートが中止になってしまうなど事件が多発し

ていました。そのせいかファンはメンバーに嫌われてしまったようでした。正直私達はマナーを守って応援していまし

たので、ファンというひとくくりにされ嫌われたのは飛んだとばっちりでした。)、親はドン引きしてF自体を嫌いに
なってしまい、親はf7担を降りました。私は売れないsくんを応援するのがそれなりに楽しかったので、降りずに続けて
いましたが、予定されていたミュージカルがコロナで飛び、現場が一切なくなり、その後も待っていましたがミュージ

カルが無かったことのようになってしまったので、自然消滅するようにs担を降りました。

Eメンバーの一人 e4
初めて行った現場でEメンバーの一人が目の前を横切った時にとても疲れた顔をしていて、そのすぐ後にe4くんが笑顔
で飛び出してきたのが忘れられなかったため。帰ってきてからもずっとe4くんのことを調べていて、気付いたら興味の
対象が完全にe4くんへ移っていました。

f7、d3 j2、Eメンバーの一人

i2 l1

ジャニーズファンの友人

で、「担降り」をした人は

いますか？

＜担降りをした友人がいる方

のみ回答＞誰の担当を降りて

いましたか？

＜担降りをした友人がいる方のみ回答＞

その後誰の担当になっていましたか？降

り先がいない場合は「なし」と記入して

ください。

＜担降りをした友人がいる方のみ

回答＞担降りの理由を、知ってい

る範囲で、できるだけ具体的にご

記入ください。

いる d3 f3、Mメンバーの1人

現場に入れない、ファンサがな

い、本人に思うことがある、な

ど。歴が長いゆえに色々溜まって

いたのでは。
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l 「担降り」はしなかったが、「担当」への気持ちが冷めてしまった経験はあります

か？ 

 

 

 

 

l その後の「担当」に対する気持ちの変化についてお聞きします。 

 

 

 

 

 

「担降り」はしなかった

が、「担当」への気持ちが

冷めてしまった経験はあり

ますか？

誰の「担当」をしている時に

気持ちが冷めた経験をしまし

たか？

「担当」への気持ちが冷めた理由で最も

近いものを選んでください。

「担当」への気持ちが冷めるきっかけとなった出来事や理由を具体的に

教えてください

雑誌やテレビで明らかにやる気がなかったり、ビジュアルがずっと安定

しない時は冷めた。

またSNSに女関係のゴシップが出た時も応援する気がなくなった。彼女
がいるのはどうでも良かったが、相手が匂わせ女だったり、すぐバレる

ようなゆるゆるのプライベートを送っていることに腹が立った(苦笑)
コンサートに行った際に前の席の同担からとても睨まれて、怖〜と怯え

ました。また《ミュージカル》を観にいった際、同担からチケットを

譲ってもらったのですが、とても愛想のない方で、せっかく少ないファ

ン同士仲良くしたかったのに同担拒否漂う感じだったのがショックでし

た。

本人の言動のエピソードとしては、グループ仕事(CDリリース、コン
サート)以外の仕事を全くしていないのに焦った様子がないところ
に？？？となりました。趣味ばかり充実しているようで、仕事に対する

向上心があまりないのかなと思い冷めてしましました。

ある Gメンバーの一人
ジャニーズファンの仲間同士でうまくい

かないことがあった

自分はジャニーズにキラキラを求めており、Gを好きになった時の彼ら
のキラキラアイドルさが好きだったけど、次第にキラキラアイドル加減

が薄れていって曲や本人たちが「熱い！男らしい！頑張れ！応援！」み

たいになっていき(特に自担)、またそれを肯定しかしない周りのファン
たちに嫌気がさしたため。

ある Eメンバーの一人 ジャニーズファンの仲間同士でうまくい

かないことがあった

Nとの掛け持ちなのですが、Nメンバーの発言をきっかけにE(e2さん)の
ファンがTwitterで暴言を吐いていたことがあった。個人的に炎上を追っ
てしまう性格だが、ずっと好きだったEのファンが今大好きなNに暴言を
吐いているのをみると自身の感情をどう持っていけばいいかわからなく

なり疲弊した。そのため、一時期テレビでEをみるのをやめた。

「担当」の言動で気に食わないことが

あった

ある f5 ジャニーズファンの仲間同士でうまくい

かないことがあった

ある i2
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l 身の回りで、さまざまな理由で「担降り」する人について、どのように感じています

か？ 

 

 

 

 

他、詳細に記述していただい

た回答 13件。 

 

 

l 「担降り」することについて、普段考えたり感じたりすることがあれば教えてくだ

さい。 

アイドルを応援することに周囲からの強制力が働いた時点でおかしいと思うので、担降

りすることに対してなにか批判等をする方の気持ちには共感することができない。その

人な自由なんじゃないかと思う。 

繋がってる仲間とかを気にして SNS できちんと報告してる人とかうじうじ悩んでる人を

見ますがそんなにきっちりしなくても良いと思う。所詮は趣味なので楽しくないなら降

りた方が良いのではと感じます。 

私にとって担降りは宣言したりするものではなく、段々心が離れたり、FC の更新をする

理由がなくなり気がついたらファンではなくなるようなものだと思っています。今思え

ば担降りしていたんだと気がつくような自然なものです。私は退屈したりコンテンツに

飽きないように、推しをたくさん作っています。 

担降りをしたのにも関わらず情報を集めて(わざわざ雑誌を買う・現場に行く等)、「や

っぱり〇〇はかっこいいね」などと言っている人には何がしたいんだろうとは思う。 

グッズを買うたびにいつか降りる日のことを考えて憂鬱になります。降りたくないけ

ど、脱退や退所で強制的にストップがかかることも多いので。 

信仰が冷める瞬間 
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l ジャニーズファンの友人（オンラインとオフラインの両方）と仲が悪くなったり距離

を置きたくなった経験はありますか？ 

 

l ＜「ある」と答えた方のみ回答＞どのようなことがきっかけで距離をおきたくなり

ましたか？ 

SNS で呟いている内容に共感できなくなった。 

コンサート中のいざこざ(席を代わる/代わらない)や、担当に対しての考え方の違いを感じ

た時 

金銭感覚の違い。 

友人は圧倒的に自担より優遇されているように感じるグループのファンで、上から目線な

態度を取られているような気がしたため。 

マナー違反 

 

 

l ＜「ある」と答えた方のみ回答＞どのようなことがきっかけで距離をおきたくなり

ましたか？ 

 

他詳細に記述していただいた回答 39件。 
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l ジャニーズファンの友人との会話の中で、意見が合わないなと感じた経験はあります

か？ 

 

 

l ＜「ある」と答えた方のみ回答＞どのようなことに対して意見が合わないと感じま

したか？ 

多ステに関する意見。もともと初めに推していたのが嵐だったこともあり、当時は「コンサ

ートは 1回行ければ十分幸せ」と思っていた。そのときに出会った Hのファンが「お金があ

る人がたくさんコンサート行けるのは普通、その分席も埋まるし」と言っていて、あまり共

感できなかった。ただ今はコンサートには入れるだけ入りたいと思う。時間が経てば考え方

も変わります。 

基本箱推しなので、特定のメンバーを上げたり下げたりする人は話を聞いてると嫌だなと感

じる。また極端なリア恋、同担拒否の人、盲目お花畑の人はそもそも話が通じないことが多

いので関わりたくない。 

応援スタンス 

私は友人の担当をとても歌が上手かったと褒めましたが、友人は満足出来なかったようで、

せっかく褒めたのに不満そうで合わないな〜と思いました。 

有料コンテンツに対する考え方。 

自担の恋愛について。自身は特に何も思わないが、アイドルが恋愛するなんてあり得ないと

いう友人の意見に驚いた。 

担当が結婚することへの価値観や、目撃情報に対しての価値観など。意見が合わないとして

もそれが普通なのでなんとも思いませんが。 

 

 

l ヒアリングに協力していただける方は、日程調整やヒアリングの詳細をお伝えする

ために、連絡先をお知らせください。（メールアドレス・LINE ID等） 
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付録３：調査についての説明書 

 

  

実験についての説明書 

 

 

調査責任者： 長津 結一郎（九州大学大学院 芸術工学院 助教） 

調査実施者： 曽我 香菜子（九州大学 芸術工学部音響設計学科4 年 ・ 長津研究室） 

 

Ⅰ．研究課題   

  ジャニーズ系アイドルのファン文化・ファンの言動がファンに及ぼす影響について。 

 

Ⅱ．調査目的   

   ジャニーズ系アイドルのファンのファン文化やファンの言動が、ファンが「推す」ことにどのよう

な影響を与えているか、特にこのような文化・言動がファンにネガティブに作用している実態を明らかに

します。 

 

Ⅲ．調査手順   

  ビデオ通話でのインタビュー方式で進めます。インタビューでお聞きする内容は、以下の通りです。 

① アンケートを振り返りながら、担当への熱が冷めた経験を詳しくお聞きします。 

② ①の経験の後の行動や、担当に対する熱量の変化をお聞きします。 

③ 必要に応じて、類似したそのほかの経験もお聞きします。 

また、本インタビューは記録のため録画・録音させていただき、文字に起こして保存させていただき

ます。本インタビューで得た資料は、第３者がアクセスできないように管理し、令和4年3月31日まで

保存した後、廃棄いたします。 

 

Ⅳ．実験の危険性、不利益、苦痛、副作用等、及びそれらの対策について  

   インタビューの中で、身体的な危険が一切伴いませんが、過去の辛い経験を思い出されることがあ

るかもしれません。お話しになることが辛い場合、またお話しになりたくないことが質問された場合、無

理にお答えいただく必要はございません。気分がすぐれない場合など、お申し出いただきましたら、いつ

でもインタビューを休憩・中止させていただきます。 
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Ⅴ．緊急事態に対する対応について  

  自然災害などを含む緊急事態が起きた場合、速やかにインタビューを中断し、ご自身の安全の確保を

第一に行動してください。 

 

Ⅵ．同意しない場合の不利益について  

本実験に同意しない場合でも、いかなる不利益を受けることはありません。 

また、同意した後でも途中でやめることができます。その際にも不利益を受けることはありません。 

 

Ⅶ．プライバシーについて  

個人情報及び実験により得られたデータは、研究以外の目的には一切使用いたしません。また、これ

らのデータは、番号をつけて管理することで匿名化いたしますので、お名前が研究発表等で公表される

ことはありません。 

さらに、情報管理には十分配慮しますので、実験関係者以外の者に渡ることはありません。 
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付録 4：SCAT表① 

番号 発話者 テクスト <1>テクスト中の注目すべき語句 <2>テクスト中の語句の言いかえ
<3>左を説明するようなテクスト

外の概念

<4>テーマ・構成概念

（前後や全体の文脈を考慮して）
<5>疑問・課題

1 曽我

今回聞きたいのは、Fのところが結構聞きたくて。そのファンの人たち

が同じファンに与える影響みたいなところで。ファンの行動が原因で、

何かちょっと変化があった人にインタビューしているので、そこちょっと

深ぼれたらいいなって、思ってるんだけど。私もちらっとしかその一連

の流れは聞いてなくて、具体的にどういう流れがあったんやったっ

け？そこって。アリーナやらなくってみたいな流れって…

2 ①

私もなんか正直詳しくはそのとき調べへんかったんやけど、元々ツ

アーやるたびにその新幹線の出待ちって言ったらいいかな、とかが、

結構Fのファンはひどかったらしくて。でそれで公共交通機関が止ま

るみたいな時もあったらしくて。このファンの集団のせいで。

ツアーやるたびに/新幹線の出待

ち/ひどかった/公共交通機関が

止まる/ファンの集団のせいで

毎年/マナー違反/ある一定の複

数人のファンのせい/深刻/恒例

化/聞いた話/過剰な行動/追っか

け/アイドルのプライベート介入/

集団での行動/

モラルとして行動して良い範

囲/全体ではなく一部のファン

/リスキーシフト状態

一部のファンによる過剰にモラ

ルを逸脱する行動

3 ①

でまあ、確かになんとなくFのファンマナー悪いみたいなのはうすうす

感じてたし、 それでほかの人に迷惑かけるってどうなんて思ってたと

ころもあっての、F側からのアリーナツアーしませんやったから、それ

はあるよな正直と思った。

Fのファンマナー悪い/うすうす感

じてた/他の人に迷惑かけるって

どうなん/それはあるよな正直

他人に迷惑をかけることへの反対

/アリーナツアー中止対応のある

程度の当然さ/予測範疇の対応/

ファンマナーが悪い雰囲気

公共の福祉/ファンマナーが

悪いことへの代償/

4 ①

まあ分からんでもない、でもFだけじゃないかもしれんけど、と思いな

がら。他のグループもそういうことあるやろうとか思いながら、まあま

あ納得したんやけど、

わからんでもない/Fだけじゃない

かも/他のグループも/まあまあ納

得

自担のグループだけの対応に対

する不満/他のグループに対する

羨ましさ/ある程度受け入れる姿

勢/ジレンマ

ライブ中止条件の他グループ

との比較/ファンマナーの悪さ

に対するある程度の納得

5 ①

その後ぐらいに台湾でツアー決まりました、やったーみたいになって

て。何がやった、やねんみたいな。おかしくない？みたいな。で、台湾

の空港はいいんや、ファン出待ちしててみたいな。日本はあかんの

に、みたいななって、急にめっちゃ冷めた、そこで。

やったーみたいに/何がやったや

ねんみたいな/おかしくない？/日

本はあかんのに/急にめっちゃ冷

めた

担当の喜ぶ様子への複雑な環境

/急激な熱量の減少/自分の環境

が優遇されていない不満/海外だ

と許されるマナーへの不満

文化の違いが担当側の対応

の違いに影響することへの不

満/実質的に参加できないラ

イブの開催

文化の違いで担当側の対応に

違いが出ることへの不満/急激

な熱量の減少

6 曽我 日本でやらんのに、台湾やったらいいやんみたいな。

7 ①
そう、今まで支えてきた日本のファンをないがしろにしすぎじゃない？

みたいな、なってっていうのはある。

今まで支えてきた日本のファン/な

いがしろにしすぎ

今までの応援を蔑ろにする怒り/

応援に見合った還元の獲得不可

能な状態/担当のファンに対する

尊重の低さ/本拠地を蔑ろにされ

た悲しさ

ファンの応援への還元として

のライブ/担当の本拠地は日

本であるという認識/あまりに

参加に不利な状況

これまでのファンの応援に還元

する姿勢の低さによる不満

8 曽我
それはなんやろう、Fに対してって感じか、それとも事務所に対してみ

たいな？

9 ①
うん…まあ運営もやし、本人たちのテンションもちょっと気に食わな

かったかも。
運営も/本人たちのテンション

担当の表現方法/担当が喜ぶ様/

事務所としての企画対応
ファンと担当の感情のギャップ

10 曽我 台湾やったってなってるとこらへん？

11 ①

そう。なんかもうちょっとこっちのファンに、還元ないの？みたいな。

どっちもかな。まあスタッフというか運営が悪いのは分かるけど、本

人たちもそこに口出しができるはずやんみたいな。なんか結局同意

した上で決まってるはずやから、どっちもどっちやなっていう。

こっちのファンに還元ないの？/

どっちも/運営が悪いのはわかる/

口出しできるはず/同意した上で

決まってるはず/どっちもどっち

日本のファンに対するサービスの

必要性/担当本人の意見をいう余

地存在の推測/

担当側全体に対する不満/ア

イドル本人たちの合意をとる

体制がある前提

12 曽我

なんかその台湾での公演って、日本から行く便に、日本から台湾に

ライブに行く人に向けた、何かツアーみたいなのってなかったっけ？

Eの時なんかあった気がしてんけど。

13 ① あれやんな、日本の人もいけるかどうかってこと？

14 曽我 なんか日本の人が行った時に、飛行機でなんかもらえたりとか。

15 ① Eあったな。えーと、F正直記憶にはない。 正直記憶にはない 覚えていない

16 曽我
なんかその、台湾でやるんやってなって、結構もういきなり冷めたと

いうか…

17 ①

そうやな。普通に応募はできたなぁ。でえっとね、メールじゃなくて、

前って紙で来てた。昔。あれは来てた、ちゃんと。普通にコンサートの

応募と、本人たちの手書きのメッセージみたいなんがあったんは覚

えてるけど、それだけやった気がするな、たぶん。なんかぜんぜん応

募して当たれば日本の人でも行けたと思う。

コンサートの応募/手書きのメッ

セージ/それだけ/たぶん/

コンサート応募資格の有無/手書

きメッセージ/あやふやな記憶/特

別な優遇がない/おそらく

ライブ詳細の記憶の薄っぺら

さ/ライブへの興味の薄さ
ライブ詳細のあやふやな記憶

18 ①
まあ正直学生やったから海外にいけるわけではないし、最初から応

募する気なかったからあんまり覚えてないかも。

海外行けるわけではない/最初か

ら応募する気なかった

簡単に渡航を決断できない/応募

する気がない/参加する意思がそ

もそもない

海外に渡航する可能性の低さ
学生における海外のライブ参加

への非実現性

・実際日本から参加したファ

ンはどれくらいいたのか

19 曽我 なるほど。それが、大学2年ぐらい？

20 ① そう、一回か2回ぐらいの時やったと思う。

21 曽我

それまでに、ちょっとこう、なんとなくマナー悪いなーみたいな感じと

かって言ってたけど、なんか具体的にこういうことがあったとかあ

る？

22 ①

そうやね、具体的には、そもそも最初行ったのがDのツアーとか。人

生で初めてのコンサートとか。年齢層が全然違うなって思ったのと、

最初F行った時、自分が高校生の時に行ってるから、同年代かちょっ

と下が多いなって思って。中高生が中心なんやなーって思った時

に、やっぱりその雰囲気というか空気感が全然違う。で簡単にいう

と、まあきゃっきゃきゃっきゃしてる感じ。Dに比べると。

最初行ったのがDのツアー/年齢

層が全然違うな/同年代かちょっと

したが多いな/中高生が中心/雰

囲気というか空気感が全然違う/

きゃっきゃきゃっきゃしてる/Dと比

べると

Dのツアーと比較したときのファン

の年齢層の違い/Dより年齢層の

低いF担/雰囲気/空気感/きゃっ

きゃしてる/中高生が中心のF担/

雰囲気が若々しい様子/

ファンの年齢によるファンの雰

囲気の違い/中高生中心の

ファン層に対する馴染めなさ

これまで経験したライブとの比

較による、ファンの年齢層と雰

囲気の違い

23 ①

で、何て言ったらいいんやろうな、雰囲気…難しいなあ、なんかめっ

ちゃマナー悪いなって思ったようなことはあんまりないんやけど。何

て言ったらいいんやろな、悪そうな気がする、みたいな見た目の人が

多いって言ったらいいかなぁ。例えば、周辺施設で、何て言うの集

まってたりとか。邪魔になるんちゃうっていうところで写真撮ってたりと

か。そういうのは結構あったかも。

悪そうな気がする/みたいな見た

目の人が多い/邪魔になるんちゃ

う/写真撮ってたり/結構あったか

も

マナーが悪そうだという予感/マ

ナーが悪そうな見た目/周囲を気

にしない行動/周囲への気遣いが

足りていない様子/経験の少なくな

い様子

年齢とモラルの関連性/社会

的迷惑（他者が不快に感じる

こと、吉田、2011）（配慮のし

めし方・方向が他者とずれて

いることで生じるもの、谷、

2015）

マナーが悪そうな予感/周囲へ

の配慮が足りていないファンの

行動

24 曽我 なんかこう、京セラドーム…公演してたよね、F。

25 ① 私が行ったときは、まだアリーナやってん。だから城ホールとか。

26 曽我 なんかこう駅の近くとかで、とか。

27 ① そう、そういうイメージ、かな。

28 曽我
なんか直接自分が何かされたわけではないけど、まああのそういう

のを、ちらっと見て、ちょっと気になってとか。

29 ①

そうそう、とか、直接言われたりとか無いけど、やっぱりSNSとかで、

なんて言ったらいいんやろ、ファン同士いざこざがある事が多かった

と思う。し、めっちゃ簡単に言うと、同担拒否が多いイメージがあっ

て、すごく。ああもう結構ジャニオタで大事なワードやん、それ。

直接言われたりとかない/ SNSと

かで/ファン同士いざこざ/同担拒

否が多いイメージ/大事なワード

自分が被害者ではない/SNS閲覧

中の違和感/ファン同士の揉め事

が多い印象/同担拒否が揉め事

につながっている印象/ファンに

とっての同担拒否かどうかの重要

性

同担拒否の姿勢がファンの交

流への影響力の大きさ/揉め

事につながる代表例としての

同担拒否

同担拒否などから生じるファン

同士の揉め事の頻発性
・具体的な事例はあるか

30 曽我 そうね、そうだね。

31 ①

ジャンプは同担拒否がすごい多いイメージがあって、絡みにくいって

言ったらいいかな。Fのファンですって言われたとしても、誰のファ

ン？同担拒否なの？みたいなのが心配で近付きにくいみたいな。大

学入ってからもあった、ちなみに。Fのファンの子がいるらしいって聞

いてて、その子がf3の担当って聞いてたから、なんか怖そう、みたい

な。

同担拒否がすごく多い/絡みにくい

/心配で近づきにくい/大学入って

からも/なんか怖そう

F担の同担拒否の多さ/同担拒否

＝絡みにくい/同担拒否の人と安

易に仲良くなれない壁/高校時代

だけではない経験/f3担に対する

悪いイメージ/同担拒否だと仲良く

なりづらい

同担拒否の人との交流の難し

さ/同担拒否に対する怖いイ

メージ

自身の担当グループのファンに

対する怖いイメージ/同担拒否

の人との交流に対する恐れ

32 曽我 なるほど。

33 ①

で、自分f3担じゃないから、まあまあまあと思ったけど。なんかそのグ

ループを推してるって人もやけど1人を推してるって人も結構多そう

やったから、イメージ。なんかぼろくそ言われたらどうしようみたい

な。

まあまあまあと思った/1人を推し

てるって人/ぼろくそ言われたらど

うしよう

全く嫌われることはないという予想

/最悪の状況ではないという憶測

/1人のみを推している/自担以外

は推していない/自担を悪く言われ

ることへの恐怖/

オンリー担の存在/自担以外

を悪くいう人の存在/ファンと

のコミュニケーションにおける

様々な懸念と不安

自身の担当グループのファン

の中でのオンリー担の存在/自

担を悪く言われることへの恐怖

34 曽我 自分の担当、あの自担ばっかり、いい感じで言って、みたいな。 自担ばっかり、いい感じで言って
自担のみを褒める/自担のみを称

賛する
自担アゲ、他担サゲ

35 ①

そうそう、例えばf3担やったらf3のこと好きやけどf7のこと嫌いかもし

れんみたいな、のが結構ありそうやったから、ずっと怖かったみたい

な。イメージ。イメージはあるけど、先入観とか。なんとなく、こわっと

思いながら現場行くみたいな。

f7のこと嫌いかもしれんみたいな/

ずっと怖かったみたいな/イメージ

/先入観とか/なんとなく/こわっと

思いながら

自担を悪く思っているかもしれない

恐怖/先入観/自分の担当以外を

悪く言う人が多いイメージ/確証の

ないイメージ/

同じグループのファンでも応

援しているものが違う可能性

自担を悪く思っているかもしれ

ない先入観から感じる恐れ

・他のタレントを悪くいうイ

メージは何が原因だったの

か

36 曽我 そうやったんや。

37 ① そんな感じやった。

38 曽我 f3担、やっぱり同担拒否多い…？f3担が、多いって感じ…？

39 ① （頷きながら）多い多い、絶対多いと思う。多そう。 多い/絶対多いと思う
確証はないが高確率で多いイメー

ジ

特定のアイドルのファンに対す

る先入観

・周囲のファンの意見はどう

だったか、周囲のファンの意

見に影響された意見なの

か。

アリーナツアー中止対応のある

程度の妥当性と納得

担当を含めた事務所全体に対

して向けられる不満
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40 曽我 そのイメージ確かにないことはないかも。なんとなく想像ついちゃう。 なんとなく想像ついちゃう Aさんへの理解

41 ① だよね。まあそんな感じ。

42 曽我
なるほどねちょっと①さん自体はTwitterとか結構、ジャニオタとして

使ったりする？
Twitterとか/ジャニオタとして

Twitterの利用について/ジャニオ

タとしてのTwitterの利用について

43 ①

えっとね、Twitterはずっと高校の時とかやってなかったけど、大学

入って、大学入ってもずっとやってなかったけど、いつからかな、4月

ぐらいから始めたかな、本当つい最近。

4月ぐらいから始めた/本当つい最

近

始めて短期間/最近Twitterを始め

た様子

44 曽我 そうなんや、じゃあもうF担の時はやってない？

45 ①

Jなってからかな。そう、やっぱりそのtwitterのトレンド入りとか、指標

を気にするようになってすごい。CDの売上とか、Billboardとか、

YouTube再生回数。YouTubeの存在が大きいかもしれない。それま

でやってなかったから、ジャニーズって。すごいわかるやん、顕著

に。何人に、ファンじゃない人も見てくれてるとか、すごい数字でわか

るから、指標を気にするようになってから、Twitterはじめた。っていう

のもあるし、ちょっと色々きっかけがあって。

Dなってから/指標を気にする/そ

れまでやってなかったから、ジャ

ニーズって/すごいわかる/顕著に

/色々きっかけがあって

Dの担当になってTwitterを始めた

/指標の重要度上昇/数字で明確

に人気度が提示される様子/その

他にも存在するきっかけ/ジャニオ

タでのSNS文化未発達

近年の急速なSNS露出の増

加/人気の大きさ＝数字/SNS

のファン以外も含めた広い影

響力/人気を数字で見えてし

まう

新しい担当のファンダムでの

SNS等の数字指標の重要性

46 曽我

それまでのF担の、何かこう怖そうとかっていうイメージって、どういう

ときにそう思ったんやろうって気になってて。ライブ行ったときに思っ

たとか、噂で、リアルで会ってる友達と噂でそういう話になったりと

かっていうのってあったりした？

怖そうとかっていうイメージ/どうい

う時に/

F担が怖いというイメージの形成過

程

自担グループのファンに対する

イメージの形成過程

47 ①

怖そうって思ったきっかけは、Fは、何のグループでもいいんやけど、

はまりだしたらいろいろ検索するやんか。検索したときに、めっちゃ有

名なマナー悪いファンがおるみたいな話記事がヒットして。Fの、昔の

話らしいんだけど、本当デビューして5年目ぐらいの話とかやったけ

ど、たしか。なんかその、有名なグループで、その人たちも活動して

いるというか組んでる、なんかグループがあって、その人たちがめっ

ちゃマナーが悪いというか、とにかくすごかったみたいな、のを見つけ

て、そんな人いるんやジャニーズのファンって、みたいな。おーと思っ

て。

いろいろ検索/めっちゃ有名なマ

ナー悪いファン/昔の話らしい/有

名なグループ/とにかくすごかった

/そんな人いるんや/おー

Web検索での噂/マナーの悪い有

名ファングループ/逸脱したマナー

の悪さ/マナーの悪さに対する衝

撃/マナーの悪いファンへの恐怖

感/新しいジャニオタの発見/詳細

は覚えていない様子

ファン初期の情報収集欲求/

これまでのファン文化との比

較/ファン文化に関する検索/

同じ担当のファンのイメージ形

成過程としてのWebやSNSの

存在/ファンの活動フィールド

としてのWeb

ファン初期の情報収集による

ファンのイメージ形成期間/マ

ナーの悪い一部のファンに対す

る衝撃

48 ①

そしたらなんか怖い人もいるみたいな、目で見てると、やっぱりインス

タとかいろいろ見た時に、なんかとにかく凄そう、いわゆる地雷系みた

いな人とか、の投稿とか見るようになって。そういうのを見てからか

な、やっぱSNSは大きい。やっぱ検索にヒットしたっていうのもあるけ

ど、

怖い人もいるみたいな、目で見ると

/とにかく凄そう/いわゆる地雷系

みたいな/SNSは大きい

怖い人がいるという先入観/地雷

系投稿に対するインパクト/地雷

系投稿でのファンに対する印象構

築/SNSの影響力の大きさ/何とな

くすごい気がするファン/投稿から

感じるとにかく平凡ではない雰囲

気

自分と明らかに違う感覚/マ

ナー違反をするようなファンが

いるという事前知識/普段接

することのない人の事前リ

サーチができるSNS/SNSの

影響力の大きさ

事前に形成されたイメージとの

相乗作用により膨らんだ、SNS

での投稿内容に感じるインパク

ト

・「地雷系」という言葉をどの

ような文脈で使っていたか

（ファッションについてか、性

格的な部分についてか）

・地雷系の投稿とは具体的

にどのような内容だったのか

49 ①

SNSだったりとか、カルチャーショックみたいなのがあるかも。Dしか

知らなかったから。Eのファンもうめっちゃマナーいいし、なんか結構

年齢層も広いし、ファミリーとか男の人とかもいたから、なんかあった

かいなとか思いながら見てて、それと比べてFは若いし。

カルチャーショックみたいな/年齢

層も広い/ファミリーとか男の人と

か/なんかあったかいな/比べてF

は若い

嵐担と比較した文化の違いによる

ショック/D・Eのファンの多様性/多

様性によるファンとしての居心地の

よさ/F担の年齢層の低さ・狭さ/文

化の違いによる衝撃

担当グループの違いにより生じ

るファンカルチャーショック/多

様なファンの存在による居心地

の良さ

・コミュニティ内の多様性と居

心地の良さ（コミュニティ内の

年齢層の広がりと居心地の

良さ）の関係性について述べ

た論文がないか調べる

50 ①

それこそ、わって思ったんが、ライブ行ったとき、はって思ったんが、

その、花かんむりと、あの、首？ここになんか写真みたいな。（くり抜

かれた顔の写真を首に下げているジェスチャー）

わって思った/花かんむり/なんか

写真みたいな

衝撃を受けた出来事/花かんむり

/写真をぶら下げる様子/文化の

違いに衝撃を受けた経験

51 曽我 はいはい、あの、顔が…そのまま、…

52 ①

そうそう、SNOW（写真撮影・加工アプリ）が流行ってたやんか、めっ

ちゃ。自担の写真をSNOWでだからワンちゃんの耳とか付けた写真の

顔を、これぐらいのサイズ（両手で輪っかを作るジェスチャー）のやつ

を、ここにぶら下げてる人がいっぱいいて。何それと思って。 え？何

それ？こわ！みたいな。どういうこと？と思って。そういうのをいっぱ

い見たから。なんかついて行かれへんというかどの方向に歩んでる

の？みたいな。文化の違いをめっちゃ感じた、のが大きい。

SNOWが流行ってた/ぶら下げて

る人がいっぱいいて/何それ？こ

わ！/どういうこと？/ついて行か

れへん/どの方向に歩んでるの？

/文化の違いをめっちゃ感じた

流行りの写真加工アプリの利用/

文化が信じられない/共感できな

い/軽い拒絶感/恐怖感/ライブで

のファンの見た目/担当の写真を

身につけるということ/同じテンショ

ンになれない

53 曽我 F担とそのイメージあるかも。

54 ① めっちゃそんな感じ、ほんまに。

55 曽我 確かにちょっとあるかも。

56 ① あるよね、うん。そんなのはいないのよ、Eのファンには。

57 曽我 いないよね。

58 ① Dのファンにもいないのよ、そんな生首ぶら下げてる人がいない。

59 曽我
たまにe2担でおるけどね、e2ここ（胸元で輪っかを作って、顔写真を

つけているジェスチャー）につけてる人。
e2担でおる/つけてる人 l担での同じ事例

60 ① でもそれ面白がってるやつやん。 面白がってる
からかう/面白いと思ってやってる

と思う

61 曽我 そうそう。

62 ①

そう、それが結構いっぱいいたっていうのは大きいかなぁ。1部やった

ら、どのグループでもきっといるから思うけど、まあいっぱいいたから

びっくりしたっていう。

一部やったら/いっぱいいた/びっ

くりした

ファンの多くが行っている驚き/人

数が多いインパクト/衝撃
人数の多さによるインパクト

独自のファン文化に対する、大

人数によるインパクト

63 曽我

そういう、なんか首下げてる人とか、花冠して、とか地雷系のファッ

ションしてて、みたいな人が多いと、マナー悪そうってイメージにつな

がったりとかはする？

マナー悪そうってイメージ
見た目が奇抜だとマナーも悪そう

か

見た目とマナーの悪さの相関

性

64 ①

うん、個人的にはする。なんとなくマナーが悪そうなイメージがどうし

ても、あるかもしれない。でも事前情報がやっぱりあったから。行く前

にFのファンマナー悪そうみたいな。よく言われるからSNSとかで。そ

れを見てから行ったから、こういう人がマナー悪いんかなって思って

しまったっていうのもあるかも。それがなかったら、変な人いるなくら

いで済んだかもしれへんねんけど。そこがちょっと結びついちゃって、

どうしても。事前情報があったから。よく考えれば、本当はそうじゃな

いかもしれんけど、そう思ってしまった。

個人的には/マナーが悪そうなイ

メージ/事前情報/変な人いるなく

らいで済んだかも/結びついちゃっ

て/本当はそうじゃないかも/そう

思ってしまった

見た目とマナーの関連性/マナー

が悪いイメージの事前情報の影

響力の大きさ/具体的な事例があ

るわけじゃない/見た目とマナーを

関連づけてしまった/無意識のうち

に起こった考え/変な人/事前情

報による先入観

ライブ会場における、事前情

報と見た目の関連づけ/一部

の目立つ（特徴的な）ファンに

対する意識が全体の看板を

背負ってしまう

事前情報とライブ会場でのファ

ンの様子の関連づけ

65 曽我 それを、なんとなくずっと引きずってたみたいなところ？ 引きずってた

66 ① うんそう。ずっと引きずってる。 ずっと引きずってる

67 曽我

じゃあなんかそういうこうなんだろうマナー悪いかものがあって、実際

アリーナツアーやりませんみたいなのって、…アリーナツアー決まっ

てたのを取り消したって感じだったんだっけ？

アリーナツアーやりません/取り消

した

毎年行っているツアーの開催発表

の方法
毎年恒例のツアー情報の発表

68 ①

いや、決まってなくて。ツアーの発表そろそろかなみたいな時期やっ

た気がする。いつもやったらツアーそろそろだよね、みたいな時期に、

今年は台湾です、みたいになった気がする。そんなんだった気がす

る。いけねーよみたいになって、それ言われた瞬間。

そろそろかな/今年は台湾です/

行けねーよみたいに

毎年恒例のツアーの発表時期/ツ

アーの話題が出る時期/台湾での

ライブ開催決定/ライブにいけない

反発/

金銭・時間的負担の一般的な

可能範囲/ライブ活動の年単

位での周期性

自身にとっての金銭的・時間的

負担の可能範囲を逸脱するラ

イブ開催に対する反発

69 曽我

そうね。それで台湾、なんかその発表があった時に、結構もう降り

たって感じなのかな？なんかこう、そのタイミングが一番、嫌だったと

いうか、降りようと思った？

発表があった時/嫌だったりという

か

台湾でのライブ開催発表との時期

比較/降りようと思った時期明確化

70 ①

そこでめっちゃ萎えて、…わ、どっちが先やったかな…。一回行って

るんよな、ドーム。…ちょっと時系列わからんくなってんねんけど、台

湾の直前か、後かのドーム…あーあれよ、えっとね、《ライブ》は行っ

てて、どっちやろあれ… 調べたら出るのかな…

めっちゃ萎えて/時系列わからんく

なって/台湾の直前か、後かの

ドーム

台湾でのライブ開催決定による悲

しさ/ライブに行けず失われた活量

/時系列の曖昧な記憶/台湾での

ライブ開催の前後

71 ①

いつや。これでも、大学の間なんよな。…2018、一回のときか、うん、

かな。台湾のあとじゃないかな。たぶん後やな。台湾のツアーが終

わった後の、ドームツアーかな、多分。まあ多分まだ会員やったし、

当たったら行くか、ぐらいの感じかな、多分。

大学の間/台湾の後/ドームツ

アー/まだ会員やった/当たったら

いくか

大学生の間/おそらく台湾でのライ

ブ発表の後/ファンクラブ未退会/

運に任せる気持ち/ライブへの執

着の薄れ

72 曽我 あーそうなんや。結構もう冷めつつっていう感じ？ 結構もう冷めつつ
台湾ライブ発表後の熱量減少具

合

73 ① そう冷めつつ、だった。けど、思い出した、ソロ曲があって、初めて。 ソロ曲があって、初めて ライブ初のソロ曲演奏 Fにおけるソロ曲の希少性

74 曽我 あーなるほどね。

引きずる/影響を拭えないでいる/

事前情報と実際に見たものの影

響が長引く/覆されない

生首ラミネートの文化（他文化

の輸入とアレンジ）/F担の独

特な文化/

上述の生首ラミネートとの目

的の違い/

印象深い出来事で植え付けら

れた出来事の強情性

熱量の低下による記憶力の薄

れ/熱量が下がってからの担

当のインパクトの薄さ

からかい目的のファン文化の受

け入れ

ファンに対するネガティブな印

象の持続性

生首ラミネートの文化（他文化

の輸入とアレンジ）/F担の独特

な文化/

ライブ参加時のモチベーション

Twitterの開始

ファン文化の違いに対する衝撃

と軽い拒絶/独自のファン文化

の発達
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75 ①

初のソロ曲があって、それが見たかったっていうのがあった。まだな

んか、何て言ったらいいやろ、まだ降りんでも、やっぱり持ち直せる

かもというか。自分の中で保てるかもみたいな、モチベーション。思っ

て、行ったんやわ。で、実際ライブも楽しくて、ソロ曲もめっちゃ良く

て。まあでも8人おったら、あんまり興味のないソロ曲もあるなとか思

いながら、思いつつ、まあでも見れて良かったみたいな。今後もう二

度とないかもしれないし、ソロ曲。いつもユニットやし。見れて良かっ

たと思って。それが多分冬なんよね。一回生で。

見たかった/やっぱり持ち直せつ

かも/保てるかも/ライブも楽しくて

/ソロ曲もめっちゃ良くて/あんまり

興味のないソロ曲も/もう２度とな

いかも/多分冬

ライブ参加目的としてのソロ曲鑑

賞/ソロ曲の発表がライブへのモ

チベーションの一つに/ジャンプへ

の気持ちの持ち直しに対する希望

/ライブ参加による熱量復活の期

待/ライブは楽しかった/興味のな

い時間の存在/滅多にないソロ曲

演奏/冬ごろ/ライブでのソロ曲観

覧機会の希少性

熱量の下がった自分への疑

い/担当のライブ活動の姿を

見ることでの熱量増加の期待

/ソロ曲コーナーに対する批

判的視線

ライブ参加による担当への熱量

増加の期待/コーナーに対する

批判的視線

76 ①

2回（生）の夏ぐらいに、夏違う、5月ゴールデンウィークや、ゴールデ

ンウィークの初日とかに、出会ってしまっているから、ジュニアに。で、

もういいやってなったんよね。なんかあんまりモチベも上がらんかっ

たし、DVD正直買ったけど、あんまり見直してないってなって。前はみ

てたのに、全然見直してないし、シングルも欲しいと思わへんみたい

なって、これはもうあかんなと思って、潮時やなみたいな、なって移

行したって感じ。

出会ってしまって/もういいや/モ

チベも上がらんかった/あんまり見

直してない/もうあかんな/潮時や

な/移行した

新しい担当との出会い/Fへの熱

量復活見込みへの諦め/潮時

/DVDの閲覧機会の減少に対する

気づき

DVDの閲覧機会と熱量の関

連性/

新しい担当との出会いによる元

の担当への諦め

77 曽我 その頃からJに移った？

78 ①

そうそう。一瞬、だから多分3つかけもってた時期が一瞬あんねん。

そのジュニアはまりたての時。で最初は、それこそ広く浅くいろんなグ

ループ見てたけど、もうちょっとJに絞ろうみたいな、ぐらいにもうFい

いわみたいな。３つも追われへんし、正直そんなモチベないし。みた

いになって辞めたかな。あんまりやなって思ってから、結構ズルズル

長かったかも。すぱって辞めれたわけではない。

３つ掛け持ってた時期が一瞬/広く

浅く/Dに絞ろう/３つも追われへん

/結構ズルズル長かったかも/ス

パって辞めれたわけではない

３つのアイドルを同時に推していた

時期/ジュニアを見始めた頃の範

囲の広さと熱量の浅さ/広く熱量を

注ぐことへの疲弊/切り捨てる対

象/熱量が下がってからの大きな

きっかけ

ある程度熱量を注ぐ範囲を絞

ろうとする方向性/「降りる」だ

けでなく新しい担当に「移る」/

誰かに落ち着きたい気持ち

広く熱量を注ぐことによる疲弊/

推す範囲のある程度の狭小化

79 曽我

じゃあなんか、台湾でやるんやみたいな、日本ではやってくれへんね

や、みたいなところがあって、まあ下がったけど降りるほどではない

かなぐらいな感じでずっとやってて、でもまあ次の、Jが好きになった

から、もう入れ変わったんや。

80 ①

そう。そこでもう、シンプルにもう冷めてるわって思ったっていう。入れ

替えというか、降り先が見つかったみたいな、感じかもしれん。こっち

の方が本腰入れれるわみたいな。じゃあもういいじゃんってなって。

シンプルに冷めてるわ/こっちの方

が本腰入れれるわ/もういいじゃん

熱量の減少という単純な減少/Jに

本格的に熱量を注げる確信/ジャ

ンプへの熱量回復への諦め

新しい担当出現による、元の担

当の熱量激減の感知

81 曽我

じゃあこうJの方が楽しいわってなったっていうのは、結構アンケート

の方でも書いてくれてたんやけど、何が違ったFの時と。楽しかったと

か。

何が違った/Fの時と
FとJのファンとしての熱量の決定

的な違い
新旧での熱量の決定的差異

82 ① なんやろう、その新規って楽しいやん。 新規って楽しいやん
新規ファンの楽しさ/新しいグルー

プを知る楽しさ

新しい担当の魅力をどんどん

知っていく楽しさ
新規ファンの魅力

83 曽我 なるほどね、新しいグループを追うこと自体が…

84 ①

そう、新規って楽しいやん。あとジュニアっていうの見たことなくて、今

まで。注目したこと全くなくて。バッグにおることがあるけど、わかって

たけど、FとかDとかってバッグ付けてたこともあるけど、注目した事正

直全くなくて。でも見てみたらみんなめっちゃ頑張ってるし、なんか自

分を見て！みたいなんかすごいやんか。なんかその本人たちの熱

量の違い？え、すご！みたいな。自分が、何て言うの、応援したい！

みたいな。気持ちがめっちゃあったっていうのと、

注目したこと正直全くない/めっ

ちゃ頑張ってる/自分を見て！/本

人たちの熱量の違い/応援した

い！見たいな

これまでのFに注目する機会の少

なさ/本人たちの主張の強さ/デ

ビューに対する想い/熱量に感化

されたことによる熱量の増加/アイ

ドルの活動のエネルギーのギャッ

プによる衝撃/応援したくなる要素

アイドルの活動に対する熱量

とファンの応援する熱量の関

連性/応援したい！と引き立た

せられる仕掛け

これまで知らなかった新しい担

当の魅力/これまでと比較した

新しい担当の熱量の充溢により

感化されたファンとしての熱量

増加

85 ①

パフォーマンスの方向性も全然違って。D・F好きな時っていわゆる

ジャニーズの王道キラキラアイドルみたいなんが、ずっと好きやった

んだけど、Eは面白路線やんか、正直。めっちゃ好き、バンドもいいよ

ねみたいな、思って。また新しいのが来てん、正直Jって。こんなギラ

ギラしたタイプいるんだみたいな。すごいみたいな。え、歌もうまくな

い？ってなって。なんかその今まで知らなかった、なかったとこには

まってきたっていうか。なんかFじゃ得られなかった何かがあったみた

いな。あって、こっちのほうが好きかもみたいな。

パフォーマンスの方向性/ジャ

ニーズの王道キラキラアイドル/

面白路線/ギラギラ/今まで知らな

かった/Fじゃ得られなかった何か

があった

これまで推してきたアイドルとの方

向性・系統の違い/ジャニーズに

おける王道の系統/ギラギラ/かっ

こいい/初対面/初めて出会う衝

撃/応援している時の気持ちに何

かしらの大きな違い

新しいものに出会った衝撃/

応援している時の充実度に大

きな違い

担当の系統と担当・ファンの熱

量に差異

86 ①
あと勢いがあったっていう感じかなかな。あのFから移行したのは、そ

ういえば。
勢いがあった

アイドル自身の勢い/エネルギー/

精力的な活動
・勢いとは？

87 曽我 なんかあれだよねちょうどデビューするか、みたいな感じだったよね。 デビューするか デビュー間近

88 ①

そうなのめっちゃ覚えてて、出会いは4月27日。ゴールデンウィーク

確かめっちゃ長かった時なんよな、あの年。で多分初日に見に行っ

て、間結構空いてたから、youtubeほぼ全部見て。

めっちゃ覚えてて/youtubeほぼ全

部見て

Jとの出会いの明確な記憶

/youtubeでの全映像作品を閲覧

出会った時の衝撃による詳細

な記憶/時間・労力を顧みな

いファン自身の熱量

出会った時の衝撃/時間・労力

を顧みない行動力

89 曽我 結構あったやろ？

90 ①

めっちゃあった。全部見て、これはハマるみたいなって、最終日にもう

一回《映画》行って、結局その後2回行って、合計4回ぐらい見て。そ

んなこんなでめっちゃハマったっていう、

これはハマるみたいなって/めっ

ちゃハマった
ハマる予兆・感覚/結局ハマった

長時間の動画閲覧時に形成

された「ハマる予兆」

出会った時に感じていた「ハマ

る予兆」

91 ①

ので、勢いがあったし、もう向上心がすごいやん。デビューしたい！

みたいなのもあって、デビューしてほしい！みたいな。もう応援しない

と！みたいな気持ちになって。こっから新しいものしかでえへんやん

絶対、みたいな。期待しかないやん、そんなん。パフォーマンスだっ

てきっとどんどん進化するし。絶対還元率高いって言ったらいいの？

こっちへの。応援しただけ返ってくるやろってのがあったから、

勢いがあった/向上心/デビューし

たい！/デビューしてほしい！/応

援しないと！/新しいものしかで得

へんやん絶対/期待しかない/絶

対還元率高い/応援しただけ帰っ

てくるやろ

勢い/デビューへの向上心/勢い

に伴う応援する気持ち/応援しな

いといけない責任感/今後への期

待/ファンの応援に対する還元率

の高さ/応援しただけ返してくれる

ものがある

「推す」ことの充実度/将来に

対する期待感

ファンの応援に対する、新しい

担当の勢いや期待感の高さに

よる還元の多さ/勢いに応える

だけの応援をする責任感

・還元率が高いと感じる要因

とは？

92 ①

もういいわ、Fいいわってなって。なんかちょっと、今の感じにもう慣れ

てしまった感じはもういい、まあまあやっとけばどうせファンくるしみた

いな、テンションが嫌やったんやと思う。最近頑張ってやるけど。それ

で移行したかな

もういいわ/今の感じにもう慣れて

しまった/頑張ってやるけど

ジャンプに対する諦め/最近の近

況に対する若干の評価/ファンの

応援に慣れてしまった態度/ファン

の応援を大事にしない/ファンをぞ

んざいに扱う

充実している別グループとの

比較/際立って感じた勢いの

差/

新しい担当と比較した、今まで

の担当のファンに対するぞんざ

いさの表れ

・慣れてしまった感じはどの

ようなところで感じたか

93 曽我
なるほど。F担辞めてから、降りてからは、Fの近況を追ったりとか、な

んかしてたりする？

94 ①

えっとね、そっからほんまに、2・3回（生）ぐらい。それこそ3回（生）は

実習で忙しかったからっていうのもあるけど、全くノータッチで。もう何

してるか知らん、なんかf2結局帰って来んらしいみたいな、ぐらいの

レベル。の情報やったんよ。それよりも、Fの後ろにOまた来るらしいと

か、そっちの方が気になるぐらい。そっちの方がメインぐらいの気持ち

ぐらいF追ってなかったんだけど。

実習で忙しかった/Fの後ろに/

そっちの方が

私生活の忙しさ/ジャニーズに割く

時間の少なさ/Fよりジュニアに興

味/ジャンプへの興味の薄れ

興味の薄れ・私生活の忙しさ

からくる情報量の減少

私生活の忙しさも相まった今ま

での担当への興味の薄れ

95 ①
ちょっと前からFの曲提供曲ばっかりになり出したんやんか。アーティ

ストの。
提供曲ばっかり 提供曲の多さ これまでの楽曲との路線変更

96 曽我 《シングルA》とか？

97 ①

そうそう。《シングルAの楽曲提供者》大好きで。えっ、《シングルAの

楽曲提供者》提供したん？羨ましい！みたいな。あの曲はテレビ番

組とか、それこそF単体やったら見んねんけど、集合の音楽番組ある

やん、ジャニーズ何組も出るみたいな。あーいうのはちゃんとFを取っ

たら見るぐらい。曲がすきで、見るのね。うん最近も《シングルBの楽

曲提供者》の提供曲？《シングルB》か。それも提供で、《シングルB

の楽曲提供者》っていうバンドなんやけど、それもちょっと好きやった

から、良いやんみたいな、曲めっちゃいいやんって感じとか。そう曲

で、見てたかなぁ。

《シングルAの楽曲提供者》大好き

/F単体やったら見ん/集合の音楽

番組/曲が好きで、見る/曲で

曲の提供元アーティストも好き/F

単体での番組出演の重要度の低

さ/本人ではなく曲への興味増加

本人と彼らが歌う曲の分離的

な捉え方

今までの担当自身と、彼らの歌

う曲を分離して捉えた時の、曲

に対する興味の若干の復活

98 曽我 今Fとか見返したりして、なんかモヤモヤしたりとかも全然ない？ もやもや 複雑な気持ちの発生

99 ①

全然ない、なんか最近頑張ってるやん、でも提供ばっかりでFのアイ

デンティティどこ行ったん、f7さんやっぱかわいいな、とか言いながら

見てる。

最近頑張ってるやん/Fのアイデン

ティティ

以前より頑張っている様子/Fのア

イデンティティ/ジャンプらしさの曖

昧化

Fらしいというアイデンティティ

100 曽我 楽しそうや。

101 ①

そうゆるく、普通に1視聴者として見てるぐらいの感じ。まあ大学の友

達で降りるとか言いつつずっとF担続けてる友達がおるのもあって、

見たでこの前、みたいなのもできるから、ぐらいの感じ。

ゆるく/普通の一視聴者/見たでこ

の前

非F担として/友達との話題作り/

お茶の間の視聴者としての鑑賞

元担当の話題づくりとしての

関わり方/ファンではなくなっ

た後の関わり方

友達との一つの話題としての視

聴・閲覧

102 曽我
じゃあ、テレビとかいろんなを追いかけるっていうよりかは、Jと一緒に

出てたら見るみたいな？
Jと一緒に出てたら

103 ①

そうそう、ついでやな。能動的ではない。受動的。入ってるやん、みた

いな、見とく？ぐらいのレベル。別に見てなんか、嫌な思い出が別に

あるわけでもないから、普通に。前は好きやったけど、みたいな。感

じ。別にDも一緒で、別にやってて気になれば見るし、曲も今でもDサ

ブスクあるから。懐かしい気持ちで聞いてます。

ついで/能動的ではない/受動的/

嫌な思い出が別にあるわけでもな

い/前は好きやったけど/懐かしい

気持ち

ついでに見る/F鑑賞の非目的化

/Fに対する気持ちの思い出化/懐

かしい/嫌な気持ちの不在

熱心に応援していたころへの

回顧/元担当の付随としての

扱い方

今までの担当への熱量の思い

出化

今までの担当に対する複雑な

気持ちの無い様子

勢い=デビューに近いと思わ

せられる活動をしているか、活

発な活動をしているか

デビュー間際の精力的な活動

によるエネルギー
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104 曽我

なるほど。話戻るんだけど、F担をなんか冷めた時期？台湾やるん

や、ぐらいの時期は、1番の原因としては、スタッフ側の対応みたいな

ところにあったっていうところだと思うんだけど、ファンマナーが悪いっ

て言う噂があってアリーナやらんってなってまあ台湾でやるんだって

流れやったと思うんやけど、なんかファンの人達の雰囲気とか自体

がなんか合わんなって思ってF担なぁ、って思った経験とかは、あん

まりないって感じ？

雰囲気とか自体がなんか合わん

な/F担なぁ/あんまりない

ファンの雰囲気自体によるオタ活

の影響

105 ①

ファンのマナーの原因でFの担当やめようかなって思ったってこと？

それは、ないかなそれはないかな、うん。なんか面白いと思って見て

た。

それはない/面白いと思って見て

た
変だと思う人も面白い感覚/

106 曽我
アリーナやれへんねやみたいな、悲しいみたいな、の原因であるか

なっていうところで、ファンのマナーとかがあるかなって感じ？

107 ①

そうそう。そういうのがあって、こういうことにもつながるんやって、な

んか色々思い出したら確かにそうやなみたいな。たしかにやっぱりほ

かのグループより悪い気がするとか気になってきて。言われたら気に

なるみたいな。

こういうことにも繋がるんや/確か

にそうやな/他のグループより/言

われたら気になる

ファンマナーの悪さの影響/ファン

マナーの悪さに対する納得感/指

摘されてから気づくファンに対する

懸念/言われてから気になる

公式に言語化されたというきっ

かけ/「全体としてマナーが悪

いかも」という懸念の出現

公式に言語化されたことで生じ

た、ファンマナーの悪さに対す

る懸念

108 ①

いままではそのファンの中に、自分は確かにマナー気を付けてるけ

ど、そのファンの中に居るわけよ、自分も。でもなんかそのアリツアで

きひんって話が出た時に、1歩引いてみた時に、やっぱりマナー悪い

んちゃうってなって。感じたというか、その時きっかけで。もっと絶対

ちゃんとしてるグループあるやんと思って、いうのは俯瞰した時に。

やっぱり、そこ一緒に見られたくないっていうのは。

確かにマナー気をつけて/ファンの

中に居るわけよ、自分も/一歩引

いてみた/もっと絶対ちゃんとして

るグループある/俯瞰した/そこ一

緒に見られたくない

自身のマナー意識と他のファンの

区別/視点の俯瞰化/視点の客観

化1人のF担としての自分/他グ

ループとの比較/マナーの悪いF

担としての見られ方/第３者から見

た時のF担/F担という悪いレッテル

第３者から見たときの見られ

方に対する懸念/F担という全

体で見られる/全体のファンマ

ナーの自分事化

客観的視点を得るきっかけの

取得による、全体のファンマ

ナーの自分事化/同じファンと

みなされたくない気持ち

109 曽我
そうなってちょっと気づきだしたというか、なんか勘付き始めたみたい

な、感じ？

110 ① そうやな。

111 曽我 なんかJ担の、あんまな、とかって何も噂にはなってないですか？

112 ①

うん、今のところ特に。気になったことは。見た目が怖いお姉さんが

多いけど、喋ってたら面白そうな人いっぱいおるなみたいな、みたい

な。見た目は怖そう、みんな。どこ行ってもなんとなく怖いけど。マ

ナーとか気にならんかな、今のとこ。

見た目が怖いお姉さん/喋ったら

面白そう/マナーとか気にならん

見た目は怖い人もいる/喋ったら

面白そう/マナーに対しての違和

感がない状態

新しい担当に対する違和感が

ない様子

113 曽我 なるほど。じゃもうJって感じで。なるほど。

114 ①

あとなんか、F好きですって、なんか周りに言いづらかった。なんとな

くやっぱりその、普通にジャニーズのほかのグループを応援している

人もそうだし、ジャニーズ別に興味ない人からしても、Fのオタクって

なんとなく印象悪いんちゃうかなって思ってたから、その時。F好きで

すって大きい声では言いづらいなって。

周りに言いづらかった/なんとなく/

なんとなく印象悪いんちゃうかな/

大きい声では言いづらいな

F担というブランド力の低下/F担と

名乗ることの恥ずかしさ/F担に対

する見られ方の懸念・恐れ/F担と

名乗る躊躇い

「F担=マナー悪い」の共通認

識化しているという認識/「F

担」というブランド力低下/F担

の悪印象による個人的な印象

低下の回避

F担はマナーが悪いと思われて

いるという恐れ/F担の悪印象に

よる個人的な印象低下の回避

115 曽我 アリーナツアー無くなったとこらへんから？

116 ①

その辺その辺。やっぱりFのファンってなんとなく言いづらいなあっ

て。今やったらもうD好きですとかJ好きですか全然言いたい。男の人

でも全然どっちも見れると思ってて。F男の人面白くなさそうみたい

な。

全然言いたい/男の人でも全然

どっちでも見れる

F担と他のグループのファンそれ

ぞれの名乗る時の比較/男の人で

も見れる自信/誰にでもおすすめ

できる自信

様々な属性のファンがいるア

イドルは他の人におすすめで

きる自信

ファンの多様性からくるファンと

しての自信

・どのような要素で男の人で

もおすすめできる/できない

が決まるのか

117 曽我 なるほど。

番号 発話者 テクスト <1>テクスト中の注目すべき語句 <2>テクスト中の語句の言いかえ
<3>左を説明するようなテクスト

外の概念

<4>テーマ・構成概念

（前後や全体の文脈を考慮して）
<5>疑問・課題

ストーリー・ラ

イン

担当への熱量が急激に減少したきっかけとして、Aさんは[毎年恒例のツアー情報の発表]を挙げ、[一部ファンによる過剰にモラルを逸脱する行動]についてある程度認識していたため、[アリーナツアー中止対応のある程度の妥当性と納

得]はしていたが、海外でのライブ開催決定により、[文化の違いで担当側の対応に違いが出ることへの不満]や、[自身にとっての金銭的・時間的負担の可能範囲を逸脱するライブ開催に対する反発]を抱いた。これは、[学生における海

外のライブ参加への非現実性]を考慮していない事による、[これまでのファンの応援に還元する姿勢の低さによる不満]で、[担当を含めた事務所全体に対して向けられる不満]であった。この不満により、[急激な熱量の減少]が起こって

いて、[ライブ詳細のあやふやな記憶]からも興味が薄れていることが見受けられる。

自担グループのファンについて、①さんは元々[マナーが悪そうな予感]を感じていた。この[自担グループのファンに対するイメージの形成過程]について、①さんは[ファン初期の情報収集によるファンのイメージ形成期間]に、[マナーの

悪い一部のファンに対する衝撃]を受け、それにより[事前に形成されたイメージとの相乗作用により膨らんだ、SNSでの投稿内容に感じるインパクト]が大きくなったという過程があった。

またその後のライブ参加時には、[これまで経験したライブとの比較による、ファンの年齢層と雰囲気の違い]を感じ、特に[周囲への配慮が足りていないファンの行動]が印象に残っていたため、ファンマナーが悪い印象が形成された。

またライブにおいて、[担当グループの違いにより生じるファンカルチャーショック]が生じていた。

[独自のファン文化の発達]を実際に見て、[独自のファン文化に対する、大人数によるインパクト]を直接受けたことにより、[ファン文化の違いに対する衝撃と軽い拒絶]を感じていた。逆に、[からかい目的のファン文化の受け入れ]も起こっ

ていた。

このようなファンカルチャーショックにより、[事前情報とライブ会場でのファンの様子の関連づけ]が行われ、独自の文化が発達した自担グループの[ファンに対するネガティブな印象の持続性]が強固なものとなった。

またこれらのファンマナーや文化の違いについて、ライブ中止発表以前は[独特なファン文化を面白がる姿勢]を持つ程度だったが、中止発表後は[公式に言語化されたことで生じた、ファンマナーの悪さに対する懸念]を感じるようになっ

ていた。これは、公式的なファンマナーの悪さに関する言及という、[客観的視点を得るきっかけの取得による、全体のファンマナーの自分事化]が行われた結果、[F担はマナーが悪いと思われているという恐れ]を感じ、[F担の悪印象によ

る個人的な印象低下の回避]のような[同じファンとみなされたくない気持ち]が生じたことによるものである。

さらに、①さんは[自身の担当グループのファンに対する怖いイメージ]を持っていた。

その理由の１つ目として、[同担拒否などから生じるファン同士の揉め事の頻発性]を目にしていたことがあり、特に[同担拒否の人との交流に対する恐れ]を感じていた。さらに、[自身の担当グループのファンの中でのオンリー担の存在]

を目にしていたことから、[自担を悪く言われることへの恐怖]、さらに実際に言葉にしなくても、[自担を悪く思っているかもしれない先入観から感じる恐れ]を持っていた。また、これには[特定のアイドルのファンに対する先入観]も含んでい

た。

反対に、これまでのファンダムについては、[多様なファンの存在による居心地の良さ]を感じており、[ファンの多様性からくるファンとしての自信]も生じていた。

中止されたライブの後、初めての形式のパフォーマンス観覧を[ライブ参加時のモチベーション]とし、[ライブ参加による担当への熱量増加の期待]をかけてライブに参加していた。[コーナーに対する批判的視線]を持ちながらも楽しく参

加したが、[熱量低下によるライブへの執着の薄れ]はおさまらず、ライブ前後の[曖昧な時系列把握]も起こっていた。

そして、新しい担当に出会ってからは、[新しい担当出現による、元の担当の熱量激減の感知]がなされた。[新旧での熱量の決定的差異]を伺うと、[新規ファンの魅力]として、[これまで知らなかった新しい担当の魅力]を知り、それと同時

に[担当の系統と担当・ファンの熱量に差異]があり、特に[デビュー間際の精力的な活動によるエネルギー]・[これまでと比較した新しい担当の熱量の充溢に感化されたファンとしての熱量増加]が起こっていた。

これはつまり、新しい担当には[ファンの応援に対する、新しい担当の勢いや期待感の高さによる還元の多さ]があり、逆に言えば今までの担当には[新しい担当と比較した、今までの担当のファンに対するぞんざいさの表れ]を感じたた

め、ファンとしても[勢いに答えるだけの応援をする責任感]を感じるようになっていた。

これらを[出会った時の衝撃]・[出会った時に感じていた「ハマる予兆」]として感じていた①さんは、結果的に[時間・労力を顧みない行動力]が生まれ、本格的な担当の移行に移った。

担当の移行期には[広く熱量を注ぐことによる疲弊]が生じたため、[推す範囲のある程度の狭小化]を行っていた。 [私生活の忙しさも相まった今までの担当への興味の薄れ]も並行して生じていた。

そして担降り時には、元の担当に対して[新しい担当との出会いによる元の担当への諦め]のような気持ちが生じていた。

また、現在の新しい担当に完全移行してから、[新しい担当のファンダムでのSNS等の数字指標の重要性]を感じていたため、[Twitterの開始]が起こった。[新しい担当に対する違和感がない様子]が語られている。

ただ、最近今までの担当に対して、[これまでの楽曲との路線変更]を感じていた。その影響で、[今までの担当自身と、彼らの歌う曲を分離して捉えた時の、曲に対する興味の若干の復活]が生じている。

その他にも、[今までの担当に対する複雑な気持ちの無い様子]が語られており、今や今までの担当の出演作品は[友達との一つの話題としての視聴・閲覧]を行ったりする中で、[今までの担当への熱量の思い出化]も起こっていた。

このようにファンマナーと担降りの関係性について、[ファンマナーの非直接的な担降り原因化]が起こっていた。

ファンマナーの非直接的な担降

り原因化/独特なファン文化を

面白がる姿勢
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http://www.educa.nagoya-u.ac.jp/~otani/scat/scatform1.xls

SCAT(Steps for Coding and Theorization)を使った質的データ分析

さらに追究す

べき点・課題

理論記述

(1)[一部ファンによる過剰にモラルを逸脱する行動]によるツアー中止を受け、[アリーナツアー中止対応のある程度の妥当性と納得]はするが、その後の海外でのライブ開催決定を発表すると、[文化の違いで担当側の対応に違いが出る

ことへの不満]や[自身にとっての金銭的・時間的負担の可能範囲を逸脱するライブ開催に対する反発]を抱く。

(2)[学生における海外のライブ参加への非現実性]を考慮しないことによる[これまでのファンの応援に還元する姿勢の低さによる不満]は、[担当を含めた事務所全体に向けられる不満]であり、これにより[ライブ詳細のあやふやな記憶]

に見られるような[急激な熱量の減少]が起こる。

(3)[ファン初期の情報収集によるファンのイメージ形成期間]に、[マナーの悪い一部のファンに対する衝撃]を受け、それにより[事前に形成されたイメージとの相乗作用により膨らんだ、SNSでの投稿内容に感じるインパクト]が大きくなると

いう[自担グループのファンに対するイメージの形成過程]を経る。

(4)ライブの参加時には、[周囲への配慮が足りていないファンの行動]などを目にする中で、[これまで経験したライブとの比較による、ファンの年齢層と雰囲気の違い]を感じることがある。

(5)[独自のファン文化の発達]を実際に見ることで、[独自のファン文化に対する、大人数によるインパクト]を直接受けることとなり、これまでの[からかい目的のファン文化の受け入れ]を比較してしまうことで、[ファン文化の違いに対する衝

撃と軽い拒絶]を感じるというような、[担当グループの違いにより生じるファンカルチャーショック]が起こることがある。

(6)ライブ会場では、[事前情報とライブ会場でのファンの様子の関連づけ]が行われることで、[ファンに対するネガティブな印象の持続性]が強固なものとなる。

(7)ライブ中止発表の前後を比較して、[独特なファン文化を面白がる姿勢]は、[公式に言語化されたことで生じた、ファンマナーの悪さに対する懸念]へと変化する。

(8)公式的なファンマナーの悪さへの言及は、[客観的視点を得るきっかけの取得による、全体のファンマナーの自分事化]を促進した結果、[F担はマナーが悪いと思われているという恐れ]を生じさせ、[F担の悪印象による個人的な印象

低下の回避]のような[同じファンとみなされたくない気持ち]を起こす。

(9)[同担拒否などから生じるファン同士の揉め事の頻発性]を目にすることは、[同担拒否の人との交流に対する恐れ]を生じさせ、[自身の担当グループのファンの中でオンリー担の存在]を目にしていたことから、[自担を悪く言われること

への恐怖]や[自担を悪く思っているかもしれない先入観から感じる恐れ]を生じさせるので、結果として[自身の担当グループのファンに対する怖いイメージ]や[特定のアイドルのファンに対する先入観]をもつに至る。

(10)[多様なファンの存在による居心地の良さ]は、[ファンの多様性からくるファンとしての自信]を生じさせる。

(11)熱量低下後も初めての形式のパフォーマンス観覧が[ライブ参加時のモチベーション]となり、[ライブ参加による担当への熱量増加の期待]をかけてライブに参加することがある。

(12)熱量低下後のライブ参加では、[コーナーに対する批判的視線]を持ちながらも楽しく参加できるが、[[熱量低下による大部への執着の薄れ]は回復しない。

(13)[新規ファンの魅力]は、[担当の系統と担当・ファンの熱量に差異]があることにより、[これまで知らなかった新しい担当の魅力]を知ることにある。

(14)[新しい担当出現による、元の担当の熱量激減の感知]がされる際、[デビュー間際の精力的な活動によるエネルギー]や[これまでと比較した新しい担当の熱量の充溢に感化されたファンとしての熱量増加]が起こる。

(15)新しい担当の[デビュー間際の精力的な活動によるエネルギー]は、[ファンの応援に対する、新しい担当の勢いや期待感の高さによる還元の多さ]であり、逆に言うと[新しい担当と比較した、今までの担当のファンに対するぞんざいさ

の表れ]であるとも言えるため、ファンとして新しい担当に対してのみ[勢いに答えるだけの応援をする責任感]を生じさせる。

(16)[出会った時の衝撃]・[出会った時に感じていた「ハマる予兆」]を感じると、[時間・労力を顧みない行動力]が生まれる。

(17)担当の数が増えて移行期が続くと、[広く熱量を注ぐことによる疲弊]が生じ、[私生活の忙しさも相まった今までの担当への興味の薄れ]に促進されながら、[推す範囲のある程度の狭小化]を行う。

(18)担降り時には[新しい担当との出会いによる元の担当への諦め]が生じる。

(19)[新しい担当のファンダムでのSNS等の数字指標の重要性]を感じると[Twitterの開始]が行われる。

(20)元の担当に対して、[これまでの楽曲との路線変更]を感じると、[今までの担当自身と、彼らの歌う曲を分離して捉えた時の、曲に対する興味の若干の復活]が生じることがある。

(21)元の担当に対しては、[今までの担当に対する複雑な気持ちが無い様子]であれば、[友達との一つの話題としての視聴・閲覧]が行われたりする中で[今までの担当への熱量の思い出化]が起こる。

(22)[ファンマナーの非直接的な担降り原因化]が起こる。

・周囲のファンの意見はどうだったか、周囲のファンの意見に影響された意見なのか。

・実際日本から参加したファンはどれくらいいたのか

・具体的な事例はあるか

・他のタレントを悪くいうイメージは何が原因だったのか

・「地雷系」という言葉をどのような文脈で使っていたか（ファッションについてか、性格的な部分についてか）

・地雷系の投稿とは具体的にどのような内容だったのか

・コミュニティ内の多様性と居心地の良さ（コミュニティ内の年齢層の広がりと居心地の良さ）の関係性について述べた論文がないか調べる

・勢いとは？

・還元率が高いと感じる要因とは？

・慣れてしまった感じはどのようなところで感じたか

・どのような要素で男の人でもおすすめできる/できないが決まるのか

SCAT WEB site からのダウンロードフォーム scatform1.xls
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付録 5：SCAT表② 

 

番

号

発話

者
テクスト <1>テクスト中の注目すべき語句 <2>テクスト中の語句の言いかえ

<3>左を説明するようなテクスト外

の概念

<4>テーマ・構成概念

（前後や全体の文脈を考慮して）
<5>疑問・課題

1 曽我
デビューもそうなんですけど、どちらかというとメンバーの増員の方

が結構原因だったかなって感じですか？

2 ② 担降りの原因になったのは、そうです、増員です。 担降りの原因/増員 担降りの一番の理由/増員
担降りの一番の原因である新

体制発表

3 曽我

そのI側でけっこう変化があったっていうのと、そのファンの側でも変

化があったっていう、2つをそのアンケートのところで書いていただい

てて。その担降り理由みたいなものをもう一度ざっくり伺ってもいいで

すか。

担降り理由

4 ②

2018年に、結構Iの仕事が増えて。グループの仕事も増えて、個人

の仕事も増えてすごく、割といい感じだったんですね。で、結構いい

形で2018年を終えて。で、’19年8月に、朝起きたら新聞にでてるみ

たいな。

仕事が増えて/割といい感じ/いい

形/朝起きたら/新聞

仕事が好調だった/順調のように

見えた/年末を良い形で終えた/

理想的な状態/いきなり/新聞で

知った

突然の出来事に対する衝撃/

順調だと感じていたこれまでと

の落差

好調だと感じていた状態からの

突然の変化による衝撃

・どういう点で仕事が順調

だと感じたのか

5 ②

で、元々、18月の冬に、ジャニーズの内部の資料が流出するみたい

な、のがちょっとネットであって。今もどこまでほんとだったのか分か

んないんですけど。そこにIが増えるみたいなことが、出ている資料が

Twitterに載ってて。一定期間ちょっとTwitterがざわつくというか。I担

がちょっと、なんだこれ、ざわざわみたいなのがちょっとあって。まあ

でもちょうどその資料が出たあたりって、個人仕事っていうか、グ

ループの状態がすごく良いって、ファンも思ってたし私も思ってたん

で。これはたぶんガセだろうみたいな感じで。

内部の資料/わからない/一定期

間/ざわつく/なんだこれ/ざわざ

わ/すごく良い/ファンも思ってた/

多分ガセだろう

内部資料の流出/実態不明/どよ

めく/ファンの疑問/仕事の好調さ

から推測する資料の非現実さ/資

料の怪しさ/資料に真実性に対す

る疑問/不安/誤報という予測/間

違った情報/しばらくの間/広がる

不安と疑い

資料の流出による一抹の不安/

情報を認めたくない気持ち/こ

れまでの仕事の順調さという裏

付け/

情報流出の誤報という予測とそ

の内容に対する不安
・情報流出の一連の流れ

6 ②

で、それが結局年明けになってやっぱり増えたみたいになっちゃっ

て。私個人で言うと、去年の冬、その前の年の冬も、そういうのを、来

年も6人でがんばりたいとか。すごく前向きなことを言っていたのを、

実は、くすぶっていたので9人になることに決めました、みたいなコメ

ントがその新聞で出てたんで。あ、ずっとそういうふうに思ってたん

だ、実は、みたいな。雑誌とか、ブログでは楽しい感じに見せてたけ

ど、本当はそういう風には思ってなくって、私はすごい6人のIが好き

だったけど、本人たちは、その6人にそんなに思い入れはなかったの

かなとか。っていうのがあったんで、ちょっと裏切られた感というか。

やっぱり増えた/来年も6人で頑張

りたい/前向きなこと/実は、くす

ぶっていたので/ずっとそういうふ

うに/楽しい感じに見せてた/そん

なに思い入れはなかったのかな/

裏切られた感

情報の現実化/次の年の意気込

み/人数の増える見込み様子/現

状に対する肯定的思考/担当の

前向きな様子/実は埋もれている

/現実に対する不満足さの明確化

/現状に対する満足さの虚構性/

従来のグループの形への特別な

感情/楽しそうに演じる/裏切られ

た感/本来の反応でなかった不信

感

信じていなかった情報の現実

化による落胆/これまで信じて

いたメンバーからの裏切り感/

これまでの楽しさに対する虚構

感/偽りの姿だったかのような

不信感/

これまで見てきたメンバーの虚

構感と不信感/恐れていた不安

の実現による落胆

7 ②
ていうのがあったのと、あとはもう増えた3人の事が、好きじゃなかっ

たっていうのが、もう理由ですね。
増えた3人/好きじゃなかった 増員メンバー/嫌い

これまでの形を侵害してきた増

員メンバー

増員メンバーに対する苦手意

識

・具体的にどのようなとこ

ろが苦手だったのか

8 曽我
そうですね、私は全然当時Iはそんなに知らなかったけど新聞記事

は覚えてるぐらい、結構大きく。

9 ② うん、そうですね。

10 曽我

インタビューの方では、ファンの変化について知りたいのでお聞きす

るって感じなんですけど、そのファン層が一気に変わってっていうとこ

ろも書いていただいてるんですけど。まだ常識がない人とか、SNSで

悪目立ちする人、みたいな、ことを書いていただいてるんですけど、

そこも原因にはありましたか？

11 ②

まずその、増員した時に、それを受け入れる人と、受け入れない人で

すごく分かれて。もう本当なんだろう、その時点でほんと毎日ちょっと

バチバチっていうか。今までお互いにフォローしてしあってた中でも、

結構、私は受け入れる、私は受け入れない、みたいなので、結構ば

ちばちになっちゃって。

すごく分かれて/毎日ちょっとバチ

バチ/お互いにフォロー/結構ばち

ばち

意見の分裂/２つの意見の対立/

険悪な雰囲気/連日続く険悪な

ムード/現状に対する受け入れを

行うか/不穏な空気感

新体制の受け入れをめぐった

スタンスの対立/これまでのI担

との雰囲気の変化/

新体制をめぐった意見の対立

による険悪な雰囲気

12 ②

で、その中から愚痴垢っていうか、悪口ばっかり言うアカウントを作る

人が増えて。で、その悪口は普通に見るアカウントにも回ってくるよう

になって。私はもともと受け入れなかった派で、でも特に毎日毎日悪

口を言ってる感じではなかったんですけど、毎日悪口が回ってタイム

ラインを本当に全部、なんか悪口で埋まるみたいなのにまずなっ

ちゃって。

愚痴垢/悪口ばっかり言うアカウ

ント/普通に見るアカウントにも/受

け入れなかった派/毎日悪口/悪

口で埋まる

Twitterでの悪口の増加/閲覧して

しまう状態/現状の否認派/悪口

の極端な増加/悪口で埋め尽くさ

れる様子/担当に対する否定的発

言

平穏な雰囲気からの変化/悪

口の投稿数の飽和/悪口の緩

やかな増加と雰囲気の悪化

Twitter上の悪口の増加と飽和
・誰に対する悪口が多

かったのか

13 ②

で、結局増員した8月、この《ライブ》ではデビューが決まったので、

そこで単純に9人が好きな、9人のIが好きなファンの人もガンって増

えて。でもなんか、ジャニーズ初めて好きになりましたとか、すごい若

い女の子とか、がすごい増えた気がして。今までだったらそういう悪

口とかスルーすればいいのに、そういう悪口にも普通に噛み付いて

る人とか。なかなか真面目に全部受け入れちゃうっていう、Twitterの

使いかたもちょっとまだ初心者です、みたいな感じで。ますます、

ちょっと、やたら正義感が強い人とかも。結構大人の人とかも結構い

て、意外に。プロフィールとか見ると、結構たぶん私より上とか、年齢

で言うと多分40代とか。ちょっと上の人とかだけで。単純にメンバー

の悪口を言う人が許せないみたいな感じで、片っ端からそういう人

に、そういうのやめてくださいとかって言ってるTwitterとかを見たりし

て。なんかこう、悪口をスルーするのが良いとは思わないんですけ

ど、毎日毎日何処かで誰かが喧嘩してて。

9人のIが好きなファン/ジャニーズ

初めて好き/すごい若い女の子/

スルーすればいい/普通に噛み付

いてる人/全部受け入れちゃう/初

心者/やたら正義感が強い人/結

構大人の人/多分40代/メンバー

の悪口/許せない/そういうのやめ

てください/何処かで誰かが喧嘩し

てて

新体制の担当が好きな人の増加

/ジャニオタ初心者/ジャニオタ歴

の短さ/若者/悪口に対する敏感

な反応/強すぎる正義感/正義感

からくる行動/悪口の無視不可能

性/悪口の許容不可能/過剰な責

任感/年齢層の高い人の行動/悪

口を注意して回る行動/日々巻き

起こる喧嘩/喧嘩の日常化

新規ファンの増加による雰囲気

の変化/ジャニオタの慣習既知

の必要性/他人の悪口への無

関心の必要性/小さな騒動の

拡大/

新体制による新規ファンの増加

とファンの雰囲気の変化/過剰

な正義感による些細な悪口へ

の介入と騒動の拡大

14 ②

ちょっとしたメンバーの失言みたいなのも、結局ファンがすごい焚き

付けるので、どんどんどんどん盛り上がっちゃって。多分メンバー

も、失言はたぶん確かにあったので、まあメンバーにも問題があるん

だろうなと思ってたんですけど、ファンがすごい煽って、喧嘩して、そ

れが最後にネットニュースになっちゃってみたいなので。

メンバーの失言/焚き付ける/盛り

上がっちゃって/煽って/喧嘩して/

ネットニュースになっちゃって

メンバーの不適切な発言/ファン

が騒ぐことによる騒動の拡大/失

言に対する過剰な議論/ファン同

士の揉め事/ネットニュース化

ファンの行動による騒動の肥大

化

メンバーの失言に対する過剰

な反応と騒動の拡大

15 ②

ほかのグループのファン、私はもう、そのデビュー発表があった前後

くらいには結構Lの方に、結構気持ちがいってたんですけど、Lのファ

ンの人の中でも、I変なファンがいるみたいな。毎日ちょっと変なこと

言ってるね、みたいに言ってる人がいたりとか。他のファンとか、普通

にほかの、K担とか、友達がK担だったりするんですけど、K担とか

も、Iのファンちょっとヤバくなってきたみたいな感じで、いろいろ言わ

れるようになって。すごいスピードでやばくなったので。これは今までI

が好きだったっていうのも、言いづらいし、そのやばいイメージがもう

ファン全体のイメージ、になっちゃってる感じがしたので。ついていけ

ない、何ていうか、私はここに居ない方がいいかもしれないなって思

います。

デビュー発表があった前後/結構

気持ちがいってた/変なファンがい

る/やばくなってきた/すごいス

ピードでやばくなった/好きだった/

言いづらい/やばいイメージ・ファ

ン全体のイメージ/ついていけない

/ここに居ない方が良いかもしれ

ないな

他グループへの気持ちの移行/他

のファンからのI担に対する視線/I

担のイメージの悪さ/ファンの物騒

さ/一部の「やばい」ファンのイメー

ジの全体化/ファンであることの隠

蔽/ファンという主張の主張しづら

さ/ファンの急激なイメージダウン/

ファンに対する気後れ/居心地の

悪さ/ファンであることが不適切で

あるという懸念

新体制発表後のファンの急激

な治安悪化/他のファンからのI

担のイメージダウンの共有/新

規ファンのイメージへの巻き込

まれ/ファンダム内での疎外感

/これまでと異なるファン文化の

流入・誕生

外部からのI担のイメージダウ

ンとファンダムに対する居心地

の悪さ

・ファンの「ヤバさ」とは具

体的に？

16 曽我

そうですね、私も外から見てた立場なので、どうしてもそのイメージ

はあるかもしれないと思って。結構、増員する発表があった時ぐらい

の、バチバチっていうのは、もうずっとTwitter上で、結構もう受け入

れてほしいみたいな、どういったやりとりがあったかとか、何か覚えて

るものとかありますか。

17 ②

初めはみんな、私がフォローしてた人とかも含めて、はじめはもう本

当、信じられない、受け入れられない、みたいな人がもうほぼ、ほぼ

で。署名じゃないけど、反対運動みたいなをしませんかみたいなのが

あったぐらいで。本当に受け入れられないみたいな。

信じられない/受け入れられない/

反対運動みたいなをしませんか

体制の変更に対する拒否感/抵

抗感
新体制に対する拒否感

・新体制に対する拒否感

がどこから生まれたもの

なのか

18 曽我 もうなんかショックで、みたいな。

19 ②

そうですね、すごくそういう感じで。毎日みんな、どうにか戻ってほし

いみたいなことを言ってて。で、 1月に増員して、2月から京都で舞台

があって。でそこは、i1が出れなかったので、そこは8人で。で、3月に

コンサートが決まっていて、そこが9人。で、4月に東京で、2月にやっ

た京都の舞台が4月に東京であって、そこが9人、っていうところま

で、確か予定が決まってて。なんで2月に舞台に行った人とかが、8

人でも頑張ってるから、増えた2人のことは好きじゃないけど、6人の

ことはちょっと応援できるかもしれないとか、だんだんそういうことを言

い始める人が出てきたりとかして。

毎日/どうにか戻ってほしい/1月

に増員/2月から京都で舞台/そこ

は8人/8人でも頑張ってる/増え

た2人のことは好きじゃない/6人/

ちょっと応援できるかも/言い始め

る人

旧体制復元への熱烈な希望/元

の状態に戻る方法の模索/新体

制後の活動を見てからの気持ち

の変化/応援できるかもしれない

気持ちの変化/ファンの気持ちの

変化

一部ファンの新体制受入の拒

否感緩和/実際に頑張っている

担当を目の当たりにすることに

よる気持ちの変化

舞台観劇による新体制受入の

拒否感緩和の目撃

・客観的視点からの語り

のみのポイント。主観的に

どのようなことを感じたか

や、意見の変化の流れを

時系列に沿って聞きたい

20 ②

あとはその増員した経緯みたいなのを、メンバーがブログとか雑誌で

言っていたので、それで3人のことはまだ好きじゃないけど、6人のこ

とは応援できるとか。結局9人ではもう応援できないけど、例えば、私

はi2担だったんですけど、i2ひとりのことだったら応援し続けられる、

みたいな。単推しだったら続けられそうとか。とかっていう、ちょっとこ

う、絶対許せない、みたいなところから、ちょっとずつ派生し始めて。

これでちょっとまた意見が割れてきて。

増員した経緯/メンバーが/6人の

ことは応援できる/単推しだったら

/絶対許せない/ちょっとずつ派生

/意見が割れてきて

体制変化の理由の不明確さ/メン

バーによって理由に若干の違い/

他のファンの応援体制への変化/

応援体制の多様化/新体制の受

け入れに対する拒否感緩和/意見

の細分化/変化

旧体制からのファンの、新メン

バーの受け入れ体制の欠如/

推し方やその範囲の多様化/

ファンとしてのスタンスの細分化

/

推しやその範囲の細分化と更

なる対立
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21 ②

でもやっぱり、舞台とかコンサートにしても、パフォーマンスのクオリ

ティが明らかに下がってるんで。やっぱり元々Iのダンスとかアクロ

バットが好きだった人は、やっぱり無理ってなって。そこの、受け入れ

ようと頑張ってる人と、やっぱり無理っていう人たちで 、結構喧嘩に

なったりとか。

パフォーマンスのクオリティ/ダン

スとかアクロバットが好き/やっぱ

り無理/受け入れようと頑張ってる

人/やっぱり無理/結構喧嘩

パフォーマンスのクオリティ低下/

パフォーマンス重視のファンの応

援熱量の低下/新体制の受入拒

否感の増幅/新体制許容の姿勢

をもつ努力/新体制受入の断念/

意見の対立による喧嘩/ファン同

士の揉め事の増加

ファンによる担当の重視ポイント

の違い/パフォーマンスの質の

ファンである条件化/新体制受

入の試行錯誤/新体制受け入

れという強迫観念

新体制でのパフォーマンス力

低下による担降りの目撃/新体

制受入の容認に対する強迫観

念

22 ②

メンバーが前を向いてるんだから、私たちも前を向かないとみたい

な。もう6人には戻らないんだよ、みたいに言い始める人とかだんだ

ん出てきて、そこでさらに喧嘩になったりとか。 結局6人から9人に

なった本当の理由みたいなのは、雑誌とか テレビとかで言うことが

結構二転三転してる？メンバーによって言ってることが違ったり。結

局理由はわからずじまい、はっきりとはわかってなくて、その中でま

あでも9人で頑張るって言ってるから、受け入れなきゃいけないよねっ

て思い始めた人と。

メンバーが前を向いている/前を

向かないと/戻らないんだよ/さら

に喧嘩/本当の理由/二転三転/

言ってることが違ったり/わからず

じまい/受け入れなきゃいけないよ

ね

ファンによる新体制受け入れの説

得/ファンによる新体制の肯定に

対する強制的発言/メンバーと同

じ方向を向くべきという強制/ファン

同士の喧嘩の拡大/新体制の理

由の不透明さ/新体制受け入れに

対する強迫観念

メンバーとファンが同じ方向を

向くべきという考え/他のファン

による説得/新体制の理由の不

明確さによる不信感の増幅/受

け入れに対する強迫観念

担当とファンが同じ方向を向く

べきという考えとその説得

23 ②

だんだんみんな、毎日怒ってるとだんだん疲れてくるので。もうそろ

そろ、単推しでもいいから受け入れようかなみたいな人とか、もうそろ

そろもういいかな、みたいな感じで降り始める人と。5月ぐらいの、GW

すぎくらいかな、5月くらいにその舞台が終わったので、確か。そこ

で、結構一回ちょっともうおりますみたいなので、ばっと人がいなく

なったりとかっていうのもあります。

毎日怒ってる/だんだん疲れてくる

/単推しでもいい/もう良いかな/

降り始める人/舞台が終わった/

一回ちょっともうおります/ぱっと

人がいなくなった

連日続く喧嘩/新体制に関する騒

動での疲弊/怒り疲れ/単推しとい

う妥協/疲弊による担降りの決意/

舞台の終了という担降りタイミング

連日続く喧嘩での疲弊による妥

協した決断/決定していた舞台

の終了という区切り

連日続くファン同士の喧嘩によ

る疲弊と担降りの決意

24 曽我 ちなみにその、 ②さん自体が降りたのも、その辺りですかね？

25 ②

そうです、私は、2月の京都の舞台と、4月の東京の舞台を見てい

て。でその4月に初めて9人で踊ってるとことかを初めて見てて、それ

でもういいなって思って。妹と一緒に私ずっと追ってたんですけど、そ

の舞台の日に降りました、2人で。

4月/初めて9人で踊ってるとこ/も

ういいな/妹と一緒に/舞台の日に

降りました/2人で

9人のパフォーマンス観覧という担

降りタイミング/妹と共に担降り

新体制での舞台観劇を一つの

タイミングとした担降り

26 曽我 そうなんですね、2人一緒にって感じで。

27 ② そうです。降りようっていうか、なんかもう良いよねみたいな。 降りよう/もう良いよね 諦め 担当に対する諦め

28 曽我

担降りしようと思って担降りした感じなんですかね、それとももう、気

づいたら担降りしてた、っていうか興味ない感じになのか、担降りす

るぞって感じだったのか。

29 ②

もともと2月の舞台も2人で一緒に行ってて。その時は結構まだ全然

受け入れられなくて。なんで増えちゃったのかなみたいな感じで。で

もちょっとまだ、ずっと応援してたから、すがりたいみたいな気持ちが

あったんですけど。でも2月の舞台は、結構不完全燃焼っていうか。

やっぱりこう、踊りとか今まで好きだった頃のIはもういなくなってたん

で。そこでもう、気持ちが下がってるっていうか。そのまま続けるって

いうのは、ちょっと難しいよねっていう話をしていて。

全然受け入れられてなく/何で増

えちゃったのかな/ずっと応援して

た/すがりたい/不完全燃焼/今ま

で好きだった頃のI/いなくなってた

/気持ちが下がってる/そのまま続

ける/難しいよね

新体制発表直後の拒否感/新体

制への疑問/これまでの応援歴に

よる裏付け/納得いかない様子/し

がみつく感覚/好きだったIの形の

変化の受け入れ/熱量の低下/

ファン存続不可能/ファン存続の

難しさ/これまでのIの消滅

長いファン歴による新体制に対

する拒絶/理想の担当像を信じ

たいという希望/舞台観覧での

理想でない担当の存在の認識

/未完成な新体制に対する僅

かな望み

長いファン歴による新体制の拒

絶感と理想の担当像に対する

微かな期待/ファン存続が厳し

いほどの熱量の低下

・不完全燃焼になった要

因は何か

30 ②

で、4月の舞台を見たときに、やっぱりその気持ちがもう変わらなかっ

たんで。担降りするぞ！っていうよりかは、もうちょっと、気持ちはな

いっていうか。増員した時から、多分増員した時から、段々気持ちが

下がってきてて。でも4月の舞台で自分の目で見て、これはもうたぶ

ん自分が応援していても楽しくないって思って。結構もうすがりたい

みたいな、悲しいみたいな気持ちも、正直私はもうあんまなくて。諦め

というか、もういいや、みたいな。

やっぱりその気持ち/変わらな

かった/気持ちはないっていうか/

多分増員した時/だんだん気持ち

が下がって/自分の目で/楽しくな

い/悲しいみたいな気持ち/正直私

はもうあんまりなく/諦め/もういい

や

熱量の減少からの復活不可能性

自覚/熱量の変化がない様子/熱

量の減少と現状の形から変化しな

いことの目撃/新体制のIの直面/

楽しくない/新体制に対する悲しみ

の消滅/諦め/無関心/興味の減

少

理想状態でないことの受け入

れ/諦め/無関心化

熱量の減少からの復活不可能

性の認識と担当への諦め・無

関心化

31 曽我
ちょっと望みかけたところもあったけど、それもないなって冷めたとい

うか。

32 ②

冷めた、が一番近いですかね。9人のことが多分好き、な人もたぶん

いるだろうなと思って。だけど私は9人がいいって思えたことが一度も

なかったので。多分この先もうこの気持ちは多分変わらないし。で、

私どのグループも箱推しだったんで。メンバーの中に苦手な人がい

るっていう状態がちょっと耐えられなかったので。なんであの1人でも

メンバーの中でちょっと好きじゃないなみたいな、そういう状態が結構

ストレスなので。メンバーの中に苦手な人が3人もいるっていうのが、

もうちょっと無理というか。6人のことを諦めるくらいちょっと無理だっ

たっていうか。もう無理、無理だなっていう感じですね。

冷めた/多分いるだろうな/9人が

いい/一度もなかった/多分変わら

ない/箱推し/苦手な人がいる/耐

えられなかった/1人でも/ちょっと

好きじゃない/結構ストレス/3人も

いる/もうちょっと無理/6人のこと

を諦めるくらい/

熱量の減少/新体制のIが好きな

人の存在容認/新体制の良さに対

する理解不能/グループ全体が好

き/増員メンバーに対する苦手意

識/全体が好きになれない状況の

耐え難さ/苦手な人の存在による

ストレス/新体制に対する拒絶感

を拭えない/旧体制からのメン

バーに対する思いの諦め容認/受

入困難さ

体制変更への理解不能/グ

ループ全体を推し続けられない

苦痛/旧体制からのメンバーに

対する想いと新体制からのメン

バーに対する苦痛の比較

新体制への理解不能と増員メ

ンバーへの苦手意識による担

当の切り捨て/担当グループ全

体を好きになれない苦痛

・箱推しをやめるという選

択肢はなかったのか

33 曽我 なるほど。私も箱推しだったので、すごくわかるなと言うか。

34 曽我

例えばその結構周りのI担さんとかがざわざわしてきて、ちょっと疲れ

てきた方とか、降り出す方とか、あきらめて9人でも6人を応援し続け

るとか、いろんな形で変化していくっていうところを、例えば見なかっ

たとして、そのファンの状況とか、ざわざわしてるのとかを全然知らな

かったとしても、同じように担降りしていると思いますか。

35 ② 増員したら担降りしてたと思う。

36 曽我 あー、もう関係なく、担降りはしてたっていう。

37 ②
Twitterを借りにやってなかったとしても、うん。増えていたなら、今の

メンバーで3人増えてたんだとしたら、私は多分降りてたと思います。

今のメンバーで3人増えてた/多

分降りてた
新体制という明確な担降り原因 新体制という明確な担降り原因

38 曽我
…しんどいですよね。聞いてるだけで、すごい想像できちゃうので。担

降りしてからIとか見れましたか？

39 ②

普通に見れるようになったのは、どれくらいだろう、しばらくは6人の時

の映像が見れなくて。自分で録画した少クラの映像とかも、結構封印

にするというか。デビューしてからは、9人でテレビに出てることもすご

い増えたので。だから、デビューをしてから、Iがデビューしたのが

2020年とかですね、2020年の1月かな？と思うので、そこからもう

CDデビューし始めて、9人で出ているのは、何かもうまったく興味が

ないっていう状態でみるので。それは普通に見れました。

普通に見れるように/しばらくは/6

人の時の映像が見れなく/封印に

する/9人でテレビに出ることもも

のすごい増えた/まったく興味が

ない/普通に見れました

新体制変化後の、過去の映像閲

覧に対する拒否反応/新体制は

別グループという認識の変化/新

体制の映像閲覧の可能

旧体制と新体制の完全分離認

識/理想状態が見れないことに

対する過去の映像のトリガー化

新旧各体制の認識の完全分離

化/理想状態である過去の映

像に対する拒否反応

40 曽我
そうなんですね。もう結構分けて、それまでとはもう分けて考えてみ

たいな感じですか？
それまでとはもう分けて

41 ② そうですね。

42 曽我

ちょっとまた話を戻ってしまうんですけど、結構バチバチして、Twitter

とかでバチバチしてたあとぐらいに、若い子がすごく増えたみたいな

ことをおっしゃってたかなと思うんですけど、その印象に残ってる、こ

ういう子もいるんだなみたいな、悪口に噛み付いたりとか、結構受け

入れすぎちゃうツイートとか、オフラインでももちろんいいんですけ

ど、そういったことって覚えているものとか印象に残っているものって

ありますか。

43 ②

私のイメージ、個人的なイメージがあるんですけど、若い方は、プロ

フィールに、03lineとか。わかるじゃないですか、いくつか。もう書いて

あるから、そういうのが。

若い方/03line/わかる/そういうの Twitterでの年齢表明 Twitter特有の年齢表記方法 Twitter特有の年齢表記

44 ②

結構、たとえば、i2担も、若い女の子たちが、i2の悪口を言っている人

たちに対して、すごいわーって、なんでそんなこと言うんだろ、ひど

い、みたいな。暴れてる、なんかすごい、なんとなくわかるっていう

か。そういうファンって結構、どこのグループにもいるイメージってい

うか。若い方はやっぱりそういう風になっちゃうよねっていうか、こっち

もなんとなく、何かわかるわかるみたいな感じで、もうスルーできるん

ですけど。

若い女の子たち/わーって/何で

そんなこと/ひどい/暴れてる/な

んとなくわかる/どこのグループに

もいるイメージ/何かわかる/ス

ルーできる

年齢の低いファンにありがちな反

応/自担への悪口に対しての行動

/悪口に対する過剰な拒否反応/

悪口に対して暴れるファンに対す

る理解/I担だけでない存在に対す

る許容/若いファンに対する飲み

込み

若さゆえの行動・感情の譲歩/

ジャニーズファン全体を見た時

の普遍性/想定の範囲内での

ファンの雰囲気の変化

若者が示す悪口に対する過剰

な拒否反応に対する許容/ジャ

ニーズファン全体的に見られる

若者の過剰な反応

45 ②

私は結構印象に残ってるのは、大人？40代とか50代とか、だけど

ずっとジャニオタやってますみたいな。そういうのがプロフィールに書

いてあって、例えばPからずっと、Pを20年ぐらい応援してますとか、

そういう実績、ジャニオタをやってきてるけど、でもTwitterとかそうい

うのはやってこなかったのかなーみたいな。SNSの中のファンの人た

ちの姿は見てこなかったのかなーみたいな、人たちが結構。

大人/ずっとジャニオタやってます

/20年くらい応援してます/実績

/Twitterとか/やってこなかったの

かなー/SNSの中のファン/見てこ

なかったのかなー

年齢の高いファンの行動に対する

違和感/ジャニオタ歴の誇示

/SNS文化に対する免疫の低さ

/SNSの習慣に対する無知

年齢の高い人に対する行動評

価の厳しさ/ジャニオタ歴と様々

な発言の不一致

年齢の高いファンのジャニオタ

歴の長さとSNSの習慣に対する

無知による厳しい行動評価
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46 ②

もうIってエゴサすることをすごい、言ってるんですね。昔あんまり

言ってこなかったんですけど、デビューしてからすごい言ってるっぽく

て。メンバーがエゴサで気づいちゃうから、名前を入れたりとか、Iって

いうワードを入れて悪口を言わないでくださいってリプライしてる人を

結構みかけて。いわゆる愚痴垢とか、ただただ悪口を垂れ流してる

みたいな、そういうアカウントに対して、すごい真面目にっていうかそ

ういうとこに片っ端から、そういうのやめてくださいみたいな言ってる

人は、結構私は印象的で。

エゴサする/デビューしてから/

言ってるっぽくて/気づいちゃう/名

前を入れたり/悪口を言わないでく

ださい/リプライ/いわゆる愚痴垢/

悪口を垂れ流してる/すごい真面

目に/片っ端から/そういうのやめ

てください/印象的

担当本人による検索/エゴサーチ

の表明/悪口をやめさせるツイート

/本人閲覧を防ぐための悪口の規

制活動/愚痴垢に対する悪口規

制/幅広い範囲に対する活動/印

象的

悪口は本人に見られてはいけ

ないという考え/ファン活動にお

ける悪口をいうことへの否定/

悪口の規制行動の行動範囲の

広さ/愚痴垢の存在とその正当

化

ファン活動における愚痴垢存在

の正当性/本人閲覧の防ぐた

めの活発な悪口規制活動

47 ②

ただただ自分で好きなように応援していればいいのに、たぶんそうい

う悪口を言う人とか がすごい気になってるのか、あとはたぶんメン

バーが可哀想っていうか、よくメンバーがかわいそうみたいなこと書

いてたんですけど、メンバーがエゴサしたとき悪口を見つけちゃうか

ら、頑張ってる人に対してそういうこと言わないでくださいみたいな、

言ってるのが。

好きなように/悪口を言う人/気に

なってる/メンバーが可哀想/見つ

けちゃう/頑張ってる人に対して/

言わないで

応援の仕方の自由/他人の応援

に対する不関与/悪口に対する過

敏な反応/メンバーが閲覧するこ

と状態の回避/頑張ってる人に対

する悪口の規制

応援の仕方の多様性を受け入

れる姿勢の欠如/本人が悪口

を目にすると悲しむという前提/

応援の仕方の多様性と他人の

応援に対する不関与の姿勢が

欠如しているファンに対する違

和感

・どのような内容が「悪

口」として認定されていた

か

48 ②

メンバーのお母さん世代とか、そういう人たちがすごい、愚痴垢とか

にすごい喧嘩売ってるのを見ると、絶対解決しないっていうか。その

喧嘩って全然意味がないのになって。私はいつも見ながら思って。

ほっときゃいいのになあって。

お母さん世代/すごい喧嘩売って

る/絶対解決しない/意味がない/

見ながら思って/ほっときゃいい

メンバーの親世代/悪口に対する

臨戦体制/喧嘩腰な反応/絶対に

解決しない手法/喧嘩を売ることに

対する否定/喧嘩を売る無意味さ

/無関心でいるべきという姿勢

悪口規制の行動の成果に対す

る疑問/高年齢層に対する身の

程を弁えた行動をしないことへ

の呆れ

高年齢層の過剰な悪口規制活

動に対する無意味さと呆れ

49 ②

そういうので暴れてる人が、またさらされたりとかしてて。この人すご

いいろんな人に喧嘩売ってるよみたいな感じで、そのアカウントがま

た晒されたりとかしてて。それはすごいデビューしてからかな。こうい

うファンの人が増えたんだなあっていうので、結構覚えてます。

暴れてる人/さらされたりとか/喧

嘩売ってるよ/アカウントが/デ

ビューしてから/こういうファン/増

えたんだなあ

喧嘩を売るファンに対する晒し行

為/ファン同士の晒し行為の横行/

デビューしてからのファン同士の

変化/晒し行為の増加

過剰な行動の連鎖的な拡大と

重大化

連鎖的な晒し行為の拡散によ

る過剰な行動の急速な拡大

50 曽我
その頃は、デビューしてからってことは担降りしてからみたいな感じ

ですかね？

51 ② そうですそうです。

52 曽我
やっぱり見ちゃいますか、そのTwitterの動向とか、どういう感じの人

がいるんだろうっていうのは、結構今でも見てますか？
Twitterの動向/今でも見てますか  TwitterにおけるI担の動向確認

担降り後のTwitterにおけるファ

ンの動向確認

53 ② 見てます。

54 曽我 そうなんですね。これは、見たくなっちゃうものなんですかね？

55 ②

単純に今、全然今は興味がないので。今はどういうファンがいるのか

なーとか。変な話いつも炎上してるイメージがあるんで、最近はなん

で炎上してるのかなとか、どういう人が最近は目立っているのかなみ

たいな感じで。

どういうファンがいるのかな〜/い

つも炎上してるイメージ/どういう

人/目立っているのかな

I担の動向・炎上に対する興味/近

況に対する興味

担降り後のファンダムに対する

視点の俯瞰化/一種のエンタメ

的なコンテンツ化

俯瞰的な視点からのファンの騒

動に対する関心

56 ②

Lのファンでも、IとかJとかと掛け持ちしてる人とかが居るので、そうい

う人のタイムラインとか見てると、Iの話とかもしてるんで、そうするとこ

ういうことでまた炎上してるらしいよとか、こういうファンの人がいてみ

たいなのを呟いてるの見ると、ちょっと気になって見ちゃいますね。

掛け持ちしてる人/タイムライン/ま

た炎上してるらしいよ/こういうファ

ンの人がいて/ちょっと気になって

他グループのファンによるIの掛け

持ち/I担情報の共有/I担情報の

授受による興味

自然とI担の状況が入ってくる環

境

自然とI担の状況が入ってくる環

境

57 曽我

そうなんですね、ありがとうございます。アンケートを読んでて、ファン

の人の変化とかファン層の変化とかも、周りから受けているのかなあ

と思って、結構聞いたところもあったんですけど、実際はそんなにな

かったって感じなんですかね？感触的に、ファンが変化したっていう

のよりも、もうI側の変化みたいなところが、もう1番の要因でっていう

形で担降りって感じですかね。

ファンの人の変化/ファン層の変

化/実際はそんなになかった/感

触的に

担降りとファン層の変化の因果性
担降りとファン層の変化の因果

性を明らかにする質問

58 ②

一番は増員ですかね。やっぱり増員があって。で、私はその増員す

る前からTwitterをやっていたので、増員してからよりTwitterに張り付

くようになっちゃったんで。それで、いろんな人のバチバチを見てより

疲れてしまったっていうのはありますね。

一番は増員/増員してから

/Twitterに張り付くようになっ

ちゃった/バチバチ/疲れてしまっ

た

新体制の圧倒的原因/新体制へ

の変化によるTwitterへの執着

/Twitter閲覧時間の増加/騒動の

閲覧による疲弊

新体制発表に対する自分自身

の葛藤と、その後のファンダム

での騒動による疲弊による葛藤

悪化

新体制発表に対する自分自身

の葛藤と、その後のファンダム

での騒動による疲弊

59 ②

もともとI担さんの人たちって、若い人があんまりいなかったというか、

結構地味というか、落ち着いた人が多かったんで、そういうのも増員

した時に結構変わっちゃったし。昔のファンの雰囲気が結構好きだっ

たんで、SNSの雰囲気を見た時に、多分メンバーも変わってきちゃう

し、多分これからファンの雰囲気とかも変わっちゃうんじゃないのか

なっていうのは、その増員した時のバチバチで結構分かってたって

いうか。

もともとI担/若い人/いなかった/

地味/落ち着いた人/結構変わっ

ちゃった/昔のファンの雰囲気/好

きだった/SNSの雰囲気/結構わ

かった

旧体制時のファンの落ち着き/旧

体制でのファンとしての居心地の

よさ/昔のファンに対する愛着/体

制変化によるファンの雰囲気の変

化/今後のファンの一層の変化に

対する懸念/新体制決定直後の

騒ぎでの今後のファン層変化の恐

れ

新体制でのファンダム悪化によ

る、旧体制への回顧/Iの地に

足をついた進歩と、ファンの穏

やかな応援/新体制発表時の

ファン層の急激な変化による、

今後のファン層変化の予測と懸

念/SNSによるファンダムの雰

囲気察知

旧体制時のファンの落ち着きと

居心地の良さからの大幅な変

化/ファン層の変化による今後

の雰囲気悪化の懸念

・他のI担にとっても以前

は落ち着いた雰囲気とい

う認識があったのか

60 ②

結構ごっそりみんな降りちゃったので。その降りちゃった人たちの分

は絶対新しい人たちが、この増員を知らない人たちに、増員のゴタゴ

タを知らない人たちが、きっとこれから入ってくるだろうから、そしたら

もう変わっていっちゃうんだろうなと思って。だから続けられないって

思ったのも1つはあるかなっていう。

ごっそりみんな降りちゃった/新し

い人たち/増員を知らない人たち/

入ってくる/変わっていっちゃうん

だろうな/続けられない

旧体制からのファンの激減/新体

制のみのファンの増加懸念/居心

地の良かったファンダムの縮小化

促進/ファンダム変化に対する嫌

悪感/ファンとしての持続不可能

性

新体制発表時の騒動がゆくゆく

忘れられるであろうという予測/

この騒動に頭を悩ませる虚しさ

居心地の良かったファンダムの

縮小/旧体制時のファンの苦悩

が薄れていく懸念と虚しさ

61 曽我

そうですね、結構わかるところがあって。逆に私はそのおとといもEの

ライブ行って来たんですけど、E担続けれるのって、割とファン層がそ

んなに変わらないしむしろ落ち着いてきたからっていうのがあるんで

すけど。すごくなんかその気持ちはイメージがつくというか。

62 曽我

そのファンの雰囲気も、ちょっと落ち着いた人が多いっていうのは、結

構Twitterとかの発言とか、ライブ・コンサートの雰囲気とかっていう

感じですか。

63 ②

そうですね。現場、私はちょっと舞台が多かったんで。あんまりみん

なで騒いでる感じは、あまり見たことがなかったんですけど。割とす

ごい派手な人とかも、そんないないし。

騒いでる感じ/見たことがなかった

/そんないない
ファンの派手でない様子

64 ②

聞いた中では、事務所にあんまり推されてないけど、6人って頑張っ

てるよねみたいな。ファン同士は、結構6人のこういうとこが好きとか、

こういうとこは凄いと思う、みたいなのが、結構みんな共通認識みた

いな感じで。分かりあえてるというか。YouTubeのコメントとか見ても、

好きって思うポイントが結構みんな同じだったんで、極端にすごい、

変なファンがいるとかっていうのがなかったので、穏やかだなあと

思ってました。

あんまり推されてない/頑張ってる

よね/こういうとこが好き/すごいと

思う/YouTubeのコメント/好きって

思うポイント/みんな同じ/変なファ

ン/穏やか

事務所からの支援の少なさ/メン

バーの努力に対する賞賛/担当

の好きなポイントの共感/メンバー

に対する解釈の、ファン全体での

一致/ファンの穏やかさ/騒動が少

ない

優遇されていない状況により強

力になるファンダム

ファンダム全体での共感により

形成される団結感・居心地のよ

さの形成

65 曽我
現場で派手じゃないとかだったら、服装とか格好が、みたいな感じで

すかね？

66 ②

そうです。あとはまあ雰囲気っていう、極端にすごい騒いでる人とか、

駅とかで見ても、あれ絶対I担とかってわかる人がそんなになかった

んで。

雰囲気/すごい騒いでる人/絶対I

担/そんなにいなかった

ライブ会場周辺での行動の控え

めさ/地味さ/目立たなさ
ライブ会場周辺での地味さ

67 曽我

そうなんですね、それめっちゃいいですね。それが、結構そのTwitter

とかでも、そもそもその好きな人が結構分かれてるっていう状態から

入ってると思うんですけど、いわゆる解釈の不一致だなって思うとこ

ろが、Twitterとかでも増えてきたみたいな、変化があったっていう感

じですかね。

68 ②

そうですね、多分もともと、みんなすごい好きだったっていうのがある

んで。みんな気持ちが強すぎて。だんだんその、私は受け入れる、

私は受け入れないみたいになった時に、もともとみんなで同じ気持ち

で応援してたんだけど、だんだんみんなバラバラになっていて、気持

ちが。でも元々みんなで相互フォローとか繋がってたんで。

みんなすごい好きだった/気持ち

が強すぎて/同じ気持ちで応援し

てた/バラバラになって/相互フォ

ロー/繋がっていた

Iに対する愛情の強さ/同じ思いを

持っていたファンの変化/ファン同

士の方向性の違い/ファンの離別

化/以前のファンの一体感/ファン

同士がバラバラになっていった様

子

強い愛情により形成されていた

ファンダムの団結/新体制形成

による強い愛情と意志の分裂・

対立

69 ②

たくさんフォロワーがいた人とかは、受け入れるって言うと、すごいみ

んなに叩かれてたんで。結局受け入れるのが悪みたいなのが、あっ

た時期もあったんで。6人のことが好きだったんじゃないんですか、み

たいな。もともと6人だったし6人がみんなすごい好きだったから。

フォロワーがいた/受け入れる/み

んなに叩かれてた/受け入れるの

が悪/6人のことが好きだったん

じゃ/6人がみんなすごい好きだっ

た

フォロワーの多さと意見主張時の

反発の比例/新体制受入は悪/新

体制を受け入れるかの意見表明/

旧体制の応援する気持ちの正当

性主張

意見の主張と反発/意見の分

裂の根源としての旧体制への

強い愛情

70 ②

そういうのとかで、もともと穏やかな人だったはずなんですけど、だん

だん攻撃的な言葉が増えるようになったりとか、突然フォローを外さ

れたりとか、そういうのとかがあって。結構みんな、たかが増員ジャ

ニーズのファンの中の世界なのに、結構人間関係が壮絶っていう

か。

穏やかな人だったはず/攻撃的な

言葉/フォローを外されたり/たか

が増員/ファンの中の世界/人間

関係が壮絶

穏やかだったファンの攻撃性増加

/攻撃的な言葉の増加/関係性の

悪化/たかがファン同士の世界

強い愛情故の攻撃性増加/ファ

ン同士の世界に対する熱量の

巨大さ

穏やかだったファンダムの、攻

撃的なファンダムへの変化

担当への強い愛情によるファン

ダムの団結と、意見分裂時の

ファンの離別化と対立の強力さ
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71 曽我
けっこう今までとの穏やかな雰囲気から、かなり変化があったんです

ね、その増員をきっかけに。

72 ②

結構日に日にそういう雰囲気が大きくなってきたんで。ちょっと怖かっ

たというか。すごい、趣味の世界っていうか、アイドルのファンってい

うだけの世界で、ここまで、人間の本性が見えるっていうか。結構ま

あ会ったことある人も何人かいたので。この人ってこういうこと言うん

だ、みたいなのも、ちょっと分かったりするんで。

日に日に/雰囲気が大きくなってき

た/怖かった/趣味の世界/アイド

ルのファン/人間の本性が見える/

会ったことある人/こう言うこと言う

んだ

急激なファンの変化/急激な雰囲

気の悪化/趣味の世界に止まらな

いファンの影響力/親しい人の本

性を見てしまったことに対する悲し

み/人間の本性の露呈を感じる/

親しい人の攻撃的な言葉に対す

る落胆

親しくしていた人の豹変/ファン

の世界の中での主張のぶつか

り合いに対する怖さ/他のファン

の隠れていた攻撃性を見てし

まった悲しさ

親しい人の急な豹変と攻撃性

増加による嘆きと恐れ

73 曽我

そうなんですね。そこまで壮絶なこと起こってるって知らなくて。結構

Twitterに張り付いて見ちゃってたっていうところ、おっしゃってました

けど、そういうのは結構、見ないっていう選択肢は無かったですか

ね。そういう時って。

74 ②

増員したときは、周りに、それこそ私の場合は自分の妹ぐらいしか、

あんまりジャニーズの話ができる人がいなかったんで。Twitterの中

でしか、呟いたりとか誰かの話を聞ける場所がなかったんで。もうそ

の事に関しては結構もう、動員してから1か月ぐらいは毎日そんなこ

とでほんと頭がいっぱいだったと思うので。何か新しい情報がないか

とか、そういうのも含めて。仕事の行き帰りとか、見れるときはずっと

見てました。

妹ぐらいしか/ジャニーズの話

/Twitterの中でしか/呟いたり/誰

かの話を聞ける場所/1ヶ月くらい

/頭がいっぱい/新しい情報/見れ

る時はずっと

妹とTwitterしかIについて話せない

状況/Iのことを見聞きできる唯一

の場所であるTwitter/心の拠り所

/新体制のことで頭が埋め尽くさ

れる/新しい情報を求める気持ち

/Twitterに張り付く状態/

多くのI担と交流できる唯一の存

在としてのTwitter/他の人の意

見を聞くことによる規範的影響

因子の関連/自己評価のため

の情報模索行動？

Twitterでの情報検索時間の増

加による、新体制の葛藤解消/

数少ないファンとの意見交換場

としてのTwitter

75 曽我 ご自身がいろいろ呟いたりとかも、されてた感じですか？

76 ②

たまにしてたんですけど、私が繋がってた人が、結構受け入れる受

け入れないが半々ぐらいだったので、叩かれたくないみたいな気持ち

があったので、私はあんまりつぶやかなかったです。いいねはしてま

したけど。

たまに/半々ぐらいだった/叩かれ

たくない/つぶやかなかった/いい

ねはしてました

自身のつぶやきに対する消極的

姿勢/いいねでの共感意思表明/

否定されることへの恐怖

自身が他のファンに評価される

存在になることへの恐怖

自身の呟きが否定されることへ

の恐怖

77 曽我 結構見るほうに専念してたっていう。

78 ② 見る方に、はい。 見る方 Twitterの使い方として見る専念 Twitterの閲覧のみの活用

番

号

発話

者
テクスト <1>テクスト中の注目すべき語句 <2>テクスト中の語句の言いかえ

<3>左を説明するようなテクスト外

の概念

<4>テーマ・構成概念

（前後や全体の文脈を考慮して）
<5>疑問・課題

SCAT(Steps for Coding and Theorization)を使った質的データ分析

さらに追

究すべき

点・課題

理論記述

(1)新体制に関する[情報流出の誤報という予測とその内容に対する不安]は、新体制の実現により[恐れていた不安の実現による落胆]を生じさせる。

(2)新体制発表は[これまで見てきたメンバーの虚構感と不安感]をメンバーに対して抱くきっかけになる。

(3)新体制による[増員メンバーに対する苦手意識]は[新体制に対する拒否感]を生み出す。

(4)新体制でのパフォーマンスの観覧は、初期は[長いファン歴による新体制の拒絶感と理想の担当像に対する微かな期待]を抱くが、その後[ファンの存続が厳しいほどの熱量の低下]が起こり、[熱量の減少からの復活不可能性の認

識と担当への諦め・無関心化]が生じることにより担降りへとつながる。

(5)[担当グループ全体を好きになれない苦痛]を感じた結果、[新体制への理解不能と増員メンバーへの苦手意識による担当の切り捨て]が行われる。

(6)居心地のいいファンダムでは、[ライブ会場周辺での地味さ]なども含め、[ファンダム全体での共感により形成される団結感・居心地のよさの形成]が行われる。

(7)新体制発表は[旧体制時のファンの落ち着きと居心地の良さからの大幅な変化]をもたらし、[ファン層の変化による今後の雰囲気悪化の懸念]を抱かせ、実際にその後[居心地の良かったファンダムの縮小]が起こる。

(8)新体制発表から、ファンの間で[新体制受入の容認に対する強迫観念]が起こったり、[担当とファンが同じ方向を向くべきという考えとその説得]がされたり、[新体制でのパフォーマンス力低下による担降りの目撃]をしたりなど、[推し

やその範囲の細分化と更なる対立]が加速する。

(9)[連日続くファン同士の喧嘩による疲弊と担降りの決意]が促された結果、[新体制での舞台観劇を一つのタイミングとした担降り]が相次ぐようになる。

(10)[Twitter上の悪口の増加と飽和]を見ることにより、[穏やかだったファンダムの、攻撃的なファンダムへの変化]を感じることにつながり、特に[親しい人との急な豹変と攻撃性増加による嘆きと恐れ]はファンダムに対する疲弊につな

がる。

(11)新体制の発表により、[担当への強い愛情によるファンダムの団結と、意見分裂時のファンの離別化と対立の強力さ]が明らかにされる。

(12)[新体制による新規ファンの増加とファンの雰囲気の変化]は、[過剰な正義感による些細な悪口への介入と騒動の拡大]や[メンバーの失言に対する過剰な反応と騒動の拡大]につながる。

(13)Twitterの愚痴垢について、[ファン活動における愚痴垢存在の正当性]が前提の考えにある場合、[本人閲覧を防ぐための活発な悪口規制活動]は[応援の仕方の多様性と他人の応援に対する不関与の姿勢が欠如しているファン

に対する違和感]を生じさせる。

(14)愚痴垢の規制活動は[ジャニーズファン全体的に見られる若者の反応]であり、[若者が示す悪口に対する過剰な拒否反応に対する許容]がされている一方、[年齢の高いファンのジャニオタ歴の長さとSNSの習慣に対する無知によ

る厳しい行動評価]がされ、[高年齢層の過剰な悪口規制活動に対する無意味さと呆れ]を感じる。

(15)愚痴垢の規制活動は[連鎖的な晒し行為の拡散による過剰な行動の急速な拡大]をし、[外部からのI担のイメージダウンとファンダムに対する居心地の悪さ]につながる。

(16)新体制による新規ファンの増加は、[旧体制時のファンの苦悩が薄れていく懸念と虚しさ]を生じさせることがある。

(17)全体的に、[新体制発表に対する自分自身の葛藤と、その後のファンダムでの騒動による疲弊]により、[担当に対する諦め]の気持ちと共に担降りすることとなる。

(18)担降り後は、[新旧各体制の認識の完全分離化]が行われるため、旧体制についてのみ[理想状態である過去の映像に対する拒否反応]を感じる。

(19)担降り後は、[自然とI担の状況が入ってくる環境]が形成されていると[俯瞰的な視点からのファンの騒動に対する関心]が生じ、[担降り後のTwitterにおけるファンの動向確認]が行われる。

(20)[数少ないファンとの意見交換場としてのTwitter]として、[Twitterでの情報検索時間の増加による、新体制の葛藤解消]を行う。

(21)[自身の呟きが否定されることへの恐怖]があると[Twitterの閲覧のみの活用]をする。

(22)[Twitter特有の年齢表記]が存在する。

・どういう点で仕事が順調だと感じたのか

・情報流出の一連の流れ

・具体的にどのようなところが苦手だったのか

・誰に対する悪口が多かったのか

・ファンの「ヤバさ」とは具体的に？

・新体制に対する拒否感がどこから生まれたものなのか

・客観的視点からの語りのみのポイント。主観的にどのようなことを感じたかや、意見の変化の流れを時系列に沿って聞きたい

・不完全燃焼になった要因は何か

・箱推しをやめるという選択肢はなかったのか

・どのような内容が「悪口」として認定されていたか

・他のI担にとっても以前は落ち着いた雰囲気という認識があったのか

ストー

リー・ライ

ン

[担降りの一番の原因である新体制発表]について伺った。

最初に新体制に関する[情報流出の誤報という予測とその内容に対する不安]があったが、新体制現実化により[恐れていた不安の実現による落胆]が生じた。

新体制発表により、メンバーに対しては[これまで見てきたメンバーの虚構感と不安感]を感じたのに加え、[増員メンバーに対する苦手意識]により、[新体制に対する拒否感]を拭えなかった。1人を除いた新体制でのパフォーマンスを見

た後は[長いファン歴による新体制の拒絶感と理想の担当像に対する微かな期待]を抱いていたが、完全な新体制でのパフォーマンスを見た頃には[ファンの存続が厳しいほどの熱量の低下]がすでに起こっており、[熱量の減少からの

復活不可能性の認識と担当への諦め・無関心化]を生じさせるほどだった。

このように[担当グループ全体を好きになれない苦痛]を感じた結果、[新体制への理解不能と増員メンバーへの苦手意識による担当の切り捨て]という形で担降りにつながった。

ファンダムの様子としては、[新体制をめぐった意見の対立による険悪な雰囲気]が生じていた。

元々、I担のファンダムについて[ライブ会場周辺での地味さ]などにより[ファンダム全体での共感により形成される団結感・居心地のよさの形成]がされていた。

新体制発表時から[旧体制時のファンの落ち着きと居心地の良さからの大幅な変化]を感じており、[ファン層の変化による今後の雰囲気悪化の懸念]を抱いていた。実際に[居心地の良かったファンダムの縮小]が起こった。

周囲のI担も[新体制受入の容認に対する強迫観念]を抱いていたり、[担当とファンが同じ方向を向くべきという考えとその説得]をしたり、[新体制でのパフォーマンス力低下による担降りの目撃]を通して、[推しやその範囲の細分化と更

なる対立]が加速し、結果的に[連日続くファン同士の喧嘩による疲弊と担降りの決意]が促された。

その後、[新体制での舞台観劇を一つのタイミングした担降り]が多く相次ぐようになった。

[担当への強い愛情によるファンダムの団結と、意見分裂時のファンの離別化と対立の強力さ]が起こり、[穏やかだったファンダムの、攻撃的なファンダムへの変化]を[Twitter上の悪口の増加と飽和]によって感じていた。特に、[親しい

人の急な豹変と攻撃性増加による嘆きと恐れ]を感じたと共に、自身がファン活動をすることにおいても[旧体制時のファンの苦悩が薄れていく懸念と虚しさ]をを感じていた。

それと共に、[新体制による新規ファンの増加とファンの雰囲気の変化]が起こったため、[過剰な正義感による些細な悪口への介入と騒動の拡大]や[メンバーの失言に対する過剰な反応と騒動の拡大]につながった。

特にTwitterの愚痴垢についても、[本人閲覧を防ぐための活発な悪口規制活動]が行われていた。[ファン活動における愚痴垢存在の正当性]が前提にある場合、このような活動に対して[応援の仕方の多様性と他人の応援に対する不

関与の姿勢が欠如しているファンに対する違和感]を感じることがある。

この活動は、[ジャニーズファン全体的に見られる若者の過剰な反応]なので、[若者が示す悪口に対する過剰な拒否反応に対する許容]が行われるが、[年齢の高いファンのジャニオタ歴の長さとSNSの習慣に対する無知による厳しい

行動評価]がされており、[高年齢層の過剰な悪口規制活動に対する無意味さと呆れ]を感じるようになる。また、これらの行動は[連鎖的な晒し行為の拡散による過剰な行動の急速な拡大]につながったとも述べられている。

これらのTwitter上の状況は、[外部からのI担のイメージダウンとファンダムに対する居心地の悪さ]にもつながった。

このように、[担降りとファン層の変化の因果性を明らかにする質問]を通して、[新体制発表に対する自分自身の葛藤と、その後のファンダムでの騒動による疲弊]の流れが見られた。最終的に担降り時は、[担当に対する諦め]の気持

ちが生じていた。

担降り後は[新旧各体制の認識の完全分離化]が行われたが、旧体制については[理想状態である過去の映像に対する拒否反応]を感じるようになった。また、[担降り後のTwitterにおけるファンの動向確認]が行われており、[自然とI

担の状況が入ってくる環境]であったこともあり、[俯瞰的な視点からのファンの騒動に対する関心]が示されている。

[数少ないファンとの意見交換場としてのTwitter]として、[Twitterでの情報検索時間の増加による、新体制の葛藤解消]を行っていたが、[自身の呟きが否定されることへの恐怖]から[Twitterの閲覧のみの活用]をしていた。

また、[Twitter特有の年齢表記]も存在していた。
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付録 6：SCAT表③

番号 発話者 テクスト <1>テクスト中の注目すべき語句 <2>テクスト中の語句の言いかえ
<3>左を説明するようなテクス

ト外の概念

<4>テーマ・構成概念

(前後や全体の文脈を考慮して)
<5>疑問・課題

1 ③

私は中学の時にDが全盛期で。で、そこからクラス全員Dが好きみた

いな感じだったので、ふわふわとDが好きで。で、そのときにちょうど、

当時Rにr1君がいて。でも全然オタクみたいな感じではなくて、まあ雑

誌は買うけど、そこまで熱心に追ったりとか、することもなく、2次元の

方向に行きっていう感じだったんですけど。2次元のオタクってあんま

り大っぴらに言えなくて、人に。なので、割とカモフラージュとして、r1

君が好きです、っていうのを言ってたんですけど。

2 ③

2次元のアイドルゲームがあって、アプリの。それに結構課金したりと

かして、熱心にやっていたんですが、ある日携帯を自転車で轢いた

んですよ。それで、もうデータが全部とんで。私の費やしてきたお金と

時間がすべてパァになり、なんか復活させる気持ちにもなれず。どう

しようかな、なんのオタクなのかな私、って思ってる時に、大学で、今

静岡なんですけど、大学は東京にいて。

3 ③

でその東京に居る時に、もう1人暮らしがしんどすぎて、めちゃめちゃ

落ち込んでて。でもう学校もいけないし、もう毎日無理、死ぬ、みたい

な感じだったときに、b1くん、元担がb1くんなんですが、b1くんとr1くん

が、2016年にTBSでハロウィン音楽祭っていうのをやっていて、ハロ

ウィンの仮装したりとかする歌番組だったんですけど、それにb1くん

が出るっていうので、Twitterで見かけたのでハロウィン音楽祭つけて

たら、Bが出てきて。当時のBのイメージって、あのb1くんは《ニュース

番組》に出てる、すごい優しそうな人だったんですよ。その人が、め

ちゃめちゃかっこいい、多分Twitter検索すると出てくると思うんです

けど、なんかめっちゃかっこいい仮装して出てきたんですよ。そんとき

に、めっちゃかっこいい！ってなって。でそれをきっかけにコンサート

見たら、b1くんが「幸せにしてやる」って言ったんですよ。挨拶って

か、1番最初の、曲の間奏で、煽りの最後に、「幸せにしてやる」って

言われて。なんか私この人に幸せにしてもらうんだって思って。それ

以降ずっと好きで、推されて誰も大学生の時とか本当に、Bの現場行

くためにオタクして、CD買うためにバイトしてみたいな。サークルも入

らず、みたいな感じでやってたんですけど。

4 ③

Bって本当に色々、あれとかあれとか、いろいろ出たようなグループ

だったんで。それで盲目に好きだったんですけど。本当にb1くんへの

誹謗中傷とか、当時本当にひどくて。でもそれにも屈さずに、なんで

みんなb1くんのことを傷つけるの、みたいな感じだったんですけど。

b4くんが退所するってなって。でもそれで、なんだろう、変わっちゃう

じゃないですか、形が。で、b1くんは歌があんまり上手じゃないので、

こんなこと絶対当時は言えなかったし、思うことが罪だったんですけ

ど。

いろいろ出たようなグループ/

盲目に好き/誹謗中傷/屈さず

に/傷つけるの/退所する/変

わっちゃう/歌があんまり上手

じゃない/絶対当時は言えな

かった/思うことが罪

5 ③

b1くん、もうなんだろう、歌が上手じゃないけど、b1くんのことが好きだ

し。で、コンサートが凄い楽しいですよね。で、そのBのコンサートに

行って、でb1くんは、下手なんですけど、b4くんがいるからとか、何て

いうか、パフォーマンスに満足ができてたみたいなところが、たぶん

ちょっと心の奥底にあって。いなくなっちゃって、もう悲しくて悲しくて。

Bのこと見れなくなって。で、ちょうど去年辞めた、去年っていうのが

私が社会人一年目のタイミングで、仕事もしんどいしみたいな。もう

仕事にもなれなくってみたいなタイミングだったので、そこにそんな、B

のこと神様みたいな感じだったので、神様がいなくなっちゃったみた

いな、そういう感じで。で、見れなくなって。

好きだし/すごく楽しい/パ

フォーマンスに満足/心の奥

底にあって/悲しくて悲しくて/

見れなくなって/社会人一年

目/仕事もしんどいし/神様み

たいな感じ/神様がいなくなっ

ちゃった

6 ③

で、ちょうどその時に、あのSを中心にジュニアを幅広く見てたんです

よ。で、少クラを見ていて、あのQが少クラにちょうど来てたんですよ

ね。一昨年の冬とかで。それ見て、q1くんが超可愛くて。もうQ可愛い

じゃんって。ちょうど去年の《配信ライブ》を見るために、そのT目的で

《配信ライブ》を見ようと思ってたんですよ。そしたらその《配信ライ

ブ》をもっと楽しむために、みたいなオタクの書いたブログがあって。

そこにNのことが書いてあったり、あ、あの今はn4くんが好きなんです

が。Nのことが書いてあって。でももう暇なので、外に出る気力もなく、

暇なので。ちょうど《短期間レギュラー番組》っていう番組を、MとNで

やってて、それがGYAOで全部配信されてて、見たらめっちゃ面白い

子いるってなって。それがn2くんなんですけど。

ジュニアを幅広く/超可愛くて/

もっと楽しむために/オタクの

書いたブログ/暇/全部配信/

めっちゃ面白い子

7 ③

で私もうn2くんになるわと思って。でも、パフォーマンス見てもそこま

でn2くんに堕ちるきっかけがなくて。歌もうまいんですけど、n2くんだ

なって思うタイミングがなかった時に、《ライブDVD》買って。その時に

n4くんが、なんかすっごい優しい顔で客席に手振ったんですよ。そ

れってなにってなっちゃって。それで、もう本当に前置きがめちゃめ

ちゃ長くて、凄いダラダラ喋っちゃったんですけど、それでn4くんって

なってるその、どうしようってなったんですけど。

n4くんになるわ/堕ちるきっか

け/タイミングがなかった/すっ

ごい優しい顔/なにってなっ

ちゃって/どうしようってなった

8 ③

n4くん、すごいb4くんと似た場所、似てるところがあって。歌がうまい

とか、ハイトーンが出るとか、そういう、女装がめちゃめちゃ可愛いと

か、そういうところがたくさんあって、どうした？みたいな。なんか、私

はこれb4くんを追ってるだけなんじゃないかみたいな葛藤とかもあっ

たんですけど、でもn4くんだなってなって。今n4くんですね。

似てるところ/どうした？/葛藤

とかも

9 曽我
なるほど。これ結構いろんなところをいったりきたり、迷われたりって

いう感じだったんですか？

10 ③ Bいなくなってからは、まあ、迷ってましたね。

11 曽我

結構、Bはそんなに分からなかったので、ちょっとアンケートの近辺ど

んなことがあったんだろうっていうのを、ちょっとだけ調べてたんです

けど。結構いろんなことがあったんだなあっていう、今の話を聞いて

て本当に。

12 ③ そう、やばかったですね、あの時期は。なんか。

13 曽我

b4くんのところばっかり、ニュースとかで取り上げられたので、そこの

印象はすごくあるんですけど。それ以外も結構重いのがあった、たく

さんいろいろ。

14 ③
ありますね。2017年から、Bなんでこんなにってぐらい。これが多分、

余計オタクとBの関係を宗教じみたものに変えていくっていうか。

なんでこんなに/宗教じみたも

の
さまざまな騒動/過剰な崇拝/

15 曽我 書いてくださってましたもんね。

16 ③

本当に宗教じみてるんですよ。本当に、ここまで言わなくていいじゃ

んみたいな批判とかが凄い多くて。人格否定とか。それはもう誹謗中

傷で犯罪じゃないみたいなのとか、本当にSNSであふれかえって。ど

れだけブロックしてもブロックしても出てくるんですよ。そういう言葉

が。サンドバック、完全に。で、b1なら何言ってもいいだろみたいなの

が、たぶん他担にはあったと思いますし。

宗教じみてる/批判/人格否定

/誹謗中傷//犯罪じゃない/溢

れかえって/ブロックしても出

てくる/そういう言葉/サンド

バック/何言ってもいいだろ

過剰な崇拝/崇め立てる/過

剰な批判/誹謗中傷/行き過

ぎた暴言/飽和/回避できない

/防ぐことができない/舐めら

れている

担当の神聖化/担当以外

の敵対視/誹謗中傷の飽

和/一方的に言われている

状態

担当の崇拝と担当以外の過

剰な敵対視

17 曽我 なるほど。それはBのb1担以外の人が言うって感じだったんですか。

18 ③ それもb2担が1番言うんですよね。

19 曽我 そうなんだ、なるほど。
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20 ③

B担以外も言ってたと思うんですけど、ちょうどいいおもちゃを見つけ

たみたいな。b2さんってNOスキャンダルできてるんですよ。ずっと何

も出てなくて。プライベートもめちゃめちゃ隠してて。すっごい社交的

なんですけど、飲みに行った時にタクシーの、芸能人ってタクシー相

乗りして、近くまで一緒に帰ろうよみたいな事がよくあるみたいなんで

すけど、そういうのもひらひら交わして、どこに住んでるか知らない

みたいな。そういう感じで。 それが、今まで流出とかしてないっていう

ところに繋がっていると思うんですけど。b2さんのことを盲目に信仰し

てるオタクとかが、b1くんに対してめちゃめちゃ文句言ってて。だから

いまだに、b2担が苦手なb1担、めっちゃいると思います。

ちょうどいいおもちゃ/NOス

キャンダル/ずっと何も/流出

とかしてない/盲目に信仰/め

ちゃめちゃ文句/b2担が苦手

なb1担

遊び感覚で暴言を吐かれる/

スキャンダルがない/騒動を

起こしていない/盲目に好き/

何があっても好き/恨言/ク

レーム/怒る/苦手/嫌な気持

ちになる

スキャンダルの有無と芸能

界での活躍の関係性/アイ

ドルとしてのスキャンダル

がないことの重要性/度重

なる文句により形成された

苦手意識/グループ内での

担当同士の対立

アイドルにおける徹底的なス

キャンダル回避の重要性/グ

ループ内での担当同士の対

立と苦手意識形成

・なぜアイドルにとってス

キャンダルがNGなのか

21 曽我
じゃあもう結構、一般的に、みんなそんな感じだよねって、…b2担強

いよねっていう共通認識を持ってる感じなんですか？
b2担強いよねって共通認識

共通認識/なんとなく恐れる/

怖い/全体の合意

22 ③

たぶん、ちょっとb2担ってだけでちょっと苦手とか、もうそれこそチケッ

ト交換する時に、b2担だとちょっとためらうとか。何言われるか分かん

ないから、無意識にこぼれる言葉が、b1担にとっては結構引っかか

るものだったりとか。今はもしかしたらそこまでじゃないのかもしれな

いんですけど、2018・19あたりは結構。

b2担ってだけでちょっと苦手/

チケット交換/ためらう/何言

われるかわかんない/こぼれ

る言葉/引っかかるもの

第一印象が苦手/チケット交

換/しっかり喋る機会/ためら

い/発する言葉に恐れ/悪気

のない言葉/嫌な気持ち/違

和感

「担当」という看板のもと判

断/深く関係を持つことに対

する懸念/ふとした言葉で

傷つく恐れ/安心した取引を

求める気持ち

23 曽我 具体的に、b1担のお友達とそういう話になったりとかしたりとか…。

24 ③

めっちゃありますね。めっちゃあります。結構仲良い子とかいて、割と

広めに関係とか、東京いたのでやっぱり人にも会いやすいですし。そ

の時に、b2担が居ないと、b2担怖いよねっていう話は大体やってまし

たね。

めっちゃあります/割と広めに

関係/人にも会いやすい/b2

担怖いよね/大体やってた

機会の多さ/多くの人との交流

/人に会いやすい環境/特定

の担当に対するイメージ/特

定の担当に対する悪口/機会

の頻発性

特定の担当に対する苦手

意識の共通認識形成/広い

交友関係での苦手意識醸

成

特定の担当に対する苦手意

識の共感形成

25 曽我 その子は、b1担の？結構、ちょっとディスってるみたいな…？

26 ③

そうですね、優しいb2担もめちゃめちゃいるんですけど、1番はb2さん

だけど、b1くんもb3も大好き、みたいな。なんでそんなにb1担があん

なに言われなきゃいけないの、みたいなことを言うb2担ももちろんい

るんですけど。でもやっぱ、そうじゃないのも結構いて。結構、「b2に

迷惑かけんなよ、b1」みたいなのとかは。割と一定数いましたね。

優しいb2担/あんなに言われ

なきゃ/そうじゃないの/迷惑

かけんなよ/割と一定数

優しい人もいる/同じ立場に

立ってくれるb2担の存在/一

緒に戦ってくれるb2担の存在/

優しくないb2担/文句/一定数

存在/

自担を攻撃しないb2担の存

在認識/自担を攻撃するb2

担の大きいインパクト/

特定の担当に対する一定の

距離感保持

27 曽我
そうなんですね。それって、色々報道がちょくちょく出てた時ですよ

ね。

28 ③ そうです。

29 曽我

ちょっと思い出せるところでいいんですけど、どういう報道の時に、b2

担からちょっと強い言葉言われたとかっていうのを、思い出せたりと

かしますか？

30 ③

多分最初の、1番最初に出たのは彼女との写真だったんですけど、

そん時はたぶん、そこまで？まあなんかちょっと荒れてる、くらい。

で、’18年にコールしている音声が流れたときかな、多分それで活動

自粛するってなった、タイミング？その前ぐらいからかな？愚痴垢が

1番活発になったのがその時期だと思う。

彼女との写真/ちょっと荒れて

る/コールしている音声/活動

自粛/愚痴垢/一番活発

ゴシップ/ファンの反応の小さ

さ/小さめの騒動/活動自粛/

たくさんの愚痴/愚痴垢の活

発化/文句/Twitterが荒れる/

度重なるゴシップで醸成さ

れたファンの不満/他担の

b1に対する攻撃的発言の

活発化

度重なる担当の騒動での他

担からの攻撃活発化

31 ③

その前に、2018年の前に、2018年の6月7月とかに活動自粛してる

んですけど、その前にやってたコンサートで、2017年、あ、2018年の

5月ぐらいの公演で、b1くんが、「僕生まれ変わったんで」って言った

んですよ。その前の年に出た、彼女との流出？を受けて、「もう皆さ

んを心配させることはないんで」って言った直後に、あの音声が流出

して。でそれではぁ？みたいな感じ、だったのかな？で、それでまあ

活動自粛までいって。

活動自粛/生まれ変わったん

で/心配させることはない/直

後/音声が流出/

生まれ変わったという宣言/安

心させる言葉/ファンとの約束

/直後の裏切り/言動の二転

三転/活動自粛/不満/理解

不能

裏切り行為と感じる想像/

約束と報道の不一致/他の

ファンの不満に対するある

程度の理解

ファンとの約束直後の裏切り

的行為に対する不満の声

・当時の状況について他

の担当からも話を伺いた

い。

32 ③

ちょうど15周年のタイミング、で2018年って、Bが。なんで、その15周

年のコンサートも決まってるのに。で多分、紅白とかもあったかもしれ

ないのに、10年で30万近く売り上げて。できっと事務所もきっと周年

枠とか、きっと何かしらの枠で取ってくれたところはあると思うので、

事務所側も。そういうの潰されたとか。15周年なのに、そういう機会

潰しやがってとか、あったんでしょうね。でも2018年ですかね、1番酷

かったのは。

15周年のタイミング/あったか

も/10年で30万近く/周年枠/

何かしらの枠/潰された/機会

潰しやがって/１番酷かった

周年記念/何かしらの機会/

貴重な機会/事務所からの優

遇/機会を取り逃がす/何かし

らの損失/自担の機会損失へ

の恨み/文句の最盛期/酷く

盛り上がった時期

大きなチャンスとしての周

年/周年が大切であるとい

う共通認識/スキャンダル

による仕事量の減少/周年

による仕事量の増加

大きなチャンスの損失に対す

る文句の最盛期

33 曽我
そういうのを見て結構、そこまで言わなくていいのにみたいな感じに

なったっていう感じですかね？

34 ③

なりましたね。なんか…結構、b1くんの家庭環境とか、そういうことに

もつっこんだりとかしてて。離婚してるんですけどb1くんって。その理

由がお父さんの暴力だったりとかしたんで、どうせb1も暴力振るって

んだろとか。なんかそういう、はぁ？みたいな。そこじゃなくね？みた

いなのも結構、ありましたね。それはもう完全な愚痴垢の方ですけ

ど。

家庭環境/つっこんだり/どう

せb1も暴力振るってんだろ/

はぁ？/そこじゃなくね？/完全

な愚痴垢

家庭環境を絡めた暴言/理解

不能/反論/本筋とずれた暴

言/愚痴しかツイートしないア

カウント/

本筋と外れた攻撃に対する

反感/行き過ぎた暴言の愚

痴垢のみでのツイート

本筋と外れた攻撃に対する反

感

・どういうところで愚痴垢

かどうか見分けているの

か

35 ③

でも普通に、そういう匿名じゃなくて、普通にオタクとして交流してるよ

うなアカウントでも。あとまあ、b2迷惑かけないでよ、みたいな。ちゃん

と、なんか自覚ある？みたいな。なんか説教するようなとか、ありまし

たよね。

匿名じゃなく/オタクとして交流

/迷惑かけないでよ/自覚あ

る？/説教するような

多くのオタクと交流するアカウ

ント/広く発言が届く場所/文

句/本人がみる可能性がある

場所/文句/説教/諭す/注意

/アイドルとしての自覚/グ

ループの一員である自覚

本人の閲覧可能性がある

場所での説教に対する嫌

悪感/スキャンダルによって

グループの他のメンバーに

かかる迷惑/全員での協力

体制が必要であるという認

識

36 曽我
結構、そのエゴサしたら見れるところとかでも、結構普通にそういうの

が言われてたんですか？

エゴサしたら見れるところ/結

構普通に
本人の閲覧可能な場所

37 ③
全然ありました。で、そのTwitterの検索のサジェストとか、「b1　クズ」

とか。やばいくないですか？

全然ありました/サジェスト/b1

クズ/やばくないですか

頻繁な存在/悪口の頻繁な検

索の証拠/自担への悪いイ

メージ/自担の悪いイメージを

生み出すツイート

38 曽我 やばいですね。そんな酷かったんだ。そうなんですね。

39 ③

だから今だに、好きなアイドルの名前を先に入れるのが、あんまりで

きないんですよね。何が出てくるか分かんなくて。番組とかの、感想と

か。検索したいなって思っても、自分の見たいアイドルの名前は後に

入れちゃいます。

名前を先に入れる/あんまりで

きない/何が出てくるか/後に

入れちゃいます

サジェストでの暴言を見る恐

れ/好きな人の悪い意見存在

からの回避/習慣化/恐れ

40 曽我
なるほど。結構もう、そのときの色々言われたりっていうのが、すごく

残っているというか。

色々言われたり/すごく残って

る

印象に残っている出来事/担

当への暴言

41 ③ まあ結構。そうですね。

42 曽我

なるほど。そういうときってもうミュートして対策するみたいな感じです

か？嫌だなって思うこと言われてるの見た時って、どういう対処しま

すしてましたか？

43 ③

1番頑張ってた時は、Chromeかな、のなんかファイルかなんかで、こ

のアカウントをフォローしているフォロワー全員ブロックできるみたい

なのがあって。これを入れて、で愚痴垢で4桁フォロワーとかもいた

んですよ、当時。でそれ全部ブロックしたりとか、ミュートして、ちょっと

あって思ったらもう速攻ブロックして、私のSNSに出てこないようにす

るとか、してましたね。あとはb2担に近寄らない。

ファイルかなんか/フォロワー

全員ブロック/愚痴垢で4桁

フォロワー/全部ブロック/

ミュート/あって思ったら/速攻

ブロック/SNS出てこないよう

に/b2担に近寄らない

外部のソフトウェアの導入/一

斉ブロック/徹底した愚痴ツ

イートの回避/ミュート/違和

感があればすぐにブロック/早

急な対応/徹底した対応/苦

手な担当の回避

愚痴からの徹底的な回避/

自担を悪く言われることに

対する拒絶/快適なファン

活動のための徹底した環

境設計

担当が悪く言われることへの

拒絶感からの徹底的回避と快

適なファン活動のための徹底

した環境設計

44 曽我 それはTwitterとか、ライブとかみたいな感じですか？ Twitter/ライブ

45 ③ そうですね。Twitterも絶対に近寄ってなかったですし。 Twitter/絶対に

46 曽我
ご自身がTwitter上で何か発言されたりとかはあんまりしなかったっ

て感じですかね？
発言されたり 自身の発言

47 ③ いや、結構もう、めちゃめちゃ活発に。今のTwitterみたいな感じで。 めちゃめちゃ活発に 活発なTwitterでの発言

48 曽我 なるほど。

49 ③ 活発にやってましたね。

50 曽我
そうなんですね。言いづらかったらいいんですけど、b1くんに対して

言ってくることに対して、言ったりとか。

・同じようなトラウマを持っ

てる人がどれくらいいるか

特定の担当に接近・交流する

恐れ

本人の閲覧可能性がある場

所での説教のようなツイートに

対する嫌悪感

自担へのマイナス意見閲覧の

トラウマ化

ポジティブな内容の頻繁なツ

イート

Twitterのサジェストでの担

当のマイナスイメージ醸成

への懸念/担当への悪口

が頻繁に検索されているこ

とへの危機感/

自担へのマイナスツイート

閲覧のトラウマ化/マイナス

な意見からの回避行動/自

担が叩かれることへの恐怖

感の定着

ポジティブなことに限ったツ

イート/頻繁なツイート
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51 ③

でもなんか、あんまりマイナスなことをツイートしない、しちゃ駄目みた

いな雰囲気がずっとあって。だからそういう、報道に触れるのも駄目

みたいな。触れたら広がっちゃうからっていうのがあって。でも多分、

自粛した時は触れましたかね。なんだろう、何か言ったと思います。

でもあまりにも言われていることに対しては、そんなに。逆にプラスの

ことをツイートして、そのb1くんのサジェストも変えていこうみたいな、

風潮とかもあったりしたんで。とにかくマイナスなことを言わない、み

たいな。それに自分も飲まれてましたし。

マイナス/ツイートしない/し

ちゃだめ/雰囲気/報道に触れ

る/広がっちゃうから/自粛した

時/何か言った/プラスのこと

をツイート/サジェストも変えて

いこう/風潮/マイナスなことを

言わない/自分も飲まれて

マイナスなツイートはしない/

マイナスツイートの抑制の雰

囲気/ネガティブな報道の話

題の鎮圧/ツイートによる拡散

抑制/サジェストでのプラスイ

メージ醸成/担当のプラスイ

メージ形成のための取り組み

/ファン全体での取り組み/

ファンの風潮への便乗

自身のツイートが担当のイ

メージ形成につながる認識

/ファン同士のツイート内容

の抑制/ファンの雰囲気に

流された結果の行動/自分

の行動のファンの風潮によ

る影響の大きさ

ツイートによる担当のイメージ

形成を鑑みたファン同士のツ

イート内容抑制の雰囲気

52 曽我

私実はTwitterをアカウントしか持ってなくて、あんまりやってないの

で、結構初歩的なこと聞いちゃうかもしれないんですけど、Twitter上

でもそういう、みんなマイナスなことよりプラスなこと言おうよみたい

な、雰囲気が、主にb1担の中とかであった、みたいな感じだったんで

すか？

プラスなこと言おうよ/雰囲気

53 ③ そうですね、b1担、B担？

54 曽我 その自粛になった時とかに、みたいな。

55 ③
そうですそうです。そっからb1くんのことを否定する発言は、もうした

らアウトみたいな。
否定する発言/アウト

56 曽我 なるほど、そういう判断になってたっていう。

57 ③

そうですね。たぶん結構、それ結構いろんなオタクが共通認識として

持ってた感覚だと思いますし、なんだろう、ちょっとバラエティの発言

で、うん？ってなることとか、b1くんに限らず誰でもオタクってあると思

うんですけど、それも、うん？ってなったのも、言っちゃだめ、みたい

な。言えない。言ったら、否定してるよね？b1くんのこと、みたいな。と

か、b1くんと意見が違うことって、絶対あると思うんですけど。それ

も、例えばなんだろう、文化、なんて言うんですかね、でもb1が言う

ならそれが正解だよ、みたいなのが。冗談まじりだけど、半分本気み

たいな感じで、結構あったと思いますね、当時のb2担は。具体例が

出てこなくて申し訳ないんですけど。

共通認識/バラエティの発言/

うん？ってなること/言っちゃ

だめ/否定してるよね？/意見

が違うこと/絶対ある/b1が言

うならそれが正解/冗談まじり

/半分本気

B担に限らない認識/ちょっとし

た違和感/話題に出すこと/否

定的な見られ方/否定してい

ると思われる/担当が全て正

解/担当に従順/半分冗談半

分本気/

否定的発言をすることの危

険性/否定的発言をしたと

きのファンからの反応に対

する恐れ/担当の言動が不

正解であるかもしれない可

能性の思考放棄/盲目に信

仰する雰囲気

58 曽我 バラエティーとかで、言ってた意見とかに対して、みたいな。

59 ③ そうですね。

60 曽我
結構b1担は、違うんじゃない？って言わないけど、でも違うんじゃな

いって思ってる様、な雰囲気はちょっと感じたみたいな？

61 ③

いや、違うんじゃないみたいな雰囲気は、私個人として思うことはあっ

たんですけど、雰囲気はなかったと思いますね。多分。b1が言うから

間違いないよ、みたいな方が強いですね。

違う/個人として/雰囲気はな

かった/間違いないよ

個人的に感じていたかもしれ

ない/担当が間違っていること

はない/担当を否定する雰囲

気がない

62 曽我

具体例で出てこないって言ったところにで申し訳ないんですけど、う

ん？ってなった発言とか、意見が違ったときに、言えなかったとかっ

ていう経験とかで、思い出せるところってあったりしますか？

63 ③ まあ1番は、歌がうまくない。

64 曽我 なるほど。

65 ③

それで、なんだろう、すごい素人の意見だから、もしかしたら音程は

合ってるのかもしれないんですけど、声の出し方とかで鼻にかかって

聞こえる？何か出しづらそうに聞こえるっていうのが、あったんです

けど。それも、多分誰が聴いても、出しづらそうじゃない？下手じゃな

い？って思う感じでも、すごいうまくなってるって言わなきゃいけない

とか。あとちょっと、b1くんって上でないけど、下は出るんですよ、あの

音域、歌の、パート的に、で、下ハモをめちゃくちゃ褒める。上が出て

なかったことは言わないけど、代わりにb1くんの下ハモやばい、みた

いな。とかも、めちゃめちゃ言うとか、ですかね。

素人の意見/鼻にかかって/

出しづらそう/すごい上手く

なってる/言わなきゃいけない

/下ハモをめちゃくちゃ褒める/

歌に詳しいわけではない/上

手に聞こえない/上手いと言う

強要/下手じゃないところを褒

める/褒めなきゃいけない強制

感/否定的発言の制限

66 曽我
それは結構もう③さんがやってたって感じですか？それともb1担と

喋ってて、そう言うよねみたいな感じの話になるとか。

67 ③
私がめっちゃ言ってましたね。b1担と話した時は絶対b1くんの悪口が

出てこないんで。

絶対b1くんの悪口が出てこな

い
不満/悪口/禁句

68 曽我 なるほど、そうでしたね。

69 ③

絶対出てこないんで。聞いてて、歌番組とか観てて、あれ？みたい

な。Bの曲って全部b4くん合わせのキーで作られてるんで、めちゃめ

ちゃ高いんですよ。で、そこに、b1くんはいけないっていうか。でもそう

やって思うことは、b1くんへの冒涜だし、みたいな。そういう空気感が

あって、で私自身も本気でそう思ってたんで。

あれ？みたいな/b1くんへの

冒涜/空気感/私自身も本気

で

担当の下手なところを指摘す

ることの制限/冒涜/感じること

が罪/全てを好きでなければ

ならない/雰囲気/空気感/疑

いなく感じる

70 曽我

じゃあもう、b1くんが好きな時はもう、今だからこそ、うん？って思った

かもって思うけど、好きなときはもう全然そんなことなかったってい

う。

今だからこそ/好きな時/全然

そんなことなかった

過去を振り返って/客観的に

見返すと/

71 ③
全然。今ちょっと当時の自分を客観視して、まじ宗教〜って思います

ね。
客観視/まじ宗教 盲目さ/疑いのない信仰

72 曽我 なるほど。

73 ③
多分どっかで、あれ？って思っている自分はいたんですけど、そこに

目を向けないようにしてたいうか。

多分どっかで/あれ？/目を向

けないように

潜在意識の中での違和感/違

和感を認めないような姿勢/

目を背けていた/認識の回避

潜在意識での違和感は感

じていた予測/否定的感情

からの逃避

潜在意識下での違和感とその

認知からの逃避

74 曽我
そういうところが、結構b4くんが退所してから、ちょっと見かける気が

したっていう形だったんですか？

75 ③

そうですね、パートも増えて、b1くんの。でそのb4くんがいないb4くん

に合わせて作られた曲って、まあけっこうきついっていうか。やっぱり

4人のBが好きだったので、全然受け入れられなくて。でも周りのオタ

クは結構、すぐ受け入れてた、受け入れてはいないのかもしれない

んですけど、3人のBも応援して行くよみたいな、感じだったんです

よ。私はそこに全然追い付けなくて。結構でも、Twitterのタイムライン

に振り回されてますかね。そこにあたしはそこまで行けてないから、

じゃあ私Bのオタクじゃないかもしれない！とかも思ってましたし。3人

になったことが受け入れられないなんて！みたいな。みんな受け入

れられているのに、私はできてない。そういうのとかも、ありましたね。

そこもきっかけだったかもしれないですね。

けっこうきつい/4人のBが好き

/受け入れられなくて/すぐ受

け入れてた/全然追いつけなく

て/タイムライン/振り回されて

ますかね/そこまで行けてな

い/Bのオタクじゃないかも/私

はできてない

担当グループの新体制に対

する拒否反応/以前の体制に

対する恋しさ/他のファンの対

応体制/他のファンからの遅

れ/ついていけていない感覚

/Twitterの意見の影響力の大

きさ/オタクじゃない焦燥感/新

体制受け入れへの強迫観念/

オタクと認定されない想像/オ

タクらしくできていない落ち込

み

新体制に対する拒絶感/他

のファンと比較した時の熱

量の低さの認識/周囲の

ファンとの熱量・感情の同

化のオタクとしての条件/自

分だけ新しい体制を受け入

れられていない焦燥感と落

ち込み

新体制に対する拒否感/周囲

のファンと同様な新体制受入

の必需性/周囲のファンと同じ

感覚になれない焦燥感と落ち

込み

76 ③

Bがいろいろ、何もやることがない時、やっぱコロナになって、もう露

出とかが全然なくなって。で2020年の春にツアーが予定されていた

んですけど、私ほぼ全部、北海道以外全部の公演行く予定だったん

ですよ。でもそれも全部なくなっちゃって。でもそれを楽しみに生きて

きたし、のがなくなっちゃって、コンサートが。で、テレビも関東ローカ

ルばっかりで。ほぼなくって。番組の配信が始まったのって、体感で

この半年ぐらいなんですけど、私にとって。半年一年ぐらいかな、去

年の下期ぐらいから、関東ローカルも、TVerめちゃめちゃ、配信され

るようになったなーっていう印象なんですけど。だから私が地元に

戻って、関東ローカルが見れなくなった、タイミングで、そのBの冠番

組を見れなくなって。で全然供給とかもなくて、あんまり。同じものを

擦れるタイプじゃないので。新しいBが無いっていうのも、ちょっと暇に

なったりっていうか。でそれで、かと思ったらb4くんもいなくなったし。

露出/全然なくなって/全部な

くなっちゃって/地元に戻って/

冠番組を見れなく/供給とかも

なくて/同じものを擦れるタイプ

じゃない/新しいBがない

担当を見る機会の減少/番組

の閲覧不可能化/番組出演の

減少/過去作品の繰り返しの

閲覧での不満足/新しい作品

閲覧の欲求/新しい担当の姿

の欲求/

担当への熱量維持のため

に必要な担当の新しいコン

テンツの確保/既存の作品

の複数回閲覧での不十分

な満足

担当への熱量維持のための

新しいコンテンツの必要性

77 ③

っていうタイミングで、ちょうどジュニアが、《動画配信サイト》でめちゃ

めちゃいろいろ出してくれたじゃないですか。 でYouTubeもあるし。で

実家のレコーダーに、少クラが、3年4年分ぐらい残ってるんですよ。

妹がいるんですけど、妹が昔ジュニア担だった影響で、なぜか少クラ

だけはずっと録画がされ続けてて。もうそれを観てたら、まあ新しい、

過去の番組ですけど、新しい映像じゃないですか。だからそれ見てた

りとかして。そっちの供給の多さとかで、見る時間が、費やす時間が

全然、ジュニアの方が増えていって。

いろいろ出してくれた/新しい

映像/供給の多さ/費やす時

間

新しい作品の多出/見る機会

の増加/費やす時間の比重の

増加/担当に費やす時間の減

少

閲覧機会の多さと熱量の相

関関係/
閲覧機会と熱量の相関関係

・同じような感覚を持って

いる人の割合

・当時の状況として、ほぼ

全員が自担の擁護に回る

形だったのか

・今の担当に対して盲目

的に応援していると感じた

ことはあるか

担当に対する否定的意見

の徹底した抑圧/否定的な

見方が冒涜であるという認

識/否定的な見方をしては

いけない雰囲気から、本当

に否定的に見れなくなる

担当が間違っている可能性に

対する思考放棄から生じる否

定的発言の抑制

担当への否定的見方が冒涜

であるという感覚

当時の盲目的応援に対する

客観視

否定的な発言/一切発言不可
ファンの空気感の抑制力の

大きさ
ファン同士の抑制力の大きさ
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78 ③

ちょうど去年の、《テレビの特別番組》で、b2さんがやったんです、

パーソナリティ。そこでBが3人の新曲を歌ったんですけど。それ見て

めっちゃ泣いてて。でもb4くんがいないって思って。多分また、その時

に、もうBの時のアカウントを消してたので。Bの、B担の空気感につい

ていけなくなって。私はここまで、Bのこと信じられてないみたいな。

3人の新曲/めっちゃ泣いてて

/空気感についていけなく/信

じられてない/空気感/ついて

いけなく

人数減少後の新曲/変化した

形の受け入れに対する拒否

感/ファンダムに対する気後れ

感/Bのことを信じられていな

い虚しさ/純粋に新体制を応

援できない虚しさ

新体制への期待=担当グ

ループへの信頼/新体制受

入のオタク続行の条件化

新体制への期待ができないと

いう担当グループへの信頼度

低下と気後れ感

79 曽我
アカウント消したのは、いつごろだったかとか覚えていらっしゃいます

か？

80 ③ 多分、退所して、b4くんの退所が発表されてすぐとかですかね。 退所が発表されてすぐ 退所後すぐのアカウント削除 退所後すぐのアカウント削除

81 曽我 そうなんですね。

82 ③

多分。でやっぱb4くんにまつわるいろんな意見を見るのも嫌で。やっ

ぱあんまりコロナっていうのが、何かあんまりわかってないっていう

段階で、でもみんな、とにかく家にいて、感染を広げないようにして。

わかんないけど、とりあえず何もできないみたいな。もうわかんない

けど、コンサートの中止になるし。でも今それが最善なんだよねって、

我慢みたいな感覚が多分、あったと思うんですけど、当時。みんな我

慢しているから、自分も我慢するみたいな。私は、少なくとも私は、今

とりあえずよくわかんないけど、色んな事我慢しとこうみたいな、感じ

だったんですよ。

いろんな意見/見るのも嫌/何

かあんまりわかってない/わ

かんないけど/それが最善な

んだよね/我慢みたいな感覚/

みんな我慢してるから/自分も

/少なくとも私は/

多様な意見/意見自体を見る

ことに対する拒否感・嫌悪感/

善悪の判断が難しい状況/正

体不明のまま我慢していた状

況/周りの同じ行動

状況がわからない環境下

での行動判断の難しさ/わ

からないままでの自粛ムー

ド/b4の活動の是非判断の

難しさ

当時の騒動の是非判断が難

しい状況

83 ③

で、そこでb4くんの、そういう、みんなで我慢してるのに、b4くんは、み

たいなそういう行動だったと思うんで。そこに関しての意見って、本当

に人によって全然違ってて。b4くんのことを肯定する人もいれば、そ

れは絶対b4くんの行動ありえないんだけど、みたいなこと言う人もい

れば。医療従事者、看護師の人めちゃめちゃ多いんで。看護師さん

から見た意見とかも、本当にいろんな意見が溢れてて、全部振り回さ

れたんですよ。自分の中の確固たる考えみたいなものが全然なかっ

たので。オタクとのLINEが残ってるかもしれない。そんな、いろんな意

見に振り回されるのが嫌で、それでTwitterやめたんだと思います。

人によって全然違って/肯定

する人/ありえないんだけど/

看護師さんから見た意見/い

ろんな意見/全部振り回され

た/確固たる考え/全然なかっ

た/振り回されるのが嫌

/Twitterやめた

意見の多様性/様々なバック

グラウンド/様々な意見の全て

から受けた影響/自分の意思

がない状態/確固たる考えが

ない/当時の影響の受けやす

さ/Twitterの利用中止/多様

な意見に影響される気苦労・

煩わしさ・疲弊

b4くんのコロナ禍での会食

報道の後活動自粛・退所し

た流れ/確固たる考えのな

さによる多様な意見閲覧に

対する疲弊/b4の行動に対

する自分の意見を決めきれ

ない疲弊/b4の行動の見方

に対する迷い

賛否両論の多様な意見により

自分の考えを決めきれない疲

弊/Twitter削除要因

84 ③

そこまで、あんまりBへの熱みたいなのも、微妙に冷めてるっていう

か。供給が無いんで。供給ないと冷めるので。なんかBって、毎年下

期にめちゃめちゃ暇になるんですよ。4人の冠番組もなくって、CDも

年に1枚のリリースで、それもCDとアルバムほぼ同時期に出したりと

か、してたんで。だから下期になると、Bしか、の時でもジュニア見たり

とかしてましたし。

Bへの熱/微妙に冷めてる/供

給ないと冷める/めちゃめちゃ

暇/ジュニア見たりとか

供給が少ないことによる熱量

の減少/供給の多さと熱量の

相関関係/他アイドルへの逃

避

熱量減少前からの他グ

ループへの欲求解消のた

めの逃避/新しいコンテンツ

の供給量と熱量の相関性

新しいコンテンツの少なさによ

る他グループへの逃避と担当

への熱量低下

85 曽我

なるほど。供給が減って、コロナもプラスして供給が減って。Twitterと

か見てなんとなく、熱も冷めてはないけど、ちょっと落ち込んでで、そ

の流れでb4くん退所してTwitterも消して、っていう流れですかね。

86 ③

そうですね。1番は、いろんな意見を見るのが嫌だったのがあるかも

しれないです。それこそb4くんにまつわる、b4くんをボロクソに言うの

とかあったりしたんで。

いろんな意見/見るのが嫌

だった/ボロクソに言う

退所に関する様々な意見閲

覧の回避/悪い意見からの回

避

悪い意見の排除によるファ

ン活動の環境設計
悪い意見からの逃避

87 曽我 Bのアカウント消したのはそれが初めてですか？

88 ③
そうですね、ずっと好きになってから、ずっと同じアカウントでやって

て。

好きになって/ずっと同じアカ

ウント
同じTwitterアカウントの利用 同じTwitterアカウントの利用

89 曽我

その、b1くんの、スキャンダルとかがあった時の、たたいたりするのよ

り、b4くんの退所でのいろんな意見が飛び交う方が、結構きつかっ

たって感じだったんですね。

スキャンダル/たたいたり/退

所/いろんな意見が飛び交う

退所に対する意見の多様性

による影響力の大きさ

90 ③
そうですね。それで、b4くんの退所がきっかけで、今まで私が自分が

あまり見ないようにしてた気持ちが出て、みたいな感じですかね。

退所がきっかけ/見ないように

してた気持ち/

潜在化にしまっていた気持ち

の表出/盲目な信仰が途切れ

るきっかけ

91 ③

多分、その時めちゃめちゃオタクと意見交換した気がします、その時

に。意見交換っていうか、LINEでめちゃめちゃぶつけ合うみたいな。4

人で仲良しだったんですけど、b1担・b1担・b3担・b2担で、でそこでb4

担がいなくて。だからb4くんのことどう！でもみんなb4くんのこと大好

きなんですよ。なんか、どうこれ、みたいな。でそれぞれの意見が

あって。

オタクと意見交換した/めちゃ

めちゃぶつけ合う/仲良しだっ

た/b4くんのことどう！/b4くん

のこと大好き/どうこれ/それ

ぞれの意見

複雑な気持ちのぶつけ合い/

意見交換/退所するメンバー

に対する愛情の再確認/騒動

に対する複雑な感情/それぞ

れの意見の認識

複雑な感情の発散
ファン同士の活発な討論によ

る複雑な感情の発散

・もしその友人同士の間

にb4担がいたらどうなって

いたか

92 ③

でも退所したすぐ後に、暴露本みたいなのを出したんですけど、あれ

がなんか、あれの内容に、その1番仲いいb1担がめちゃくちゃ怒って

て。私はそこに何かついて行けなかったんですよね。それをちょっと

冷静に見た自分がいて。そんな怒るなら見なきゃいいじゃんってい

う。それで多分ちょっとずつ、熱量が変わってくるっていうか。

暴露本/１番仲いい/めちゃく

ちゃ怒って/ついて行けなかっ

た/冷静に見た/見なきゃいい

じゃん/熱量が変わってくる

退所メンバーに対する怒り・不

満/怒っている友人に対する

冷めた目線/友人の怒りに対

する客観視/熱量変化の実感

/

他人と自分の怒りの差によ

る視点の客観化/熱量の低

さの実感

友人の怒りとのギャップによる

客観的視点の誕生と熱量低

下の実感

93 曽我
LINEで意見交換してた4人グループは、Twitterで知り合って、みたい

な感じですか？
Twitterで知り合って 知り合ったきっかけ

94 ③ そうです。twitterでもリアルでも会うみたいな。 Twitterでもリアルでも
Twitterでの知り合い/オフライ

ンでも会っていた

95 曽我 そうなんですね。

96 ③
そうですね、東京にいたときは、みんな東京と埼玉だったんで。それ

で、とりあえず月1ぐらいで会ってましたね。
月１ぐらい/会ってました 月１で会う

97 曽我
そうなんですね。しっかりB担の時は、結構仲良くというか話も合っ

てっていう…。

98 ③ そうですね。

99 曽我

で、暴露本とかのの話になって、めっちゃ怒ってるの見たときに、

ちょっと客観的に見ちゃってる自分がいて、それに気付いたみたいな

感じですか。

100 ③

そうですね。あと歌番組とか見ても、みんなみたいに、なんだろ、沸け

ないっていうか。ジャニーズweb（ジャニーズアイドルの会員制ブログ

サイト）にめちゃめちゃb1くんって自撮りを載せてくれるんですけど、

それ見ても、前みたいに、やばい！みたいなのがなくって。

歌番組/みんなみたい/沸け

ない/自撮り/前みたい/やば

い！みたいなのがなくって

テンションが上がらない感覚/

さほど嬉しくない/熱量の自然

な減少/気付かない間の出来

事

自担のコンテンツを見た時の

熱量低下の発見

101 曽我
わけないなって思ったのは、やっぱりb4くんが退所してからって感じ

ですか。

わけないな/b4くんが退所して

から

102 ③

そうですね。自粛期間とかかなあ。うん、いや、退所してからだったと

思います。ジャニーズが横アリ（横浜アリーナ）で《ジャニーズ事務

所主催のフェス》みたいなの、あったじゃないですか。あれに、b4君が

ちょうど自粛したタイミングだったんで、3人で出たんですよね。それ

で、4人で作成した曲があるんですけど、Bの。それの、b4くんのパー

トを歌わなかったんですよ、3人が。それで、絶対b4くん戻ってくるっ

て思ってたんで、まあ戻って来なかったんですけど。けど、戻ってく

るって思ってたんですよね。その時は結構割と、盲目に信じてたかも

しれないですね、私。多分b1くんのことも前と同じぐらいで、多分好き

だったと思いますね。

自粛期間とか/退所してから

/3人で出た/4人で作成した曲

/b4くんのパートを歌わなかっ

た/絶対b4くん戻ってくる/盲

目に信じてたかも/前と同じぐ

らい/好きだった

自粛期間の熱量の維持/元の

形に戻るという信用/元の形に

戻る可能性の示唆/盲目な信

仰/熱量の減少がない様子

103 曽我
しっかり降りたっていうのは、ライブの誕生日公演？福岡来られたん

ですか？

しっかり降りた/ライブの誕生

日公演
担降りの正式なタイミング

104 ③

そうです。福岡初めて行ったんですけど。好きになってから毎年b1く

んの誕生日公演入ってて。それで今年外れた…。その1番最初、

2020年が中止になって。それは、b1くん5月1日の誕生日なんですけ

ど、それが中止になって、いけなくて。で今年のは、あの最初申し込

んでたんですよ。でももう、名義ほぼ捨てちゃってて。結構大量に

持ってたんですけど、全部更新しなくて。で多分自名義と、親の名前

が残ってて、なんで多分その２名義だけかけたんですけど、外れて。

で私は今年のコンサートにいけないなあってなって。

毎年/b1くんの誕生日公演/

今年外れた/いけなくて/最初

申し込んでた/名義ほぼ捨て

ちゃって/大量に持ってた/全

部更新しなくて/２名義だけか

けた/今年のコンサートに行け

ないなあ

誕生日に開催される公演参加

の恒例化/多名義/名義の自

然消滅/コンサート落選
・熱心に応援していない人

はライブに来てほしくない

と感じるようになったきっ

かけは何か

担当グループに対する違

和感の拡大により気づき

/b4のパートを残しておく演

出によるb4が戻ってくること

への希望/b4の復帰の実

現不可能による熱量減少

の加速

熱量の多さによりライブの

参加権利の有無が決まる

価値観/他人への要求の

跳ね返り

熱量の多さでライブの参加権

利の有無が決まる価値観によ

る、ライブ落選への納得

新体制をきっかけとした潜在

下の否定的意見の表出と意

見の多様さによる疲弊

Twitterで出会う友人との定期

的な集合

元の体制に戻る可能性の示

唆による熱量の維持



37 

 

105 ③

でももう、結構n4くんに傾いてたんで。でその当時、何でBのことそん

なに好きじゃない奴コンサート来るんだよ！みたいな、感情がめちゃ

めちゃあって。だからそうやって自分が思ってたから、私もいけない

んだなって、思ったんですよ。だから全然、折り合いが付いてたんで

すけど。

n4くんに傾いてた/好きじゃな

い奴/来るんだよ！/自分が

思ってた/私も行けないんだな

/折り合いがついてた

熱量の低い人に対するコン

サート参加の嫌悪感/他人に

向けていた感情の跳ね返り/

落選理由としてのコンサート

参加に必要な熱量/コンサー

ト落選への納得

106 ③

復活当選して、ある日。誕生日公演が。で、さっき言った4人、私を含

めた4人で行くことになって。だからその1公演しか行ってないんです

けど。今年のコンサートは、b1くんがめちゃめちゃ、喉痛めてたってい

うのはのちにわかるんですけど、なんでこんな歌えないの？みたい

な。出しずらそう声も出し辛そうだし、上がでないし。みたいな感じで。

ここで私が、歌にハラハラしちゃうんですよね、b1くんって。大丈夫か

な、歌えるかな、みたいなのがあって。その感覚になるのが嫌だなっ

てなって。

復活当選/誕生日公演/４人

で行く/喉痛めてた/のちにわ

かる/なんでこんな歌えない

の？/歌にハラハラしちゃう/

大丈夫かな/歌えるかな/その

感覚/嫌だな

復活当選/いけないと思ってい

たライブへの参加/担当の歌

唱力への疑問/歌唱力の低さ

に対する心配・不安感/ライブ

中に歌唱力の心配をする煩わ

しさ/ライブ中の感覚の嫌悪感

歌唱力に対する心配=盲目

に担当を応援できていない

実感/ライブに集中できな

い嫌悪感・違和感

ライブ中の歌唱力に対する心

配による担当との距離化とそ

の嫌悪感

107 ③
そのときに、コンサート後で、楽しくて、めっちゃ話すじゃないですか。

その時に、その3人と同じように話せなくて。

コンサート後/楽しくて/めっ

ちゃ話す/同じように話せなく

て

コンサート後の他のファンとの

熱量の違い/テンションの差に

対する違和感

108 曽我 同じテンションで？

109 ③

同じテンションになれなくて。もちろんめちゃめちゃ楽しかったんです

けど、でも私は3人の、b4くんがいないB無理だなって、思って。それ

で、あ、私降りてるなって思ったのと。

同じテンション/めちゃめちゃ

楽しかった/b4くんがいないB

無理/私降りてるな

テンションの相違/コンサート

自体は楽しんだ前提/新体制

に対する受け入れられなさ/

担降りの自覚

110 ③

あと最近思ったのは、グッズのTシャツとかパーカーを、着ないでちゃ

んと取ってたんですよ。最近部屋着に困って。そしたらBのパーカー

があって。これじゃん！って躊躇なく着れたんですよね。だから、部

屋着に Tシャツとかパーカーを使えるようになった時に、これをめちゃ

めちゃ大切に取っておく人じゃなくなったんだっていう。それも降りた

なって思ったタイミングですね。

グッズ/着ないでちゃんと取っ

てた　/部屋着に困って/躊躇

なく着れた/大切にとっておく

人じゃなくなった/降りたな

グッズの取り扱いの雑さ/グッ

ズの取り扱いの変化/グッズ

の取り扱いの変化から感じる

熱量の低下

グッズの取り扱い感覚の変化

による熱量低下認識

111 曽我

それまでも結構ふわふわきてたけど、ライブ違うなって感じで気づい

たりとか、グッズ使ってる自分に気づいて、降りてるかもってなった、

気づいたっていう感じですかね？

ふわふわきてた/ライブ違うな

/グッズ使ってる自分/降りて

るかも

何となく感じていた熱量低下/

ライブでの感覚とグッズの使

用の変化による担降り実感

熱量低下を感じた要因の確認

112 ③ そうですね。

113 曽我
ちなみに、これまでいっぱい持ってた名義を捨てたのも、その退所し

てぐらいの、ら辺ですか？
名義を捨てた/退所してぐらい

114 ③

そうです、名義の更新のタイミングが、大体コンサート始まる直前と

かに増やしてたんで、 冬とかなんですよ、年末冬とか。だったんで、

その退所が6月とかで決まって、その次の更新を冬にしなかったんで

すよね。それで、いつの間にかなくなってました。

名義の更新のタイミング/コン

サート始まる直前/更新/しな

かった/いつの間にかなくなっ

てました

名義の更新タイミングの一律

性/名義の自然消滅

115 曽我

なるほど。でもなんか、人数減ってあーみたいなのは、ちょっとEでも

近い所があるなと思って。③がBを好きになったのは、4人からです

か？

4人になってから

116 ③
そうですそうです。4人からです。2016年の10月31日、ハロウィン音

楽祭からです。

117 曽我 すごい、ちゃんと覚えてる。

118 ③ 覚えてます。記念日を大事にしてたので。 記念日を大事にしてた
担当になった日である記念日

の重要性

担当になった日の記念日的認

識と重要性

119 曽我

もうさすがですね。なるほど。結構お話の中で、Twitterの意見とか

に、いろいろ左右されたりとかっていうところがあったのかなーって思

うんですけど、Twitterの中で、他になんかいやだなって思ったことが

あれば、ちょっと最後に聞きたいなって思ったのと、Twitterだけじゃな

くて、ライブとか、オフラインになった時に、違うなって思ったこととか、

何かあったら、ちょっとまた最後に聞きたいなと思ったんですけど。

パッと思いつくのであったりしますか。

120 ③
Twitterですか？うん…さっきのですかね。あと何だろう、ファンサ自

慢とかむかつきましたけどね。
ファンサ自慢/むかつきました

ファンサービスの他人への自

慢/腹が立った/ムカつく

ファンサービスの自慢に対す

る嫌悪感

121 曽我 あれですね、結構あるあるな。

122 ③
そうそう。あと、オフラインでコンサートで嫌だなって思うのは、b1くん

のソロの時に座るとか。

コンサートで嫌だな/ソロの時

に座る
興味のないソロ曲での着席

123 曽我 Bの中でそれがあるんですね。

124 ③
ありますあります。座る、トイレ行くとか。そういうのですかね、1番

パッと思いつくのって。
座る/トイレ行く

コンサート中の着席/コンサー

ト中にトイレにいくこと

125 曽我
それを感じるのは、結構ちゃんと、b1くん好きって思ってる時とかです

よね？

126 ③ そうですそうです。

127 曽我 そういう時は、うわって思いながらも、ライブ楽しむみたいな感じで？ うわって思い/ライブ楽しむ
嫌悪感を感じながらもコン

サートを楽しむ

128 ③
そうですね、基本とりあえずステージ見とこうみたいな。隣の奴だっ

たりすると、うーわ、みたいな。もうチラチラ見ちゃいましたけどね。

とりあえずステージ見とこう/

隣の奴/うーわ/チラチラ

コンサート中は担当を見ること

が第一/視線を向けてしまう衝

動
129 曽我 隣でやられると見ますよね。

130 ③
映像パートとかで、本人達がいない時間とかに、チラチラ見て、何だ

こいつみたいな感じがありましたけど。

本人たちがいない時間/なん

だこいつ
視線を向けることでの牽制

131 曽我
ちなみにあと、Bを降りたなって感じてからも、曲とかは割と普通に聞

けますか？聞きますか？

132 ③

全然聴きますね。それこそNに歌って欲しいって思ったりとか、あるん

で。聞いて、このパートはn4くんがいいとか、めちゃめちゃあるんで。

まあ新曲買ってはないですけど、今持ってる自分の携帯の中に入っ

てるのは、全部全然普通に聞いてます。

全然聞きますね/歌ってほし

い/このパートはn4がいい/

買ってはない/携帯の中に

入ってる/普通に聞いてます

元担当の曲の許容/今の担当

と曲のマッチング/携帯に残っ

ている曲のストック

133 曽我
そうなんですね。めちゃめちゃ嫌な記憶とかではなく、Bを降りたりと

かっていう、一連のいろいろはあったけど、Bはそれなりに聞くし。

嫌な記憶とかではなく/一連の

いろいろ/それなりに聞くし

元の担当に対する嫌な感情

はない

134 ③

そうですね。バラエティとかもたまに見ちゃいますよ。この前、Mが出

てたのとかも、b1くんとb3の番組出てたんですけど、これもTVer（動

画配信サイト）で配信されてたんで、見ちゃいました。

バラエティとかも/配信されて

た

テレビ番組の閲覧に対する拒

否反応のなさ

135 曽我 なるほど。

番号 発話者 テクスト <1>テクスト中の注目すべき語句 <2>テクスト中の語句の言いかえ
<3>左を説明するようなテクス

ト外の概念

<4>テーマ・構成概念

（前後や全体の文脈を考慮して）
<5>疑問・課題

・熱心に応援していない人

はライブに来てほしくない

と感じるようになったきっ

かけは何か

熱量の多さによりライブの

参加権利の有無が決まる

価値観/他人への要求の

跳ね返り

熱量の多さでライブの参加権

利の有無が決まる価値観によ

る、ライブ落選への納得

ライブに没頭できなかった

自分の客観視/ライブ時の

担当との距離化/他のファ

ンとの熱量の差による、担

当への熱量低下の明確化

ライブ参戦回数増加のため

の名義増強

他のファンとの熱量の差によ

る担降りの自覚

ライブ参戦回数増加のための

名義数増強

自担に熱中していない様子の

人がいることに対する嫌悪感

担当を楽しむことがライブの

第一優先事項

担降りと曲の分離的捉え方
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SCAT(Steps for Coding and Theorization)を使った質的データ分析

さらに追究す

べき点・課題

理論記述

(1)[アイドルにおける徹底的なスキャンダル回避の重要性]に対するスタンスの対立から[グループ内での担当同士の対立と苦手意識形成]がされる。

(2)スキャンダルについて、[ファンとの約束直後の裏切り的行為に対する不満の声]が[度重なる担当の騒動での他担からの攻撃活発化]、特に[大きなチャンスの損失に対する文句の活発化]を促進する。

(3)自担の攻撃に関して、[本筋と外れた攻撃に対する反感]や[本人の閲覧可能性がある場所での説教のようなツイートに対する嫌悪感]を生じさせる。

(4)[担当が悪く言われることへの拒絶感からの徹底的回避と快適なファン活動のための徹底した環境設計]をする中では、[自担へのマイナス意見閲覧のトラウマ化]が、[特定の担当に接近・交流する恐れ]を形成し、[特

定の担当に対する苦手意識の共感形成]を経て[特定の担当に対する一定の距離感保持]をするに至る。

(5)[ツイートによる担当のイメージ形成を鑑みたファン同士のツイート内容抑制の雰囲気]により、[ポジティブな内藤の頻繁なツイート]をするようになる。

(6)[担当への否定的見方が冒涜であるという感覚]が染み付いており、[担当が間違っている可能性に対する思考放棄から生じる否定的発言の抑制]が、[ツイートによる担当のイメージ形成を鑑みたファン同士のツイート

内容抑制の雰囲気]を形成する。

(7)[当時の盲目的応援に対する客観視]をした結果、[潜在意識化での違和感とその認知からの逃避]を認識するようになる。

(8)グループメンバーの活動自粛中でも、[元の体制に戻る可能性の示唆による熱量の維持]が行われる。

(9)グループメンバーの退所は、[新体制に対する拒否感]を生み出し、[周囲のファンと同様な新体制受入の必需性]を前提とした[周囲のファンと同じ感覚になれない焦燥感と落ち込み]へと繋がり、[新体制への期待ができ

ないという担当グループへの信頼度低下と気後れ感]を生み出すに至る。

(10)[当時の騒動の是非判断が難しい状況]下において、[賛否両論の多様な意見により自分の考えを決めきれない疲弊]を感じると、[悪い意見からの逃避]を行いたいという思いから、騒動となったメンバーの[退所後すぐ

のアカウント削除]を行う。

(11)[ファン同士の活発な討論による複雑な感情の発散]の中で、[友人の怒りとのギャップによる客観的視点の誕生と熱量低下の実感]を得ることがある。

(12)[担当への熱量維持のための新しいコンテンツの必需性]があるため、[新しいコンテンツの少なさによる他グループへの逃避と担当への熱量低下]が起こり、[閲覧機会と熱量の相関関係]がある。

(13)[新しいコンテンツの少なさによる他グループへの逃避と担当への熱量低下]は[自担のコンテンツを見た時の熱量低下の発見]から認識する。

(14)[熱量の多さでライブの参加権利の有無が決まる価値観による、ライブ落選への納得]をしていると、その後ライブに参加できても[ライブ中の歌唱力に対する心配による担当との距離化とその嫌悪感]を感じたり、[他の

ファンとの熱量の差による担降りの自覚]をすることがある。

(15)[グッズの取扱感覚の変化による熱量低下認識]をすることがある。

(16)[新体制をきっかけとした潜在下の否定的意見の表出と意見の多様さによる疲弊]が、担降りの一つの全体像である。

(17)Twitterの利用方法について、担当を変えない限り[同じTwitterアカウントの利用]をしており、[Twitterで出会う友人との定期的な集合]も行われる。

(18)[ライブ参加回数増加のための名義数増強]を行うことがある。

(19)ライブ中のファンに対する不満として、[ファンサービスの自慢に対する嫌悪感]や[自担に熱中していない様子の人がいることに対する嫌悪感]を感じることがあるが、[担当を楽しむことがライブの第一優先事項]である

ため、大きなインパクトはない。

(20)[担当になった日の記念日的認識と重要性]を感じることがある。

(21)[担降りと曲の分離的捉え方]ができるため、担降り後も曲を難なく聞くことができる。

・なぜアイドルにとってスキャンダルがNGなのか

・当時の状況について他の担当からも話を伺いたい。

・どういうところで愚痴垢かどうか見分けているのか

・同じようなトラウマを持ってる人がどれくらいいるか

・同じような感覚を持っている人の割合

・当時の状況として、ほぼ全員が自担の擁護に回る形だったのか

・今の担当に対して盲目的に応援していると感じたことはあるか

・もしその友人同士の間にb4担がいたらどうなっていたか

・熱心に応援していない人はライブに来てほしくないと感じるようになったきっかけは何か

ストーリー・ラ

イン

[担当の崇拝と担当以外の過剰な敵対視]が起こっていた状況を語った。

[アイドルにおける徹底的なスキャンダル回避の重要性]に対するスタンスの対立から[グループ内での担当同士の対立と苦手意識形成]がされる。

③さんの自担の場合、[ファンとの約束直後の裏切り的行為に対する不満の声]が[度重なる担当の騒動での他担からの攻撃活発化]に繋がった。特に[大きなチャンスの損失に対する文句の活発化]が起こった。また攻

撃内容の面では[本筋と外れた攻撃に対する反感]や[本人の閲覧可能性がある場所での説教のようなツイートに対する嫌悪感]を特に感じていた。これらの経験の中で、[自担へのマイナス意見閲覧のトラウマ化]が起こ

り、[特定の担当に接近・交流する恐れ]が形成された。[特定の担当に対する苦手意識の共感形成]と[特定の担当に対する一定の距離感保持]というような、[担当が悪く言われることへの拒絶感からの徹底的回避と快適

なファン活動のための徹底した環境設計]をするに至った。

ファン活動において[ポジティブな内容の頻繁なツイート]をするようになった背景として、[ツイートによる担当のイメージ形成を鑑みたファン同士のツイート内容抑制の雰囲気]があった。これは、[担当への否定的見方が冒

涜であるという感覚]があり、それにより[担当が間違っている可能性に対する思考放棄から生じる否定的発言の抑制]が生じるためである。これより、[ファン同士の抑制力の大きさ]を見ることができる。

ただこれは、[当時の盲目的応援に対する客観視]の結果、[潜在意識下での違和感とその認知からの逃避]を認識するようになったことよりわかったことである。

グループメンバーの活動自粛中は[元の体制に戻る可能性の示唆による熱量の維持]が行われていた。

しかしメンバーの退所後、[新体制に対する拒否感]が[周囲のファンと同様な新体制受入の必需性]の考えのもと[周囲のファンと同じ感覚になれない焦燥感と落ち込み]へと繋がり、[新体制への期待ができないという担当

グループへの信頼度低下と気後れ感]を招いた。

また[退所後すぐのアカウント削除]を行なっていた。[当時の騒動の是非判断が難しい状況]であったため、[賛否両論の多様な意見により自分の考えを決めきれない疲弊]を感じ、特に[悪い意見からの逃避]を行いたいと

いう思いが[Twitter削除要因]となった。

さらに、親交の深かった[ファン同士の活発な討論による複雑な感情の発散]が行われていたが、その最中[友人の怒りとのギャップによる客観的視点の誕生と熱量低下の実感]が生まれた。

また、ファンとの関係性以外にも、[担当への熱量維持のための新しいコンテンツの必需性]からくる[新しいコンテンツの少なさによる他グループへの逃避と担当への熱量低下]があったことを、[自担のコンテンツを見た時

の熱量低下の発見]から認識している。このように、[閲覧機会と熱量の相関関係]が伺える。

新体制でのライブでは、[熱量の多さでライブの参加権利の有無が決まる価値観による、ライブ落選への納得]をしていたが、復活当選後のライブ参加で[ライブ中の歌唱力に対する心配による担当との距離化とその嫌悪

感]を感じており、その後の[他のファンとの熱量の差による担降りの自覚]をした。また、[グッズの取扱感覚の変化による熱量低下認識]もあることが、[熱量低下を感じた要因の確認]からできた。

これらのように、[新体制をきっかけとした潜在下の否定的意見の表出と意見の多様さによる疲弊]を招いていた。

③さんのTwitterの活用について、B担である期間は[同じTwitterアカウントの利用]をしており、[Twitterで出会う友人との定期的な集合]をしていた。

③さんのライブの楽しみ方として、[ライブ参加回数増加のための名義数増強]を行っていた。

また、ライブ中のファンに対する不満として、[ファンサービスの自慢に対する嫌悪感]や[自担に熱中していない様子の人がいることに対する嫌悪感]を感じることもあったが、[担当を楽しむことがライブの第一優先事項]で

あったため、大きなインパクトはなかった。

また、③さんのそのほかの価値観として[担当になった日の記念日的認識と重要性]を感じていたり、[担降りと曲の分離的捉え方]をしたりしていた。
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付録 7：SCAT表④ 

 

番

号

発話

者
テクスト

<1>テクスト中の注目すべき語

句

<2>テクスト中の語句の言いか

え

<3>左を説明するようなテクスト

外の概念

<4>テーマ・構成概念

(前後や全体の文脈を考慮して)
<5>疑問・課題

1 ④

もともと全くジャニーズにはそんなに興味はなくて。で親が突然Fには

まったのがきっかけなんですけど。親は元々若い頃に、Uが好きで。

その後Pが好きになったみたいで。で、Pのp1くんが好きだって、ずっ

と言って。で辞めちゃったので。そこからは全部グッズとかも売っ

ちゃって言ってたんですけど。捨てちゃって、でもう、全然ジャニオタ

ではなかったんだけど、ちょこちょこ見てて、1つ転機があって。

2 ④

《ドラマA》があってf3くんが主演のやつなんですけど、それをただ単

に、興味本位で見てたら、Fがまあ主演だったので、主題歌もFで。で

たまたまそのPVを見たみたいで。そしたらすごくかわいい子がいるっ

ていう事で。f7くんが好きだとか、f4くんが好きだ、とか言い出したの

で。でも誰だかわかんないから、私がこの子は誰だよって、教えてあ

げなきゃいけなくなっちゃって。でも、私も分かんないので、一応協力

して、こう見て一緒に見てあげてたんですけど、それがきっかけで私

も一緒に見るようになって、まずFのファンになったんですけど。それ

が2013年ぐらいですかね。で私は、ジャニーズは初めてだったの

で、よくわかんなかったんですけど。とりあえず好きな人が、1人見つ

かったので。それがまあf5くんだったんですけど。なんかあんまり人

気じゃなかったので、応援したいなと思って。まあそういう不純な動機

なんですけど。でもまあかっこいいと思って。歌もうまいし、背も高い

し、すごく、ああいいなあと、中学生ながらに、年上の男性がいいなと

思って。で、好きになったんですけど。で親はf7担で、私はf5担ってい

う形でずっと応援をしてたんですけど。

3 ④

最近なんですけど、2019年あたりですかね、2018年とか2019年あ

たりに、応援してたんだけれども、ファンがいろいろ、新幹線を止めた

り、何ですかね、公共交通機関で迷惑をかけるっていう事件があっ

て。で、私たちは全く関与してないんだけれども、まあ怒られるという

感じで。怒られる筋合いもないから、別に、関係はないんだけれど

も、怒られるというか、ちょっと注意されるようになったんですけども。

それの一環で、本来やるはずだったコンサートがなくなってしまって。

見せしめみたいな感じで、なくなってしまって。でそれがきっかけで、

ちょっとだけ応援したくなくなってきちゃったことがあって。

ファンがいろいろ/新幹線を

止めたり/公共交通機関で

迷惑/事件/関与してない/

怒られる/筋合いもない/

ちょっと注意される/それの

一環/コンサート/見せしめ/

きっかけ/応援したくなく

ファンによる様々な騒動/迷

惑行為/執拗なファンの追い

かけ/事件沙汰/一部のファ

ンのみの関与/自身の無関

係性/とばっちり/戒めとして

/巻き込まれた損/熱量減少

のきっかけ/応援から遠ざか

る/応援したくなくなる

自身の不関与によるライブ

中止の不満/会える機会消

滅に対する応援のモチベー

ション低下

自身の不関与によるライブ中

止の不満と応援するモチベー

ション低下

・注意されるとは具体的に

どのような内容を誰にされ

たのか

4 ④

ていうのは、親もそうだし、私もせっかく楽しみにしてたのに、自分じゃ

ない誰かのせいで、コンサートがなくなっちゃうっていうのに、ちょっと

変だなあと思って。嫌だなーっていう感じだったんですけど。まだFの

こと嫌いにはならなかったんですけど、

親もそう/楽しみにしてた/自

分じゃない/誰かのせい/

ちょっと変/嫌だなー/嫌いに

はならなかった

親も同じ感情・意見/他人の

せいで取り損ねた楽しみ/違

和感/他のファンへの不満/

担当に対する想いの不変

親との不満共有/ライブの中

止自体と担当への熱量の非

相関性

親との不満共有/ライブの中

止と担当への熱量の非相関

性

5 ④

その後に、2019年の《コンサート》があって、チケットが当たったので

行ったんですけど。コンサートMCの中で、ファンに、特に公共交通機

関で迷惑をかけないでっていうんじゃなくて、ファンのことを他の面で

ディスり出したことが一回あって。母はすごくずっと言ってるんですけ

ど。MC中に、f8くんが、双眼鏡でスタンドの結構前の方から多分肉眼

で見える距離なのに、双眼鏡でステージを見てるお客さんがいて。そ

の人になんで双眼鏡で見てんの、みたいな。もう毛穴まで見えちゃう

じゃん、で嫌みで言ったりちょっとファンのことを下げて、悪く言って

ちょっと笑うみたいなことが、あったんですけど。私は別に、なんか

やってんなって思ってたんですけど、とても母親はすごく気に障った

みたいで。もうなんなのあれって、コンサート行って嫌いになって帰っ

てきたんですね。それが大きな転機となって、親は担降りしたってい

う感じになったんですけど。

他の面/ディスりだした/すご

くずっと言ってる/双眼鏡/ス

テージを見てるお客さん/な

んで双眼鏡で見てんの/嫌

み/ファンのことを下げて/悪

く言って/ちょっと笑う/なん

かやってんな/気に障った/

嫌いになって帰ってきた/大

きな転機/担降りした

ファンを下げて言う行為/近く

で双眼鏡で見ること/嫌みっ

ぽく/皮肉/鼻で笑いながら/

無関心/嫌な気持ちが生成さ

れる様子/楽しいはずのライ

ブ/ライブでの予想外の嫌な

思い出/母の担降りきっかけ

/馬鹿にされたように感じる

担当には大切にしてほしいと

いう気持ち/ファンに対する

尊重がないことへの悲しみ/

楽しいコンサートにおける

ショックな出来事のギャップ/

アイドルとファンの上下関係

担当のファンに対する皮肉な

発言/ファンへの尊重の欠如

に対するショック/親の担降り

6 ④

もともとそれだけが原因ではなくて、f7くんも言動がちょっと、ありのま

まの自分を好きでいる人だけが、ファンでいればいいよとか。あんま

り、ファンを大事にしないようなことを言ってるっていう。あんまり、気

にめさなかったっていうことがちょっと積み重なってたみたいで。

それだけが原因ではなく/言

動/ありのままの自分/ファン

でいればいい/大事にしない

/気にめさなかった/積み重

なってた

担降り原因の複合性/担当

の言動に違和感/ファンを大

事にしてくれないと感じる発

言/自分に従わせる発言/気

に食わない/良い気がしない

/小さいことの積み重ね/こ

れまでの担当の言動に違和

感/ありのままを受け入れて

ほしいと言う要求/

ファンに対する受け身な要求

/アイドルとファンの主従関

係/不満の積み重ねによる

爆発/ファンに寄り添う体制

のなさ

アイドルとファンの主従的関係

性に対する小さな不満の蓄積

7 ④

あとは大きいのが、ファンサービスを全くしなくなったというか。昔は少

ししてたんですけど、だんだんファンが増えるに従って、全く手を振っ

てくれたりしなくなってしまって。コンサートにせっかく行ったのに、全

然ファンの方を見てくれないとか、ちょっと避けられてるような感じが

あったって言ってて。

ファンサービス/昔は少し/

ファンが増える/全く/手を

振ったり/全然/見てくれない

/避けられてる

ファンサービスの減少/昔か

らのファンサービスの不十分

さ/避けられてる感覚/ファン

サービスがなくなった担当

ファンへのサービス精神減

少の感覚/ファンへのサービ

ス精神の察知高感度

ファンサービスの減少による

ファンに対する想いの薄れ

8 ④

対して私が応援しているf5くんは絶対コンサートに行ったら自分のう

ちわ絶対に見つけて、手を振ってくれたり、指を指してくれたりしてくれ

てたんですけど。

うちわ絶対に見つけて/手を

振って/指をさして

自担のファンサービスの確

実さ/手を振る/自分を指す

母の担当と比較した自担の

ファンサービスの旺盛さ/自

分の方が担当に優遇されて

いる自負

親の担当と比較した時のファ

ンへのサービス精神の優位性

9 ④

最後に行った《コンサート》に、私が行った最後のコンサートなんです

けど、みんなFのメンバーほとんどファンサービスをしていなくて。f6く

んくらいかなーみたいな、やっているのが。そこら辺ぐらいで、ほとん

どみんな、ファンの近くにわざわざトロッコで来てるのに、全然ファン

サービスをしないので、おかしいな、おかしいね、みたいな感じだった

んですけど。

最後のコンサート/ほとんど/

ファンサービス/近く/わざわ

ざ/来てる/おかしいね

最後に行ったコンサート/ファ

ンサービスの極端な減少/

ファンとの距離が近くてもファ

ンサービスをしないことへの

疑問/担当に対する疑問と不

満/以前とのライブ中の態度

の豹変に対する疑問

ファンに近づく時はファン

サービスをするものだという

前提/これまでのライブとの

ファンサービスの量に対する

比較

過去のライブ参加経験と比較

したファンサービスの明らかな

減少

10 ④

私も、f5くんお仕事が全く来ないのに、ずっと長らく応援してて。歌が

うまいので。ミュージカルとかお仕事来たらいいなって、いう感じで応

援をしてたんですけど。ミュージカルが一応決まったんですけど、コ

ロナでなくなってしまって。せっかく、チケット4枚ぐらい取って、行こう

としてたんですよね。親も一緒に来てくれるっていうんで、親の分もチ

ケットとって、だから2人で8万円分くらいのチケットをとって。そんなこ

と今までしたことないんですけど、あまりにも人気がなくて、たくさんチ

ケットが取れちゃって。で楽しみにはしてたんですけど、

お仕事が全く来ない/長らく

応援/一応決まった/コロナ

でなくなって/チケット4枚/親

も一緒に/8万円分くらい/今

までしたことない/楽しみには

してた

仕事がない/長い期間の応

援/ようやく決まった舞台の

中止/高額なチケット代/よう

やく決まった仕事への嬉しさ

/舞台の待ち遠しさ

仕事がなくても応援している

ことに対する担当からの承

認欲求/仕事が来ない中一

緒に頑張った気持ち

人気がなくても応援した自負/

やっと決まった仕事への待ち

遠しさ

11 ④

ちょうどコロナになって。楽しみにしてた舞台もなくなっちゃってってい

う感じで。それが3月の舞台だったので、ちょうどコロナが流行りだし

たころですね。だから2020年くらいですかね、2020年の3月頃なの

で、2019年の《コンサート》がちょうど年越しのコンサートだったの

で、ちょうどやめて、降りだして。でも行きたいからって言って申し込

んだけど、なくなっちゃったので、もう完全にモチベーションが無くなっ

て。ほぼ担降り状態みたいな感じになって。ファンクラブも辞めちゃっ

て、やめてっていうか更新しなくて。

舞台も無くなっちゃって/流行

りだした/ちょうどやめて/降

りだして/行きたいから/申し

込んだ/完全に/モチベー

ション/ほぼ担降り状態/ファ

ンクラブ/更新しなくて

コロナ禍での舞台中止/コロ

ナ禍での冬のライブの中止/

熱量減少/完全に担降りする

きっかけ/応援のモチベー

ション低下/ファンクラブ未更

新

ファン活動における舞台やラ

イブの重要性/応募後のライ

ブ中止に対する悲しみ

ファン活動における舞台やライ

ブの重要性/ライブ中止による

応援のモチベーション低下

12 ④

っていう感じなんですけど、私は一応ほかのグループも好きで。BとV

とIのファンクラブに入っていて。で実はJのファンクラブも入ってたん

ですけど、Jはやめちゃったんですね。

他のグループ/ファンクラブ
掛け持ち/他のグループの

ファン

13 ④

Jを辞めちゃった理由は、嫌いじゃないんですけど、すごく好きなんで

すけど、コンサートにあたって、横浜アリーナの前か2列目の席だっ

たんですけど。初めて行ったのにすごく近くて、結構期待して行った

んですけど。自分が見たかったものと、ちょっとだけずれてったって

感じがして。

嫌いじゃない/すごく好き/コ

ンサート/すごく近い/期待し

て/見たかったもの/ずれ

てった

ライブでの期待外れ/理想で

ない状態/理想とのずれの

認識

テレビとライブでのイメージ

のギャップ

・他のグループでズレてた

と感じたことはないか

テレビで形成された理想状態

へのライブにおける未達成に

よる不満足
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14 ④

なんでか分かんないんですけど、テレビで見てるとすごく面白いし、

かっこいいなって思ってたんですけど。実際に見ると、ちょっと、コミュ

ニケーションをとりたかったっていうのと、あとは、自分の好みとちょっ

とだけ曲の感じが合わなかったっていう。私の中のJをあるべき像み

たいながあって、すごく今までかっこいい曲とか、Cの曲みたいな、ゴ

リゴリのカッコいい不良の曲、やってたんですけど、デビューする直

前になってから、突然なんか違うなあみたいな。

わかんない/テレビ/すごく面

白い/かっこいいな/実際に

見ると/コミュニケーションを

取りたかった/好み/曲の感

じ/あるべき像/不良の曲/直

前/突然なんか違うなあ

テレビとライブの差/曲の好

みの違い/路線の若干の違

い/デビュー直前の路線変

更/好みでない

理由の不明確性/デビュー

以後の非理想的方向性/テ

レビとライブでの相対的剥奪

・コミュニケーションを取り

たいとは、具体的にどのよ

うなこと？

15 ④

ちょっとデビュー曲もあんまり納得いってなくて。ちょっと違くない？み

たいな感じで思ってたので、そのせいなのかもしれないんですけど、

初めて行ったデビュー前のコンサートがあんまりささらなくて。で結局

応援はしてたんですけど、シングルも3枚目ぐらいまでは買ったんで

すけど。ファーストシングルが《シングルA》で、セカンドシングルが

《シングルB》で、サードシングルが、…なんか全然覚えてないんです

けど。覚えてないぐらい、なんか入ってこなくて。 で、せっかくファンク

ラブ入ってたんですけど、やめてしまって。担降りなのかわからない

んですけど。

デビュー曲/納得いってなく/

違くない？/ささらなく/応援

はしてた/覚えてない/入って

こない/

デビュー曲に対する納得感/

印象の薄さ/しっくりこない/

違和感/感動の薄れ

非理想的なデビュー曲に対す

る不満足

16 ④

普通多分、誰かひとり好きな人って、自担がいるじゃないですか。私

の場合はJみんなかっこいいと思って。絞れなくて。歌とダンスはj1が

うまいし、ラップはj3が上手いし、顔はj4くんがかっこいいし、みたい

な。すごく誰でも大好きなので。本当に決められなくて、すごく好みの

人っていうのもいなかったんで。あんまり応援し続けたいと思えなく

て、やめちゃった感じですね。

誰かひとり好きな人/自担/

みんなかっこいい/絞れなく

て/誰でも大好き/決められ

なくて/思えなく

ダントツで好きな人がいない

/箱推し/グループ内の目移

り/自担を作れない

自担と呼べる人がいないと担

当を続けられない

熱量維持に対する自担の必

要性

17 ④

担降りっていう概念が、どういう所が担降りなのかわかってなくて。

ちょっと難しいと思うんですけど、ファンクラブをやめたら担降りなの

か、気持ちが離れたら担降りなのか、担降り宣言をしたら担降りなの

で、結構考えたんですけど。全然答えが出なくて。すごい結構他にも

好きな人がいっぱいいるせいで、何か好きなのが何なのか分かんな

くなっちゃったりするんですけど。

担降りっていう概念/どういう

所が担降り/難しい/ファンク

ラブを辞めたら担降り/気持

ち/担降り宣言/考えた/答え

が出なくて/いっぱいいる

担降りの定義/ファンクラブ

が担当の証/担降りの未定

義/目移り/好きの未定義

「担降り」の非明確性/「好

き」の非明確性

「担降り」や担当に対する「好

き」の非明確性

18 ④

だから私の中では、一応ファンクラブを更新しなかったら担降りじゃな

いかっていう。お金をやっぱり、年会費を出すから4000円出すか出さ

ないかっていうのは、1つ区切りなのかなって。思って。一応なので、

今まで担降りしたのは、FとJ 。

更新しなかったら担降り//お

金/年会費/出すか出さない

か/区切り

担降りの仮定義/金銭面の

負担の有無/

仮定義としての「担降り=ファ

ンクラブ退会」/定期的な金

銭的負担の重要性/

担降りの仮定義としての、ファ

ンクラブ退会/一定の金銭的

負担の、担当たる証拠

19 ④

でもまだ今でも、ミュージックビデオとか、音楽番組に出てるのを見る

と、かっこいいなって思うときがあるし。で私が楽しみにしてたのになく

なった舞台がまた今度、もう一回やりますっていうことになったらしい

んですけど。それもちょっとだけ見たいなみたいな。なので、完全に

嫌いになったとか、そういうことではないんだろうなっていう風には、

思ってるんですけど。

ミュージックビデオ/音楽番

組/かっこいいな/舞台/もう

一回やります/見たいな/完

全に嫌い/そういうことではな

い

かっこいい/番組の閲覧意欲

/舞台の再上演/嫌いではな

い/完全に嫌いではない

担当への熱量の非完全消滅

/担降り=嫌いの不成立
担降り後の熱量の未消滅

20 ④

やっぱりただ、Fの担降りは、親の影響がすごく強かったっていう。親

が担降りしちゃうと、一緒に応援してたから。一緒に行こうよっていう

のができなくなっちゃうし。今までCDとかDVDとかF関連のものは全

部、親が買っていて。なので親がCDを買わなくなりだしたあたりから、

たぶんあんまりFを応援しているっていう感じでは、なくなってきたん

ですけど。応援してないCDは買ってないけど、ファンクラブは続けて

たのか、ちょっと覚えてないんですけど。

Fの担降り/親の影響がすご

く強かった/親が担降り/一

緒に応援してた/一緒に行こ

うよ/親が買っていて/CDを

買わなくなりだした/あんまり

/応援していない/覚えてな

い

親の影響力の大きさ/親と一

緒の応援/親の購買行動へ

の便乗/親の購買中止によ

る自身のグッズの取得減少/

ライブへの勧誘をすることの

増加/応援している意識の低

下

一緒に推してる人の担降りに

対する影響の大きさ/

21 ④

そんな感じで、私が、CD、今回の曲はすごくいいよって言って、無理

やり買わせてたぐらい。だからちょっと、私が担降りしたのは、多分親

の影響も、絶対あるのは思ってます。

すごくいいよ/無理やり/買わ

せてた/親の影響/絶対ある

親に対する半強制的な購買

/親の影響の強力さ

親との熱量のギャップ/一緒

にファン活動することの困難

化

22 曽我
なるほど、そうなんですね。結構、親御さんと一緒に推してたって感じ

ですね。

23 ④

はい。今もIのファンを2人でしてて。で私が、i1くんかっこいいよって、

おすすめして、私もi1担なんですけど、凄くかっこいい、足が長くて、

ダンスがうまくて、かっこいいよって言ったら、親もかっこいいねって

いう感じで。で、2人で今i1担をやってます。

2人で/かっこいいよ/おすす

め/親も

親と共同でのファン活動/自

らの勧誘
親と一緒のファン活動の維持

24 曽我

そうなんですね、いいですね。私は、親はジャニオタじゃ全くないの

で、未だに理解してもらえてなくて、すごく羨ましい限りなんですけ

ど。親御さん以外で、ジャニオタさんと喋ったりとかは、そんなにしな

いですか？

25 ④ 今、ジャニーズサークルに入っていて。 ジャニーズサークル

26 曽我 そんなのあるんですね。

27 ④

今埼玉に住んでるんですけど、首都圏の大学に行ってる人だった

ら、誰でもはいれる、《大学》の非公認のインカレがあって、《インカ

レ》なんですけど。一応Twitterとかインスタとかもやってるみたいな

んですけど。

非公認のインカレ 大学非公認/学生の団体

28 ④

で何で知ったかっていうと、Fがレギュラーで出ている、関東ローカル

の番組で《Fのレギュラー番組》があって。そこでこういうサークルが

あってっていって、紹介されたんですね。《インカレ》が紹介されて。で

そこの集まりにf3が行って、みんな驚かせようみたいな企画をやっ

て。それを中学生の時に見て、ああいいなと思って。入りたくて、大学

生になってから入ったんですけど。

29 ④

で結構こうやってお話することが多くて。で今は、B会とI会とV会に

入ってるんですけど。結構I会の人たちとZoomでお話することが多く

て。ほんとにこういう感じで、何人か、6人ぐらい、集まらない時は4人

とかなんですけど、集まって、最近のこととか、そろそろアルバム出る

と思う？とか、コンサート当たったかとか、そういう話をする場があっ

て。なのでそういう人たちとは結構話すんですけど。

お話/多い/Zoomでお話/こ

ういう感じ/集まって/最近の

こと/そういう人たち

オンラインでの談話活動/近

況共有/団体

30 ④
ただi1担がいなくて。私しかいなくて。なんでその私の肌感覚からす

ると、i1担はあんまりいないっていう。ぼやっとしか話せない感じで。

31 曽我
そのインカレのやつは、どれぐらいのペース、頻度で会が開かれたり

するんですか？

32 ④

2か月に1回ぐらいベース。なので、そんなに頻繁じゃないんですけ

ど。ただルールがあって。年一回どっかに行かないと、次の年更新で

きないってルールがあって。そういう、自分もそういう感じ。

33 曽我 現場に全然行かないと？

34 ④

現場というか、会に。年に1回会に出ないと、いけないけど、もし現場

と被ったら、現場を優先していいよっていう。それが理由なら別にいい

よっていう。なかなか知らない人が多くて。バイト先のジャニオタさん

にも色々話すんですけど、私同担拒否だから、そういうのはちょっと

無理かも、みたいな。

35 曽我 なるほど、同担の人いるときついかもしれないですね。

36 ④ そうかもしれないですね。

37 曽我

そうなんですね。ジャニオタさんって結構Twitterでいろいろ意見交換

するとか、あるあるなのかなと思うんですけど、私はTwitterやってな

いんですけど思うんですけどそういうのはあんまりしてない？

38 ④

意見交換というか、自分が思ったことを、そのまま呟いたりするって

いうことは結構あって。最近思うのが、過大評価っていうか。すごく褒

める、これでもかっていうぐらい褒めて。存在価値を高めているような

気がするんですけど。

意見交換/思ったこと/その

まま呟いたり/過大評価/す

ごく褒める/これでもか/存在

価値/高めている

単純な感想の呟き/感じたこ

と/意見の発散/過大評価の

傾向/過剰に褒めすぎ/存在

価値/担当の価値向上/過

剰な賞賛

ツイートにおける担当のイ

メージ向上の目的化

担当を過大評価するツイート

の増加/ツイートのイメージ向

上の目的化

・過剰な賞賛によって担当

の存在価値向上の認識

ができるのか、存在価値

が高いと思っているから過

剰（と思えるほどの）賞賛

をするのか

・自分でCDなどを購入す

ることはなかったか

テレビで形成された理想状態

へのライブにおける未達成に

よる不満足

親の担降りによる自身のファ

ン活動の消極化/一緒にファ

ン活動をしていた人の担降り

の影響力の大きさ

大学生のファン同士での交流

の場の存在



41 

 

 

39 ④

私はあんまり、何ていうんだろう、Twitterで呟くのが得意じゃなくて。

なんか色々考えちゃって、結局何も書けなくなっちゃうんですけど。な

のであんまり、つぶやきまくることはないんですけど。たまに、すごく

よかったとか、いいことはつぶやくんですけど。悪いことはあんまり呟

けないっていうか。感じがあって。

得意じゃなく/色々考えちゃっ

て/何も書けなく/たまに/悪

いこと/あんまり呟けない

ツイートへの苦手意識/ツ

イートする前の思考時間が

長い/考えすぎる/結局書け

ない/ネガティブなツイートの

不可能性/マイナスな意見/

否定的なツイートの不可能

性

否定的ツイートができない雰

囲気/不用意に呟くことに対

する恐れ

不用意に呟くことに対する恐

れによるツイートへの苦手意

識/否定的ツイート不可能な

雰囲気

40 ④

一回Mのことがあんまり気に入らなくて。なんで気に入らなかったか

というと、あんまり仲良くないじゃんと思ったんですね。ドキュメンタ

リーを見たんですよ、《ドキュメンタリー番組》っていう。見たのがMの

回だったんですけど、すごく先輩が、先輩ずらしてて。後輩の子たち

かわいそうみたいな。感じで思っちゃって。実際どうだか分からない

けど、まあそうやって見えてるっていうことは、あまり良くないことだと

私は思ってて。

41 ④

グループはずっと結構仲良くやっていかないと続かないっていうこと

を思っていて。なんでこういうことを言ってるかっていうと、Bのファン

なので、どんどんどんどんやめていくっていうのを、目の当たりにし

てたというかしてないというか。まあ4人になってからは好きになった

んですけど、実際その後b4さんが辞めちゃったり。で、仲が悪かった

という訳じゃないとは思うんですけど、やっぱり、情があったり、温が

あったりすると、やっぱり長く続けられたりするのかなっていう風に

思ってて。で今Iが好きなのも、家族みたいな、アットホームな感じが

あって。Bもそういう感じだったんで、応援をしてたんですけど。Fも結

構、休日みんなで集まってゲームしたり、普通の友達みたいな感じ

が、結構好きで。なのでそうあるべきだという風に、ちょっと思ってて。

42 ④

で、グループが長く続くには、やっぱり仲が良くないといけないと思う

し、もっとコミュニケーションを取った方が良いし、先輩と後輩が敬語

を使ってるようじゃあ、ちょっとこの先うまくいかないんじゃないかって

いうふうに、思ったので、Twitterで、夜中に、「M、とってもかっこいい

と思うけど、やっぱり仲があんまり良くないから、あんまり好きになれ

ないなー」っていう風に、つぶやいたんですね、本当に深夜に。疲れ

てて。呟いたんですよ。そしたら、すごい、愚痴垢の人から、すごい攻

撃されたんですね。でそれがあって、悪いことってつぶやくとこんなに

言われるんだと思って。トラウマで、その時からはあんまり変なことを

つぶやけ無いんですけど。

グループが長く続く/仲良くい

けない/この先うまくいかない

んじゃ/夜中/好きになれな

いなー/深夜/疲れてて/愚

痴垢/すごい攻撃/悪いこと/

こんなに言われるんだ/トラ

ウマ/変なこと

グループが長く続くための友

好関係の重要性主張/成功

しない懸念/深夜の投稿/疲

労の末の投稿/愚痴垢から

の攻撃/素早い反応/一斉攻

撃/トラウマ化/否定的発言

の不可能性

担当でないグループに対す

る否定的ツイートへの攻撃/

悪気のないふとしたツイート/

ツイート攻撃に対する衝撃の

大きさ

43 ④

あまり攻撃するようなことを普段言わないんですけど。あんまり

Twitterとかでも言わないようにはしてるんですけど。あまりにも疲れ

たみたいで。もうちょっと、言いたくなって。ちょっとあまりにも気に入ら

ないと思って。ちょっとつぶやいたらすごい深夜に、すぐ返ってきて。

攻撃/普段言わない/言わな

いようにはしてる/言いたく

なって/すぐ返って

発言の攻撃的性質/攻撃的

発言の自制/素早い反逆/

たった一度の投稿

44 ④

それが私に対する暴言じゃなくて、Iに対する暴言だったので。Iって、

よく《名前を絡めた暴言》って言われて。I（の名前に）「ブ」を付けて

《名前を絡めた暴言》って。あんまり顔がかっこよくないって、結構デ

ビュー前とかに、攻撃されることがよくあって。なので、そういうことを

言いたい人達っていうのは、一定数いるみたいで。そういう言葉で攻

撃をされたので、びっくりしちゃって。だからちょっと、今でもMの応援

しようっていう気にならない。トラウマで。

私に対する暴言/カッコよくな

い/攻撃される/そういうこと

を言いたい/一定数いる/そう

いう言葉/びっくり/応援しよ

うっていう気/トラウマ

自担に対する暴言/自担の

容姿に対する暴言/あだ名/

暴言で攻撃するのが好きな

人/ある程度の存在認識/実

際の体験としての衝撃/驚き

/トラウマ/

ファンからの攻撃によるファ

ン化の抑制/

自担への暴言での攻撃に対

する衝撃/ファンからの攻撃に

よるファン化抑制

・グループを揶揄するよう

な暴言はその他にあるか

45 曽我

なるほど、そうなりますよね。Twitterとかでのトラブルとかをよく聞くの

で、一緒に伺ったって感じではあったんですけど。Fの頃の話に戻っ

ちゃうんですけど。アンケートでちょっと担当に熱が冷めた経験ありま

すかっていう質問で、ジャニーズファンの仲間同士でうまくいかない

ことがあったみたいな、感じで、同担拒否の方に睨まれて怖かった、

みたいなことを、ライブ中の出来事とか、書いていただいたかなって

思うんですけど。ライブ中に、ファンの方が怖かったなみたいな経験

とかって、どんなものがありましたか？

46 ④
自分の中では、やっぱりにらまれたっていうのが1番大きいですけ

ど。他とかですか？

47 曽我 もし他があれば。

48 ④

結構ファンの層が悪い時があって。2014年ぐらいに、初めてコンサー

ト行ったんですけど。ヤンキーみたいな、そのときまだ流行ってな

かった黒いマスクをして、格好とかもつなぎだったり、メンバーが着て

る衣装の同じ服を着てたり、あとは東京ドームのコンサートだと、自

分のすわっているところにレジャーシートを敷いて、自分の持ってるう

ちわを何本も並べて、なんか目立とうとしている人とか。結構色んな

人がいて、かつ年齢層がすごく若かったので、ちょっと怖いなあって

思ったりはしましたね。ただ、ちょっと怖いなあで終わったんですけ

ど。やっぱりちょっと、えってなっちゃって。

ファンの層が悪い/ヤンキー

/黒いマスク/つなぎ/衣装の

同じ服/レジャーシート/何本

も並べて/目立とう/いろんな

人/若かった/ちょっと怖いな

あ/怖いなあで終わった/

えって

悪いファンが多い時期/特徴

的な服装/派手な行動/目立

つ/ファンの多様性/目立つ

行動をするファンに対する恐

怖心/若者の多さ/派手な行

動に対する衝撃

49 ④

ただ年々、行くとまた違った人が来るので。私はあんまり親と行って

るせいか、双子コーデとかしてなかったんですけど、結構双子コーデ

で来てる人とか、

違った人/双子コーデ/

お揃いのコーディネート/双

子コーデ/ライブ毎のファン

の路線変更/違った派手な

格好をした人たち

50 ④

結構ファンですっていうのを表現したいのか、結構バッグとかに、いっ

ぱいグッズのキーホルダーをつけたり、自分で作った缶バッチとか、

あとは公式じゃないグッズをつけてる人とかがたくさんいて、あんまり

よくないのかなとか思ったり、して。だからあんまり治安が良いってい

う印象は、まったくなくて。そこはちょっと気になったけど、スルーとい

うか。

ファンです/表現したい/グッ

ズのキーホルダー/缶バッチ

/公式じゃない/よくないのか

な/治安が良い/まったくなく

/スルー

ファンであるアピール/非公

式グッズの着用/非公式グッ

ズに対するグレーゾーンの

認識/治安/雰囲気の良さ/

マナーのよさ/良いとは言え

ない/雰囲気に対する若干

の違和感/スルー/無視/秩

序だっていない

ライブ参加におけるファンで

あるアピール/奇抜な格好と

マナーの良さの相関関係/

ファンの様子の非重要性

ファンの派手さによる無秩序な

印象/ファン活動におけるファ

ンの印象の非重要性

51 ④ とりあえずコンサート行ければいいや、みたいな。 コンサート行ければいいや

52 曽我 ただライブ行ければいいや、みたいな。

53 ④
そうですね。でも1つ気になったのが、銀テープが出てくる時に、もの

すごい取り合いになるんですよ。
銀テープ/取り合い 銀テープの取り合い

54 曽我 わかりますね。

55 ④

すごいことになって、前の人も引っ張るし、後ろの人も引っ張るし、取

れない時は前の方まで行って、持ってる人に「ください」って言いに行

く子とかがいて。で私も丁度たまたま、銀テープ飛んでくる席にいて、

3本ぐらいとれたんですけど。それを見たのか、高校生ぐらいの女の

子が、私のところにきて、銀テープ譲ってくれませんかってきたので、

まじかみたいな。そんなあげるつもりとか全くなかったんで、断っ

ちゃったんですけど。まじか、みたいな。そこまでして欲しいんだ、み

たいなことを思ったので。ちょっと嫌だなって思ったことはあります。

引っ張る/「ください」/たまた

ま/譲ってくれませんか/マジ

か/全くなかった/断っちゃっ

た/そこまでして/嫌だな

銀テープの引っ張り合い/も

らいに行く行動/銀テープの

偶然の獲得/実際に銀テー

プを求められた時の衝撃/実

在することへの驚き/断る/

銀テープ取得欲求の大きさ

に対する驚きと嫌悪感

ライブにおける銀テープの重

要性に対する違和感/ライブ

の参加記念品の取得欲求

・銀テープの取得欲求は

どこから来るのか

・銀テープが欲しいとの声

かけに嫌悪感を感じるの

は何故か

56 曽我
私も取りあいだった事あるので、あれすごいですよね。みんなすごい

パワーですよね。

57 ④ もうメンバーのことそっちのけで、もうずっとやってるんで。
メンバーのことそっちのけ/

ずっと

メンバーよりも銀テープが重

要な状態

・ファンの層が悪い時とい

うことは良い時もあったの

か

ライブに行くこと自体の重要

性

ファンの奇抜性/奇抜な格好

によるアピール/ファンの層

が悪い＝奇抜な格好をした

ファンが多い状態

ライブ参加の最重要性

ライブでの銀テープ取得欲求

の大きさに対する驚きと嫌悪

感

グループにおける友好関係の

重要性主張/担当でないグ

ループへの好きになれない表

明に対する素早い攻撃的ツ

イート/攻撃的ツイートに対す

る恐怖とトラウマ化

ファンの奇抜な格好に対する

衝撃と嫌悪感



42 

 

 

58 曽我

あれすごいですよね、なんかちょっと怖くて離しちゃった経験が合っ

て。ライブでそういった、ああすごいな、みたいなファンの方がいたり

とかっていうので、アンケートの時は、担当への熱が冷めた出来事っ

ていうところに、それを書いていただいてたんですけど、ファンの人達

の雰囲気が原因で、熱が冷めるとか、冷めちゃうみたいな経験って、

やっぱりありますか？例えば、睨まれたりとか、その後って、sくん愛

がちょっと薄れたりとか、ちょっと冷めた目で見ちゃったりとかっていう

ことが、あったのかなとか思って。

59 ④

そうですね、睨まれたのは結構衝撃的で。自分は結構平和的に応

援したかったというか。数少ないファンで手を取り合って応援したかっ

たなーっていう感じだったんですけど。当時高校生で大人の人に睨

まれて、もうすごい怖くて。なんかそういう人たちが応援してるんだっ

て思ったら、f5くんに対してではなくて、f5担が嫌いになっちゃう、って

いうのは一回あって。

睨まれた/衝撃的/平和的に

応援したかった/手を取り

合って/大人の人/すごい怖

くて/そういう人たち/f5担が

嫌いに

チケット交換時の睨まれた経

験の衝撃/印象の悪い経験/

ファンの間の協力体制がな

いショック/大人の怖さ/f5担

の印象低下/友好関係を築

けないことに対する嫌悪感

ファン同士が友好関係を築こ

うとすることに対する理想

ファンの間で友好関係を築く

姿勢がないことへの嫌悪感

60 ④

でその後、同じ頃かもしれないんですけど、f5くんの舞台を見に行く。

行ったんですけど、チケット譲ってもらうときに、すごく、余ったチケッ

トをくれるっていうことだったんですけど、すごく愛想が、すごく悪い人

がチケット譲ってくれるっていうことで、実際に会ったんですけど、もう

すごくぶっきらぼうで。え、みたいな。すごく敵対心を持たれているよ

うな目つきで、え、みたいな。ちょっととまどっちゃって。大学一年生の

頃だったんですけど、大人の30代ぐらいの人だったので、こういう人

いるんだ、みたいな感じで。それもf5担イメージダウンにつながってる

んですけど。

チケットを譲ってもらう/愛想

/すごく悪い人/ぶっきらぼう

/敵対心/目つき/え/戸惑っ

ちゃって/こういう人いるんだ

/f5担のイメージダウン

チケットの頂戴/愛想が悪い

/同じファンの敵視/悪い印

象に対する衝撃/戸惑い/驚

き/f5担のイメージダウン

ファン同士の初対面における

最低限のコミュニケーション

初対面のファン同士での最低

限の愛想がないことへの衝撃

と戸惑い

・他の担当でも同じような

出来事がないか

・チケット交換をする際に

他の人たちはどう感じてい

るのか

61 ④

もっと、譲ったり譲られる時って、もうちょっと今までは、柔和な雰囲

気というか、初対面だし、ちょっと挨拶したり、いろんなお話したりして

たんですけど。すごくこわい感じで。なのでちょっと、引いちゃって。こ

んな人と同じファンなんだと思っちゃって。それでいやだなって思った

ことはあります。

今まで/柔和な雰囲気/初対

面だし/こわい感じ/引い

ちゃって/こんな人/同じファ

ンなんだ/いやだな

愛想のいい/これまでの経験

/優しい印象/初対面でのや

り取りの存在/怖い態度に対

する不快/同じファンであるこ

とへの嫌悪感

これまでの経験との比較/同

じファンであると括られること

に対する嫌悪/「同担」という

同じカテゴリーに入れられる

ことへ優越感を感じられない

状態

・集団心理的な側面から

の考察を深める

62 曽我 一緒にされたくないみたいな感じなんですかね？

63 ④

そうですね。自分は絶対違うと思ってるんですけど、分かんないです

けど、ただ今までチケットを譲ってもらったり、譲ったりした事があった

ので、こういう人は初めてだなあっていうので。で、睨まれたのもf5担

だし、怖い目つきでチケットを渡されたのもf5担で、ほかの人は全くそ

ういったことがなかったので、なんか違うなみたいな。感じは思いまし

たね。

絶対違う/分かんない/初め

て/睨まれた/怖い目つき/な

かった/なんか違うな

同じでないとの自負/実際は

わからない/睨まれたのが初

めて/他のファンとの違いが

顕著/

64 曽我

なるほど。何かそういうことがあった時は、f5くんへの推す気持ちみ

たいなのって、変化とかはありますか？よりがんばろうと思ったと

か。っていうのが、逆にあるのかなぁ思って。

65 ④

そうですね、f5くんを応援する気持ちはわかんないんですけど、もう

同担の、偏見というか、同担やだなあみたいな感じは、思いました

ね。同担拒否っていうわけではないんですけど、全然仲良くしたいん

ですけど、そういうことがあるとやっぱり、ちょっともう関わりたくない

なっていうか。こわいなあと思って。なのでf5くんのことが嫌いになる

とか、f5くん応援するのちょっとやめようかなっていうのはあんまりな

いんですけど、もう絶対チケット自分で取ろうみたいな。っていう気持

ちが生まれるというか。

応援する気持ち/同担の、偏

見/同担やだなあ/同担拒

否っていうわけではない/仲

良くしたい/関わりたくないな

/こわいなあ/やめようかな/

絶対チケット自分で撮ろう

担当への熱量のファンによる

普遍性/同担自体に対する

偏見/同担拒否ではない/同

担に対する悪い印象/関係

性の極力の排除/自力での

ファン活動/関係を持つこと

からの逃避/ファンでいること

の継続

同担に対する嫌悪による同

担との積極的交流の減少/

担当への熱量の圧倒的優先

同担に対する積極的交流の

減少

66 曽我

なるほど。そういうことがありながらも、まあF担をなんだかんだやっ

てて、で新幹線止めたりとかアリーナが無くなったりするのが、私も

覚えてるんですけど、そういうときは、そういう事件とか話とかが

Twitterとかニュースとかであった時に、どう感じられてました？その

時に感じたこととかがあれば。

67 ④

元々年齢層が低かったので、あんまり大人のファンが少なくて。若い

子が多かったんですよね。より人気になった実感があるのが、《特別

番組》でAと一緒にMC？をやった時が、あの後すごくファンが増えた

んで、それはすごく嬉しかったんですけど、同時にすごく変なファンも

増えちゃって。過激な、Twitterとかでも結構、問題になるというか。

ファンからも嫌われるファンみたいな。f3くんへの愛をずっと語り続け

るみたいな、人がいて。今も多分居ると思うんですけど。結構話題に

なって、当時。

年齢層が低かった/大人の

ファンが少なくて/人気になっ

た実感/ファンが増えた/変

なファン/過激/問題になる/

ファンからも嫌われるファン/

愛をずっと語り続ける/話題

若いファンの多さ/ファンの母

数の増加/ファンの過激さの

実感/ファンによる問題の増

加/騒動/ファンから嫌われ

るファンの誕生/ファンから嫌

われるファンの話題性

ファンの母数の増加による過

激なファンの増加/集団の中

で個性を認めないというダイ

ナミズム

ファンの増加による過激なファ

ンの増加/過激な発言をする

ファンに対する嫌悪感

68 曽我 そうなんですね、結構しゃべってることが？

69 ④

結構なんですかね、ツイートなんですけど。160字でしたっけ、のツ

イートに、もうずっとf3くんのことを書いてるんですけど、旦那とか、

そっち系の、褒めてるんですけど、自分のこともあげるような感じで。

ツイートしてたのが、結構過激というか。自意識過剰じゃないですけ

ど、結構夢見てるいうか。結構話題になったんですけど。そういうこと

は、結構すごく覚えてます。なんかあったなーっていう。

ツイート/ずっと/旦那/そっち

系/自分のこともあげる/自

意識過剰/夢見てる/すごく

覚えてます/なんかあった

なー

ツイート内容の過激さ/担当

も自分も良く表すツイート/夢

みがちなツイート/印象的/

記憶に残ったツイート

自己物語の閉じられた物語

現象に対する違和感/

自己で閉じておくべき物語の

表出に対する違和感

70 曽我
ツイート的には、自分とf3くんが夫婦になってる感じのツイートするみ

たいな。

71 ④ 多分そういう感じです。

72 曽我
だからそういうのとかも、その《特別番組》の後らへんに増えた印象

があるっていう？

73 ④

そうですね、で増えたので。けっこうそういう変なオタクが増えて。か

つ年齢がまだ中学生高校生ぐらいの若い、まだ元気のある子で、騒

ぎたい感じだったので。もうそういうことが起きてもあまり驚かないと

いうか。まあしょうがないよね、みたいな。

変なオタク/中学生高校生/

まだ元気のある子/騒ぎたい

/あまり驚かない/しょうがな

いよね

派手な行動をするオタクの増

加/騒動の非特出性/騒動に

対する慣れ/騒動が起こるこ

とに対する諦め/

騒動が起こる集団であると言

うF担のイメージ
派手な行動の非特出的見方

・他のグループのファンで

あればその点に驚きや違

和感を感じるのか

74 ④

ただそれで自分たちがとばっちりを受けるのは、なんか違うよねって

いう感じがあったんですけど。ちょうどそれで、コンサートなくなって、

みんなが沈んでる時に、それは事務所からの見せしめだっていう意

見が多かったんですけど、突然台湾でコンサートやるって言い出し

て。台湾、台湾？みたいな。あんなもうやんないって言ってたのに、

台湾？みたいな。

とばっちり/沈んでる/見せし

めだっていう意見/突然/台

湾？/あんなもうやんないっ

て

マナーの悪いファンの飛び

火/気分の落ち込み/見せし

め/牽制のためのコンサート

中止/海外でのライブ開催に

対する驚きと不満

75 ④

でまあ、台湾始まったはいいんですけど、台湾の空港にFが、まあ降

りたらお出迎えのファンがワーワーって結構いっぱいいて。それはす

ごく海外行った時には、それが歓迎の挨拶としては合っていることだ

と思うんですけど、そのファンが、日本のファンにはやるなって言っ

て、台湾のファンはやっていいのかとか、そういうことになって。より

言ってることとやってることが違うじゃないかっていうことで、みんなの

気持ちも下がったっていうか。

始まった/お出迎えのファン/

ワーワー/歓迎の挨拶/日本

にはやるな/やっていいのか

/みんなの気持ちも下がった

海外でのお迎えの許容/日

本との文化の違い/日本でダ

メなことが海外で許容される

ことに対する不満/ファン全

体のそういったムード

76 ④

で台湾に行ける人って、結構お金がある層だったので、またおかしく

なったというか。ファン的にはちょっと事務所おかしいんじゃない？み

たいな感じですかね。

結構お金がある層/おかしく

なった/ファン的/事務所おか

しいんじゃない？

金銭面での縛りが多いこと

への不満/ファンと事務所側

の関係性の悪化/ファン全体

から事務所に対する不満

金銭的格差の影響/コンテン

ツの金銭面での利用制限

コンテンツの金銭面での実質

的な利用制限による不満

77 曽我 そういうのが結構Twitterとかで言われてたって感じで。 Twitterとかで

78 ④ そうですね。

79 曽我

なるほど。その話は結構いろんなところで聞くんですけど。そこの事

務所の対応が、うん？みたいなところで、TwitterとかF担の方々がわ

ざわざとし出して、それからその次のMCでちょっとファンのこと下げら

れたみたいなのは、どれぐらいの期間が開いたんですかね？

集団内での意見により不満

が確信・拡大へ

他のファンとの比較による同

担の態度の悪さの強調/同担

という同一カテゴリー化の拒

否

日本と海外のファンに対する

対応の不平等に対する不満/

集団内での意見交換による不

満の確信・拡大
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80 ④

そうですね、台湾は多分夏のアリーナコンサートが無くなって、秋頃

に台湾に行ったんですかね。で、年越しコンサートが12月・1月に

あって。なので止めてからは半年ぐらいですかね。

夏の/秋頃/半年ぐらい
コンサート中止から担降りま

での期間/半年

81 曽我 でも結構近い距離だったんですね。

82 ④
結構短いスパンでコンサートがなくなり、コンサートが台湾であって、

で冬コンはやるよみたいな感じで。

短いスパン/コンサート/冬コ

ン
騒動の頻発性

83 曽我 そこでMCでなんか言われて、うん？みたいな感じだったっていう。

84 ④

そうですね、ちょうど事務所の対応に、おかしいじゃないか、Fだけか

わいそうだって言う。あとなんでそういう意見が出るかっていうと、Kも

ファンが新幹線止めたんですけど、Kはコンサートやってたんです

よ。Kやってるのにうちのグループができないなんておかしいでしょ、

みたいなのがあって。

事務所の対応/おかしいじゃ

ないか/かわいそう/Kも/K

やってるのに/おかしい

他グループとの比較/自担グ

ループだけ/事務所に対する

対応の不満/

他の担当のファンダムとの比

較/他グループの優遇による

不満増大

他グループの優遇的対応に

対する不満

85 ④

結構F担はTwitterやってる人も多いんですけど、ブログやってる人も

多くて。で私はTwitter見るんですけど、親は結構ブログを見るみたい

で。ブログ文化が結構続いてるんですけど。でブログ読んでるのか

わかんないんですけど、そういう意見もあるねえみたいなのを、共有

したりしてたんですけど。

ブログやってる人/ブログ文

化/そういう意見もあるねえ/

共有

ブログ上での意見交換/ジャ

ニーズファンの中でのブログ

文化/さまざまな意見の閲覧

/親子間での意見共有

Twitterやブログを用いた意見

交換

86 曽我
台湾やるんだみたいな、事務所の対応とかMCで言われたみたいな

ところの話って、結構全体、F担全体的にそうだったんですか？

87 ④

そのMCのやつとかも結構F担の間では、結構話題になっているよう

なみたいな感じに、私的には、私の親的にはすごくもう大ニュース

で、やめるかやめないか、をこれがきっかけになるような大事件だっ

たって言ってるんですけど、Twitterを今探しても、そのレポがどこに

も見つからないっていう。

結構話題に/私的/私の親的

/大ニュース/やめるかやめ

ないか/大事件/レポ/どこに

も見つからない

親の担降り原因の重大さ/コ

ンサートのレポートの消失/

探しても見つからない

88 ④

Fは結構MCのレポを流す文化があって、他のグループは結構ネタバ

レ禁止とかあるんですけど、Fのファンは、録音してるのか分からない

んですけど、結構詳細なレポを流すんですよね。なのでもうTwitter

のハッシュタグ見れば、もうその日何話してるか全部わかるんですけ

ど。その日の私の母が気分を害した点のところは、今探しても全く出

てこなくて。もしかするとファンが自分らで、ちょっとこれはよくないか

らのせないでおこうっていう、忖度でやってるのか分からないんです

けど。なので記録がほぼ残ってないんですけど、探すと、ちょっとだ

け、あれおかしいんじゃないって言ってるような。ちょっとだけいるみた

いで。なので多分おかしかったんだろうなって感じですかね。

MCのレポを流す文化/ネタ

バレ禁止/録音してるのか/

詳細なレポ/ハッシュタグ見

れば/全部わかる/母の気分

を害した点/全く出てこなくて

/もしかすると/自分らで/載

せないでおこう/忖度/記録

がほぼ残っていない/あれお

かしいんじゃない/ちょっとだ

け/多分おかしかったんだろ

うな

ライブMCのレポートをツイー

トする文化/ライブMCの内容

のツイート/他グループでの

ライブMCレポートの取り扱い

の違い/ハッシュタグ検索/

意図的に削除された可能性

/担当に対する忖度行為/当

時の記録の消失/当時の違

和感の信憑性

各グループでのライブMCの

取扱の違い/肯定的なことの

みのツイートをする文化/否

定的発言削除でのファンの

間での協調による、担当のイ

メージ向上という「得」

・ライブ終わった直後はレ

ポとかツイートがあったの

か

・全体を通して本当に大き

な騒動だったのか

89 曽我
それに対して、親御さんとかが色々言ってるのを聞いて、あーそうな

んだ、みたいな感じで、ご自身もちょっと冷めていったみたいな。

90 ④

そうですね、だからTwitterとかブログとかは、そのMCに対して多分、

誰もあんまり触れてないので、そういうところから発生したというより

かは、もう完全に親がありえないって思ってるので。確かにそうだっ

たねっていう感じで。

誰もあんまり触れてない/そ

ういうところから/完全に親が

あり得ない/確かにそうだっ

たね

親の担当への熱量減少要因

/親の担当に対する全否定/

親の影響の大きさ

91 ④

まあよく考えたら、変なこと言ってたなみたいな。感じで。その結構歴

も長い。10周年12周年ぐらいのグループが、そういうファンを落とす

ようなことを、東京ドームのど真ん中でって言うのは、ちょっと良くな

いんじゃないかっていうのが、ありましたね、やっぱり。

よく考えたら/変なこと/結構

歴も長い/ファンを落とすよう

な/東京ドームのど真ん中/

ちょっとよくないんじゃないか

言われたら思い返せる違和

感/物議を醸す発言/規模の

大きい会場での発言/ファン

を悪くいう発言/よくない/す

べきではない

東京ドーム規模の会場でラ

イブを行うアイドルであるとい

う自覚欠如の懸念

アイドル自身の影響力の大き

さに対する自覚

92 曽我
ちょっと自分の考えも変化するじゃないけど、確かになあみたいな状

態になってきて、仕事が結局なくなっちゃって、結局更新しなかった。

93 ④ そうですね。

94 曽我 結構長いからこそっていうところがありますね。

95 ④

そうですね。まあそこそこ、5・6年ですかね、応援してたのかもしれな

いんですけど。やっぱり今まで、自分がファンになってからファンもど

んどん変わっていって。で、やっとファンが増えて、もうファンが増え

るまで本当に仕事がなくて。CD 1年に1枚出るか出ないかっていう感

じだったので、すごく売れてなかったんですよ。なんですけど、f7くん

が売れ出したり、《特別番組》でちょっと見る人が増えたりしたおかげ

で、結構ファンが増えてなので。

そこそこ/応援してた/どんど

ん変わっていって/ファンが

増えて/本当に仕事がなくて

/すごく売れてなかった/見る

人が増えたりしたおかげ

応援期間内でのファンの変

化/ファンの増加/過去の人

気のなさ/仕事量の少なさ

応援期間により形成される担

当への想いの自負

ある程度の応援期間担当に

寄り添ってきたことにより形成

される、担当への想いの自負

96 ④

でもやっぱりファンが増えたって、Fが大きくなったっていうのは、やっ

ぱりファンのおかげなんじゃないのっていうのを、母は思っていて。

やっぱりファンに感謝しなきゃいけないし、だからコンサートにお金出

して、8000円とか出して、わざわざ来てくれるんだから、もう少しファ

ンサしてあげるべきなんじゃないっていうのを、思っていて。f7くんは

ずっとファンサしないっていうのを、ずっとやってたので。慣れてたらし

いんですけど。ついに全くファンサしなくなったっていうので。おかしい

んじゃない？みたいな感じで、思ってたっていう感じですかね。

ファンが増えた/大きくなった

/ファンのおかげなんじゃな

いの/母は/ファンに感謝しな

きゃいけない/お金出して/わ

ざわざ/ファンサしてあげる

べき/ずっとファンサしない/

慣れてたらしい/全く/しなく

なった/おかしいんじゃな

い？

人気上昇に対するファンの

関与の大きさ/ファンに対して

感謝すべきという考え方/

ファンサービスも感謝表現の

一種/ファンサービスが少な

いことに対する慣れ/金銭面

の負担の大きさ/ファンサー

ビスが無くなったことに対す

る疑問

担当とファンの協同関係/協

同関係に対する担当の意識

の低さとその懸念

担当とファンの協同関係により

成り立つアイドル活動/ファン

による支えに対するアイドル

の感謝表明の必要性

番

号

発話

者
テクスト

<1>テクスト中の注目すべき語

句

<2>テクスト中の語句の言いか

え

<3>左を説明するようなテクスト

外の概念

<4>テーマ・構成概念

（前後や全体の文脈を考慮して）
<5>疑問・課題

ストー

リー・ラ

イン

ファンの行動によりライブが中止になった際、[自身の不関与によるライブ中止の不満と応援するモチベーション低下]は起こったが、それについて[親と不満共有]を行ったのみで[ライブ中止と担当への熱量の非相関性]

があった。

このライブの中止対応の後、[日本と海外のファンに対する対応の不平等に対する不満]や[コンテンツの金銭面での実質的な利用制限による不満]や[他グループの優遇的対応に対する不満]が生じ、これらは[集団内で

の意見交換による不満の確信・拡大]へとつながった。

その後、[担当のファンに対する皮肉な発言]や[ファンサービスの減少によるファンに対する想いの薄れ]など[担当とファンの協同関係により成り立つアイドル活動]という考えを元にした[ファンによる支えに対するアイドル

の感謝表明の必要性]に反するような、[アイドルとファンの主従的関係性に対する小さな不満の蓄積]が原因となり、[ファンへの尊重の欠如に対するショック]を感じた[親の担降り]が生じた。また、[アイドル自身の影響

力の大きさに対する自覚]を求めていたことも背景として考えられる。

[親の担降り]当時、④さんは[親の担当と比較した時のファンへのサービス精神の優位性]を感じていたが、その後[過去のライブ参加経験と比較したファンサービスの明らかな減少]に加え、更なる[ライブ中止による応援

のモチベーション低下]が生じた。これは、[人気がなくても応援した自負]・[ある程度の応援期間担当に寄り添ってきたことにより形成される、担当への想いの自負]により増大した[やっと決まった仕事への待ち遠しさ]が

あったにも関わらずライブ中止が相次いだことが背景にあり、これは[騒動の頻発による担降りまでの素早さ]にもつながっていた。またこれから[ファン活動における舞台やライブの重要性]が伺えた。

このように、[一緒にファン活動をしていた人の担降りの影響力の大きさ]があり、[親の担降りによる自身のファン活動の消極化]が起こった。担降り後は、[親と一緒のファン活動の維持]をしている。

さらに別グループについて、[テレビで形成された理想状態へのライブにおける未達成による不満足]や[非理想的なデビュー曲に対する不満足]が重なったことが原因での担降りをしていた。また、自担となる存在がいな

かったことより、[熱量維持に対する自担の必要性]も示唆している。

これらの話をする中で、[「担降り」や担当に対する「好き」の非明確性]にフォーカスを当てながら、[一定の金銭的負担の、担当たる証拠]としてファンクラブを挙げ、[担降りの仮定義としてのファンクラブ退会]を示した。

従って、[担降り後の熱量の未消滅]が見られる。

[大学生のファン同士での交流の場の存在]があり、④さん親子は[Twitterやブログを用いた意見交換]も行っていた。

Twitterにおいて、[担当を過大評価するツイートの増加]の傾向があると述べていた。[ツイートのイメージ向上の目的化]により[否定的ツイート不可能な雰囲気]が生じており、それにより[不用意に呟くことに対する恐れに

よるツイートへの苦手意識]が発生していた。

この経験を裏付けるものとして、[担当でないグループへの好きになれない表明に対する素早い攻撃的ツイート]を受けた経験があり、特に[自担への暴言での攻撃に対する衝撃]が[攻撃的ツイートに対する恐怖とトラウ

マ化]の原因となっていた。さらに[ファンからの攻撃によるファン化抑制]にもつながっていた。

また、母親が担降りした[担当による否定的発言のレポート削除の対応推測]もしていた。これは、[担当のイメージ向上に向けたファン同士での協調]があるという推測を引き起こしていた。

[各グループでのライブMCの取扱文化の相違]があることも述べていた。

④さん自身の担当グループのファン全体について、[ファンの奇抜な格好に対する衝撃と嫌悪感]や[ライブでの銀テープ取得欲求の大きさに対する驚きと嫌悪感]を感じるなど[ファンの派手さによる無秩序な印象]を持っ

ており、それらは[派手な行動の非特出的見方]に繋がっていた。しかし、[ライブ参加の最重要性]により[ファン活動におけるファンの印象の非重要性]も同時に述べられていた。

とはいえ④さんには、ライブ・舞台等のチケットの交換にあたり、[ファン間で友好関係を築く姿勢がないことへの嫌悪感]を抱いた経験があった。[他のファンとの比較による同担の態度の悪さの強調]もあり、[初対面のファ

ン同士での最低限の愛想がないことへの衝撃と戸惑い]を受け、[同担という同一カテゴリー化の拒否]をするに至っていた。これにより、[同担に対する積極的交流の減少]が生じていた。

全体を通して、[ファンの増加による過激なファンの増加]が起こっており、その中でも[自己で閉じておくべき物語の表出に対する違和感]は[過激な発言をするファンに対する嫌悪感]として感じていた。

騒動の頻発による担降りまで

の素早さ

担当による否定的発言のレ

ポート削除の対応推測/各グ

ループでのライブMCの取扱

文化の相違/担当のイメージ

向上に向けたファン同士での

協調
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ファンの行動によりライブが中止になった際、[自身の不関与によるライブ中止の不満と応援するモチベーション低下]は起こったが、それについて[親と不満共有]を行ったのみで[ライブ中止と担当への熱量の非相関性]

があった。

このライブの中止対応の後、[日本と海外のファンに対する対応の不平等に対する不満]や[コンテンツの金銭面での実質的な利用制限による不満]や[他グループの優遇的対応に対する不満]が生じ、これらは[集団内で

の意見交換による不満の確信・拡大]へとつながった。

その後、[担当のファンに対する皮肉な発言]や[ファンサービスの減少によるファンに対する想いの薄れ]など[担当とファンの協同関係により成り立つアイドル活動]という考えを元にした[ファンによる支えに対するアイドル

の感謝表明の必要性]に反するような、[アイドルとファンの主従的関係性に対する小さな不満の蓄積]が原因となり、[ファンへの尊重の欠如に対するショック]を感じた[親の担降り]が生じた。また、[アイドル自身の影響

力の大きさに対する自覚]を求めていたことも背景として考えられる。

[親の担降り]当時、④さんは[親の担当と比較した時のファンへのサービス精神の優位性]を感じていたが、その後[過去のライブ参加経験と比較したファンサービスの明らかな減少]に加え、更なる[ライブ中止による応援

のモチベーション低下]が生じた。これは、[人気がなくても応援した自負]・[ある程度の応援期間担当に寄り添ってきたことにより形成される、担当への想いの自負]により増大した[やっと決まった仕事への待ち遠しさ]が

あったにも関わらずライブ中止が相次いだことが背景にあり、これは[騒動の頻発による担降りまでの素早さ]にもつながっていた。またこれから[ファン活動における舞台やライブの重要性]が伺えた。

このように、[一緒にファン活動をしていた人の担降りの影響力の大きさ]があり、[親の担降りによる自身のファン活動の消極化]が起こった。担降り後は、[親と一緒のファン活動の維持]をしている。

さらに別グループについて、[テレビで形成された理想状態へのライブにおける未達成による不満足]や[非理想的なデビュー曲に対する不満足]が重なったことが原因での担降りをしていた。また、自担となる存在がいな

かったことより、[熱量維持に対する自担の必要性]も示唆している。

これらの話をする中で、[「担降り」や担当に対する「好き」の非明確性]にフォーカスを当てながら、[一定の金銭的負担の、担当たる証拠]としてファンクラブを挙げ、[担降りの仮定義としてのファンクラブ退会]を示した。

従って、[担降り後の熱量の未消滅]が見られる。

[大学生のファン同士での交流の場の存在]があり、④さん親子は[Twitterやブログを用いた意見交換]も行っていた。

Twitterにおいて、[担当を過大評価するツイートの増加]の傾向があると述べていた。[ツイートのイメージ向上の目的化]により[否定的ツイート不可能な雰囲気]が生じており、それにより[不用意に呟くことに対する恐れに

よるツイートへの苦手意識]が発生していた。

この経験を裏付けるものとして、[担当でないグループへの好きになれない表明に対する素早い攻撃的ツイート]を受けた経験があり、特に[自担への暴言での攻撃に対する衝撃]が[攻撃的ツイートに対する恐怖とトラウ

マ化]の原因となっていた。さらに[ファンからの攻撃によるファン化抑制]にもつながっていた。

また、母親が担降りした[担当による否定的発言のレポート削除の対応推測]もしていた。これは、[担当のイメージ向上に向けたファン同士での協調]があるという推測を引き起こしていた。

[各グループでのライブMCの取扱文化の相違]があることも述べていた。

④さん自身の担当グループのファン全体について、[ファンの奇抜な格好に対する衝撃と嫌悪感]や[ライブでの銀テープ取得欲求の大きさに対する驚きと嫌悪感]を感じるなど[ファンの派手さによる無秩序な印象]を持っ

ており、それらは[派手な行動の非特出的見方]に繋がっていた。しかし、[ライブ参加の最重要性]により[ファン活動におけるファンの印象の非重要性]も同時に述べられていた。

とはいえ④さんには、ライブ・舞台等のチケットの交換にあたり、[ファン間で友好関係を築く姿勢がないことへの嫌悪感]を抱いた経験があった。[他のファンとの比較による同担の態度の悪さの強調]もあり、[初対面のファ

ン同士での最低限の愛想がないことへの衝撃と戸惑い]を受け、[同担という同一カテゴリー化の拒否]をするに至っていた。これにより、[同担に対する積極的交流の減少]が生じていた。

全体を通して、[ファンの増加による過激なファンの増加]が起こっており、その中でも[自己で閉じておくべき物語の表出に対する違和感]は[過激な発言をするファンに対する嫌悪感]として感じていた。

理論記

述

(1)[自身の不関与にとるライブ中止の不満と応援するモチベーション低下]が生じても、[親と不満共有]を行うのみで[ライブ中止と担当への熱量の非相関性]が見られる。

(2)[日本と海外のファンに対する対応の不平等に対する不満]・[コンテンツの金銭面での実質的な利用制限による不満]・[他グループの優遇的対応に対する不満]などは、[集団内での意見交換による不満の確信・拡

大]へとつながる。

(3)[担当とファンの協同関係により成り立つアイドル活動]という考えの元、[ファンによる支えに対するアイドルの感謝表明の必要性]を感じる。

(4)[担当のファンに対する皮肉な発言]や[ファンサービスの減少によるファンに対する想いの薄れ]などの[アイドルとファンの主従的関係性に対する小さな不満の蓄積]によって[ファンへの尊重の欠如に対するショック]を

感じた[親の担降り]が生じる。

(5)[親の担当と比較した時のファンへのサービス精神の優位性]を感じることがある。

(6)[過去のライブ参加経験と比較したファンサービスの明らかな減少]や[ライブ中止による応援のモチベーション低下]が生じる。

(7)[人気がなくても応援した自負]や[ある程度の応援期間担当に寄り添ってきたことにより形成される、担当への想いの自負]は、[やっと決まった仕事への待ち遠しさ]を増大させる。

(8)相次ぐライブ中止は[騒動の頻発による担降りまでの素早さ]に繋がるなど、[ファン活動における舞台やライブの重要性]が見られる。

(9)[親の担降りによる自身のファン活動の消極化]など、[一緒にファン活動をしていた人の担降りの影響力の大きさ]が伺える。

(10)[親の担降りによる自身のファン活動の消極化]が起こっていると、[親と一緒のファン活動の維持]をする。

(11)[テレビで形成された理想状態へのライブにおける未達成による不満足]や[非理想的なデビュー曲に対する不満足]が重なると担降りにつながる。

(12)担降りの一因として[熱量維持に対する自担の必要性]が言われている。

(13)[「担降り」や担当に対する「好き」の非明確性]を前提に、[一定の金銭的負担の、担当たる証拠]という考えが[担降りの仮定義としてのファンクラブ退会]という考えにつながる。

(14)(担降り後の熱量の未消滅]がある。

(15)[大学生のファン同士での交流の場の存在があり、[Twitterやブログを用いた意見交換]が行われる。

(16)[ツイートのイメージ向上の目的化により[否定的ツイート不可能な雰囲気]が生じていることから、[担当を過大評価するツイートの増加]傾向を感じたり[不用意に呟くことに対する恐れによるツイートの苦手意識]が生

じる。

(17)[担当でないグループへの好きになれない表明に対する素早い攻撃的ツイート]、特に[自担への暴言での攻撃に対する衝撃]が、[攻撃的ツイートに対する恐怖とトラウマ化]の原因になり、[ファンからの攻撃による

ファン化抑制]にもつながる。

(18)[担当へのイメージ向上に向けたファン同士での協調]があるとの考えは、[担当による否定的発言のレポート削除の対応推測]を引き起こす。

(19)[各グループでのライブMCの取扱文化の相違]がある。

(20)担当グループにファン全体について、[ファンの奇抜な格好に対する衝撃と嫌悪感]や[ライブでの銀テープ取得欲求の大きさに対する驚きと嫌悪感]など[ファンの派手さによる無秩序な印象]は、[派手な行動の非特

出的見方]につながる。

(21)[ライブ参加の最重要性]があるので、[ファン活動におけるファンの印象の非重要性]を捉えることができる。

(22)ライブ・舞台等のチケット交換において、[ファン間で友好関係を築く姿勢がないことへの嫌悪感]を感じる経験は、[他のファンとの比較による同担の態度の悪さの強調]につながったり、[初対面のファン同士での最低

限の愛想がないことへの衝撃と戸惑い]を受けたりすることにつながる。

(23)[初対面のファン同士での最低限の愛想がないことへの衝撃と戸惑い]は、[同担という同一カテゴリー化の拒否]に繋がり、結果的に[同担に対する積極的交流の減少]に至る。

(24)[ファンの増加による過激なファンの増加]の中でも、[自己で閉じておくべき物語の表出に対する違和感]を感じ、[過激な発言をするファンに対する嫌悪感]へとつながっていた。

SCAT(Steps for Coding and Theorization)を使った質的データ分析

さらに追

究すべき

点・課題

・注意されるとは具体的にどのような内容を誰にされたのか

・他のグループでズレてたと感じたことはないか

・コミュニケーションを取りたいとは、具体的にどのようなこと？

・自分でCDなどを購入することはなかったか

・過剰な賞賛によって担当の存在価値向上の認識ができるのか、存在価値が高いと思っているから過剰（と思えるほどの）賞賛をするのか

・グループを揶揄するような暴言はその他にあるか

・ファンの層が悪い時ということは良い時もあったのか

・銀テープの取得欲求はどこから来るのか

・銀テープが欲しいとの声かけに嫌悪感を感じるのは何故か

・他の担当でも同じような出来事がないか

・チケット交換をする際に他の人たちはどう感じているのか

・集団心理的な側面からの考察を深める

・他のグループのファンであればその点に驚きや違和感を感じるのか

・ライブ終わった直後はレポとかツイートがあったのか

・全体を通して本当に大きな騒動だったのか
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付録 8：SCAT表⑤ 

 

番号 発話者 テクスト
<1>テクスト中の注目すべき語

句

<2>テクスト中の語句の言いか

え

<3>左を説明するようなテクスト

外の概念

<4>テーマ・構成概念

（前後や全体の文脈を考慮し

て）

<5>疑問・課題

1 曽我

今日聞きたかったのは、担当へ熱が冷めた経験のところで。Gの話を

書いてくれてて、…あれですね、キラキラ求めてるけど、男らしいみ

たいなのがちょっと嫌になってきて、それを肯定ばっかりするファンも

ちょっと、みたいな感じで書いていただいてたかなと思うんですけど。

具体的にこういうのを見た時にそれを思ったとかっていうの、ありま

すか？

熱が冷めた/キラキラ/男ら

しい/肯定ばっかりするファン

熱量の減少/男らしい/肯定

意見の多さ/肯定ばかりの

ファン

アンケートを元にした具体的

な経験の引き出し

2 ⑤
なんかまあファンになったばかりの頃は、まあ何してても嬉しいじゃな

いけど。テレビ出るだけで嬉しいみたいな感じだったけど、
何してても嬉しい/テレビ

見れるだけで満足/供給が

十分であるという認識/現状

に対する満足感

担当に対する全肯定/ファン

の初期状態の担当に対する

視線

初期のファンとしての全肯定

な姿勢・視線

3 ⑤

だんだん、そのやっぱりアイドルっていう職業をしている彼らが好き

になった部分のほうが大きいから、応援歌路線も悪くはないけど、ま

あそればっかりになると、まあちょっと苦しいかなっていうのと、

アイドルっていう職業/応援

歌路線も悪くはない/苦しい

アイドルに対する認識の相

違/理想像が見れない苦し

み/好みの不一致/アイドル

の方向性に対する不満

自身の求める担当像と現状

の相違/理想の担当像を失っ

ている悲しさ

アイドルらしいという既成観念

/理想の担当像を見られない

悲しさ・不満

4 ⑤

本当にファンっていうかまあこっちが一方的にフォローしてるtwitter

の方とかなんですけど、それをやりたいなら、やりたいことをやったほ

うがいいみたいな、全肯定しちゃうファンというか。

一方的にフォロー/やりたい

ことやったほうがいい/全肯

定しちゃうファン

ツイート閲覧の非強制性/ア

イドルの方向性の肯定/ファ

ンによるアイドルの全肯定/

アイドルの意向の支援

周囲の全肯定的な姿勢に対

する違和感/少ない共感によ

る孤独感/素直に応援できな

いジレンマ

担当の方向性に全肯定的な

考えに対する否定/周囲と共

感できない孤独感

・本当に共感してくれる人

が他にいなかったのか

・全肯定だと感じた発言を

するアカウントは、担当を否

定することは一切なかった

のか

5 ⑤ なんかめちゃくちゃ歌の途中とかで喋ったりしてて、 歌の途中/喋ったり

歌唱中の行動に対する違和

感/歌唱中の喋る行為に対

する不満

歌唱に対する既成観念・考え

との不一致/

担当の歌唱中の行動に対す

る不満/アイドルらしくない行

動の一つとしての歌唱中の行

動

・歌唱中に喋る行為が一般

的にアイドルらしくないとさ

れているのか

・アイドルらしいとは

6 曽我 そうですね。

7 ⑤

ちょっとちゃんと、ちゃんとやりなよみたいな、って思っちゃってたんで

すけど、それもまたいいよねみたいな、感じの、雰囲気がちょっと苦し

いかなっていう。

ちゃんとやりなよ/それもまた

いいよね/苦しいかな

歌唱中の行為に対する不当

性/不当な行為に対する肯

定意見/雰囲気に対する息

苦しさ/周囲と共感できない

苦しさ

歌唱に対する周囲との相違/

ファンダムからの疎外感

担当の歌唱中の行動につい

てファンとの意見相違に対す

る疎外感/自分の意見を主

張・共感を得ることができない

息苦しさ

8 曽我

そうですね、確かに歌の途中喋りまくるのは、Eもあるあるかなと思っ

て。確かにそういう時があるなと思って。そうですね、あの具体的にい

つ頃…その、ちょっとGか気になって、どれくらいから、きらきらがいい

なあっていうモヤモヤが生まれましたとかってありますか。

あるある/きらきらがいいなあ

/モヤモヤ

普通/よくある/アイドルっぽ

さの要求/キラキラ/ザ・アイ

ドル/不満/腑に落ちない/

アイドルの行為に対する共感

/不満を感じた時期やその流

れの促し

歌唱中の行動に対する類似

事例の提示/担当に対する気

持ちの変化が起こった時期

の促し

・歌唱中に喋るジャニーズ

系アイドルについて、他の

グループも調査し同じよう

な悩み・思いをもったことの

ある人がいるかリサーチす

る

・アイドルらしい、男らしいと

9 ⑤

見始めたのは多分自粛期間の3月から、なので2020年の3月ぐらい

から。で、その年の年末とかの歌番組、でかい長い時間ある歌番組

とかで、まあそういう応援する系のシングルばっかり出てるみたい

な、ところからですかね。

自粛期間の3月から/歌番組

/応援する系のシングルばっ

かり

コロナ禍/長い自宅待機期

間/応援歌/同系統の曲の

多発/

在宅を強いられる環境/求め

ていない系統の曲の多発/

求めていない系統の曲を聞く

機会の増加

・担当を見始めてから、違

和感を感じるまでの、閲覧

していた映像の変化

10 曽我

なるほど、そうなんですね。この大体そういうのは、他の周りのファン

とかも肯定してるみたいなところとかは、結構Twitter中心で見てたっ

て感じですかね。

他の、なんだろう、インスタとか、オフラインで会う人とかそういうのよ

り…？

Twitter中心/ Twitterでの情報収集中心
その他の情報収集方法の有

無
情報収集源について

・情報収集源として最も活

用されているSNSツールの

データを調べる

11 ⑤
Twitterって感じです。周りにあんまりいないので、その、現実っていう

か。
あんまりいない/現実

少ない/非空想の世界/非現

実

Twitterの現実世界との分離/

非現実世界であるTwitter

⑤さんにとってのファンダム

=Twitter/非現実世界にのみ

広がるファンダム

・Twitter上でしか同じ担当

を持つファンがいない人と、

学校・職場等で実際に会っ

て仲良くしているファンがい

る人との傾向の違いがあれ

ば

12 曽我

なるほど。男らしいとか、あの歌の途中にしゃべっちゃうとか、そうい

う、肯定するファンにちょっと嫌気がさすみたいな感じだったと思うん

ですけど、男らしいとかが起こって全肯定する嫌だったのか、…

ちょっともう一回最初から行きますね、その男らしいっていう意見が

嫌だったのか、それともやることなんでも肯定するスタンスみたいな

のが嫌だったのか、どっちなんだろうみたいなのだが疑問だったんで

すけど…

どっちももあると思うんですけど…。

嫌気がさす/なんでも肯定す

るスタンス/どっちも

周囲に対する嫌悪感/違和

感/全肯定する姿勢/全肯定

する考え方/両方

嫌悪感の原因を探る質問

嫌悪感の原因を探る質問（周

囲の雰囲気に対する違和感/

周囲の意見との相違につい

ての違和感）

13 ⑤
どっちかっていったら、まあ全肯定してるファンの人たちの意見の方

が、ちょっと、うーん、って感じ。

全肯定してるファン/うーんっ

て感じ

全肯定してるファン/周囲と

の意見相違/不満/腑に落ち

ない

否定的に思うことを周囲が肯

定すること→否定意見を持た

ずに「全肯定している」と見え

る

全肯定するファンに対する嫌

悪感

・2点が完全に分離されて

いるわけではない模様

14 曽我

あーなるほど。

Twitterで、一方的にフォローしてる方とかが、っていう。相互とかでは

なく。

一方的にフォロー
勝手にフォロー/相手に関係

がない
Twitter上のファンとの関係性

全肯定的な発言をしている

Twitterアカウントとの関係性

15 ⑤

影響力が大きいアカウントっていうか、グループごとに何千フォロ

ワーみたいな。だからってしょうがない、見なければいいんですけど、

流れてくるツイートなんで。

影響力が大きいアカウント/

しょうがない/見なければい

い/流れてくるツイート

Twitter上での格上感/あき

らめ/ツイートに対する受け

身な姿勢/回避できる状況/

自分の力で動かせない状況

あるアカウントの影響力の大

きさ/回避方法の認知/ギデ

ンスの行為主体性的考え方

ファンダム形成におけるフォロ

ワー数の多いアカウントの影

響力/閲覧したくないツイート

の回避方法の認識

16 曽我

なるほど。言い忘れたんですけど、私twitterやってなくて。アカウント

持ってるんですけど、もうたまに調べもので見るぐらいなので、ちょっ

と初歩的なこと聞いちゃったら申し訳ないんですけど。その嫌だなみ

たいなのを思っても、ミュートとかはせずに、やっぱり見ちゃうみたい

な感じだったんですか？

ミュート/やっぱり見ちゃう
ミュート機能/主体的な不変

/あえて変化させない姿勢

見ないようにすることができる

のか

17 ⑤
あー、そうですね。それが良くないところ。見たくないならもうミュートと

ブロックとかをしたらいいのかもしれないですけどねぇ。

良くないところ/ミュート/ブ

ロック

改善すべき点/ミュート/ブ

ロック/ツイートを見ない方法

/不当

回避できる環境/合理的では

ない行動

回避方法を認識しながらも回

避できない自分の行動の非

合理性

・見ないようにすることがで

きないのは一般的な感覚

なのか

18 曽我 でもやっぱり見ちゃうみたいな感じ…？

19 ⑤

見ちゃうんですよ。その意見っていうか、その時の音楽番組の意見

ばっかりじゃないっていうか。日常っていうかレギュラー番組のことと

か、ファンクラブの動画のこととかもあるんで。

音楽番組の意見ばっかり

じゃない/日常/レギュラー番

組/ファンクラブ動画

多種類な意見の存在/特別

でないシーンのこと/音楽番

組以外/必要な情報の存在

様々な情報収集ツールとして

のTwitter/Twitterの必要・不

必要を問わない情報拡散能

力

情報収集ツールとしての

Twitterの利用/見たくないツ

イート閲覧のやむを得ない状

況

20 曽我

他の情報も見つつ、まあその、安直にミュートするのもなあっていう。

なるほど。

結構ツイッターとかは、一方的にフォローする方が多いですか？

安直にミュート/一方的に

フォロー

Twitterの情報の必要性/自

分の都合での閲覧

Twitterの情報の必要性確認

/情報収集のための繋がり方

について

Twitterでの情報収集のため

の繋がり方について
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21 ⑤ 多いですね。ほぼほぼ見る専で。 見る専
見るだけ/閲覧のみアカウン

ト

Twitterの情報収集のみの活

用/ツイート閲覧の受動性

22 曽我

ちょっと全肯定だなみたいなのを感じた人とかって、先ほどの歌歌っ

てるときに喋ってるよね、の話の時もあったと思うんですけど、他に印

象に残ってることとかあったりしますか。

全肯定だな/他に印象に

残ってること
盲目/全肯定/印象的なこと その他の経験収集

23 ⑤

アイドルっぽい曲っていう、ふわってしてるけどそういう曲、Kの《Kの

代表曲》みたいな、ていう曲がもうないじゃないけど。アルバムとかも

その近辺に出てたんですけど、その中にも男らしいとか、ロックとか

そんな感じの曲で、それをなんか、「Gはみんな応援できる、応援す

るグループだよね」みたいな。そんな、「やっと応援っていう路線を確

立できたね」じゃないけど、唯一無二じゃないけど、そんな感じのツ

イートとかが多くなってきてて。

歌の歌い方とかも、まあしゃべるっていうのもそうなんですけど、その

全力！みたいな？「歌い方とかも熱くていいよね」みたいな。

アイドルっぽい曲/《Kの代表

曲》みたいな/男らしいとか、

ロックとか/応援するグルー

プだよね/路線を確立できた

/唯一無二/全力！みたいな

/熱くていいよね

キラキラ/アイドルっぽい/王

道アイドルソング/男らしい

曲/グループの個性確立の

安心感/唯一無二な存在感

への肯定/熱く応援する曲へ

の嫌悪感/王道アイドルソン

グへの懐古

偶像としてのイメージが共有

できない・されなかった事例

対立的な２つのアイドルの系

統（キラキラ・男らしい）/求め

るアイドル路線と個性確立の

重要度の対立/

・一つのファンダムの中で

同じ好みの人を見つけるこ

とができない経験につい

て、他の人にも伺う

24 ⑤
自分がまあついていけなくなったのかもしれないですね、その熱、本

人とファンの。そこまでなんか盲目になれなかったっていう。

ついていけなくなった/熱/盲

目になれなかった

周囲とのギャップ/応援歌を

歌うスタイルに肯定できない

姿勢/取り残される感覚/担

当に対する否定的な気持ち

担当に対して肯定する姿勢

＝熱量、という考え方/

現状を肯定できず感じる孤独

感/肯定することで成り立つ

担当とファンの関係性

25 曽我

ああなるほど。

なんか、そういうツイートとかを見た時って、なんかちょっと嫌、みたい

なのがあるっていう感じなのかなって思うんですけど、そういう時っ

て、どう対処してましたか？

対処 嫌悪感の対処方法 嫌悪感の対処方法の促し

26 ⑤
自分はもう、ほかのグループが好きだったので、他のグループの映

像見たりとか。もう一旦離れるっていうか…みたいな感じですかね。

他のグループが好き/一旦

離れるっていうか

Gの自主的な隔離/他のグ

ループへの逃避

時間の経過と嫌悪感の減少

の比例関係/心理的距離感

//欲求充足手段の代替

担当関連との自主的隔離・逃

避/熱量を捧げられる先の代

替

・違う意見を見たときに、⑤

さんのように一旦距離を置

く人と、周りを攻撃する人の

違い

27 曽我
なんかその一旦離れたりすることには、ちょっと寂しいとかなかったで

すか。
一旦離れる/ちょっと寂しい

寂しさ/元の「担当」に対する

名残惜しさ
元の担当に対する恋しさ

28 ⑤

なくなってくる…か、ほかのグループが埋めてくれるじゃないけど。そ

のグループで満足しちゃったら、もうだんだん戻ってくる間隔が長く

なってくるみたいな感じ。で、ふんわりしてくるっていう。

なくなってくる/他のグループ

が埋めてくれる/満足/戻っ

てくる間隔が長くなってくる/

ふんわりしてくる

元の「担当」に対する気持ち

の薄れ/「担当」気持ちの曖

昧化/他グループでの代替/

「担当」への気持ちに立ち返

るまでの長期化

「担当」に対する愛情の減少

と曖昧化

担当関連の自主的隔離の定

着/逃避・代替期間の長期化

による、元の担当への気持ち

の曖昧化

29 曽我
なるほど。例えばGの時だと、結構、なんだろうEとかQとかを見てたっ

ていう…
Gの時/EとかQとかを見てた 逃避先の確認

30 ⑤ そうですね。はい。

31 曽我
なるほど、そうなんですね。今はじゃあ、今はGにどれぐらい熱量をか

けてますか。
どれくらい熱量を

元の「担当」にかける気持ち

の大きさ
定量的な熱量の見方

32 ⑤

でも、前のシングルは買ってなくて、この前に何か月か前に出たDVD

、liveのも買ってなくて、次のシングルもまだ予約してない。けど、ファ

ンクラブだけは、更新したみたいな感じ。ちょっと追ってはいるけど、

お金は払ってないみたいな。

前のシングル/買ってなくて、

/まだ予約してない/ファンク

ラブだけは更新した/ちょっと

追っては/お金は払ってない

元の「担当」のCD類未購入/

ファンクラブ会員のみ未停止

/金銭的な負担の低下/未

完全な離別

ファンにおける金銭的負担の

重要性/ファンクラブという所

属感

ファンクラブ所属以外のファン

活動の切り捨て/

33 曽我
まさしく私のEと同じ感じですね。なるほど。それまではけっこうシング

ルとかも…？どれぐらい買ってました？

Eと同じ感じ/どれくらい買っ

て

自分の体験との共感/「担

当」に熱量がある頃の金銭

的な負担額

熱量に関する指標としての金

銭的負担額

34 ⑤
いやでも、積んだりとかはしてないです。形態を1枚づつ、3形態やっ

たら1枚ずつみたいな。
積んだりとかはしてない

一般的な程度の金銭的負担

という認識/適度な金額の投

入

多い金額を注ぎ込んでいると

思われている前提に否定/適

度な購入額の設定

適度な購入額であったことの

主張

・購入枚数と熱量の関係性

・実際にどの程度購入する

人が多いのか

35 曽我
なるほど。これがまあ、１形態だけ買うみたいなのとかでもなく、もう

結構ぱったりなくなるって感じなんですね。
１形態だけ/ぱったりなくなる

購入量の減少/購入がなくな

る

徐々に減少していくものと、い

きなりなくなるものを比較した

質問

購入額の減少の流れ

36 ⑤ はい。

37 曽我
なるほど。他に、Gの時に限らず、推しの熱量が冷めるみたいな経

験って、他には特にないですか。
推しの熱量が冷める

熱量の減少/その他の類似

した経験
その他の経験収集

38 ⑤ ああ…

39 曽我
こう、色々な所行ったり来たりされてると思うので、細かくだったら

色々あるのかなと思うんですけど。

40 ⑤
でも一回そういう、そういうこと？冷めるみたいなのは、一回どのグ

ループでもあってました。Aでも一回、冷めるじゃないけど。

どのグループでもあって/A

でも1回

珍しい経験ではない/一度は

必ずする経験/

ファンとしての普遍的な熱量

変化
・一般的な変化なのか

41 曽我 結構全体的に、一回冷めて、ちょっと落ち着いてくるって感じ？ 一回冷めて/落ち着いてくる
熱量の増減の流れ/一度谷

を描く熱量曲線
谷型曲線を描く熱量変化

一度必ず減少して増加する

熱量の増減傾向

42 ⑤ はい。
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43 曽我

なるほど。ありがとうございます。なんかその…周りのファンの人た

ちの発言内容とか、言動みたいなところって、自分がその担当を追い

かけたりするところに、どれくらい影響があるのかなあと思って。その

周りのファンの人達が肯定ばっかりしてたら結構気持ちが冷めちゃう

なって感じることがあるとか、それとも意外ともう自分が好きだったら

あまり気にしないとかっていう、その程度？っていうのって、感覚とし

てどれぐらいありますか？

言動/どれくらい影響/気持

ちが冷めちゃうな/あまり気

にしない/程度/感覚としてど

れくらい

周囲の言動による影響の程

度/感覚値/担当への熱量

の増減

周囲の影響力の大きさについ

て、比喩的表現を促す

周囲の言動がどの程度推す

ことに影響するか、比喩的表

現の促し

44 ⑤

自分の中では結構その周りの人っていうかまあTwitterの人の意見

がでかくて、ファンが原因で、全部ファンが原因で冷めてるっていう

か。ほかのグループも。自分はそう思ってなくても、他の周りの人が

そういう意見が多かったりして、え、みたいな。あったりとか。そういう

感じですね。結構でかいです、自分の中で。

Twitterの人の意見がでかく

/ファンが原因で冷めてる/

え、みたいな

影響力が大きいTwitter/影

響力の大きいファンの意見/

意見の違いによる戸惑い/

周囲のファンとの意見相違に

対する戸惑い/戸惑い経験が

増加すると共に熱量も減少/

担当に対する想いは大体同

質であるという前提

周囲との感覚相違に対する

戸惑いの推すことに対する大

きい影響力

・当時の状況を思い返した

時のファンの影響力と、実

際に熱量が減少した時の

ファンの影響力は違うので

は？インタビュー上で誇張

されて表現されているかも

45 ⑤
そこ乗り越えたらもう、お前らなんてどうでもいいみたいな、感じなん

ですけど。Gは乗り越え切れなくて、冷めていったみたいな。

乗り越えたら/どうでもいい

/Gは乗り越えきれなく

意見の違いの乗り越え/周

囲の意見を受け入れない姿

勢/熱量の減少/熱量の再

増加しない様子/担当に対

する熱量のスランプ

人により担当に対する想いが

異なることの受け入れ/それ

に伴う熱量の増加

熱量が下がった後に起こる熱

量増加・減少の分離

46 曽我 なるほど。ちなみに乗り越えたグループはA？ 乗り越えた/A
熱量が再増加したグループ

の一つがAであること

熱量の増加したグループの

具体的経験収集

47 ⑤ はい。

48 曽我 Aの時って、どんな感じだったんですか。

49 ⑤

ええ、何だったかな…それもでも、Twitterのつぶやきで…何だったん

だろう…勝手に自分で、病み垢じゃないけど、好きだけどアンチする

みたいなアカウントがあるんですけど、それを、勝手に自分で見て、

調べてわざわざ見たりして。で、みんな結婚して、みんなじゃないけ

どまあほとんど結婚してて、自分はもうみんな結婚した後にファンに

なったんで 、その結婚っていうのには全然なんの感情もなかったん

ですけど、そのことでずっといろいろ言ってる人とかがいて、まあそう

いうのを見て、ああって言う…。

Twitterのつぶやき/勝手に

自分で/病み垢/好きだけど

アンチするみたいな/わざわ

ざ見たり/結婚/ずっといろい

ろ言ってる/ああっていう…

Aに対して熱量が減少した原

因/担当に対して悪く言う/気

持ちとは逆の発言/担当を悪

く言うのを見てしまう気持ち/

結婚に対するファンの反応/

主体的にアンチコメントを見

てしまう衝動/過去の出来事

に関する悪い意見・感情/悪

い意見を見た時の落胆

回避=回避の葛藤状態（レ

ヴィン）/同じような意見のア

カウントを辿れるSNSの特性/

見れば見るほど落胆

病み垢閲覧の回避不可能性

/病み垢を見て落ち込む連鎖

的なサイクル

・病み垢を持っている割

合、活用頻度や用途

50 曽我
なるほど。言える範囲でいいんですけど、どんなこと言ってはりまし

たか…？

51 ⑤

a1くん、a1くんと、a2くんの結婚の時について、なんかもう結構たぶん

短い間隔で2人が続けて発表してるっぽくて。それでなんか言ってま

したね、色々。なんかファンのことを考えられてないじゃないけど。

結婚の時/たぶん短い間隔/

なんか言って/ファンのことを

考えられてないじゃないけど

アイドルの結婚に対する意

見/短い間隔での結婚

/Twitterでの何かしらの意

見/「ファンのことを考えられ

てない」等

アイドルが結婚することに関

するスタンス・意見

病み垢の発言内容/アイドル

が結婚することについての不

満

・そのほかにも悪い意見が

言われていそう

52 曽我 それを自分で調べて…

53 ⑤

最初は調べる、最初はたまたま検索とかで出てきて、そのまあa1くん

とか入れたりするとたまたま出てきたのを見て、その人のプロフィー

ル飛んで過去のツイート見てみたいな。で、それにすごく共感する人

たちのアカウントまで行ったりとか。

たまたま検索とかで出てきて

/過去のツイートを見て/す

ごく共感する人たちのアカウ

ントまで

アンチコメントとの出会い方/

アンチコメントのたどり方/連

鎖的に遭遇するたくさんのコ

メント

主体的に検索しなくても、関

連として悪い意見が出てくる

SNSの特性/同じ「意見」を持

つアカウントを辿れるSNSの

特性/検索により加速する、

悪い意見を知りたい欲求

担当に関する悪い意見の受

動的閲覧/SNSの関連情報

の閲覧特性

54 曽我
そのAには、それを乗り越えたなあっていうふうに思ったタイミングっ

てどんな時ですか。
乗り越えたなあ/タイミング

熱量が回復した時期/担当

への気持ちのスランプを乗り

越えた時期

熱量の回復・増加が起こった

時期ときっかけを引き出す質

問

55 ⑤

やっぱその、テレビとかライブの映像とか見てて、この人たちやっぱ

いいなと思って。もうそんな別に言われててもこの人たちがまあ1番

かっこいいけん、いいかな、みたいな。

映像とか見てて/やっぱいい

な/一番かっこいいけん、い

いかな

映像作品の鑑賞時/かっこ

よさの再認識/アンチコメント

の切り離し

かっこいいと思える姿が映像

作品に詰まっている/社会的

拘束から逃げ出した状態（ギ

デンス）

映像作品の鑑賞による病み

垢閲覧の中毒からの脱却

56 曽我
なんかその…ちなみに、その病み垢とかをたどったりみたりっていう

のは、どれくらいの期間ありましたか？
病み垢/どれくらいの期間

アンチコメントを追いかけた

期間
病み垢を見続けた期間

57 ⑤

いやでも、もう1週間とか。もうずっとそのアカウントばっかり見たりし

て、一気にもう落ち込んで、あぁ、みたいな。1週間とか2週間ぐらい、

距離を置いて。で、見たらかっこいいなみたいな、なって、戻るみたい

な。

ずっとそのアカウントばっか

り/一気に落ち込んで/1週

間とか2週間ぐらい/距離を

置いて/かっこいいな/戻る

1〜2週間ずっと閲覧/病み

垢を見たくて落ち着かない/

担当の映像閲覧時間の消

滅/熱量の復活

悪い意見を閲覧する中毒状

態/映像作品閲覧の、悪い意

見からの解放のトリガー化

病み垢の閲覧の中毒状態の

期間/中毒状態脱却のトリ

ガーとしての映像作品

58 曽我

なるほど。ちょっとTwitterとか見てる時は、その病み垢とか見てる時

は1週間２週間ぐらいあって、その時はライブの映像とかは見てな

かった？

59 ⑤ はい。

60 曽我
なるほどなるほど。で、一時間たってからまた見たら、かっこよかっ

た。

61 ⑤ はい。

62 曽我

そうなんですね。Gの時は、これがなかったって感じなんですかね？

なんかまたその、肯定してるな、みたいな人たちのツイートを見て、

ちょっと距離をおいた後に、ライブのDVDとか見たりされたりとか…G

の時は？

これがなかったって感じ/

ちょっと距離をおいた後/ライ

ブのDVDとか見たり

かっこよさを再認識する機会

/ライブDVDを見る機会の有

無/熱量が減少した後の行

動

熱量が減少した後の行動とし

て、LIVE映像の閲覧機会の

有無

各経験の熱量が減少した後

の映像鑑賞機会の比較
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63 ⑤

あ、でも、Gは…。なんかAはパフォーマンスに関することじゃなかっ

たので、パフォーマンス見たらすごいってなったんですけど、Gの昔

のやつとかを見てると、やっぱりキラキラアイドルみたいなのやって

て、これはもうこれから見れるのかなとか、っていう気持ちになっ

ちゃって、だんだんっていう。

パフォーマンスに関すること

じゃなかった/Gの昔のやつ/

キラキラアイドルみたいなの

やってて/これから見れるの

かなとか/だんだん

意見の違うポイントかどうか

/映像を見る機会の減少と消

滅/求めている担当に焦が

れる気持ち/キラキラしたア

イドルが見れない寂しさ

元々求めていた担当像を思

い出すトリガー/

64 曽我

なるほどなるほど。Aの方はもう直接本人たちのクオリティとかには

関係なかったから戻れたけど、なんかもともとキラキラが見たいなー

みたいな、だったからこそ、そこがまた思い出されちゃったって感じで

すかね。

本人たちのクオリティとか/

関係なかった/キラキラが見

たいなー/思い出されちゃっ

た

見る映像と熱量の減少した

ポイントの無関係さ/映像の

トリガー化/求めている担当

像に会えない寂しさ

映像がトリガーになっている

ことの再確認

映像作品内における周囲との

意見相違ポイントの有無

65 ⑤ はい。

番号 発話者 テクスト
<1>テクスト中の注目すべき語

句

<2>テクスト中の語句の言いか

え

<3>左を説明するようなテクスト

外の概念

<4>テーマ・構成概念

（前後や全体の文脈を考慮し

て）

<5>疑問・課題

SCAT(Steps for Coding and Theorization)を使った質的データ分析

さらに追究す

べき点・課題

理論記述

(1)ファンになった当初は[初期のファンとしての全肯定な姿勢・視線]を持つが、次第に理想の担当像ができ、そして[理想の担当像が見られない悲しさ・不満]や[現状を肯定できずに感じる孤独感]を感じることがある。

(2)担当の理想像の種類として、[対立的な２つのアイドルの系統（キラキラ/男らしい）]があり、[アイドルらしいという既成観念]の一つとして[担当の歌唱中の行動の対する不満]を抱くことがある。

(3)担当に対する様々な不満は、他のファンと共感できなかった場合、[担当の方向性に全肯定的な考えに対する否定]の考えを生み、それが次第に[周囲と共感できない孤独感]、[自分の意見を主張・共感を得ることがで

きない息苦しさ]に繋がる。

(4)[⑤さんにとってのファンダム＝Twitter]であるので、[ファンダム形成におけるフォロワー数の多いアカウントの影響力]は大きい。

(5)影響力の大きいアカウントとの意見相違は、[周囲との間隔相違に対する戸惑いの、推すことに対する大きい影響力]につながっている。

(6)[情報収集ツールとしてのTwitterの利用]をしているため、[ツイート閲覧の受動性]を持っており、[見たくないツイート閲覧のやむを得ない状況]が構築されるため、見たくないツイートの[回避方法を認識しながらも回避

できない自分の行動の非合理性]を感じることとなる。

(7)このような[SNS関連情報の閲覧特性]が悪い方向に転じると、[病み垢閲覧の回避不可能性]が生じ、[病み垢をみて落ち込む連鎖的なサイクル]つまり[病み垢の閲覧の中毒状態の期間]に入ってしまい、担当への熱

量が下がる要因の一つになってしまう。

(8)[担当関連との自主的な隔離・逃避]を行うことで、[熱量を捧げられる先の代替]を行うことができ、それが進行して[担当関連の自主的隔離の定着]、[逃避・代替期間の長期化により、元の担当への気持ちの曖昧化]が

起こっているので、[元の担当に対する恋しさ]が減少していき、結果的に担当への熱量減少になる。

(9)[熱量に関する指標としての金銭的負担額]という指標を用いて、熱量減少時には[購入額の減少の流れ]が生じていた。

(10)熱量の減少や、その後の増加の流れは[ファンとしての普遍的な熱量変化]である。

(11)映像作品の閲覧が[元々求めていた担当像を思い出すトリガー]となっていたことから、[中毒状態脱却のトリガーとしての映像作品]が普遍的に生じるわけではなく、[映像作品内における周囲との意見相違ポイントの

有無]によって、映像作品閲覧がトリガーとなるかどうかが決まる。

・意見に共感してくれる人が本当にいなかったのか、見逃していただけではないか

・全肯定だと感じたアカウントで発信される意見に、担当に対する反対意見は一切なかったのか

・アイドルらしい・男らしいとは

・歌唱中に喋ることが多いジャニーズ系アイドルは他にいないか、彼らのファンで同じような悩み・思いをもった人がいるか

・担当を見始めてから、違和感を感じるまでの、閲覧していた映像の変化

・ファンにおいて情報収集源として最も活用されているSNSツールのデータ

・Twitter上でしか同じ担当を持つファンがいない人と、学校・職場等で実際に会って仲良くしているファンがいる人との傾向の違いがあれば

・嫌な意見を見ないようにすることができないのかは一般的な感覚なのか

・一つのファンダムの中で同じ好みの人を見つけることができない経験について、他の人にも聞く

・違う意見を見たときに、一旦距離を置く人と、周りを攻撃する人の違いはどこにあるか

・購入枚数と熱量の関係性

・実際にどの程度購入する人が多いのか

・一度熱量が冷めることがあるのは一般的な変化なのか

・当時を思い出して語られたものは実際と等しいか

・病み垢を持っている割合、活用頻度や用途、発言内容

ストーリー・ラ

イン

初めに聞き手は、事前に取得していた[アンケートを元にした具体的な経験の引き出し]を行った。担当への熱量が冷めた経験を語る中で、⑤さんはファンになった当初は[初期のファンとしての全肯定な姿勢・視線]を持っ

ていたと語った。しかし、次第に担当の[アイドルらしいという既成観念]にそぐわない活動が増え、[理想の担当像をみられない悲しさ・不満]を抱き始めた。それと同時に、同じ担当を持つ他のファンの[担当の方向性に全

肯定的な考えに対する否定]の感情や、[周囲と共感できない孤独感]を抱くようになった。

全肯定的だと感じた具体例で、[アイドルらしくない行動の一つとしての歌唱中の行動]として歌唱中に喋ることをあげ、[担当の歌唱中の行動に対する不満]を抱いたことを語った。この不満は、担当に向けられたものだけ

でなく、[担当の歌唱中の行動についてファンとの意見相違に対する疎外感]や[自分の意見を主張・共感を得ることができない息苦しさ]のように、同じ担当をもつファンたちに向けられたものも含まれていた。

聞き手は[歌唱中の行動に対する類似事例の提示]を行いながら、⑤さんの経験に理解を示した。

[担当に対する気持ちの変化が起こった時期の促し]を受けた⑤さんは、担当の[求めていない系統の曲を聞く機会の増加]が起こってしまった時期を挙げた。

関連した[その他の経験収集]の中でも、[対立的な2つのアイドルの系統（キラキラ・男らしい）]の間で[求めるアイドル路線と個性確立の重要度の対立]が起こった経験を挙げ、それらの経験でもやはり[現状を肯定でき

ずに感じる孤独感]があった。

そこで聞き手の、[嫌悪感の原因を探る質問（周囲の雰囲気に対する違和感/周囲の意見との相違についての違和感）]に対して、⑤さんは[全肯定するファンに対する嫌悪感]があり、それは[周囲の言動がどの程度推す

ことに影響するか、比喩的表現の促し]でも、[周囲との感覚相違に対する戸惑いの、推すことに対する大きい影響力]があることを語った。その裏には[肯定することで成り立つ担当とファンの関係性]が垣間見えることで起

こっていた。

同じ担当を持つファンらの反応等の[情報収集源について]、[⑤さんにとってのファンダム=Twitter]であり、[非現実世界にのみ広がるファンダム]のように捉えており、⑤さんの認識上での[ファンダム形成におけるフォロ

ワー数の多いアカウントの影響力]を示唆した。

そういったアカウントも含めた、[Twitterでの情報収集のための繋がり方について]・[全肯定的な発言をしているTwitterアカウントとの関係性]について、[Twitterの情報収集のみの活用]をしていた。つまり、[ツイート閲覧

の受動性]の中で、閲覧したくないツイートを[みないようにすることができるのか]については、[情報収集ツールとしてのTwitterの利用]をしているため、[閲覧したくないツイートの回避方法の認識]はしていたものの[みたく

ないツイート閲覧のやむを得ない状況]が作られてしまい、その結果[回避方法を認識しながらも回避できない自分の行動の非合理性]があることを語った。

そこで聞き手は、Twitterに限らず全体的な[嫌悪感の対処方法の促し]をすると、[担当関連との自主的な隔離・逃避]を行うことで[熱量を捧げられる先の代替]をしていた。

さらにその後、[担当関連の自主的隔離の定着]で[逃避・代替期間の長期化による、元の担当への気持ちの曖昧化]が起こっているので、[元の担当に対する恋しさ]が次第に減少していた。

その側面として[定量的な熱量の見方]をしたとき、⑤さんは[ファンクラブ所属以外のファン活動の切り捨て]を行っており、[熱量に関する指標としての金銭的負担額]を用いて、元々[適度な購入額であったことの主張]をし

た上で、担当への熱量減少時に[購入額の減少の流れ]が生じていたと述べた。

また、さらに[その他の経験収集]を進めると、[一度必ず減少して増加する熱量の増減傾向]があり、⑤さんにとって熱量の変化は[ファンとしての普遍的な熱量変化]であると述べた。

そして、[熱量が下がった後に起こる熱量増加・減少の分離]が起こるという⑤さんに、[熱量の増加したグループの具体的経験収集]を行ったところ、[病み垢の発言内容]として[アイドルが結婚することについての不満]を

挙げながら、[担当に関する悪い意見の受動的閲覧]を行った経験を述べた。この中で、[病み垢閲覧の回避不可能性]に加え[病み垢を見て落ち込む連鎖的なサイクル]が構築されていた。これは、[SNSの関連情報の閲

覧特性]により生じるものである。

その後、[熱量の回復・増加が起こった時期ときっかけを引き出す質問]を行ったところ、[映像作品の鑑賞に夜病み垢閲覧の中毒からの脱却]が起こっていたことが述べられた。

まず前提として、[病み垢を見続けた期間]は[病み垢の閲覧の中毒状態の期間]であった。

その上で、[中毒状態脱却のトリガーとしての映像作品]が存在しているが、[各経験の熱量が減少した後の映像鑑賞機会の比較]をしたところ、経験の中で映像作品が[元々求めていた担当像を思い出すトリガー]として機

能していたことがわかった。つまり[映像作品内における周囲との意見相違ポイントの有無]が映像作品のトリガー化に関わっていた。
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付録 9：SCAT表⑥ 

 

番号 発話者 テクスト
<1>テクスト中の注目すべき語

句

<2>テクスト中の語句の言いか

え

<3>左を説明するようなテクス

ト外の概念

<4>テーマ・構成概念

(前後や全体の文脈を考慮して)
<5>疑問・課題

1 ⑥

小6ぐらいでテレビでEを見てかっこいいなと思って。で、CDとか買い

始めたのは、それこそ同じ中2とか中3ぐらいで。《シングルC》が初め

て買ったCDで。そっからもう、大学生になるまでは本当にすっごいE

だけみたいな感じで。

2 ⑥

で、大学入ってすぐだったじゃないですか、e1くんが辞めるって言っ

たのって。そっからだんだん、CDとか買うよりは現場に行くだけの人

みたいな感じで。推すって言っていいのかわかんないなーというか。

結構、楽しいとこだけ楽しんでる人で。そこの間は結構オタクしてると

いうよりは、現実的にいろんな、遊んだりとかいろんな人と会ったりと

かが忙しくて、あんまり、ジャニオタでもなかったような気がしてるん

ですけど。

3 ⑥

コロナになって、自粛期間明けかな、《配信ライブ》みて、そこで結構

MとNを気になり始めて、Mは結構早めに、ジュニア担になりたくな

かったので、結構早めに見切りをつけたんですけど、Nだけはちょっと

ドハマりしてしまって、そっから自分では結構人生で1番グッズ買った

りとか、配信とかちゃんと見たりとかも、テレビも全部追ってみたいな

感じに、

ジュニア担になりたくなかっ

た/見切り/Nだけは/どハマ

り/人生で一番/全部追って

ジュニア担になることへの拒

否/追いかけることの中止/

熱量減少/のめり込む/全コ

ンテンツの確認/人生最大

ファンのイメージの担当に

なるハードル化/ジュニア

担に対する偏見/ジュニア

にハマることをきっかけとし

た時間・金銭的負担の増加

ジュニア担になるハードルを

超える熱量でのファン活動/時

間・金銭的負担の圧倒的増加

4 ⑥

これで担当は決めてなくて。箱推しって感じなんですよ。誰も決めら

れないっていう状態が今も続いてるってとこで、だんだん推し方が結

構Nでなんとなく強くなってきて、多分。なぜかEも引っ張られて、CD

全形態買うようになって。最近その《ライブ》に行って、モチベが完全

に復活しているので、っていう感じです。

箱推し/決められない/推し

方/強くなってきて/引っ張ら

れて/全形態/モチベ/完全

に復活

グループ全体の担当/一番

好きな人の未決定/担当の

変化による推し方の変化

/CDの全種類購入/応援の

熱量復活/応援するモチ

ベーション復活/

違うグループに対する推し

方の影響と変化/箱推しは

熱量が大きくないという前

提/

ジュニア内ユニットを推すこと

による元々の担当に対する推

し方の変化とモチベーション復

活

5 曽我

良いですね、なるほど。じゃあさっき、そのMのところで言ってたジュニ

ア担になりたくないみたいなところで言うと、どういう面ですかね？

グッズ買ったりとか、そういうところなのか…

6 ⑥

もともとジュニアに偏見があって、なんだろう、若い子か、みたいな。

それこそ、Eがめっちゃ年上だったからこそ、そんなに若い子たちを見

て楽しいのかなと思ってたんですけど。それが一旦、全然そんなこと

ないんだなーっていうか、普通にアイドルとして完成度高いなって

思って。

ジュニア/偏見/若い子か/

年上だった/楽しいのかな/

そんなことない/アイドルとし

て/完成度高いな

ジャニーズJr./年齢の低い

人を推すことへの抵抗感/年

上を推すことの慣れ/年下/

オタ活の楽しさに対する疑問

/アイドルとしての未熟さの

懸念/偏見に対する裏切り/

オタ活の高い満足度/若い人

の優秀さ

少年性愛に似た現象/年上

と年下の推す上での区別/

若いアイドルに対するクオ

リティが低いという先入観

若いアイドルは満足できないと

いう先入観の崩壊/年齢により

区別する見方

・アイドルとしての完成度

の高さとは何か

7 ⑥

でもそのタイミングで結構、友達がジュニア担だったりしたので、現場

になかなか行けないというか、現場に行くのも結構、場数を踏むのも

大変だし、どれに出るか分からないとか、結構そういう経験をしている

のを見てたので、そういう状況になったら嫌だなと思ってしまって。

現場/行けない/場数を踏む

のも大変/分からない/見て

た/そういう状況/嫌だな

舞台やライブ/観劇に行きづ

らいコンテンツ/何度も見るこ

との大変さ/仕事の不確定さ

/どのコンテンツに出演する

か分からない/追いかける難

しさ/振り回される/大変なオ

タ活からの回避

「推しやすさ」の重要性/

ファン活動とそれ以外の活

動のバランス

8 曽我

現場とか、どれに出るか分からないけど、出るって分かったらまあ、

何とかチケット頑張って押さえるとか、そういうのがちょっとなぁ、みた

いな？

どれに出るか/分かったら/

チケット頑張って押さえる/

ちょっとなぁ

出演公演情報の直前のリ

リース/出演公演のチケット

購入の難しさ

9 ⑥ うん、そうですね。

10 曽我 でもNはそうじゃなかったって感じ？ Nはそうじゃなかった

11 ⑥ そうですね、なんか自分で言うのが恥ずかしいですけど。 自分で言うの恥ずかしい

12 曽我

なるほど、そうなんですね。熱が冷めた経験のところに書いていただ

いてたやつのお話になるんですけど、あの、なんだっけ、テレビ番組

の名前忘れたんですけど、n1くんとn2くんがコントして、それでe2くん

の暴言ゆってそれで叩かれたやつですよね、たぶん書いていただい

てたの。私も覚えてはいるんですけど、一連の流れをもう一度教えて

いただいてもいいですか？

13 ⑥

《レギュラー参加番組》っていう番組だったんですけど、その番組は

結構、私普段大阪に住んでなくて東京に住んでいるので全然見てな

くて。で、配信があってなんかその回だけ配信があったんですよ、な

ぜか。多分鳥取に行く、大阪ローカルなんだけど鳥取でロケしてたか

ら、見れるように配信があったみたいな感じで。で、けっこう楽しみに

見て。

全然見てなくて/配信/大阪

ローカル/楽しみに

テレビ番組の配信/普段は

見ることのできない番組/待

ち遠しい/楽しみにする

普段見れない番組に対する待

ち遠しさ

14 ⑥

で、なんとなくまあ別に、私はそのコントの内容というかテンポが上手

みたいな風に見てたので、全然、なんかやばいこと言ってそうだけど

ま大丈夫かなって思ってたら、結構Twitterで大荒れして。それでま

あ、あーなるほどってなって。

コントの内容/テンポが上手/

やばいこと/大丈夫かな

/Twitterで大荒れ/あーなる

ほど

コントの内容での炎上/コント

に対する評価/発言内容に

対する懸念/心配を上回る面

白さ/炎上の発見/炎上理由

の理解

ファンによるコントを見る視

点の違い/各視点に対する

理解

コントを見る視線の多様性とそ

れらに対する理解

15 ⑥

で、その荒れてるのを見るのがしんどかったのと、あとまあ、なにせ

どっちも好きなので。Nの2人の方擁護する気持ちもありつつ、e2くん

のファンが怒る気持ちも分かりつつ、でもそんな暴言吐くか？みたい

な感じで、ちょっとEのファンこわ、って自分で思っちゃう気持ちもあり

つつみたいな、感じで。めっちゃモヤモヤしてましたね。

荒れてるの/しんどかった/

どっちも好き/擁護する気持

ち/怒る気持ち/暴言吐く

か？/こわ/モヤモヤ

炎上の閲覧に対する精神的

負担/両者共に好きという気

持ち/両者の言い分の理解/

暴言に対する驚きと恐怖/気

持ちの晴れなさ/

対立する両者に共感できる

状態の気持ちの複雑さ/自

分の意見を決めることでの

心の落ち着き

対立する意見の両者ともに共

感できる複雑な気持ちによる

精神的負担

16 曽我

なるほど。私結構ニュースでそれが取り上げられてて、ニュースとか

で取り上げられて見たってぐらいだったんですけど。結構そんな荒れ

たんですか？

17 ⑥

そうですね、まあ私が荒れてるのを追っちゃうっていうか、暇人だった

ので、すっごい見ちゃってたっていうのもあるんですけど。表垢でつ

ぶやいている人も多くて。裏垢で愚痴る人って結構いると思うんです

けど、表の方のアカウントでもすごいちょっと怒った感じで言ってる方

が多かったので。すごいやっぱり。

荒れてる/追っちゃう/暇人/

見ちゃってた/表垢/裏垢/愚

痴る人/結構いる/怒った感

じ

18 曽我 結構本人の目が届くところで言ってたっていう。 目の届くところ

19 ⑥ そうですね。

20 曽我
ちょっと、言える範囲でいいんですけど、どういう意見とかがあったと

かって覚えてますか？

21 ⑥

そうですね、結構その、NがEにお世話になってるっていう考えが結構

みんなあって、そのe3くんがプロデュースのこととかすごい宣伝して

たから、それであったのに、それでそんなことを言うんだとか。まあ

後、n2くんがe4くんが好きってずっと公言してるんですけど、なんか

そのn2くんがそうやって言ってるのに、e2さんにはそういう感じなん

だとか。あとその2人はもう売れなくていいとかなんか言ってる方がい

て。強い、みたいな。

お世話になってる/みんな

あって/プロデュース/宣伝/

そんなこと言うんだ/好きっ

てずっと公言/lさんにはそう

いう感じ/売れなくていい/強

い

先輩後輩関係/お世話に

なってる先輩を裏切る行為/

先輩の気遣いを無碍にした

行為/グループ内の先輩に

よる言動の違いに対する反

発/尊敬していない言動/売

れなくていい/

先輩後輩の関係性の強さによ

る、後輩の裏切り感に対する

攻撃

22 曽我

なるほど。普段は結構その表垢とかだと、あれですかね、いいところ

言ったりとか、そういうテンションで、裏垢とかは結構活発に活動して

たりするんですかね。普段からの裏垢の投稿頻度が増えたとか…

活発に活動/投稿頻度/.増

えた

裏垢の活動頻度/愚痴の量

の実質的な変化

23 ⑥

ああ確かに、それはちょっと普段より探っちゃったって感じが結構あっ

て。そのEのファンの方は結構、裏垢でも結構、それはないよみたい

なこと言ってるし、Nのファンはファンで、Eのファンやば、みたいな。結

構、悪いっていうのはわかるけど言いすぎだよね、みたいなことを結

構やってて。全然関係ないのに板挟みみたいな気持ちになって。

普段より探っちゃった/裏垢/

それはないよ/やば/わかる

けど言いすぎ/結構やってて

/関係ない/板挟み

普段と比較した検索頻度の

増加/裏垢での愚痴/騒動へ

の理解と批判/やばい/想定

を超えた暴言に対する驚き/

両者に共感できるジレンマ/

無関係にも関わらず感じるジ

レンマ

自分から両者の対立に巻

き込まれている自覚

24 曽我

なるほど、確かに。そのTwitterでチャットにいろいろ言ってた人たちっ

て、普段はTwitter上とかで関係のある人ですか？それともあんまり

なくて、タイムラインに流れてくるから、みたいな。

普段/関係のある人/あんま

りなく/タイムラインに流れて

くる

意見の発言主との関係性

ファン活動とそれ以外の活動

のバランスを鑑みた「推しやす

さ」の重要性/負担が大きすぎ

るファン活動からの回避

ある程度の負担も受け入れる

ほどの没頭

炎上の積極的閲覧/裏垢（舞

台裏）での内容の表垢（表舞

台）への進出と攻撃の増加

普段以上の愚痴の検索頻度

の増加と目にする意見の多様

性/騒動と直接的には無関係

にもかかわらず感じる葛藤

ファンの発言閲覧の習慣/騒

動による否定的発言の閲覧頻

度の増加

Nの例外性/恥ずかしい

炎上の積極的閲覧/炎上を

追いかける習性・傾向/暇人

/無意識のうちに見ていた/

裏垢での愚痴の一般性/表

垢での愚痴の多さ/怒ったよ

うなコメントの多さ/誰に見ら

れてもいい場所での愚痴の

多さ

炎上が気になってしまう/表

舞台（表垢）と舞台裏（裏

垢）の両方が表舞台に晒さ

れている現状（ゴフマンのド

ラマツルギー）/表立ってみ

られてもいいと思える意見
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25 ⑥

そうですね、なくて、で、元々Nとかでパブサするのが好きっていう

か、結構暇な時に見て、ファンのテンション高い発言とか見るのが好

きなんで。けど、そういうのがあると結構一気に違う内容にいくので、

それで目に入るってことが多いっていう。

なく/パブサ/好き/暇な時/

テンション高い発言/一気に

違う内容にいく/目に入る/多

い

恒常的なNの検索/ファンの

発言の閲覧を好む/ハイテン

ションな発言/騒動をきっか

けとした流れてくる投稿の変

化/否定的発言を見る頻度

の増加/否定的発言が流れ

てくる頻度の増加

関連した投稿の受動的閲

覧が起こるTwitter

・ファンのハイテンションな

発言を見るのが好きなの

はなぜか

26 曽我

調べてそこを辿っていって。なるほど。なんとなく板挟みみたいなのっ

て、まあその、Eの熱が下がったっていうよりかは、そのファンの意見

に挟まれているのがしんどかったみたいな感じ？

辿っていって/板挟み/熱が

下がった/ファンの意見/挟

まれている/しんどかった

ファンの意見による板挟み/

板挟み状態の高い精神的負

担

27 ⑥

そうですね、あとはまあちょっと、そのEの熱、Eそのものへの熱ってよ

りは、E担っていう存在がちょっと怖いなというか。集団にいるのが怖

いなあみたいな気持ちには。

Eそのものへの熱/E担ってい

う存在/怖いな/集団にいる

のが怖い

ファンに対する恐れ/ファンの

集団/E担の集団の中にいる

ことの恐れ/

28 曽我
なるほど、なんかその、E担って言うひとくくりにされるのが怖いみた

いな。
ひとくくり/怖い

29 ⑥

そうですね、まああと、自分がNめっちゃ好きだから、受け入れられな

いんじゃないかなっていうか。もう同じグループにはならないんだろう

なみたいな感じの。で、その時期露出もすごい少なかったですし、自

分のEのファン活動っていうのもほぼ無かったんで、そういう意味でも

あんまりE担ではないのかもしれないみたいな、なんとなく。

Nめっちゃ好き/受け入れら

れないんじゃないかな/同じ

グループ/ならない/露出/す

ごい少なかった/ファンの活

動/ほぼ無かった/E担では

ないのかもしれない/なんと

なく

・E担からの承認が必要

な理由

30 曽我

なるほど。その時Eの活動自体が少なかったかなと思うんですけど、

Eのファン活動結構ちゃんとやってる時って、具体的にどういう推し方

してたんですかね。そうですね、CD買う量とか、twitterのつぶやくこ

ととか、現場行く回数とか、そういうあたりで。

31 ⑥

そうですね、CDとかは、基本的に全形態、その大学生の後半の時

は、基本的に全形態買ってて。でも１枚ずつですけど。で、twitterと

かは、E垢自体はあんまり持ってなくて、どっちかって言うと、本当に

リア垢の方で、大学の友達とかもいるアカウントでめちゃくちゃつぶや

いてるみたいな。なんで、普通にアルバム期間とかは、もう当たり前

のように、買ったとか、アルバムでか、とか、ひたすら書いて。あと現

場は今年めっちゃ行ってます、３公演行ったんですけど。行ける時に

行きたいなっていう、思ってて、なんで結構当たったら何公演でも。

普段は２公演ぐらい。ドームツアー２公演ですね。

CD/全形態/後半/1枚ずつ

ですけど/E垢自体/持ってな

く/リア垢の方で/めちゃくちゃ

呟いてる/アルバム期間/当

たり前のように/ひたすら/今

年はめっちゃ/行ける時に行

きたいな/当たったら何公演

でも

CDの全種類購入/E担専用

のTwitterアカウント保持なし

/リア垢でのE関連の発言の

多さ/当然のようなつぶやき

の増加/ライブは参加できる

時に行く/行ける分は

E担としてのTwitterアカウント

の未保持と、リア垢内でのEに

関する発言

・ライブは何公演分くらい

申し込むのか

32 曽我
そうなんですね。それが、その時期はもともと減ってたって感じです

かね。

33 ⑥

そうですね、今年の夏なので、もう現場も一年以上行ってなくて。CD

も売ってなくって、アルバム出すって言ってるけどいつなんだろうみ

たいな。

現場/一年以上/売ってなく/

アルバム/いつ

アルバムの販売時期の不明

確性/観劇機会の減少

仕事量の減少と比例したファ

ン活動の減少

34 曽我

そうなんですね、確かに。それでその騒動があって、一時期テレビで

Eをみるのを辞めたって書いてもらってたんだと思うんですけど、テレ

ビのみる量が減ったって感じですか？それともTwitterとかで多分映

像とかも流れてくると思うんですけど、そういうのも減ったりとかした

のかなと思って。

35 ⑥

《レギュラー番組A》とかも見なくなって、しばらく。そもそも毎週見て

たわけじゃないんですけど、《レギュラー番組A》とかでも、自分から

テレビチャンネル変えることはしばらくなくて。で、映像も、リア垢だっ

たのであんまり流れて来なかったのと、それこそEのファンの方も

Twitterとか見るの好きだったんですけど、それ見ている途中でスク

ロールしてたら、どっかで出てくるので、なんか怒ってるみたいな。見

ないようになりましたね。

見なくなって/毎週見てたわ

けじゃない/自分から/映像/

あんまり流れてこなかった

/Twitterとか/スクロール/

どっかで出てくる/怒ってるみ

たいな/見ないように

レギュラー番組閲覧の不定

期化/受動的な番組の視聴

/Twitterでの映像の遭遇率

の低さ/E担のツイート閲覧

への熱中/E担のツイートの

騒動に対するコメントの頻発

性/騒動に対するツイートの

回避/E担のツイート全体の

閲覧の自己抑制

Twitterでの不快な投稿か

らの意識的回避/元々のレ

ギュラー番組視聴の熱量

低下

36 曽我
なるほど。なんだろう、検索とかはするけど、悪いことは目に入らない

ように。

検索/悪いこと/目に入らな

いよう

悪い意見の回避としての

Twitter閲覧の自己抑制

37 ⑥ うん、そうです。

38 曽我 早くスクロールしてみたいな。

39 ⑥

うん、そうですね。もうその何週間とかに結構早めにツアーとアルバ

ムが発表されたので、そっからは割と普通に。楽しくなっちゃったの

で、戻ったんですけど。

ツアーとアルバム/発表/割

と普通に/楽しく/戻った

40 曽我

なるほど。具体的にどれくらいですかね、復活したの。ちょっと燃えて

から、ツアーの発表とかで気持ちが復活したところまで、どれぐらい

ありましたか？

41 ⑥

そうですね、あれの発表されたタイミングで、だんだん否定的意見よ

りも、みんなEのファンがみんな完全にEの方に向くようになったの

で、割とそこで、あんまり気にしなくなって。Eそのものへのモチベー

ションが復活したのは、そのツアーが発表されたタイミング。発表の

仕方がすごいテンション上がる感じだったので。

発表/否定的意見/Eのファン

/完全にEの方/あんまり気に

しなく/モチベーションが復活

/ツアーが発表/発表の仕方

/テンションあがる

42 曽我
テンション上がる感じ…どんな感じですか？私あんまり覚えてないん

ですけど、簡単に。

43 ⑥

《 E出演動画》で、結成日？デビュー日？全国デビュー日に、すご

い、だんだんだんだんみたいな感じで発表されたから、それで結構

楽しくなっちゃって。で、その週に《フェス》があったんですよ。幕張メッ

セやってて、それに行って。これがめちゃくちゃ楽しくて。っていうのが

ありますね。だからその辺で、1カ月ぐらいですね、だから。

全国デビュー日/だんだん/

結構楽しく/《フェス》/めちゃ

めちゃ楽しくて/その辺/1ヶ

月ぐらい

全国デビューという記念日/

ツアー・アルバム発表による

モチベーション増加/1ヶ月で

のモチベーション復活

44 曽我

なるほど。じゃあ、ちょっと燃えてから見るのをやめて、で最終的には

ツアーの発表とかそのフェスとかで結構もう気持ち的に盛り上がっ

て、その間って、Eの映像とかテレビとかを、また復活して見出したの

は、結構その間の、どこら辺にありますか？

45 ⑥

そうですね、いつだろ、でもけっこうそれこそ、本当になんか、そのあ

とかもしれない。テンションが盛り上がってきて、その後ぐらい、直後

ぐらいから見始めるように。

テンション/盛り上がってきて

/直後ぐらい

Eに対する熱狂の復活/動画

公開直後のモチベーション

復活

46 曽我 じゃあフェスとかって、元々行く予定だったんですか？

47 ⑥

そうです。もう応募自体はその炎上とかの前からあったので、そのタ

イミングで知ってて。で、なんかフェスのその日の、帰ってきた直後ぐ

らいに《フェスの関連レギュラー番組》が放送されてたんですよ。で、

《フェスの関連レギュラー番組》とかを普通にみたいって思って見るよ

うになって。

応募自体/炎上とかの前/

フェスのその日の/《フェスの

関連レギュラー番組》が放送

/普通に見たいって

炎上前のフェス応募/フェス

後のレギュラー番組の視聴

可能化/レギュラー番組視聴

に対するモチベーション復活

炎上後のフェス参加機会によ

るモチベーション復活

48 曽我
じゃあその、Eと触れる場所は元々あって、そこからテレビも見るよう

になった、っていう？

49 ⑥ はい。

50 曽我

そうですね。なるほど。そこはその、結構アーティストの中で炎上とか

を追いたい性格でみたいなのも、一言書いていただいてたかなぁと思

うんですけど、なんか最近また別に追いかけてしまった炎上ものとか

ありますか？

51 ⑥

ええ、なんだろう。全然自分の界隈と関係ないところだと、Iのペンライ

トのこと。ちょっと強制？わからないけど、とかはすごい、そういうふう

にいろんな考えがあるんだなーと思って見ちゃう。あと直近だと、同じI

で、なんだっけな、ファンサ？を30分、公演中に時間があいた時に、

ポーズとかじゃなくて30分ファンサしたことによって、後列の人とかが

すごい悲しかったみたいな。もう前列の人ばっかりにファンサをし続

ける、練り歩く時間みたいになってたみたいで。それを、後列とかに

行った人が地獄だったみたいな感じで。なるほどと思って。

自分の界隈/ペンライト/強

制？/いろんな考え/ファン

サ？/30分ファンサ/後列の

人とか/すごい悲しかった/

練り歩く時間/地獄/なるほど

ペンライトを強制する発言/

多様な考えの存在/ファン

サービスの取り扱いについて

の発言/悲しいという意見/

納得/理解

他グループでの騒動に対する

興味

52 曽我 なるほど、ですね。ちょっとI多いですね。

・ファン同士で感じた嫌な

ことと、担当の仕事量減

少は一緒に起こるのか

・一緒に起こる場合、仕事

が決まればいつでも帳消

しになってポジティブにな

れるのか

ファンからの、ファンとしての承

認不安/仕事量の減少によ

る、ファンとしての不安意識と

懐疑心

Twitterにおける騒動へのコメ

ントの若干の回避

新しい仕事の決定によるポジ

ティブな気持ちの引き起こし

ファンを楽しませる工夫の実感

によるモチベーション向上

ファンの発言閲覧の習慣/騒

動による否定的発言の閲覧頻

度の増加

同じファンだと見られる/E担

に許容してもらえないかもし

れないという恐怖/E担への

伺い/同じファンとしてはいら

れないのではないか/仕事

が少ない時期/仕事量の少

なさに伴うファン活動の消滅

化/ファン活動の少なさによ

るファンとしての自覚低下

新しい仕事発表による騒動

の収束/ファン活動の楽しさ

復活/騒動に関する言及の

減少による患いの減少/精神

的負担の減少/発表の仕方

に対する工夫

E担からのE担としての承認

不安/自分がE担であること

に対する不安意識・懐疑心

/



51 

 

 

53 ⑥
そうなんですよ、多分母数が多いから、それとかもすごい多いんだと

思うんですけど。

多分母数が多い/すごい多

い

ファンの人数と炎上頻度の

相関性の示唆

ファンの人数が多いほど騒動

も多いとの考察

54 曽我 じゃあジャニーズを追いかけがちっていう。 ジャニーズ/追いかけがち

55 ⑥ そうですね。楽なんで。 楽

56 曽我 楽っていうのは、Twitterとかで流れてくるからですかね。 Twitter/流れてくる

57 ⑥

そうですね。あとなんとなく、全体像が分かってるっていうか。《ジャ

ニーズ以外のアイドルグループ》とか、システムがわからないという

か。なんとなく全体像わかんない、追えないな、と思って。

全体像/システムが分からな

い/なんとなく/追えないな

58 曽我

その炎上とか、まあEに関係なく、ジャニーズ関連とかで炎上とか追

いかけていって、他EとかEとNにその挟まれた件以外は、結構しんど

くなったりとかっていうのはないですか？

炎上/ジャニーズ関連とか/

しんどくなったり

炎上の閲覧による精神的負

担が大きかった経験

59 ⑥
そうですね。あとはもうシンプルにNが叩かれて見てられんってなっ

たことは、何回かありますけど。

シンプルに/Nが叩かれて/

見てられん/何回か

担当の炎上による苦痛や傷

心/複数回

60 曽我
なるほど。そういう、何か覚えてる、叩かれてたことあったら教えて欲

しいですけど。

61 ⑥

これ2個あって連続してたんですけど。1個はなんか《ブラウザゲー

ム》の、《コスプレ名言塾：配信番組》っていうなんか配信で、《ブラウ

ザゲーム》の名前を出して叩かれて。それがなんかわかんなくて、自

分で《ブラウザゲーム》全く知らないので、なんで叩かれてるんだっ

て思いながらずっと見て追って。でも暴言が凄かったんで、結構グサ

グサに、勝手にきたのと。

連続してた/名前を出して叩

かれて/わかんなく/《ブラウ

ザゲーム》全く知らない/な

んで叩かれてる/ずっと見て

追って/暴言/結構グサグサ

/勝手に

度重なる炎上/他界隈の名

前を出したことによる炎上/

炎上理由に対する理解不可

能さ/炎上元のコンテンツに

対する知識の無さ/暴言に対

するショック/自分の意思で

見て傷つく

62 ⑥

あとはあれですね、n3くんが《週刊誌》に撮られた時に、結構いろん

なところから叩かれてたんで、《女性アイドルグループ》のファンの方

と、e3くんのファンの方と、あとシンプルにジャニオタの人たちに一斉

に攻撃したんで、おう、と思って。

《週刊誌》に撮られた時/叩

かれてた/ジャニオタの人た

ち/一斉に攻撃/おう

各方面からの批判/一斉攻

撃に対する衝撃/批判の多さ

に対するたじろぎ

63 曽我
最初の《ブラウザゲーム》の方の暴言がすごかったみたいなのは、

言葉がそもそも結構きつい言葉だったっていう感じですか？

暴言がすごかった/きつい言

葉

64 ⑥

そうですね、すごい多分その《ブラウザゲーム》自体への愛がすご

いので。そんな貶めるなんて信じられないみたいな感じだったんです

けど。あと結構そのn2くんが言ってたんですけど、n2くんの容姿とか

にすごい言及してる人もいて。全然そんな、かっこよくないのにそん

なこと言うのみたいな、なりきれてないから、みたいなのを言ってくる

人がいて、へえ、みたいな。

《ブラウザゲーム》自体への

愛/貶める/信じられない/容

姿とか/すごい言及/カッコよ

くない/なりきれてないから/

へえ

・愛情が強いと感じた理

由は何か

65 曽我

なるほど、そうなんですね。それは《ブラウザゲーム》の時はそれを

見た時で結構追いかけちゃったっていう感じだったのかなと思うんで

すけど、見なくなったりしたんですか？Nの、何か追いかけたりとかす

るのに変化があったとか。

66 ⑥
それ自体で、見なくなったとかはないです。その原因になった動画は

見れなくなりましたけど、特にないですね。

見なくなったとかはない/原

因になった動画/見れなく/

特にない

・原因となった動画を見れ

なくなったのは何故か

67 曽我 すごいなあって追いかけてるっていうぐらい。ちょっと複雑な気持ち。 複雑な気持ち

68 ⑥ そうですね。

69 曽我

なるほど。もう1つ、《週刊誌》に撮られたのは、私も結構追いかけ

ちゃったんですけど。私も結構みかけてたんですけど、それも結構E

担とN担に挟まれて、 間に《女性アイドルグループ》のファンの方もい

ると思うんですけど。そのn3くんの《週刊誌》の件と、Eのe2担が怒っ

ちゃってって件、何か違いとかってありましたか？感じたこととか、行

動とか。

《週刊誌》に撮られた/追い

かけちゃった/挟まれて/何

か違い/感じたこと/行動

他の事例との比較/感じたこ

とや行動の相違点

70 ⑥

そうですね。基本的にどっちも、自分がそのNに対してのスタンスは

変わってなくて。ジュニア担だからというか、やめられないというか、

辞めるってことはしばらくテレビ見ないとかグッズ買わないとか、

youtubeみないとかじゃないですか。数字がどうとかすごい言う世界

になっちゃってるから、それができなくて、やめられなくて。

スタンスは変わってなく/ジュ

ニア担だから/やめられない

/テレビ見ない/グッズ買わな

い/youtubeみない/数字が

どうとか/やめられなく

Nに対して持っている姿勢の

普遍性/数字の重要性によ

るオタ活中断不可能な状況/

やめられない/

ジュニア担であること自体

の応援継続の理由化/ファ

ン活動の義務化

ファン活動の義務化/数字の

重要性と意識の高さ。

71 ⑥

基本そのNに対して変わってないんですよね。何ならn3くん擁護派

だったので。多分なんですけど、《週刊誌》の時はe3担の方がすご

いn3に怒ってる気持ちが全く分からなくて。なんで分かんないけど、

そんなe3さんが40歳から20歳に手を出すことあるみたいな感じで。

思ってたんで、奪われるって何みたいな、めっちゃ思ってたんです

ね。だから多分全く共感してなかったから、特にその板挟みってより

は、分かんなってなってたんですけど。その夏のやつ、e2さんのやつ

は、そのe2さんのことをディスられて嫌な気持ちがわかっちゃったか

ら、板挟みになったのかな。

Nに対して変わってない/擁

護派だった/気持ちが全く分

からなく/手を出すことある/

奪われるって何/多分全く共

感してなかった/板挟み/分

かんなってなった/ディス/嫌

な気持ち/わかっちゃった

Nに対するスタンスの不変性

/どの騒動でもNの味方の立

場をとっていたこと/共感不

可能/後輩に女性を奪われ

たという主張への理解不能/

両者の意見に共感できる時

のみ生じる葛藤

NとEの準拠集団間での葛

藤/重要な他者にとってど

のような感情を持っている

かにより、葛藤するかどう

かが決まる

対立するファンコミュニティで

の選択において、自分の考え

による選択可能性による葛藤

の解消

72 曽我
なるほど。そのn3くんの方は、e2担の人たちは、結構n3くんに奪わ

れたみたいな感じで怒ってるんですか？

e3担の人たち/n3くんに奪わ

れた

73 ⑥
そうですね。お世話になったのに先輩裏切るんだ、みたいなのを言っ

てる方が結構いて。うんってちょっと共感できなかったですね。

お世話になった/先輩裏切る

んだ/うん/共感できなかっ

た
74 曽我 それで、板挟みっていうよりかは、n3くんの方に寄ってたっていう。 n3くんの方に寄ってた

75 ⑥ そうですね。

76 曽我

なるほど。それを、どっちかっていうと、他のE担さんと、意見が違う

じゃないですけど、ちょっとなんか違うなって感じた経験になるのかな

と思うんですけど。そのE担として、その帰属意識が薄れるじゃないで

すけど、Eを追いかける気持ちが薄れるとかは、別になかったです

か？

意見が違う/なんか違うな/

帰属意識が薄れる/追いか

ける気持ちが薄れる

E担のファンコミュニティに対

する帰属意識の薄れ

77 ⑥

そうですね。なかったし、あんまり元々E担ではあるけど、E担の友達

がめっちゃいるわけじゃなくて、いつも特定の友達とずっと仲良く、現

場に来てるので、そもそもそんなにないんですよ。で、e3くんのときは

そんなに特に傷つかなくて。で、e3さんの時は元々あんまりないけ

ど、それ以上にe2くんのこと好きだけど、そんな傷付いてないみたい

な？みたいなのもあって。ちょっとモヤモヤというか。

E担の友達/いるわけじゃなく

/特定の友達/ずっと仲良く/

そんなにいない/特に傷つか

なく/e2くんのこと好き/傷つ

いてないみたいな？/モヤモ

ヤ

・ファンコミュニティの特徴

は、デビュー組/ジュニア

の分類で分けられるもの

か、固有性を持ったもの

か

78 曽我
なるほど。そのお友達っていうのは、リアルで付き合ってるみたい

な？
リアルで

79 ⑥ そうですね、中高の同級生なので。 中高の同級生

80 曽我

そうなんですね。ちょっとじゃ話戻るんですけど、e2担が言ってた頃

には傷ついたみたいなところは、感じた事としては、その、E担の、擁

護もわかるし、e2担の擁護もわかるし、でもe2くん好きだけどそんな

に傷ついてないし、3つぐらいあったみたいな感じですか。

E担の、擁護もわかる/e2担

の擁護もわかる/そんなに傷

ついてない

81 ⑥ うん、そうですね。

82 曽我

どっちの気持ちもわかるから、その時はちょっときつかったけど、まあ

自分のどっちの意見に共感するっていうのが結構ある時は、そんな

にしんどくなったり傷ついたりとかはしないって感じですか？

どっちの気持ちもわかる/き

つかった/共感する/しんどく

/傷ついたり

83 ⑥ そうですね。

84 曽我

ありがとうございます。あとはちょっとちなみにって感じなんですけ

ど、先ほどまでは結構NとEのファンにはさまれてるって感じだったと

思うんですけど、e1が辞める時とかもちょっとファンの間でもひと悶

着あった気がするんですけど、そういう時とかは特に、何かこうモヤ

モヤしたりとかは無かったですか？気持ちの変化とか。

85 ⑥

本当にファンの人とか、私がNのオタ垢をもってて、でそのNが好きに

なってからめちゃくちゃTwitterを見るようになったんですよね。e1くん

とかe5くんの時はあんまり自分の中でTwitter見るとかなくて。新聞に

出て知って、もう1人で大号泣するみたいな。帰り際のスーパーでナ

ポリタン見て泣くっていう意味分かんないけどしたんですけど。

Nのオタ垢/Nが好きになって

から/Twitterを見るように

/Twitter見るとかなく/新聞に

出て知って/一人で大号泣

N担になってからTwitterの専

用アカウントの開始/メン

バー脱退の悲しみの共有が

ない状態/新聞からの情報

収集/N担としてのTwitterの

常用性

担当に関連するものを見た

だけで生じる悲しみ/

N担になったことによる専用ア

カウント作成/担当に対する悲

しみの共有不可能だった状態

・一度目の脱退時に悲し

みの共有ができなかった

理由

86 曽我 めっちゃわかります、そんな気持ち。

Eのファンコミュニティの小規

模・日常性/Nのファンコミュニ

ティの大規模・オンライン性/E

担の帰属意識の薄れる可能

性の低さ/担当に対する攻撃

に傷つかないことへの複雑な

心情

対立する両者の意見への共

感と、担当への攻撃に傷つい

ていないことの発見による、葛

藤と複雑な心情

Nが一方的に攻撃されることに

対する精神的負担の大きさ

騒動の連続発生による鮮明な

印象/多方面からの攻撃とそ

の言葉の酷さによる傷心/知

識がないことによる炎上の不

安

炎上の原因となったコンテンツ

への愛情による「貶められた」

感覚の予測/担当の容姿に関

する否定的発言への不満

騒動になった動画に対する拒

否感/騒動によるファン活動へ

の影響力の小ささ

E担の主張への共感不可能性

による葛藤の未発生

炎上元の界隈での完成度

の重要性

ジャニーズ全体で一つの文化

としての認識/ある程度の界隈

の理解に伴う騒動に対する興

味

ジャニーズ全体としての

「自文化」としての認識/あ

る程度の理解がある界隈

のみ炎上を追いかける

連続して起こったことにより

印象に残った騒動/攻撃に

用いられる言葉とその量に

より傷心が大きくなる

Eについて、もともとファンコ

ミュニティの小規模さから影

響力の小ささ/日常で知り

合った友達で形成される

ファンコミュニティと、Twitter

上で形成されるファンコミュ

ニティの影響力/担当に向

けられた攻撃には傷つくべ

きだという前提

お世話になった先輩/先輩に

対する裏切り行為という主張

への共感不可能さ/n3を擁

護する姿勢

E担の友達の少なさ/E担の

友達＝日常生活で出会った

友達/自身のE担コミュニティ

の小規模さ/長い付き合い/

担当グループに対する否定

的発言に傷ついていない自

分の発見/複雑な気持ち/モ

ヤモヤ

対立する意見全てへの共感

/担当グループのメンバーへ

の否定的発言に傷ついてい

ない自分への疑心/騒動に

対する自分の立場明確時の

精神的負担の小ささ

Twitterでの閲覧回数の多さ

による同ジャンルの炎上検

索の多さ/全体像の把握によ

る炎上の把握しやすさ/構造

の未理解による騒動の把握

しづらさ

炎上元コンテンツファンの愛

情の大きさ故の炎上/貶めた

発言という見られ方/担当の

発言に対する拒否感の現れ

/担当の容姿に関する暴言/

批判に対する不満

炎上した動画閲覧の回避/

炎上に対する複雑な気持ち/

ファン活動全体に対する影

響力の小ささ
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87 ⑥

e5くんの時は結構、ちょっとだけTwitter見ましたけど、スピード速、み

たいな次の切り替えはや、みたいな話で、結構リアルで普段仲良くし

てる友達としゃべれたので、そっちで解決したというか。割と小さいか

なと思います。

ちょっとだけTwitter見ました/

スピード速/切り替えはや/

普段仲良くしてる/そっちで解

決した/割と小さい

リアルな友人との脱退につい

ての感情共有での解決/現

実的な観点での会話/精神

的負担の小ささ

88 曽我

結構Eの変化とかジュニアを追いかけてて、いろいろ、E側が変化した

りとかすることがあると思うんですけど、そういうのは友達としゃべっ

て解決したりとかすることが結構多いんですか？

N側が変化/友達と喋って解

決

89 ⑥ うん、そうですね。

90 曽我

なるほど。ちなみにEとかNでモヤモヤしてた事で、お友達としゃべっ

て気持ちが落ち着いたりとかっていう、そういう経験があったりします

か？

モヤモヤ/喋って/気持ちが

落ち着いたり

91 ⑥

そうですね、e5の時は本当に、大学でもE担の友達がいて。今は違う

のかな？元々E担の友達がいて、その友達とすごい、ライブも行って

たので、2人とも。ライブの時のこととかを話して、でもそうなっちゃっ

たから、しばらく追いかけるのしんどいよねって言いながら。それが共

有できたのがだいぶ。追いかけられないけど、しばらくはいいやみた

いな感じで。それからは結構その友達とは、7人の頃のDVDとかを結

構毎月見たりとかして、そっちで楽しめる状況ができたから良かった

のかな。

大学でも/元々E担/ライブも

行ってた/話して/しばらく追

いかけるのしんどい/共有で

きた/しばらくはいいや/7人

の頃のDVD/毎月見たり/

そっちで楽しめる状況

92 曽我

もやっとした気持ちを言って共有して、そしたらもう、7人の頃のDVDと

かもみれるようになって。5人のEも結構すぐみれるようになりまし

た？

93 ⑥

そうですね、バラエティとかって結構今までも人数少ない時とか、《レ

ギュラー番組》選抜だったりとかしてたから、そんなに違和感なく見

れて、現場自体がこの前のライブが初めてだったんですよ、5人の。

なので、その時にだいぶ落ちついて。

今までも/選抜/そんなに違

和感なく/この前のライブが

初めて/だいぶ落ち着いて

レギュラー番組の体制による

脱退後の映像視聴の受け入

れ

94 ⑥

いや、フェスが始めだったですよ、あれはフェスだったんで結構コラ

ボとかも多かったんですけど、それが結構楽しく見れてたんで、それ

でだいぶ見れるんだって思って。ライブも楽しいなって思いましたね。

フェスが初めて/コラボとかも

多かった/結構楽しく見れて

た/見れるんだ/ライブも楽し

いな

コラボの多い体制による新体

制の受け入れしやすさ

95 曽我

ありがとうございます。全体的にE担とかN担とかのつながりって多分

Twitterとリアルな大学とかの友達とっていう感じになるのかなと思う

んですけど、特にTwitterとかだと、荒れてオタクの活動に影響が出る

とかっていうところの、何か経験とか色々聞きたいなって今日は思っ

てたんですけど。それでネガティブな影響が出たっていうのは、結構l

担が怒った件ぐらいだったんですかね。普段Twitterとか追いかけて

る時は、そんなにオタ活に支障はないというか、気持ちの変化はあま

りないんですかね？

荒れて/オタクの活動に影響

/ネガティブな影響/e2担が

怒った件ぐらい/そんなにオ

タ活に支障はない/気持ちの

変化はあまりない

96 ⑥

ないですね。あとちょっとこれはよくないんですけど、裏垢というか、

愚痴垢みたいなのを一応持ってて、こっちに思ったことぶわーって書

いて発散する、みたいなことはあります。それがあるから、まだましな

のかなみたいな。

ない/よくない/裏垢/愚痴垢

/一応持ってて/ぶわーって

書いて発散/まだましなのか

な

・愚痴垢は誰かにフォ

ローされているものだった

のか

97 曽我 もやもやしたこととか、Eとかアイドルに対してって感じですか？ もやもや/アイドルに対して

98 ⑥

そう、なんかアイドルもだし、まあ最近よく愚痴るのキャパのこととか

なので。だから荒れたら、荒らしてる人たちというか、めちゃくちゃ言っ

てる人たちに、ええなんでってなるし。なんかNに関してだけなんです

よね、その呟いてるのは。Eに対しては何も思ってないので。Nに対し

ては、荒らしてる人とかに思ったこととか、キャパ狭すぎて絶対入れ

ないだろみたいなこととか、ひたすら書いてるっていうか。

アイドルも/最近よく愚痴る/

キャパのこと/荒らしてる人

たち/めちゃくちゃ言ってる人

/ええなんで/Nに関してだけ

/Eに対しては何も/ひたすら

書いてる

・愚痴垢の所持率

・愚痴垢の使用用途は一

般的なものなのか

99 曽我 なるほど。Eは特にないっていう…

100 ⑥ そうですね、Eは本当にリアルの友達だけでずっと、やってるので。 リアルの友達だけ E担としての活動の小規模性 E担の活動小規模性

101 曽我
なるほど、そうなんですね。じゃあ、Twitterの情報とかが結構重要に

なるのは、Nの方？

Twitterの情報/重要になる

/N

102 ⑥ そうですね。友達0の状態から始めたので。 友達0の状態から

103 曽我
結構じゃあ、Twitter上で友達とつながって情報仕入れてみたいなの

が、多いんですか？

Twitter上で/つながって/情

報仕入れて/多い

104 ⑥ そうですね

105 曽我

ちょっとさっきお話の中で、ジュニア担だから結構数字とか気にし

ちゃってみたいな話があったと思うんですけど、やっぱりそこは、ジュ

ニア担になったからっていうような認識があったり、したんですか

ね？Eのときはそんなに数字とか気にしてなかったのかなと思うんで

すけど、やっぱりNを好きになった時に、数字について気にするん

だって知ったみたいな、感じのことを、導入として…

ジュニア担だから/数字とか

気にしちゃって/ジュニア担に

なったから/数字について気

にするんだ/知った

106 ⑥

そうですね、元々こんなデビュー争いみたいな感じだと思ってなくて。

まだ私の頭の中はジャニーさんで止まってたので。どうせグルー

プって言っても、みたいな感じかと思ってたら、結構グループ固定

で、すごいバトルロワイヤルみたいな感じになって。そういうM対Nと

かK対Nみたいな感じになってるのが、凄いびっくりで。そんなに数字

自体気にし始めたのは、Qがyoutubeに参入するみたいな、ジュニア

チャンネル参入するってなって、すっごい数字が気になるようになっ

て。

デビュー争い/思ってなくて/

ジャニーさんで止まってた/

どうせグループって言っても

/グループ固定/バトルロワ

イヤル/M対Nとか/凄いびっ

くり/数字自体気にし始めた

/youtubeに参入/すっごい

数字が気になる

番号 発話者 テクスト
<1>テクスト中の注目すべき語

句

<2>テクスト中の語句の言いか

え

<3>左を説明するようなテクス

ト外の概念

<4>テーマ・構成概念

（前後や全体の文脈を考慮して）
<5>疑問・課題

ファン活動に関連する不満の

吐き出しのみである目的

ファン活動のフィールド決定要

因としての、日常生活の中で

の同担の存在

ジュニア担のデビュー争いの

熾烈さを目の当たりにしたこと

による、自身の活動により数字

を稼ぐことの重要性への気づ

き

友人との感情・意見共有と、脱

退メンバーの活動の速さによ

る悲しみの軽減

日常生活の中での相談できる

環境/旧体制の振り返りがで

きる環境/レギュラー番組の体

制変化なし/コラボの多いフェ

スにおける人数変化の違和感

がない実感/新体制への徐々

な適応への準備

愚痴垢（舞台裏）の積極的活

用による不満解消

日常生活の中で相談できる

時間の重要性/新体制へ

の徐々な適応を準備できる

体制

愚痴垢の利用による積極

的な裏舞台での不満発散/

ファン活動維持のために必

要な「不満発散口」

戦いのために自分の力が

必要であるという自覚/

長く深く仲良くしている友人/

応援することの負担共有/

ファン活動を休憩する意向の

共有/メンバー脱退前の映

像視聴による楽しみ方

炎上のファン活動への支障

がない/愚痴垢の利用による

不満の発散/愚痴垢利用に

よるファン活動の維持

愚痴垢でのファン活動全般

の不満発散/炎上を起こす

ファンに対する不満/Nにだけ

抱く不満/Eには不満を抱か

ない/ひたすら書くことが目

的

友達0の状態からのファン活

動スタート/Twitterの頻繁な

活用/情報収集のための利

用

友人との感情共有の重要性

デビュー争いの熾烈さの目

の当たり/デビュー争いの過

酷さ/数字を稼ぐことの重要

性/youtubeでの数字の必要

性認識/応援する=数字を気

にする

ストーリー・ラ

イン

⑥さんは元々、[ファン活動とそれ以外の活動のバランスを鑑みた「推しやすさ」の重要性]を感じており、[負担が大きすぎるファン活動からの回避]としてジュニア担になるのを避けていた。

さらに、アイドルを[年齢により区別する見方]をしていたが、Nに出会ってから[若いアイドルは満足できないという先入観の崩壊]が起きたことにより、[ジュニア担になるハードルを超える熱量でのファン活動]をするに

至ったため、[時間・金銭的負担の圧倒的増加]や[ある程度の負担も受け入れるほどの没頭]が生じた。

さらに、[ジュニア内ユニットを推すことによる元々の担当に対する推し方の変化とモチベーションの復活]が起こっていた。

EとNが関わる炎上騒動は、Nが出演する[普段見れない番組に対する待ち遠しさ]を抱えていた中、番組内で披露されたコントについて、[先輩後輩の関係性の強さによる、後輩の裏切り感に対する攻撃]が生じ、EとNの

ファンで対立が起こったものだったが、⑥さんはこの騒動に対して[コントを見る視線の多様性とそれらに対する理解]をしていた。

⑥さんはTwitter上の[炎上の積極的閲覧]をしてしまったので、[普段以上の愚痴の検索頻度の増加と目にする意見の多様性]を感じることとなった。また、[裏垢（舞台裏）での内容の表垢（表舞台）への進出と攻撃の

増加]も起こっているように感じていた。

その中で、[騒動と直接的には無関係にもかかわらず感じる葛藤]、つまり[対立する意見の両者ともに共感できる複雑な気持ちによる精神的負担]が増加した。また、Eに対しては[担当に対する攻撃に傷つかないことへ

の複雑な心情]もあった。

総じて、[対立する両者の意見への共感と、担当への攻撃に傷ついていないことの発見による、葛藤と複雑な心情]が発生したと言える。

この騒動中、[ファンの発言閲覧の習慣]があったので、[騒動による否定的発言の閲覧頻度の増加]が引き起こされていた。そのため、[Twitterにおける騒動へのコメントの若干の回避]が行われていた。

また、[ファンからの、ファンとしての承認不安]を抱えるようになった。[仕事量の減少と比例したファン活動の減少]があり、[仕事量の減少による、ファンとしての不安意識と懐疑心]も抱くようになっていた。

その後、Eの[新しい仕事の決定によるポジティブな気持ちの引き起こし]が起こった。この時、[ファンを楽しませる工夫の実感によるモチベーション向上]や[炎上後のフェス参加機会によるモチベーション復活]も同時に

起こっていた。

そのほかにも、[Nが一方的に攻撃されることに対する精神的負担の大きさ]を感じた経験もあった。

他界隈からの攻撃により、[知識がないことによる炎上の不安]を感じたり、[多方面からの攻撃とその言葉の酷さによる傷心]をしたりしており、これらの出来事は[騒動の連続発生による鮮明な印象]を与えていると考え

られる。

この攻撃を見る中で、[炎上の原因となったコンテンツへの愛情による「貶められた」感覚の予測]をしたり、[担当の容姿に関する否定的発言への不満]を感じたりした。

しかしこれらの騒動の後は、[騒動になった動画に対する拒否感]を感じたものの、[騒動によるファン活動への影響力の小ささ]がみられた。

また、このような騒動があっても[数字の重要性と意識の高さ]が形成されていたので、[ファン活動の義務化]になっておりファン活動が中止されることはなかった。

これは、[ジュニア担のデビュー争いの熾烈さを目の当たりにしたことによる、自身の活動により数字を稼ぐことの重要性への気づき]があったからである。

炎上騒動とNの担当への攻撃の２つの比較をする中で、[E担の主張への共感不可能性による葛藤の未発生]があったことより、[対立するファンコミュニティでの選択において、自分の考えによる選択可能性による葛藤

の解消]があることに気づいた。

また、元々[Eのファンコミュニティの小規模・日常性]・[Nのファンコミュニティの大規模・オンライン性]という特徴があり、特に[E担の活動小規模性]から[E担の帰属意識の薄れる可能性の低さ]も生じていた。

この時、[ファン活動のフィールド決定要因としての、日常生活の中での同担の存在]があった。

また、Eのメンバー脱退当時について、一度目は[担当に対する悲しみの共有不可能だった状態]だったが、二度目は[友人との感情・意見共有と脱退メンバーの活動の速さによる悲しみの軽減]が生じていた。

その後も[日常生活の中で相談できる環境]・[旧体制の振り返りができる環境]・[レギュラー番組の体制変化なし]の状況が整っていることや、[コラボの多いフェスにおける人数変化の違和感がない実感]を得る機会が

あることにより、[新体制への徐々な適応への準備]ができたので、映像の閲覧などに抵抗がなかった。

Twitterにおいて、[E担としてのTwitterアカウントの未保持と、リア垢内でのEに関する発言]が生じていたが、[N担になったことによる専用アカウント作成]が起こった。

さらに、[他グループでの騒動に対する興味]を持っていた。

これは[ジャニーズ全体で一つの文化としての認識]をした上での、[ある程度の界隈の理解に伴う騒動に対する興味]であった。

他グループの騒動を追いかける中で、[ファンの人数が多いほど騒動も多いとの考察]も生まれていた。

また、[愚痴垢（舞台裏）の積極的活用による不満解消]も行っていた。これは[ファン活動に関連する不満の吐き出しのみである目的]のもと行われていた。
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SCAT(Steps for Coding and Theorization)を使った質的データ分析

さらに追究す

べき点・課題

・アイドルとしての完成度の高さとは何か

・ファンのハイテンションな発言を見るのが好きなのはなぜか

・E担からの承認が必要な理由

・ライブは何公演分くらい申し込むのか

・ファン同士で感じた嫌なことと、担当の仕事量減少は一緒に起こるのか

・一緒に起こる場合、仕事が決まればいつでも帳消しになってポジティブになれるのか

・愛情が強いと感じた理由は何か

・原因となった動画を見れなくなったのは何故か

・ファンコミュニティの特徴は、デビュー組/ジュニアの分類で分けられるものか、固有性を持ったものか

・一度目の脱退時に悲しみの共有ができなかった理由

・愚痴垢は誰かにフォローされているものだったのか

・愚痴垢の所持率

・愚痴垢の使用用途は一般的なものなのか

ストーリー・ラ

イン

⑥さんは元々、[ファン活動とそれ以外の活動のバランスを鑑みた「推しやすさ」の重要性]を感じており、[負担が大きすぎるファン活動からの回避]としてジュニア担になるのを避けていた。

さらに、アイドルを[年齢により区別する見方]をしていたが、Nに出会ってから[若いアイドルは満足できないという先入観の崩壊]が起きたことにより、[ジュニア担になるハードルを超える熱量でのファン活動]をするに

至ったため、[時間・金銭的負担の圧倒的増加]や[ある程度の負担も受け入れるほどの没頭]が生じた。

さらに、[ジュニア内ユニットを推すことによる元々の担当に対する推し方の変化とモチベーションの復活]が起こっていた。

EとNが関わる炎上騒動は、Nが出演する[普段見れない番組に対する待ち遠しさ]を抱えていた中、番組内で披露されたコントについて、[先輩後輩の関係性の強さによる、後輩の裏切り感に対する攻撃]が生じ、EとNの

ファンで対立が起こったものだったが、⑥さんはこの騒動に対して[コントを見る視線の多様性とそれらに対する理解]をしていた。

⑥さんはTwitter上の[炎上の積極的閲覧]をしてしまったので、[普段以上の愚痴の検索頻度の増加と目にする意見の多様性]を感じることとなった。また、[裏垢（舞台裏）での内容の表垢（表舞台）への進出と攻撃の

増加]も起こっているように感じていた。

その中で、[騒動と直接的には無関係にもかかわらず感じる葛藤]、つまり[対立する意見の両者ともに共感できる複雑な気持ちによる精神的負担]が増加した。また、Eに対しては[担当に対する攻撃に傷つかないことへ

の複雑な心情]もあった。

総じて、[対立する両者の意見への共感と、担当への攻撃に傷ついていないことの発見による、葛藤と複雑な心情]が発生したと言える。

この騒動中、[ファンの発言閲覧の習慣]があったので、[騒動による否定的発言の閲覧頻度の増加]が引き起こされていた。そのため、[Twitterにおける騒動へのコメントの若干の回避]が行われていた。

また、[ファンからの、ファンとしての承認不安]を抱えるようになった。[仕事量の減少と比例したファン活動の減少]があり、[仕事量の減少による、ファンとしての不安意識と懐疑心]も抱くようになっていた。

その後、Eの[新しい仕事の決定によるポジティブな気持ちの引き起こし]が起こった。この時、[ファンを楽しませる工夫の実感によるモチベーション向上]や[炎上後のフェス参加機会によるモチベーション復活]も同時に

起こっていた。

そのほかにも、[Nが一方的に攻撃されることに対する精神的負担の大きさ]を感じた経験もあった。

他界隈からの攻撃により、[知識がないことによる炎上の不安]を感じたり、[多方面からの攻撃とその言葉の酷さによる傷心]をしたりしており、これらの出来事は[騒動の連続発生による鮮明な印象]を与えていると考え

られる。

この攻撃を見る中で、[炎上の原因となったコンテンツへの愛情による「貶められた」感覚の予測]をしたり、[担当の容姿に関する否定的発言への不満]を感じたりした。

しかしこれらの騒動の後は、[騒動になった動画に対する拒否感]を感じたものの、[騒動によるファン活動への影響力の小ささ]がみられた。

また、このような騒動があっても[数字の重要性と意識の高さ]が形成されていたので、[ファン活動の義務化]になっておりファン活動が中止されることはなかった。

これは、[ジュニア担のデビュー争いの熾烈さを目の当たりにしたことによる、自身の活動により数字を稼ぐことの重要性への気づき]があったからである。

炎上騒動とNの担当への攻撃の２つの比較をする中で、[E担の主張への共感不可能性による葛藤の未発生]があったことより、[対立するファンコミュニティでの選択において、自分の考えによる選択可能性による葛藤

の解消]があることに気づいた。

また、元々[Eのファンコミュニティの小規模・日常性]・[Nのファンコミュニティの大規模・オンライン性]という特徴があり、特に[E担の活動小規模性]から[E担の帰属意識の薄れる可能性の低さ]も生じていた。

この時、[ファン活動のフィールド決定要因としての、日常生活の中での同担の存在]があった。

また、Eのメンバー脱退当時について、一度目は[担当に対する悲しみの共有不可能だった状態]だったが、二度目は[友人との感情・意見共有と脱退メンバーの活動の速さによる悲しみの軽減]が生じていた。

その後も[日常生活の中で相談できる環境]・[旧体制の振り返りができる環境]・[レギュラー番組の体制変化なし]の状況が整っていることや、[コラボの多いフェスにおける人数変化の違和感がない実感]を得る機会が

あることにより、[新体制への徐々な適応への準備]ができたので、映像の閲覧などに抵抗がなかった。

Twitterにおいて、[E担としてのTwitterアカウントの未保持と、リア垢内でのEに関する発言]が生じていたが、[N担になったことによる専用アカウント作成]が起こった。

さらに、[他グループでの騒動に対する興味]を持っていた。

これは[ジャニーズ全体で一つの文化としての認識]をした上での、[ある程度の界隈の理解に伴う騒動に対する興味]であった。

他グループの騒動を追いかける中で、[ファンの人数が多いほど騒動も多いとの考察]も生まれていた。

また、[愚痴垢（舞台裏）の積極的活用による不満解消]も行っていた。これは[ファン活動に関連する不満の吐き出しのみである目的]のもと行われていた。

理論記述

(1)[ファン活動とそれ以外の活動のバランスを鑑みた「推しやすさ」の重要性]は、[負担が大きすぎるファン活動からの回避]の考えを生み出す。

(2)アイドルを[年齢により区別する見方]をしていても、[若いアイドルは満足できないという先入観の崩壊]が一度起これば、[ジュニア担になるハードルを超える熱量でのファン活動]につながることがある。

(3)[ジュニア担になるハードルを超える熱量でのファン活動]が始まれば、[時間・金銭的負担の圧倒的増加]や[ある程度の負担も受け入れるほどの没頭]が生じる。

(4)[ジュニア内ユニットを推すことによる元々の担当に対する推し方の変化とモチベーション復活]が起こることがある。

(5)ローカル放送の番組の配信が行われるときは、[普段見れない番組に対する待ち遠しさ]を抱えることになる。

(6)[先輩後輩の関係性の強さによる、後輩の裏切り感に対する攻撃]に対して[コントを見る視線の多様性とそれらに対する理解]をするとき、[騒動と直接的には無関係にもかかわらず感じる葛藤]、つまり[対立する意見

の両者ともに共感できる複雑な気持ちによる精神的負担]が増加する。

(7)Twitterにて[炎上の積極的閲覧]をすると、[普段以上の愚痴の検索頻度の増加と目にする意見の多様性]を感じる。

(8)[裏垢（舞台裏）での内容の表垢（表舞台）への進出と攻撃の増加]が起こることがある。

(9)炎上に対して、[担当に対する攻撃に傷つかないことへの複雑な心情] を抱くことがある。

(10)自担のファン同士が対立するとき、[対立する両者の意見への共感と、担当への攻撃に傷ついていないことの発見による、葛藤と複雑な心情]が発生する。

(11)元々[ファンの発言閲覧の習慣]があると、[騒動による否定的発言の閲覧頻度の増加]が引き起こされるため、[Twitterにおける騒動へのコメントと若干の回避]が行われる。

(12)自担同士の対立により[ファンからの、ファンとしての承認不安]を抱えるようになる。

(13)[仕事量の減少と比例したファン活動の減少]が起こると、[仕事量の減少による、ファンとしての不安意識と懐疑心]を抱く。

(14)[ファンを楽しませる工夫の実感によるモチベーション向上]、[炎上後のフェス参加機会によるモチベーション復活]など、[新しい仕事の決定によるポジティブな気持ちの引き起こし]が起こる。

(15)[Nが一方的に攻撃されることに対する精神的負担の大きさ]は、[知識がないことによる炎上の不安]や[多方面からの攻撃とその言葉の酷さによる傷心]などが[騒動の連続発生による鮮明な印象]になることにより

発生する。

(16)担当への一方的な攻撃について、[炎上の原因となったコンテンツへの愛情による「貶められた」感覚の予測]をしたり[担当の容姿に関する否定的発言への不満]を抱いたりすることがある。

(17)担当への一方的な攻撃は、[騒動によるファン活動への影響力の小ささ]があり、[騒動になった動画に対する拒否感]のみ引き起こす。

(18)[ジュニア担のデビュー争いの熾烈さを目の当たりにしたことによる、自身の活動により数字を稼ぐことの重要性への気づき]を経験すれば、[ファン活動の義務化]により[数字の重要性と意識の高さ]維持される。

(19)[E担の主張への共感不可能性による葛藤の未発生]など、[対立するファンコミュニティでの選択において、自分の考えによる選択可能性による葛藤の解消]が生じる。

(20)[Eのファンコミュニティの小規模・日常性]・[Nのファンコミュニティの大規模・オンライン性]という特徴は、[ファン活動のフィールド決定要因としての、日常生活の中での同担の存在]により生じる。

(21)[E担の活動小規模性]から[E担の帰属意識の薄れる可能性の低さ]も生じていた。

(22)メンバー脱退時について、[担当に対する悲しみの共有不可能だった状態]になることがあるが、[友人との感情・意見共有と脱退メンバーの活動の速さによる悲しみの軽減]が行えることもある。

(23)[日常生活の中で相談できる環境]・[旧体制の振り返りができる環境]・[レギュラー番組の体制変化なし]の状況が整っていることや、[コラボの多いフェスにおける人数変化の違和感がない実感]を得る機会がある

と、[新体制への徐々な適応への準備]ができる。

(24)Twitterにおいて、[E担としてのTwitterアカウントの未保持と、リア垢内でのEに関する発言]が生じることもあれば、[N担になったことによる専用アカウント作成]が起こることもある。

(25)[ジャニーズ全体で一つの文化としての認識]をした上で、[ある程度の界隈の理解に伴う騒動に対する興味]である[他グループでの騒動に対する興味]を持っていた。

(26)他グループの騒動を追いかける中で、[ファンの人数が多いほど騒動も多いとの考察]が生まれることがある。

(27)[ファン活動に関連する不満の吐き出しのみである目的]のもと[愚痴垢（舞台裏）の積極的活用による不満解消]が行われる。
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付録 10：SCAT表⑦ 

 

番号 発話者 テクスト
<1>テクスト中の注目すべき語

句

<2>テクスト中の語句の言いか

え

<3>左を説明するようなテクス

ト外の概念

<4>テーマ・構成概念

(前後や全体の文脈を考慮して)
<5>疑問・課題

1 曽我

今日はFのことを聞きたいなと思ってて。担当への熱が冷めた経験の

ところで、F担幼稚だからちょっと文句言うのが嫌みたいなのを書いて

くれてたかなと思って。色々何個かいくつかあったのかなと思って、

ちょっとその経験を少し聞きたいなと思ってます。最近は結構現場も

当たってなくて行ってない感じかなとは思うんですけど、F担またなん

か言ってるわって思ったのは、最近はどんなことがありました？

2 ⑦

Lが夏の《ライブC》で、《Fの楽曲》っていう曲をやったんですよ。それ

をちょっとコントコーナーみたいな感じでLがやって。それに対してす

ごい怒って、まあ一部ではあるんですけど、そんなコントに使うなん

てみたいな、Fの大事な曲を、みたいな。別にコントじゃないの？みた

いな。そんな神聖な曲ではなくないか？みたいな。後輩がやってくれ

るなんて、それは嬉しいことだと思うし、FもLも好きだからこそ、そん

な、レポだけでF担は言ってるわけじゃないですか。

コントコーナー/怒って/一部

/コントに使うなんて/大事な

曲/神聖な曲ではなくない

か？/後輩がやってくれる/

嬉しいこと /FもLも好き/レポ

だけ

先輩楽曲のカバー/コントと

して楽曲を使うことへの文句

/先輩の楽曲の取り扱い/F

担の主張に対する違和感/

実際に見ていないのに文句

を言うことの違和感

楽曲の利用に対する誤った

解釈/実際のものを見てい

ないのに文句を言う理不尽

さ

先輩の楽曲カバーへの文句

に対する嫌悪感

3 曽我 そうですね、複雑な。

4 ⑦

はい。見てもないのに言わないでよっていうと。テレビとかでやったわ

けじゃないんで、ライブ行ったファンが、Lのファンが楽しめるならそれ

でいいじゃんみたいな。っていうものを言うのも違うなって思った。し、

BがFの曲歌った時も騒いでて。もうまた言ってるわと思って。

見てもないのに言わないで

よ/Lのファンが楽しめるなら

/違うな/BがFの曲歌った時

も/また言ってるわ

自分が意見を主張すること

への疑問/ライブに行った人

が楽しめたら良いと言う考え

方/騒動の頻発性/騒動が

起こる度に感じる呆れ

自分が反論するほどでもな

い葛藤/これ以上ことを荒

立てないように/実際に見

聞きしたもの以外に対する

主張の疑わしさ/F担の主

張の見当違いさ

実際に見聞きしていない人

からの文句に対する嫌悪感

/文句の頻出に対する呆れ

5 曽我
そうなんですね。そういうのは結構Twitterとかで言ってたみたいな感

じですか？

6 ⑦ はい、Twitterで。 Twitterで

7 曽我
言ってる人とかって結構F担として、交流があった人だったりしたんで

すかね？
交流があった人

8 ⑦

F垢を、中学生の時めちゃめちゃF垢をやってて、高校入ってからもう

消して。でFが来年15周年なんで、それの前にF垢復活させて、ちゃ

んと楽しく15周年お祝いできたらな、みたいな感じで思って復活させ

たんですけど。その雰囲気とか、好きじゃなくて。普通に普段オタクし

てる感じとかも、…もうFが1番みたいな考え方が多いイメージがあっ

て。F垢作ってたもののほぼ活動してないみたいな。で、タイムライン

とか見てたらそういう感じになって、あぁ、みたいな。

F垢/中学生のとき/消して/

来年15周年/F垢復活/楽し

く15周年お祝い/雰囲気とか

/好きじゃなくて/普段オタク

してる感じとか/Fが一番見た

いな考え方/ほぼ活動してな

い/あぁ、みたいな

9 曽我 F垢を復活させたのはいつ頃ですか、大学入ってからですか？
F垢を復活させた/大学入っ

てから

10 ⑦ 大学入って、去年ぐらいですかね。 去年ぐらい

11 曽我 復活したものの、あまり使わず、みたいな。 あまり使わず

12 ⑦ （頷く）

13 曽我 なるほど。じゃあその、タイムライン見るだけみたいな感じですかね。 タイムライン見るだけ

14 ⑦ そうですね。情報知るためだけみたいな感じですね。 情報知るためだけ

15 曽我

なるほど。特にめっちゃしてるわけじゃないけど、タイムラインに流れ

てきて、あー、みたいな。なんか、どういったことを言ってはりました

か？言える範囲でいいんですけど、F担の人とかが言ってたことの覚

えていることとか、印象に残っていることとかありますか。

どういったこと/覚えているこ

と/印象に残っていること

16 ⑦

なんかF担って、やっぱFが1番いいと思う人がすごい多いので。私は

結構現実を見るタイプの。Fのバラエティとかも、面白い回と面白くな

い回があるんですよ。今回全然面白くなかったじゃんって時に、

Twitterとかで、面白かったやっぱFって最高、みたいなのを見ると、

自分の感情と違いすぎて。真逆みたいな。

Fが1番いい/すごい多い/現

実を見るタイプ/面白い回と

面白くない回がある/やっぱ

Fって最高/自分の感情と違

いすぎて/真逆

17 曽我
なるほど。自担が1番みたいな人たちは、結構なんでも褒めまくるみ

たいな感じですかね。
なんでも褒めまくる

18 ⑦ （頷く）

19 曽我

普段F担の人のツイートとかだと、あんまり、否定までいかないけど、

面白くなかったとか、そういったどっちかというとネガティブな意見とか

は、あんまり流れてこないんですか？

ネガティブな意見

20 ⑦ そうですね。あんまり、見ない気がしますね、やっぱり。 あんまり

21 曽我 流れてきたことはありますか？ 流れてきたこと

22 ⑦ 全くないわけではなかった気がします。 全くないわけでは

23 曽我 でも、印象には残ってない？ 印象/残ってない？

24 ⑦ そうですね。

25 曽我
じゃあFが1番、みたいな感じが、すごい感じるって言ってたのは、結

構そういうツイートの内容とか見てっていう感じですかね。
そういうツイートの内容

26 ⑦ Twitterの投稿ばっかりですね。 Twitterの投稿ばっかり

27 曽我
なるほど。ちなみにF担の、リアルな、学校の友達とかと喋ったりする

ことはありますか？
リアル/学校の友達とか

28 ⑦

リア友でF好きな子がいて。その子は割と私と似たような感じで。そん

なに強くは推してないみたいな。f2が好きだった子なので。F担だけ

ど、仲良く喋れてますね。

リア友/割と私と似たような/

強く推してない/仲良く喋れ

て

29 曽我
そうなんですね。Fが1番みたいな感じも、その子からはそんなに感じ

ないっていう…
そんなに感じない

30 ⑦ （頷く）

31 曽我

そうなんですね、なるほど。じゃあアンケートの中とかで、Lがちょっ

と、《Fの楽曲》歌ったたみたいなところで、オタ垢消そうかなって思い

ました、みたいなの書いていただいてたんですけど。結局消してはな

いですか？

オタ垢消そうかな/結局消し

てはないですか？

32 ⑦
消してはないんですけど、もうツイートも全部消して、フォローもフォ

ロワーも0にして。もうないも同然みたいな状態になってますね。

消してはない/ツイートも全

部消して/フォローもフォロ

ワーも0/ないも同然

33 曽我

そうなんですね。その消そうと思ったのって、なんでなんだろうと思っ

て。アカウントを元から消さずに、フォローとフォロワーだけ消しちゃう

とか、そこら辺って、何か理由とかありますか？ちょっと難しい聞き方

しちゃってるんですけど。

消そうと思ったの/元から消

さず/そこら辺/何か理由

34 ⑦

なんだろう…多分消そうって思ったのは、別にF担の友達そんな

Twitterでわざわざ友達探ししてまでじゃないかなって。まあライブ行

くってなったら、そのリア友の子と行ってたのでずっと、その子と行け

ば大丈夫かなって思っちゃったし。アカウント消さずになんとなく残し

ているのは、まあ、なんか他のにハマった時に使えるかな、ぐらい

で。消さずにあるって感じですね。

Twitterでわざわざ/リア友の

子/大丈夫かな/他のにハ

マった時に/消さずにある

35 曽我
なるほど。じゃあもうそれぐらい、疲れたというか、しんどかったみた

いな感じだったんですね。
疲れた/しんどかった

36 ⑦

そうですね。F、今ライブやってて、そのチケットの転売とか。タグで見

れるじゃないですか。「F　チケット」とかで、タグ見てると、交換とかは

したらいいかなと思うタイプのオタクなんですよ。高額転売とか、普通

にそれは私はあんま好きじゃなくて、自分もやらないし、そこから買う

ことはないんですけど。高額転売の正義を振りかざしてツイートして

る人も多くて。こんな高額になるなんて、みたいな。よくわからん、み

たいな。

ライブやってて/チケットの転

売/タグで見れる/交換とか

はしたら/高額転売/あんま

好きじゃなく/自分もやらない

/正義を振りかざして/こんな

高額になるなんて/よくわか

らん

・チケットの高額転売につ

いて、正義感を振りかざし

たツイートとはどのような

ことを言っていたのか

日常生活での友人との盲目

的でない意見交換

オタクアカウント削除による

同担からの逃避

Twitter上での交友関係の不

必要性

チケットの高額転売に関する

Twitter上のやりとりに対する

嫌悪感/チケットの交換に対

する許容

Twitterを利用しないファン活

動後のTwitter利用による、

居心地のいいファン活動環

境の構築不足

共感を求めず情報収集目的

でのTwitterの活用

自担への盲目的な過大評価

に対する嫌悪感/自身の感

覚とのギャップによる違和感

/担当に対する批判的評価

による現実を見ている感覚

ポジティブな感情共有の場と

してのTwitterの活用

Twitterによる批判的評価の

不足というイメージ形成

・ポジティブな感情のみを

共有してネガティブな感情

は共有しなかったのか、そ

もそもポジティブな感情し

か生まれないのか

日常生活での友人の盲目

的思考の少なさ/単なる自

己開示度（担当に対するネ

ガティブな気持ちなど）の高

さ

・リア友（日常生活の中で

の友人）とは良好関係を

築きやすいのは何故か

TwitterでのF担からの逃避

Twitterで周年を盛り上げよ

うという気持ち/居心地の良

いファン活動環境の構築不

足/Twitterを利用しないファ

ン活動後のTwitter環境復

活

共感を求めないTwitterの

利用

担当に対する過大評価に

対する違和感/共感の価値

盲目性/他人との価値観共

有における等価値化の失

敗/現実をみる=過大評価

をしない、批判的に見ること

ができる

ポジティブな感情の共有場

所としてのTwitter

批判的評価を求める姿勢

/Twitterによるイメージ形

成

アカウントの実質的な削除

Twitterでの友達探しの必要

性の低さ/リア友との関係性

のみでの満足/Twitterアカ

ウントの再利用可能性

F担との交流に対する疲弊/

チケットの転売横行に対する

嫌悪感/チケット交換への許

容/高額転売に対する正義

感/高額転売を許容するよう

な発言に対する不理解

過剰に真面目すぎる考え/

過剰に目立つ注意に対す

る嫌悪感/空気を読むべき

だと気持ち

最低限の交友関係のみの

保持/Twitterでの交友関係

拡大欲求の、Twitter利用

での負担と比較した時の小

ささ

なんでも褒める/盲目的な見

方

普段の否定的ツイートの少

なさ/ポジティブなツイートの

多さ

自担を良く言うツイートの多

さ/自担に対して良いことし

か言わないことへの嫌悪感

リアルな世界での同じグ

ループの担当/リア友との交

友関係の良好さ/

自担に対する盲目さの少な

さ

Twitterでの知り合い/元々

交流がない人からの主張/F

垢の削除/周年のお祝いの

ためのアカウント復活/馴染

めない雰囲気/盲信的なファ

ンの雰囲気に対する嫌悪感

/投稿内容から感じる雰囲気

の不一致/F垢の活動減少

アカウントの復活時期/去年

アカウントをほとんど利用し

なかった

情報収集目的でのTwitter活

用

自担が一番良いという考え

方/空想的な考え/自身は現

実を見ているタイプという自

負/バラエティなどの感想の

違い/解釈違いによる嫌悪感

/自分の感情との違いの大

きさ/真逆な感想
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37 ⑦

ジャニオタやってると、交換は当たり前だし、割と当たり前のように譲

るチケットも、求めてる人も出てくるじゃないですか。だから、それにF

担は慣れてないのかなっていうのもあるし。事務所がちゃんとしたシ

ステムを作ってくれない限りどうしようもないなって。

交換は当たり前/譲るチケッ

ト/求めてる人/F担は慣れて

ないのかな/事務所が/シス

テム/どうしようもない

交換の一般性/チケット交換

の回避不可能な状況/事務

所側の責任

チケットの交換をせざるをえ

ない環境
チケット交換の一般性

38 曽我
ちょっと途中聞こえないとこあったんですけど、交換とか転売だめだ

よ、みたいな意見があったってことですか？

39 ⑦

何だったかな、行けない日があるから、交換に出すのも規約ではだ

めなんだよ、みたいな。確かにそうなんですけど、その後に、もう入

金しないとブラックリストに入るから、入金して空席になることをSNS

で謝罪するしかないみたいなツイートがあって。すごい衝撃で。入金

しなくても良くない？って思ったりとか。

交換に出す/規約ではだめ/

確かにそう/入金/ブラックリ

ストに入る/空席/SNSで謝

罪するしかない/衝撃/入金

しなくても良くない？

規約違反を厳守するよう求

める声/ライブに行けない日

の対応策に対する嫌悪感/

入金する必要性の主張に対

する違和感/チケットの取り

扱いの主張に対する衝撃

空席を作ってはいけないと

いう前提/過剰に規約を守

る呼びかけをすることに対

する違和感/謎の文化に対

する疑問

チケット交換という規約違反

に対する過剰な呼びかけ/ラ

イブの空席への対処法の主

張に対する違和感

・入金しないとブラックリス

トに入ることの真偽

40 曽我
そういう、交換とかそういうのダメだよみたいなのが、「譲ります」みた

いなツイートのリプとかにあったみたいな感じですか？
ダメだよ/リプ

41 ⑦

なんか、もう別にいいんですけど、そんなに、無駄に正義感ある人多

くて。いいこともあるんですけど、逆に浮いちゃう。それが浮いちゃうの

もF担の嫌なところで。

別にいい/無駄に正義感ある

人/いいこともある/逆に浮い

ちゃう

・正義感があることが良い

方向で生かされるときは、

どんな時か、具体的な経

験があれば

42 ⑦

盗撮とかもすごい多いんで、F担。中学の時とかに、Twitterで知り

合った子とライブに行ったんですよ、中学、高校の時に。仲良くなった

子とライブ行って。私は基本的にマナー守る人なので、その1公演し

か入る予定がなくて。その1公演にかけてるわけじゃないですか。一

緒に行く子は、高校生だけどバイトもしてて。お金もあるから何公演

か行けるみたいな子で。別にそれはよかったんですけど、その子もマ

ナーを守った方がいいよね、みたいな感じのタイプの子だと思ってた

んですよ、私は普通に。で一緒に入って、ライブ楽しかったねって一

緒に帰って喋ってる時に、スマホの録音画面が見えて。ちょっと止め

てるのが見えてしまって。あ、まじで録音してる人っているんだって

思って、その一緒に行った子が。それも、F担嫌いみたいな。

盗撮/多い/Twitterで知り

合った子/ライブ行って/基

本的にマナー守る人/1公演

にかけてる/お金もある/何

公演か行ける/それはよかっ

た/マナーを守ったほうがい

いよね/思ってた/スマホの

録音画面/録音してる人いる

んだ/一緒に行った子

盗撮が多い状況/ライブの

同行者の盗撮行為/参加す

る公演数の差/録音する現

場の遭遇/盗撮が現実に起

こっていることへの衝撃/自

身がマナーを守るオタクであ

るという認識/１公演にかけ

る想いの大きさ

実際に違反行為を目の当

たりにしたことでの衝撃/あ

る程度信頼していた人に対

する裏切り感/金銭的優遇

があり何度もライブに行け

る友人への羨ましさ/ある程

度のマナーを守ることの重

要性

ライブ中の録音を目の当たり

にした衝撃/ある程度信頼し

ていた人の違反行為による

裏切り感/マナーを守ること

を重視する姿勢

43 曽我
その一緒に行った人が、マナー守った方がいいよねって感じだと思っ

てたのは、これまでのツイートを遡って見ててとかですか？
ツイートを遡って見てて

44 ⑦

そうですね、普通に接してる分には、普通にマナー守る、ごく普通の

オタクだと。たぶん私が高校の時にF垢消してて。ですけど、LINEとか

ではその子繋がってて。で直前にそのアカウント復活させて、一瞬だ

け、F垢再開して。だけど全然見てなかったんですよ。その子が録音

しているっていう、事件のあとに、ちゃんとTwitterにその子のアカウン

ト見に行ったら、音源の交換を探す？の絵文字の、タグ避けの。

普通に接してる分/ごく普通

のオタクだと/LINE/繋がって

て/アカウント復活/アカウン

ト見に行った/音源の交換を

探す/タグ避け

45 曽我 そんなのあるんですね。

46 ⑦ 知らないですか？

47 曽我
Twitterの界隈の雰囲気とか、わからないことが多くて。あるんです

ね、そういうのが。

48 ⑦
そうなんですよ。で、そしたらまあそういうのめっちゃ出てくるんです

よ、F担のとか。で、検索避けして。

めっちゃ出てくる/F担のとか

/検索よけ

49 曽我 実は後から見たらあった、みたいな。 実は/後から

50 ⑦ こういう子に変わってたんだ、みたいな。 変わってたんだ

51 曽我 結構いろいろありますね。

52 ⑦ いろいろありますね。

53 曽我

ちなみに、1番最初にF担やってて、あれF担ちょっと違うかも、みたい

な思った経験で、1番最初ってどんな経験だったか覚えています

か？

ちょっと違うかも/一番最初/

どんな経験

54 ⑦

最初は、私はライブ会場でのマナーの悪さですかね、何て言うか。

色々ひっくるめて。ちょっと盛り髪とか？いわゆる「量産」の走りが多

分F担。今みたいな、ちゃんとかわいい量産って言ったらおかしいで

すけど、その普通にツインテールで髪くるくるでみたいな量産じゃなく

て、ギャルみたいな、もりもりでこれくらい（頭の上で高さを示して）ま

で髪の毛あるとか人とかもいて。わぁって思うし、すんごいヒールの

高いお姉さんとかもいっぱいいて。そういうのが、結構、真面目にオタ

クしてるこっちからすると、…

ライブ会場でのマナーの悪

さ/色々ひっくるめて/盛り髪

/「量産」の走り/かわいい量

産/ツインテールで髪くるくる

/ギャルみたいな/わぁって/

すんごいヒールの高いお姉

さん/真面目にオタク/こっち

からすると

55 曽我

盛り髪とか、駄目ですもんね。暗黙のルールなんですかね、アレ。何

か、ちゃんと言われてるやつなんですかね。私もあんまりわかんない

んですけど。

暗黙のルール/あんまりわ

かんない

56 ⑦ ヒールとかも暗黙の了解ですよね。 ヒール

57 曽我
でもあの最初ライブ行った時に、めっちゃ検索した覚えがあります、

そういうの。それはいつ頃ですか？中学生とか…？
めっちゃ検索した/いつ頃

58 ⑦ 高校生のころですね。 高校生の頃

59 曽我 初めてライブ行った頃ぐらいですか？ 初めてライブ行った頃

60 ⑦ そうですね。

61 曽我

確かに中高生らへんって盛り髪結構いっぱいいましたもんね、ライブ

行くと。懐かしいですね、なんか。けっこうこれまでも、多分F担の中

で、いろいろ違うなみたいなのがあったのかなと思うんですけど、結

構、《Fの楽曲》の、Lが歌って、のやつが1番大きいというか、最新か

なと思っていて。それまでのF担の、ちょっと違うなって言うのと、《Fの

楽曲》の1件のちょっと違うなっていうのと、違いとかってありました

か？特にこれが嫌だったとか。

62 ⑦

《Fの楽曲》までにあったF担の嫌なこととかは、F担が悪いっていう

か。なんていうんですかね、そのLの《Fの楽曲》の件は、Lをバカにさ

れてる感じもして。それまでのF担のあれは、別にF担の嫌なところっ

てだけで。そういうF担と関わらずに生きて行けば良い話だったんで

すけど。

F担の嫌なこと/F担が悪い

/Lをバカにされてる感じ/F担

の嫌なところってだけ/関わ

らずに

Lをばかにされたように感じ

た経験/F担だけで完結する

か否か/自担への攻撃が含

まれているか

自担を貶す発言の有無に

よる、その騒動の捉え方の

変化

自担を悪く言われることに対

する嫌悪感

63 ⑦

《Fの楽曲》の件は、Lってライブが大好きで、久しぶりにやるので、

ファンを楽しませようとしてやってくれてることだし、Lもバカにしようと

思って《Fの楽曲》を使ったわけじゃないですし。実際そのコーナーを

見たんですけど、《Fの楽曲》をバカにしてコントコーナーにしてるん

じゃなくて、ただふざけてるだけじゃないですけど。別に曲をダメにして

いるわけではないから。その、なんでそんなF担は…って思ったの

が。

ライブが大好き/久しぶり/楽

しませようと/実際/見た/バ

カにして/ただふざけてるだ

け/曲をダメにしているわけ

ではない/なんでそんなF担

は…

Lのライブへの想い/ライブを

楽しいものにしようという意

気込みに対する攻撃/曲の

価値を落としているわけでは

ない

担当のライブに対する想

い・こだわりを汲んでくれな

いことへの不満

担当のライブに対する想い

の解釈違い

64 曽我

そうですよね。けっこうこれまでF担ちょっと違うなあって思ったりした

こと、何回かあったと思うんですけど、それはFを推して行く中で、嫌

だけど関わらなかったらいいやぐらいで、割り切ってたって感じです

か？

Fを推していく中で/割り切っ

てた

65 ⑦

そうですね。もう嫌な人はすぐブロ解して、もうF垢開かないとか。Fの

熱量がすごかった時に、すごいもうCDとか買いすぎて。高校生、中

学生の頃とか、1番F担やってる時とかは、すごいちゃんと3形態買っ

て、高校生なのに。周りが買ってるから私も買わなきゃ、みたいな。

繋がってた子も同世代とかが多いんですけど、その子たちも買って

るなら私も買わなきゃみたいな。念に追われて。それもだんだんきつ

くなってきて。限られたお小遣いの中じゃないですか、学生の、若い

頃って。普通に学生とか、オタク以外のことでも遊びたいし。金銭的

な面も、結構Fから離れた理由かもしれないですね。

嫌な人はすぐブロ解/F垢開

かない/CDとか買いすぎて

/1番F担やってる時/3形態

買って/高校生なのに/周り

が買ってるから私も/同世代

/念に追われて/だんだんき

つく/限られたお小遣い/オタ

ク以外のことでも遊びたい/

金銭的な面/離れた理由

・「買いたい（購買欲求）」

なのか「買わなきゃ（強迫

観念）」なのか両方なのか

66 曽我

高校生のときに、Twitter消してる時期とかと被ってくるんですかね、

それって。高校生になって、ちょっと金銭面とかも含めて、ちょっとず

つ冷めてきた、みたいな。

Twitter消してる時期/金銭

面/ちょっとずつ冷めてきた

金銭面の負担とTwitterアカ

ウント削除の時期の重なり

熱量低下の一因としての金

銭的負担

違反行為の裏付け

周囲の購買量と合わせよう

とする強迫観念/高校生に

とっての金銭的負担の大き

さ

極端な正義感や牽制して目

立つことへの嫌悪感

ライブの録音という違反行為

の発覚により残念に思う気

持ち

ライブでの暗黙のマナーの

存在/派手な格好でライブに

参加するファンに対する衝撃

/マナーを守らないファンに

対する嫌悪感

暗黙のマナーを守ることの主

張

初めてのライブでの衝撃

嫌いな人との関係性打ち切

りの迅速的な対応/周囲の

購買行動に流された自身の

購買量の増加による疲弊

違反行為の発覚

違反を摘発されないような

工夫/違反行為が横行する

現状

ライブ参加の格好の暗黙

の了解/周囲に迷惑のかか

らない格好での参加が真

面目であるという考え方/派

手な格好で目立とうとする

ことへの嫌悪感/ジャニー

ズファン文化の基盤形成

苦手なF担に対する対応/関

わらないような対策/CDの購

入枚数の増加による負担/

周囲に流された購入/ファン

活動に金銭を注ぎ込む状況

になりかける/金銭的な負担

の増加による疲弊/F担から

離れる一因

交換に対する忠告/過剰な

正義感/目立つ行動への嫌

悪感

極端な言動を行う人に対す

る嫌悪感

アカウント復活時/後ほど投

稿を遡ったことで判明した盗

撮行動/録音交換のための

タグよけ文化/Twitterでの友

人とのLINEでの繋がり/録音

交換の裏付け発見

F担界隈での録音交換文化

/ライブ時と比較した時のマ

ナーの変化/録音の違反行

為の認識/残念に思う

ライブ会場でのマナーに対

する違和感が初めであるこ

と/「量産」と呼ばれる人々の

基礎/ギャルのような格好/

高いヒール/驚き/真面目な

オタクから見た違和感と嫌悪

感

暗黙のマナーを守ることの

主張

初めてライブに行った頃の

経験
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67 ⑦ そうですね。

68 曽我
そうですよね、結構、予約しよう！とかすごい流れますもんね。新曲

発表したりとかしたら。
予約しよう！とか/新曲発表

69 ⑦

Fって、私が中学高校の頃が1番人気だった、とか言ったら凄いあれ

なんですけど、勢いがあった時で。アリーナツアーからドームツアー

を毎年やって、みたいな流れが毎年あって。シングルとかも初回盤は

予約しないと買えないみたいな。高校、高１くらいとか。だからその熱

量に乗って最初は応援してたんですけど。10周年前ぐらいが、Fのす

ごい、めっちゃシングル出されて。すぐ、お金ない！みたいな、思い出

しました。

1番人気だった/勢いがあっ

た/毎年あって/予約しないと

買えない/熱量に乗って/10

周年前ぐらい/すぐお金な

い！見たいな

・どのようなところで勢い

があると感じていたか

70 曽我

なるほど、10周年ですね。なんの時かな…。私Fで1番覚えてるの

は、《ドラマC》とか、f3くんが1番ドラマに出てた時期とかは、すごく覚

えてますね。10周年だと、ぬいがたくさん出た時期ですか、もしかし

て。ぬいですかね、キャラクター化した時期ですかね、その辺って。

71 ⑦ そうです、キャラクターの。

72 曽我 なるほど、みんな持ってた覚えがあって、そこらへんの時期。

73 ⑦ あのグッズも、すごいいっぱい買ってた記憶がありますし。
すごいいっぱい買ってた記

憶

74 曽我 どれくらい使ってましたか、１公演で大体。 どれくらい

75 ⑦
親から、1万円以内に抑えなさいみたいな。でも1万5千円とか、お小

遣いためて。

親から/１万円以内に抑えな

さい/１万５千円/お小遣いた

めて

76 曽我 でも、買いたいってなっちゃうと、それくらいいったりしますもんね。

77 ⑦
それこそ一緒に行く友達とかが、グッズ全部買いたいみたいな。全部

買ったらもうすごい金額になるじゃないですか。

一緒に行く友達/グッズ全部

買いたい/すごい金額

78 曽我 やばいですよね。

79 ⑦ だからさすがにそれは出来ないし。でもほしいし。
さすがにそれはできない/で

もほしい

80 曽我

それが、ちょっとしんどいなあってなってきた、きっかけとかってありま

すか。覚えてたらでいいんですけど。なかったら、なんとなくでも全然

あれなんですけど。

きっかけ

81 ⑦

でも、その毎回3形態買ったら、収納する場所もなくなってくるし。通

常盤プレスか何かに、ポスターがついてくるんですけど。それまでは

初回盤だけっていうの中で、F担の熱量が上がっていくうちに、私も3

形態で買うようになって。初回プレスにポスターついてくるならそれも

買わなきゃみたいな感じで。で、CDの場所も増え、ポスターも増え、

CDって別に買ったらそれ以降見ないじゃないですか、あんまり。プレ

イヤーとかに入れて、iPodとかに入れて。ポスターも、別に貼らないタ

イプだったんで。ただのかさばるものがいっぱいできたみたいな感じ

で。大して曲も聴かないのにこんなに、いらなかったな、みたいな風

に思った感じですね。

毎回３形態/収納する場所/

なくなってくる/ポスター/そ

れまでは初回盤だけ/３形態

買うように/それも買わな

きゃ/増え/それ以降見ない/

別に貼らないタイプ/かさば

るもの/要らなかったな

82 曽我 こう、ふとした時に気付いちゃった、みたいな感じですかね。

83 ⑦ そうですね。

84 曽我

じゃあ、最後にって感じになるかなと思うんですけど。色々あって、ア

ンケートのところで、その後F担の熱どうなりましたか、みたいな質問

で、元通りにはならなかった、みたいなことを書いていただいてて。熱

量が戻らなかったっていうのは、現場に行く量が減ったとか、熱量

減ったなって感じた瞬間とかってありますか？

元通りにはならなかった/現

場に行く量が減った/熱量が

減ったなって感じた瞬間

85 ⑦

コロナで全然、ライブをやらなかったのが大きいかなと思います。コロ

ナ明けて、ライブ他のグループができるようになってからも、Fがライ

ブするのがすごい遅かったので、有観客で。今回の、秋ぐらいからの

ツアーでようやくっていう感じなんで。遅っていうふうに。っていう感じ

もあるし、個人の舞台とかはあったんですけど、f1くんの舞台があっ

たんですけど、医療系の学部に通ってて、実習が夏休みにあって、

実習の前2週間は、ライブとかそういう、県外移動も駄目でっていう。

バレないんですけど行っても、でも高齢者の多い施設に行く実習だっ

たので、もし私が感染して、私は発症しなくても、その施設の方に

移ってしまったら、と思うと応募できなかったですし。

ライブをやらなかった/他の

グループができるように/遅

かった/ようやく/遅っていう

ふうに/舞台/県外移動も駄

目/バレない/応募できな

かった

86 曽我
そういう、いけない状況が重なったら、なんとなく冷めていってって感

じで。
いけない状況/重なった

87 ⑦

コロナのときも、オンラインライブの一回やっただけっていう。他のグ

ループは割と何回かしてたイメージがあるんですけど、なくて。それ

でも会員費払ってるのかぁ、みたいな。

オンラインライブの一回やっ

ただけ/割と何回か/それで

も会員費払ってる

・現状ファンクラブは続け

ているか

・ファンクラブを辞めたこと

はあるか、どの基準でや

めるか

88 曽我
確かに会員費払ってるのって、ライブに行ってこそみたいなとこあり

ますもんね。
ライブ行ってこそ

89 ⑦ なんのために払ってるんだろう、みたいなのはありますね。
なんのために払ってるんだ

ろう

番号 発話者 テクスト
<1>テクスト中の注目すべき語

句

<2>テクスト中の語句の言いか

え

<3>左を説明するようなテクス

ト外の概念

<4>テーマ・構成概念

(前後や全体の文脈を考慮して)
<5>疑問・課題

担当の勢いのある時とない

時のCDやグッズの希少性/

担当のCD発売頻度により

左右される金銭的負担の

危機感

自分の周囲の友人との購

入量の比較と羨ましさ

担当の仕事量増加に伴う

グッズの希少性上昇/グッズ

の発売頻度増加による金銭

的負担の増加と危機感

親からの提示額を超えるグッ

ズ購入量

友人の購入量の比較と羨ま

しさ

友人の全グッズ購入の姿勢

/友人のグッズ購入に対する

羨ましさ

グッズの収納場所の減少

/CD購入により付随するポス

ター/CDの活用のなさ/購入

後の利用減少

予約の呼びかけ/勢いがあ

る時期の購買意欲の向上

/CDの購入の倍率の高さ/

熱量に流された購入/CD発

売の頻発性/金銭的負担の

増加

グッズの購入量の多さ

ストーリー・ラ

イン

担当への熱量が下がった経験として、[担当のライブに対する想いの解釈違い]による[先輩の楽曲カバーへの文句に対する嫌悪感]を感じたことが挙げられた。

特に[実際に見聞きしていない人からの文句に対する嫌悪感]・[自担を悪く言われることに対する嫌悪感]があり、さらに[文句の頻出に対する呆れ]も感じていた。

ファンとしてのTwitter閲覧によって、[自担への盲目的な過大評価に対する嫌悪感]や[自身の感覚とのギャップによる違和感]を感じていた。これらは[担当に対する批判的評価による現実を見ている感覚]が起こること

が基盤にあった。

[ポジティブな感情共有の場としてのTwitterの活用]がされていることにより、[Twitterによる批判的評価の不足というイメージ形成]がされていた。

逆に[日常生活での友人との盲目的でない意見交換]が行われていた。

従って、[Twitter上での交友関係の不必要性]が形成されており、[オタクアカウント削除による同担からの逃避]が行われた。

Twitterの利用において、[嫌いな人との関係性打ち切りの迅速的な対応]をしていたが、[Twitterを利用しないファン活動後のTwitter利用による、居心地のいいファン活動環境の構築不足]が起こったため、[共感を求

めず情報収集目的でのTwitterの活用]をしていた。

⑦さんは、[チケット交換の一般性]から感じた[チケットの交換に対する許容]の姿勢を持っていた。

一方で、[チケットの高額転売に関するTwitter上のやりとりに対する嫌悪感]を感じた経験はあった。

[チケット交換という規約違反に対する過剰な呼びかけ]を見る中で、[ライブの空席への対処法の主張に対する違和感]や[極端な正義感や牽制して目立つことへの嫌悪感]を感じていた。

また、[ライブ中の録音を目の当たりにした衝撃]を感じた経験もあった。

もともと[マナーを守ることを重視する姿勢]を持っていたが、[ある程度信頼していた人の違反行為による裏切り感]を感じ、その後に[違反行為の裏付け]も発見したことにより、[ライブの録音という違反行為の発覚によ

り残念に思う気持ち]を感じていた。

[初めてのライブでの衝撃]を感じた経験としては、[派手な格好でライブに参加するファンに対する衝撃]・[マナーを守らないファンに対する嫌悪感]を感じたことを挙げていた。

この経験は、[ライブでの暗黙のマナーの存在]の示唆のもと、[暗黙のマナーを守ることの主張]に繋がっていた。

[熱量低下の一因としての金銭的負担]も挙げられた。

[担当の仕事量増加に伴うグッズの希少性上昇]により[親からの提示額を超えるグッズ購入量]になったりしていたが、[グッズの発売頻度増加による金銭的負担の増加と危機感]を感じたことから、[周囲の購買行動

に流された自身の購買量の増加による疲弊]を感じるに至っていた。

また、[友人の購入量の比較と羨ましさ]も感じていたが、結果的に[グッズの収納場所減少に伴う虚しさ]が熱量減少に繋がっていた。

このように[グッズの購買行動自体の応援活動化]が生じていた。

[自身の都合とライブ開催がないことによる会える機会減少と、それに伴う熱量減少]が起こることもわかっていた。

[他グループのコンテンツの比較]等をする中で[コンテンツ量とファンクラブ会員費が釣り合っているか]を検討するようになったことより生じた。

グッズの収納場所減少に伴

う虚しさ/グッズの購買行動

自体の応援活動化

自身の都合とライブ開催が

ないことによる会える機会減

少と、それに伴う熱量減少/

他グループとのコンテンツの

比較

コンテンツ量とファンクラブ会

員費が釣り合っているか

ライブの開催がないことによ

る熱量復活のなさ/コロナ以

降のライブ再開の遅さ/実習

による遠征不可能な状況/

オンラインライブの開催の少

なさ/ファンクラブ会員費に

対する虚しさ

増えていくグッズへの虚しさ

/応援するための消費によ

るモノ自体の価値の低下

会いに行ける機会の重要

性/他のグループとのコン

テンツの充実度の比較

コンテンツ量に対する会員

費が見合っているか
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SCAT(Steps for Coding and Theorization)を使った質的データ分析

さらに追究す

べき点・課題

理論記述

(1)[担当のライブに対する想いの解釈違い]により[先輩の楽曲カバーへの文句に対する嫌悪感]を感じるようになる。

(2)[先輩の楽曲カバーへの文句に対する嫌悪感]としては、[実際に見聞きしていない人からの文句に対する嫌悪感]や[自担を悪く言われることに対する嫌悪感]などが挙げられ、[文句の頻出に対する呆れ]も含まれ

る。

(3)[担当に対する批判的評価による現実を見ている感覚]が備わっていると、[自担への盲目的な過大評価に対する嫌悪感]や[自身の感覚とのギャップによる違和感]を感じることがある。

(4)[ポジティブな感情共有の場としてTwitterの活用]がされると、[Twitterによる批判的評価の不足というイメージ形成]がされる。

(5)Twitterでは自担への盲目的意見が交わされるが、[日常生活での友人との盲目的でない意見交換]が行われる。

(6)[Twitter上での交友関係の不必要性]を感じていると、[オタクアカウント削除による同担からの逃避]・[嫌いな人との関係性打ち切りの迅速的な対応]が行われる。

(7)[Twitterを利用しないファン活動後のTwitter利用による、居心地のいいファン活動環境の構築不足]が起こると、[共感を求めず情報収集目的でのTwitterの活用]をするようになる。

(8)[チケットの交換に対する許容]の姿勢があると、[チケット交換の一般性]を認識する。

(9)[チケットの高額転売に関するTwitter上のやりとりに対する嫌悪感]は、主に[チケット交換という規約違反に対する過剰な呼びかけ]に対する[極端な正義感や牽制して目立つことへの嫌悪感]や、[ライブの空席へ

の対処法の主張に対する違和感]により構成される。

(10)[マナーを守ることを重視する姿勢]を持っていると、[ライブ中の録音を目の当たりにした衝撃]を感じる。

(11)[ある程度信頼していた人の違反行為による裏切り感]に加え、[違反行為の裏付け]を発見すると、[ライブの録音という違反行為の発覚により残念に思う気持ち]を感じる。

(12)[派手な格好でライブに参加するファンに対する衝撃]や[マナーを守らないファンに対する嫌悪感]が、[初めてのライブでの衝撃]として印象に残ることがある。

(13)[ライブでの暗黙のマナーの存在]の認識の上、[暗黙のマナーを守ることの主張]をする。

(14)[担当の仕事量増加に伴うグッズの希少性上昇]により[親からの提示額を超えるグッズ購入量]になることがある。

(15)[グッズの購買行動自体の応援活動化]が、[グッズの発売頻度増加による金銭的負担の増加と危機感]や[周囲の購買行動に流された自身の購買量の増加による疲弊]を感じることにつながる。

(16)[友人の購入量の比較と羨ましさ]によりグッズの購入量が増加するが、[グッズの収納場所減少に伴う虚しさ]が起こったことにより、[熱量低下の一員としての金銭的負担]を認識する。

(17)[自身の都合とライブ開催がないことによる会える機会減少と、それに伴う熱量減少]が起こることがある。

(18)[他グループのコンテンツの比較]をすることで、[コンテンツ量とファンクラブ会員費が釣り合っているか]が検討される。

・ポジティブな感情のみを共有してネガティブな感情は共有しなかったのか、そもそもポジティブな感情しか生まれないのか

・リア友（日常生活の中での友人）とは良好関係を築きやすいのは何故か

・チケットの高額転売について、正義感を振りかざしたツイートとはどのようなことを言っていたのか

・入金しないとブラックリストに入ることの真偽

・正義感があることが良い方向で生かされるときは、どんな時か、具体的な経験があれば

・「買いたい（購買欲求）」なのか「買わなきゃ（強迫観念）」なのか両方なのか

・どのようなところで勢いがあると感じていたか

・現状ファンクラブは続けているか

・ファンクラブを辞めたことはあるか、どの基準でやめるか
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付録 11：SCAT表⑧ 

 

番号 発話者 テクスト
<1>テクスト中の注目すべき語

句

<2>テクスト中の語句の言いか

え

<3>左を説明するようなテクス

ト外の概念

<4>テーマ・構成概念

(前後や全体の文脈を考慮し

て)

<5>疑問・課題

1 曽我 2次元とか2.5次元とかは結構長かったんですか

2 ⑧

なんか生まれた時からみたいな。家に漫画がたくさんあって、で家族

が見てるから自ずとオタクになって。ジャニーズは全然興味なかった

んですけど、こんなになっちゃいました。

生まれた時から/家族が見

てるから/ジャニーズは全然

興味なかった

気がつけばハマっていた/家

族の影響で/周囲の環境の

影響/ハマりだした時期は覚

えていない

幼少期からの環境により形

成されるオタク

幼少期からの環境により形

成された2次元に対する興味

3 曽我

そうなんですね。じゃあジャニーズのDVDを貸してもらったみたいな

のは、だいたいいつ頃ですか？何年ぐらいですかね、ジャニーズ見

出して。

何年くらい
ジャニーズにハマりだした期

間

4 ⑧

ちょうど2年前の今ぐらいに、かしてもらって。なおかつ2次元のジャン

ルで嫌なことがあって、逃げるように見たら、どハマりしちゃいました。

歴としては2年ぐらいですかね。

2年前の今ぐらい/2次元の

ジャンルで嫌なこと/逃げる

ように

ちょうど2年前くらい/２次元

から逃げるように/逃避

他界隈からの逃避としての

ジャニーズファン化
他界隈からの逃避

5 曽我 コロナ禍に入った時ぐらいですか？

6 ⑧

2年じゃないかな…3年？あれちょっと待ってください。…あ、でも、コロ

ナ前ですね。コロナ前の11月とかに、まあようやくツアーに出たって

いう。

コロナ前/ツアーに出た
コロナ禍前/ツアー参加/丸

２年間
まる2年のジャニオタ歴

7 曽我
差し支えなければなんですけど、2次元で嫌なことがあったのについ

て、概要をざっくりと伺ったりできますか。

8 ⑧

つもりつもりだと思うんですけどもう6-7年好きで。なんかグッズがす

ぐ売り切れて買えなかったりとか、物販がいつまでたっても先着順

だったり。まあそれはジャニーズのコンサートがそうだと思うんです

けど。通販もすぐ売り切れて買えなかったりとか。そもそもゲームが

原作なのにゲームがずっと出ないとか、公式との解釈違いとか、人

付き合いとか、全部。

つもりつもり/グッズがすぐ売

り切れ/ゲームが原作なの

にゲームがずっと出ない/公

式との解釈違い/人付き合い

/全部

積み重なった不満/グッズの

取得不可能性/理想状態の

非実行/自分の理想とは違

う製作物/人付き合いでの疲

れ/様々な側面/全部/存在

自体

公式側という考え方/ファン

としての理想的なコンテンツ

方針とは異なる公式側のコ

ンテンツ方針

2次元界隈からの逃避原因

の複合性

9 曽我 なるほど、いろいろひっくるめてって感じなんですね。

10 ⑧ まあ散り積もって全部。

11 曽我
なるほど。なんか早く売り切れるみたいなのは確かにジャニーズも最

近増えてきたので、わからんでもないなあっていう感じですね。

12 曽我

じゃあアンケートのところからちょっと伺いたいなと思うんですけど、

今日聞きたいなって思ってたのがそのさっきお伝えした意見が違う人

にあの意見が違うなって思ったことありますかっていうところで、簡単

に読むと、担当が結婚することへの価値観とか目撃情報に対しての

価値観などであるっていうところと、意見が合わないとしてもそれが

普通なのでなんとも思いませんっていうところを、書いていただいて

て。その今回はそのファンの言動とかでこうネガティブに感じるのって

どういう状況だろうっていうのを調べてるんですけど、特に何も思わ

ないっていう意見を持っている方にもちょっとお話を伺いたいなと思っ

たので、そこの話を聞きたいなあって思ってます。

13 曽我
まず結婚する担当が結婚することの価値観とか違うなって感じた

のって、具体的にちょっと何があった時とかってありますか。

14 ⑧

なんかもちろん結婚してショックなのはそりゃそうだと思うんですけ

ど、結婚がきっかけで降りるっていう感覚が全然わからないなぁと

思って。まあそういう人がいるのはもちろんそうだと思うんですけど。

全然分からないから、もうわからないですよね。

結婚してショック/そりゃそう

だ/降りるって感覚/全然わ

からない

結婚に対する考え方の違い

/理解はできる/結婚が担降

りの原因にはならないという

考え方/共感できない/わか

らない/悲しみ

推しの結婚に対するショッ

クと担降り行動に因果性/

推しの結婚に対するショック

と担降り行動の因果性に対

する疑問

15 曽我
なんかそういう結婚がきっかけで降りてた知り合いがいるみたいな、

そういう話を聞いたんですか？
そういう話を聞いた

実際に結婚原因で担降りを

した人の話

結婚を原因とした担降りの事

例の有無

16 ⑧
もし同じc3担で、もし結婚しちゃったら降りるだろうなみたいな。なん

でだろうみたいな。

同じc3担で、もし結婚し

ちゃったら降りるだろうな

想像した時の話/担降りする

かもしれない予測/憶測/見

込み

自担の場合での憶測

17 曽我 なるほど。Twitterとかで見たって感じですか？ Twitterとか

18 ⑧ そうですそうです。 そう

19 曽我
そういうのって見た時って、そうなんだ、くらいですか？嫌悪感を感じ

るとかまではいかないけどっていう感じだったりするんですかね？
そうなんだ/嫌悪感

特に興味のない様子/嫌悪

感を抱くかどうか/普通/不

快な感情を抱くか

20 ⑧
そうなんだ、ふーん、くらいですね。なんかそういう人もいるんだなみ

たいな。

ふーん/そういう人もいるん

だな

ふーん/事実を認識する程

度/そういう人もいるんだ/自

分とは違う考えの人を知る

自分と違う意見の存在認識

/自分とは異なる意見に対

する無関心

21 曽我
自分は何も特にご自分の行動が変わったりとかも、特になくって感じ

なんですね。
行動が変わったり 行動の変化

22 ⑧

発表されたとして、ショックはショックだと思うんですけど、なんかあん

だけc3君ってすごい昔から結婚したい子供欲しいってずっと言ってる

んですよ。ずっと言ってて、今でも言ってて。なんかそんなずっと思っ

てるような人が、ずっとEを優先してくれてて、人生を捧げてくれてるわ

けなんで、何も言えねーなって思うんですよね。

ショックはショックだと思う/

昔から結婚したいし子供欲し

いってずっと/Cを優先/人生

を捧げて/何も言えねーな

担当の結婚による悲しさの

予測/自分もショックを感じる

という想像/昔から結婚を希

望する発言/アイドル活動を

最優先してくれた過去/結婚

に対する優先順位を下げた

活動/文句は言えない

これまでの担当のアイドル

活動に対する感謝・尊敬/

ファンとして担当の幸せを

願う気持ち/ショックに感じ

る可能性と、それを乗り越

えようとする気持ち

23 曽我 これまで続けてくれてることにも感謝みたいな。 続けてくれてることにも感謝 これまでの活動に感謝

24 ⑧
うん。全部色々天秤にかけてCを選んできてくれてるんで、もうそれぐ

らいはいいやろ、みたいな。

色々天秤にかけて/それぐら

いはいいやろ

アイドル活動の優先/担当

の結婚に対する許容/結婚

の非優先的判断

担当の結婚に対する容認

25 曽我

なるほどなるほど。じゃあ結構同じ意見を持ってたり、結婚しても降り

るとかないなみたいな人と、お話しされたりとか、Twitterのタイムライ

ンで見るとかそういうことってありますか？同じ意見を持ってる人を見

つけたこと？

同じ意見を持って/お話しさ

れたり　/同じ意見を持ってる

人を見つけたこと

共感する人/同感/交流/存

在の認識/Twitter上の同じ

意見の存在の有無

担当の結婚に対する考えの

共感経験の有無

26 ⑧
いますいます、全然もちろん。なんか逆にスキャンダルがあると興奮

するみたいなオタクもいます。

全然もちろん/スキャンダル

があると興奮する

共感する意見のざらにある

状態/スキャンダルに対する

捉え方/担当の興奮する要

素/テンションのあがる出来

事/担当の恋愛沙汰に対す

るポジティブな捉え方/

スキャンダルに対する考え

方の多様性/スキャンダル

に対するネガティブな感情

を抱く前提

担当の結婚に対する共感経

験/ネガティブな影響を及ぼ

すことの多いスキャンダルに

対して興奮する事例

・担当の結婚に対する意

見の中で、共感できるも

のとできないものの割合

27 曽我 そうなんですね、なるほどちょっと嬉しいみたいな？ 嬉しい

28 ⑧ なんかかわいいみたいな。 かわいい

29 曽我 そうなんですね、色んな…

30 ⑧

昔c3くんが付き合ってた子がいて、なんかその人を見て興奮してまし

たね、その人は。よく分かんないですけど。なんかもうなんでもかわ

いいのか分からないですけど。多分幸せそうなのが可愛いのかな？

付き合ってた子/興奮/よく分

かんない/なんでもかわいい

のか/幸せそうなのが可愛

いのかな？

31 曽我
なるほど。ご自身はそういう感じでは、まあそこまではいかないけ

どって感じですか？
そこまではいかないけど

32 ⑧

私は、可愛い、すごいルンルンで撮られてる時って、めっちゃ可愛い

なとは思いますけど。まあ可愛いかな。なんかそういう人が居るので

あれば、それは幸せなことだなと思います。

ルンルンで/めっちゃ可愛い

な/幸せなことだな

担当の嬉しい様子に対する

嬉しさ/担当の幸せは自分

の幸せ/可愛い/愛おしい/

楽しそうにしている姿/大切

な人がいることに対する幸せ

担当の幸せな様子を見る

幸せさ/担当の幸せをサ

ポートしたい気持ち

担当の幸せな様子に対する

可愛さや幸せ

33 曽我
そうなんですね。目撃情報の方とかいかがですか？どういう投稿と

か見たときにそれを感じますか？
目撃情報/どういう投稿

目撃情報に対する経験の引

き出し

目撃情報に対しての感情・

経験の引き出し

SNSでの閲覧

自担の結婚を想像した時の

自分の身の振り方の予測

自分とは異なる意見の存在

認識とそれに対する無関心

担当の結婚を想像する中

で、ショックを感じる可能性と

それ以上に担当自身の幸せ

の優先を願うという推測/本

人に結婚願望があるにも関

わらずアイドル活動を優先し

てくれたことに対する感謝・

尊敬

スキャンダルに対してポジ

ティブに捉えることに対する

面白み

彼女に対する興奮要素/興

奮に対する理解不能/興奮

理由の予測/担当の幸せを

見ることへの愛しさ/何をして

いても可愛いと感じている様

子/どんな担当の姿もポジ

ティブに感じる姿勢

スキャンダルに対するポジ

ティブな捉え方に対して面

白がる気持ち/

・実際に担当が結婚した

ら今の推測と違いが生じ

るか
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34 ⑧

目情（目撃情報）あがるじゃないですか。で、例えば中学校の時と

か、c3君とかc2君が新幹線で隣に座って弁当食べてたとか、そうい

うの見るとそっとしといてやれよみたいな。なんかアイドルとして仕事

をしている時に、消費者が消費するのはそういうものだと思うんです

けど、プライベートの時のその人のことを消費するのは、倫理観的に

どうなんだろうと思います。

目情/弁当食べてた/そっと

しといてやれよ/消費者が消

費する/そういうものだ/プラ

イベート/倫理観的に

担当のプライベートの拡散/

担当のプライベート保護の

姿勢/道徳的な違和感/モラ

ルとしての疑問

アイドルの消費について/

目撃情報の略語化から見

る浸透/アイドルのプライ

ベートの取り扱い

プライベートへの関わりや情

報拡散に対する反対

・アイドルを消費する、と

は実際に言われているこ

とか

35 曽我
なんかこう消費するっていうのは、見て楽しむみたいな感じですよ

ね。
消費する/見て楽しむ

36 ⑧

うん。見て、めっちゃ興奮して可愛いみたいな。わかるけど、それをつ

ぶやいちゃうと、プライバシーもくそもないじゃないですか。例えばc1

が野球球場で仕事で来てて、こういう行動してたっていうのは、もち

ろん仕事中だからレポとしてはいいと思うんですけど、今日何とか

で、なんとか歩いてたら何とかさんに会った、めっちゃ可愛かった、こ

うしてくれた何々にしてたとか、なんかこわいじゃないすか、そんな

ん。j4くんがすごいなんか、新幹線で寝てたら知らないおばさんに静

岡着いたよって話しかけられて怖かったっていうコラムを書いてて。

まさにそうで、かわいそうみたいな。

興奮/可愛い/つぶやいちゃ

う/プライベートもくそもない/

仕事中だからレポ/なんかこ

わい/怖かった/まさにそう/

かわいそう

37 曽我 確かにそうですよね。でも結構あがりません？目情とか。 結構あがりません？

38 ⑧ あがります。だからなんかリツイートしないようにしてます。 リツイートしない

39 曽我 そうなんですね。見ることは見るって感じですか？

40 ⑧
流れてくるので見るって感じですけど。なんか事細かに服とか描いて

あげてる人とか見て、 どうなってんだと思いますけどね。

流れてくるので見る/細かに

服とか/どうなんだ

41 曽我 なるほど。でもそれを見てもふーんくらいの感じですか？
ふーん/そういう人もいるん

だな

42 ⑧

うん…かわいいなと思いますけどね。感情と理性は別だと思ってい

て。可愛いと感じてしまうことは止められないじゃないですか。じゃあ

感じた上で行動するか。そのリツイートするのかとか、例えば私がc3

くんを見たときに、公開アカウントで事細かに詳細をつぶやくのかとか

とか、常に理性を持っておきたいというか。相手は人間なので、感じ

てしまうとこは誰も責められないけど、理性を働かせるかどうかは

やっぱり重要視するべき事だと思います。

可愛いなと/感情と理性は別

/止められない/感じた上で

行動するか/理性を持ってお

きたい/相手は人間/重要視

するべき

43 曽我 そういうのは結構昔からそういう考えを持たれていたんですか？ 昔から/そういう考え

44 ⑧
いやでもそれは大学生入ったぐらいからですかね。大人になってか

らかな。２次元とは違うし。

大学生入ったくらい/２次元

とは違う
2次元と3次元の比較

45 曽我
じゃあ、もう3次元、3次元というかジャニーズとかをこう応援しだして

からっていう感じですか？

ジャニーズを応援しだしてか

ら

46 ⑧

うん、そうなんですかね、多分そうだと思います。まあもともと芸能人

の《スキャンダル》とかすごい嫌いなんで、もともとなのかもしれない

ですけど。

多分そう/《スキャンダル》と

かすごい嫌い/もともとなの

かも

プライベート拡散に対する反

対姿勢の形成/ジャニーズ

に限らない反対姿勢/元々

の考え

47 曽我

じゃあ、結構その目情もどんどんあげたりとか、結婚したら担降りし

ちゃうっていうジャニオタさんとは、距離を置いたりとかは特にせず

に、そのまま付き合えるって感じですか？それとも、TLは流れないよ

うにするみたいな感じになったりとかしますか?

距離を置いたり/TLは流れな

いように

目撃情報の拡散者に対する

対応

目撃情報の拡散者に対する

対応

48 ⑧

それ以外にもその人に楽しいこと、いいことはいっぱいあるんで、別

にその1面だけで切ったりはしないかな。ただあまりにも倫理観がな

いツイートとかとか、貶し？とかする人とかは、もうミュートとかしちゃう

かも。

楽しいこと、いいこと/その１

面だけで/あまりにも倫理観

がない/貶し/ミュート

目撃情報のみが交流を止め

る原因にならない考え/目撃

情報だけでない友人の捉え

方/目撃情報という側面性/

極端にモラルに反する投稿/

ミュートする基準/モラルに

反する発言としての貶す発

言

目撃情報の拡散行為の単

なる一側面性/モラル・倫

理観が同じことの重要視

目撃情報の拡散行為の単な

る一側面的見方/過剰な否

定的発言の回避行動

49 曽我 貶しっていうと、担当以外のことをサゲていうみたいな…？ 担当以外/サゲ

50 ⑧

貶し愛、みたいな感じ？オタクアカウントなので、なんか花畑ハッピー

みたいなツイートしか見たくないんですよ、基本的に。だから真面目

な、政治の話しとかしてる人とか、そういうのは結構ミュートしちゃいま

すね。

貶し愛/花畑ハッピーみたい

な/真面目な/政治の話/

ミュート

51 曽我 なるほど、担当に絡む、政治的な話とか、をしてる…？ 担当に絡む

52 ⑧
絡まなくても、普通に世間話として話してるとか。フォローする基準

は、いかにばかっぽくてハッピーそうな人かみたいな。楽しそうな人。

世間話として/いかにばかっ

ぽくてハッピーそうな人か/

楽しそうな

53 曽我
オタクとかのツイートとかをする所は楽しいとこでやりたいって感じで

すかね。
楽しいとこで

54 ⑧ そうですね、なんか学級会とか嫌なんで。 学級会とか嫌

55 曽我
なるほど。ちなみにジャニオタのご友人とかは、オンラインがほとんど

ですか？Twitterとかベースっていうのがほとんど…？

オンライン/Twitterとかベー

ス

56 ⑧
Cのオタクはリアルにはいないので、オタクが全員オンラインで。元々

の知り合いでジャニオタとかはいますけど、全員別のグループ。

元々の知り合い/全員別グ

ループ

57 曽我

そうなんですね。例えばリアルで、ほかのグループのオタクやってる

人と、目情の価値観とか結婚の価値観とか違うなっていうことを感じ

たりしたことはありますか。

目情の価値観/結婚の価値

観/違うな

元々の友人同士での価値観

の違いを感じた経験

元々の友人同士での価値観

の違いを感じた経験の引き

出し

58 ⑧

全然、つながろうとする人とかいるから、まじやべえなと思うんですけ

ど。まあリアルの友達とは別にジャニオタとして付き合ってはないの

で。私の担当に危害を及ぼさなければ別に、お好きにどうぞみたいな

感じ。基本どうでもいいんで。

つながろうとする人/まじや

べえな/ジャニオタとして付き

合ってはない/私の担当に

危害/お好きにどうぞ/基本

どうでもいい

アイドルと実際に知り合おう

とする人/実際に知り合うた

めに行動を取る人/やばい/

アイドルを求める行動力の

甚だしさ/リアルな友人として

の交流/元々の友人との、

ジャニーズに対する価値観

相違の非重要性/元々の友

人との交流における、自担以

外の非重要性/元々の友人

へのジャニーズ関連の価値

観への無関心/どうでもいい

/放置

相手に何を求めて交流して

いるか/相手との基本的な

交流の場が何であるか/求

める接点以外の非重要性

59 曽我

じゃあ、オンラインとかだとジャニーズで繋がってるって感じだから、

ちょっとみたり消したりするけど、オフラインだったら、もうほとんど気

にせずにそれぞれで楽しむっていう感じなんですか。

ほとんど気にせず/それぞ

れで楽しむ

元々の友人との交流におけ

るジャニーズ関連の立ち位

置

60 ⑧

そうですね、なんか友達のジャンルっていうんですかね、オフライン、

リアルな人は普通に高校で知り合ってとかだから。普通にリアルの

話をして、まあジャニーズの話もしたりしますけど、そういう人だか

ら。で、Twitterで知り合った人は、Cのオタクだから、逆に言ったらリ

アルで何をしててもどうでもいいし。逆にリアルの友達は、リアルでな

んかやばい事してたら気になるけど、ツイッターのバズがリアルで何

してても別に気にならない。

友達のジャンル/リアルの話

/そういう人/リアルで何をし

ててもどうでもいい/別に気

にならない

友人のジャンルわけ/ジャ

ニーズにさほど関係のない

話/ジャニオタとしての価値

観に対する許容性/ジャニオ

タとして知り合った人に対す

る、それ以外の場所での行

動への無関心/

友人のジャンル分け/接点

以外の価値観・行動に対す

る無関心

・感情と理性の分類は一

般的に用いられているも

のか

・そのほかに理性的でな

いと感じた経験はあるか

　・オタク用アカウントに

ポジティブなことのみ求

める姿勢は一般的なこと

なのか

・ジャニーズ以外の、2次

元に興味を持っている時

でも同じスタンスを持って

いたか

貶し愛/自担に対して低く評

価した発言に対する拒否/良

い面のみ受け止めたい場所

/批判的な意見/真面目な意

見/政治の話/平和な面の

み認識・発言する姿勢/中身

のない発言/貶す発言・政治

的な発言を回避する姿勢

担当との関係性有無に関わ

らない政治的発言/ばかっ

ぽい/あほっぽい/細かいこ

とを考えずに楽しい側面だけ

発言する人/楽しい発言の

みの許容

・どういう発言がばかっ

ぽく感じるのか

Twitterにおける批判的・真

面目な議論の自主的制限/

批判し合う議論に対する嫌

悪感/Twitterでの大規模な

議論の回避

Twitterのみに広がる同担の

ファンコミュニティ/元々知り

合いの友人の中でのジャ

ニーズファンの存在

オタク用アカウントにおける

閲覧内容の統制/ポジティ

ブな投稿のみの受容体制/

ツイートの分類

Twitterにおける政治的話

題の不要性/担当に関する

場における真面目・ネガティ

ブな話の不要性/Twitter上

におけるファン活動の場の

設計

大規模な議論・批判的意見

閲覧の自主的制限

Twitterのファンダム化

消費する＝見て、興奮して

可愛いと感じる材料にするこ

と/仕事中の行動の拡散に

対する許容/仕事中とプライ

ベートの分断/プライベート

拡散の恐怖感/プライベート

にアイドルとして扱うことに対

する恐怖/可哀想/気の毒/

目撃情報の閲覧できる環境

/プライベートの目撃情報の

非拡散的姿勢/目撃情報の

閲覧回避不可能性/プライ

ベートの服装の詳細拡散に

対する反対/

時間や労力をかけて詳細を

記述・拡散することに対す

る反対姿勢/「あえて」すべ

きではないという反対意識/

目撃情報の消費物化/

無関心な態度/目撃情報閲

覧時に抱く感情の許容/目

撃情報拡散に対する非理性

的行動という捉え方/かわい

いという感情の許容と共感/

プライベートな行動拡散の

非理性的行動という見方/理

性的な行動をすべき/理性を

働かせることの重要性の示

唆

個人的なものをどこまで個

人的にしておくか/目撃情

報を拡散する行為＝非理

性的行為/感情と行為の切

り離し

「推しを消費する」という考

え方/推しを見て楽しむこと

そのものが「推しを消費す

る」行為/仕事としてのアイ

ドル活動とプライベートの

分離/消費すべきでない部

分まで消費するのは倫理

的に反するという考え方/

消費されるべきでない状況

でも消費されてしまうアイド

ルに対する気の毒さ

Twitter=⑧さんにおけるファ

ンダム

相手との中心的接点以外で

の価値観・行為に対する無

関心

アイドルとしての活動を見て

楽しむという「アイドルの消

費」/仕事としてのアイドル活

動とプライベートの分離/ア

イドルのプライベートに対す

るファンによる非干渉の考え

/プライベートも消費されるア

イドルに対する哀れみ

目撃情報の消費物化に対す

る反対

目撃情報拡散という非理性

的行為に対する反対

推す界隈の変化による価値

観形成

元々保持している芸能人の

プライベート拡散に疑問を抱

く感覚

オタク用アカウントにおける

否定的発言の排除と中身の

ないポジティブな発言のみ

の受容

Twitterにおけるファン活動の

場の設計として、否定的・政

治的発言がないという基準



60 

 

 

61 曽我

じゃあ、自分と繋がりがある、その接点になる部分で、価値観とかが

こうやってることとかがあまりにも違いすぎたら、えって思う時もある

けど、それ以外は基本気にしないって感じなんですかね。

接点になる部分/あまりにも

違いすぎたら/基本気にしな

い

相手との共通部分/接点に

なる分野・界隈/差異が大き

すぎる時を除く/基本的な無

関心のスタンス

62 ⑧
そうですね。人間多すぎるんで。一つ嫌なとこぐらいあるだろうと思い

ます。

人間多すぎる/嫌なことぐら

い

嫌なことの存在の受容/不

快な出来事に対する諦め

63 曽我

なるほど。これまでは結構そのつぶやいてるとかっていうところだっ

たかなと思うんですけど、例えば実際に自分と価値観が違う行動を

してたみたいな結構そのいやに感じたりするのか、それでもどうでも

いいのかっていうところ、ちょっと聞きたいなと思って。例えばジャ

ニーズファンと距離をおいた経験はありますかというところで、マナー

違反する人はおいたことがあるっていうところを書いていただいてた

んですけど。なんかそういうところで、基本どうでもいいけどやっぱり

無理だった経験みたいなところってありますか？

64 ⑧
えっと、ツアーで、サイトチェンジ、担当が来たらあの横の友達と入れ

替わるとか、そういうのはおってなっちゃいますね。

サイトチェンジ/入れ替わる/

おっ

コンサート中の座席移動/驚

きと軽い拒絶/違和感

65 曽我 その、やってるの見てって感じですか、それとも…

66 ⑧

一緒に入った人が、連れてってくれた人が。私初めて入って大阪公

演。人生でジャニーズ公演で何も知らなかったんですけど、なんか

一緒に連れてってくれた人がずっと長くて。c3くん来た時に、変わん

な変わんなって言って近くにしてくれたんですけど、後から考えたら

結構迷惑だなこれはみたいな。なんかご好意ではあるんですけど、

あんまりいいとされない。

一緒に入った人が/初めて/

何も知らなかった/ずっと長く

/変わんな/後から/結構迷

惑/ご好意ではある/あんま

りいいとはされない

人生で初めてのジャニーズ

のライブ/右も左もわからな

い状態/同行者の担歴の長

さ/好意でしてくれた行動に

対する違和感/迷惑だった

かもしれない懸念/好意で

行ってくれた迷惑行為に対

する複雑な感情/ライブ中に

迷惑とされる行動をしてし

まった懸念

迷惑行為をしてしまった背

景としての不慣れさの主張

/

・コンサート中のサイト

チェンジが迷惑とされて

いるのか

67 曽我 そういうことがあると、ちょっとおおって思うぐらい…？

68 ⑧

あんまり自分から積極的に話しには行かなくなるかなって感じですか

ね。現場かぶったときに、ちょっと会いたいって言われたら、全然会う

けど、まあすごい仲いい友達にはあんまならないかも。

積極的に/現場かぶったとき

/言われたら/全然会うけど/

すごい仲良い

若干の疎遠/交流の非主体

性/受動的な交流のみ受け

入れる姿勢/これ以上の交

流の見込み・意欲の低下

交流の若干の消極化

迷惑行為と思われる行動を

きっかけとした、ファン同士の

交流の消極化

69 曽我
そうなんですね。それはTwitterで知り合った方と一緒にいったって感

じですか？

70 ⑧
そうです。Twitterで知り合った人と。私が外れたんで、連れてってく

れた。

71 曽我
ちょっとこう、おおって思って、そういう気持ちって、不完全なままとり

あえず、時が流れるのを待つっていう感じで対処しましたか？
不完全なまま/とりあえず

72 ⑧ そうですね、別になんか…

73 曽我 そんなに重く考えてないですよね、多分。

74 ⑧
それよりかは、1番くるのが、なにかをディスられる事なので、それ以

外だったらそんなに気にしないかなあ。

それより/ディスられる/それ

以外/そんなに気にしない

75 ⑧
人が人の行動の制限できないじゃないですか。例えばその《フェイス

シールド》のゴタゴタってご存知ですか？

人の行動の制限できない/

ゴタゴタ

他人の行動の非制限性/学

級会状態/議論が巻き起

こった事例

悪く言い合った事例

76 曽我
ざっくりとは知ってるんですけど、そんなにしっかりは知らないかもし

れないです。

77 ⑧

Cの公演って、大阪の感染者が爆発的にヤバイ時とかで、結構もう4

月5月、3・4・5ってやってたんで、もうすごかった、ギリギリの状態

だったんです。もう感染者出たらやばいみたいな状態で、でも周年だ

からツアー開いてくれて、ファンもちゃんとしようねみたいな。普通なる

じゃないですか。でもまあ、付けない人とかやっぱりいるんですね。た

だ、つけないのが必ずしもつけたくないからとは限らないじゃないです

か。肌が弱いとか、ちょっと目が弱いとか、そういった原因があるかも

しれないから、まあつけてねえなとは思いますけど。Twitterとかで、

それを糾弾とか、は、してる、学級会みたいなのが大規模に開かれて

いると、Twitter見たくなくなっちゃいましたね。

ギリギリの状態/感染者出た

らやばい/周年だから/ファン

もちゃんとしようね/そういっ

た原因/まあ付けてねえな/

糾弾/学級会みたいな/見た

くなくなっちゃいました

開催の可否判断が困難な環

境/記念の年/開催決定/ギ

リギリの判断/ファンの感染

予防対策意識の向上/フェイ

スシールド未着用者に対す

る糾弾/ファン同士の予防対

策の呼びかけ/フェイスシー

ルド未着用のやむを得ない

理由への理解/未着用者に

対する非難に対する疲弊・

嫌悪感/議論の場からの避

難

ファンとしてライブ成功に向

けた団結/団結に背く人へ

の過剰な糾弾/過剰な否定

的発言による疲弊

ファンとしての団結力向上に

伴う、団結に背く人に対する

過剰な糾弾と、それに対する

疲弊

78 曽我
結構その学級会並みに、そういうつけてない人をとやかく言うみたい

なのがあったんですか？
学級会並み/とやかく言う

フェイスシールドに関する議

論の規模
議論の規模に対する質問

79 ⑧

そうですね、私もつけろよとか思うんですけど、付けない人が悪、み

たいなのは、想像力足りてないなと思いますね。実際に目が弱くてつ

けられないっていうツイートがあったりとか。過敏症で付けられない人

がいたりとか。基本的にスタンスとしては、別に人が人の行動を制限

できるわけでもないし、私が例えば凄い嫌だと思ったとして、その人を

どうこうできる資格なんてないので、どうでもいいっていうスタンスで

すね。

私もつけろよとか/つけない

人が悪/想像力足りてないな

/人の行動を制限できない/

すごい嫌/資格なんてない/

どうでもいい

フェイスシールド未着用に対

する疑問とある程度の理解/

未着用者に対する非難行動

の反対/相手の状況を考え

る力の不足の示唆/他人の

行動の非制限性を考慮した

行動・スタンス/相手に行動

を要求することの不可能性/

相手に行動変容を促す不可

能性とそれに伴う諦め/

他人の行動に関与すること

への不可能性の受け入れ/

他人の行動へ関与しようと

する人への反対意識/他人

への決めつけに対する反

対意識

他人の行動への関与不可

能性の主張/他人の行動意

図の決め付けに対する反対

意識

80 曽我

なるほど。ありがとうございます。そんな大規模なことがあったのが

知らなかったので。丁度昨日も、シールドつける？っていう、友達と

ちょっとどうしようって話したところだったので、タイムリーだなと。

86 曽我

例えば、CD買おうっていう風潮についていけなくなったとか。Iの話

ばっかり聞いてるっていうところもあるんですけど、9人がいやって

言ってる人がめっちゃいるのがしんどくなって、ちょっと疲れたから辞

めるとか、そういう話をちょくちょく聞くので。

CD買おうっていう風潮/9人

が嫌/しんどくなって/疲れた

から

課題感を抱く事例の列挙

87 ⑧

そうですよね、そんなネガティブな感情ばっか見てると普通に精神良

くないので、SNSって本当に一長一短ですよね。CD買おうとか再生

数とか伸ばそうとかツイートしようとかって、もちろんやろうっていう気

持ちもわかるんですよ。EってSNSとかめちゃくちゃ弱いんで。ツイート

たくさんしようとか再生数伸ばそうとかっていうのは、もちろん呼びか

けていいと思うけど、強要とかし始めたらやっぱり疲れちゃう人出てく

るし。まあ伝え方ですよね。できる人はやろうねみたいな。やらなくて

もいい。

ネガティブな感情/精神良く

ない/一長一短/気持ちもわ

かる/SNSめっちゃ弱い/もち

ろん呼びかけていい/強要/

疲れちゃう人/伝え方/できる

人はやろう

SNSのメリット・デメリットの

理解/SNSの活用方法の悪

い例/SNSの下手な利用に

よる精神的な影響の大きさ/

数字を求める人への理解/

行動変容の強要に対する反

対/行動の自主的選択を促

す発言への肯定的姿勢/強

要・義務化に対する疲弊に

対する共感・推測

Twitterにおけるネガティブ

な意見の多さ/行為の強

要・強制に対する疲弊の共

感

SNSにおけるネガティブな意

見の精神的影響力の大きさ

/行為の強要・強制に対する

疲弊への共感

88 曽我
そこらへんのコントロールは結構うまくできてる方だと思われます

か？
コントロール

SNSの利用に関する自身の

感触

自身のSNS利用に関する感

触の促し

89 ⑧

うん、別に自分がやりたいようにやればいいのでと思ってます。C

担ってでもそういう人多いんじゃないですかね。そもそもCがそういう

人たちだし。細かいことを気にしてらんないグループだから。

やりたいようにやればいいの

で/そういう人/そういう人た

ち/細かいこと気にしてらん

ない

SNS利用方法の自在さ/各

自自由に発言している前提

での行動/他人の影響を受

ける必要はない/些細な一

言への無関心/関心を持つ

余裕がない状態

度重なる脱退や休止により

形成された精神的タフさと、

些細なことへのスルースキ

ル/自分の「推し方」の明確

な保持

他人に影響されすぎない姿

勢/些細なことへの無関心

・元々他人に影響されす

ぎない姿勢を持てていた

のか、そうでなければ、

そのような姿勢をもてた

きっかけは何か

90 ⑧

面白かったのが、普通にビルボツイートするだけだとE担は飽きちゃう

から、ワンタッチツイート、面白いかわいい柄のワンタッチツイートを

作って、みんながそれを使うみたいなのがすごく面白かったです。ビ

ルボって曲名とアーティスト名を入れると集計されるんですけど、た

だつぶやくだけだと C担絶対飽きちゃうから。メンバーの顔文字とか

を使ってかわいくして。そうやってファン同士で結構工夫し合ってるの

がおもしろかったです。

飽きちゃう/ワンタッチツイー

ト/すごく面白かった/かわい

くして/工夫しあってる

単に数字を稼ぐ作業に飽き

るE担/簡単に可愛いツイー

トができる機能/数字を稼ぐ

ために様々な工夫を施して

いるファン/楽しくオタ活をす

る工夫/様々な工夫に対す

る面白さ

ファンとしての役割の一つ

である「数字を稼ぐ行為」/

「数字を稼ぐ行為」という

ファンとしての責務/ファンと

しての責務をいかに楽しくこ

なすか

ファンとしての「数字を稼ぐ」

ことへの責務を楽しく全うす

るための工夫

・数字を稼ぐことがどれ

だけ重要なことなのか

91 曽我 いろいろありますね、知らないようなことが多くて。

サイトチェンジに対する複雑

な感情の非重要性/悪く言

われることの回避の重要性/

悪く言われること以外に対す

る無関心/

嫌だと感じることの存在を

認める姿勢/相手により求

めるものを変えることによる

共感できない出来事に遭遇

した時の嫌悪感回避

全ての側面で共感する必要

がないという考え方

迷惑行為と思われる行動を

とってしまったことに対する

違和感

迷惑行為の非重要性/悪く

言われることに対する嫌悪

感のインパクト
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92 ⑧

IとかJあたりが本当に強いのでSNSとか動画とか、だから余計に疲

れちゃう人とかもいるかも。いつも枚数、あと何枚で何百万ですとか、

すごい流れて来るんですよ。あ、これ嫌な人つらいだろうなあと思っ

て。

本当に強いのでSNSとか動

画とか/余計に疲れちゃう人

とか/あと何枚で何百枚です

/すごい流れて来る/嫌な人

つらいだろうなあ

SNS系でよく話題になるグ

ループの存在/CDの売上枚

数増加のための呼びかけの

多さ/数字に対する協力呼

びかけに疲弊することへの

共感

数字を稼ぐ行為の呼びかけ

への疲弊に対する共感

93 曽我

私自身が結構そういうのに強くないタイプなので、今Twitterやってな

くて。ちょっとそういうのに疎いところがあるんですけど。大変という噂

を聞くので。

そういうのに強くない

/Twitterやってなくて/疎い/

大変という噂/

Twitterに疎い/自身が回避

してきた経験

94 ⑧
まあ人も多いので、Iのファンって。感情の思念体がもうめちゃくちゃ

多そうで、大変そうだなって思います。

人も多い/感情の思念体/も

うめちゃくちゃ多そう/大変そ

う

多様な感情が行き交ってい

るという予測/人数が多い分

多様な考えが入り乱れてい

る様子/多様な考えが入り乱

れている環境下でのオタ活

に対するいたたまれなさ・不

憫な感情

TwitterをはじめとしたSNS

の特徴としての、多様な意

見の閲覧/ファン数が多い

ほど広がる意見の多様性

SNSの多様な意見が入り乱

れている環境下でファン活動

をすることに対する哀れみ

・思念体とは（どのような

イメージでその言葉を

使っているか）

95 曽我
結構ツイッターのアカウントとかも、3以上って書いていただいてるん

ですけど、結構いろいろ使い分けて上手にやられてる感じですか？

96 ⑧
リア垢と、2次元アカウントと2次元の鍵垢と、リア垢の鍵垢と、ジャ

ニーズの鍵垢2つと、みたいな。

リア垢/２次元/鍵垢/鍵垢２

つ

複数のアカウントの使い分け

/趣味のジャンルと公にする

かどうか

複数アカウントの存在

97 曽我
結構もうそれぞれで情報とか、うまく分けて、発信することとかタイム

ラインに流すこととか、結構使い分けているって感じですか？

発信すること/タイムラインに

流すこと
各アカウントの使い分け方法

各アカウントの使い分け方法

の促し

98 ⑧

見る用と言うよりは、例えば気持ち悪いツイートする時は鍵とか、使

い分け方。例えば本人が見る可能性があるわけなので、Twitterっ

て。だからこれ本人に見られたくないなあ、みたいな、たとえばc3君

の腹筋が綺麗とか見られたくないので、そういうの鍵でしてますね。

気持ち悪いツイート/使い分

け方/本人が見る可能性/本

人に見られたくないなあ/腹

筋が綺麗/鍵で

鍵垢の活用方法/担当に見

られたくない・見られるべき

ではないと考えている内容

の投稿/本人が見る可能性

のある場所で発言すべきで

ない内容/

担当の腹筋自体について

言及することが、性的消費

に繋がっているという考え

（？）/

本人の閲覧可能性を考慮し

たアカウントの使い分け

・腹筋が綺麗とかはなぜ

公の場で発言すべきで

ないと考えているのか

・ジャンルごとにアカウン

トを分けている理由

99 ⑧

今送ったツイートが（ワンタッチツイートのURLを送信してもらう）。こ

れクリックすると自動でツイートできるんですよ。こうやってみんな工

夫して、楽しく、ビルボやってましたね。

自動ツイートできる/みんな

工夫して/楽しく/ビルボやっ

てました

楽しくツイート数を稼ぐ工夫/

簡単に可愛い投稿ができる

「ビルボする」という行為/

数字を稼ぐことの行為化

簡単に「数字を稼ぐ」ための

工夫

100 曽我 すごい工夫してますね。

101 ⑧ いっぱいいろんな人が作ったんですよ。 いっぱいいろんな人
様々な人が協力している様

子

102 曽我

凄いなって思うんですよね、こういうの見るたびに。ファンの力ってす

ごい強いなあと思って。そういうところもうまく拾っていけばすごく楽し

いんですけどね。

103 ⑧
人のツイートなんかSNSはスルーすれば大丈夫なんで。皆さんもう

気にせんでいいよって思います。

スルーすれば大丈夫/気に

せんでいいよ

SNS上での細かい発言は気

にしないで良いという示唆/

無視すれば平穏に過ごせる

示唆

自分のSNS利用のスタンス

を持つことの重要性

自身の明確なSNS利用のス

タンスを持つことの重要性の

主張

番号 発話者 テクスト
<1>テクスト中の注目すべき語

句

<2>テクスト中の語句の言いか

え

<3>左を説明するようなテクス

ト外の概念

<4>テーマ・構成概念

(前後や全体の文脈を考慮し

て)

<5>疑問・課題

ストーリー・ラ

イン

元々[幼少期からの環境により形成された2次元に対する興味]を持っていた⑧さんは、[他界隈からの逃避]先としてジャニーズに興味を持ち、現在[まる2年のジャニオタ歴]を持つ。この興味分野の移行について、[2

次元界隈からの逃避原因の複合性]も同時に語られている。

他のファンと意見の違った経験の一つ目として、[結婚を原因とした担降りの事例の有無]について回答を促すと、[自担の結婚を想像した時の自分の身の振り方の予測]をする中で、[担当の結婚を想像する中で、

ショックを感じる可能性とそれ以上に担当自身の幸せの優先を願うという推測]をしていた⑧さんは、他のファンの意見の中にある[推しの結婚に対するショックと担降り行動の因果性に対する疑問]を抱いていた。

これは、[本人に結婚願望があるにも関わらずアイドル活動を優先してくれたことに対する感謝・尊敬]を元に[担当の幸せな様子に対する可愛さや幸せ]を感じるという⑧さんの主張により形成された疑問であった。

ただし、[担当の結婚に対する考えの共感経験の有無]を伺うと、[担当の結婚に対する共感経験]があるだけでなく、[ネガティブな影響を及ぼすことの多いスキャンダルに対して興奮する事例]の目撃経験もあり、[ス

キャンダルに対してポジティブに捉えることに対する面白み]を捉えていた。

他のファンと意見の違った経験の二つ目として、[目撃情報に対しての感情・経験の引き出し]の中では、[プライベートへの関わりや情報拡散に対する反対]があった。ファンは[アイドルとしての活動をみて楽しむとい

う「アイドルの消費」]をしていて、適切な「アイドルの消費」のためには[仕事としてのアイドル活動とプライベートの分離]をした上で[アイドルのプライベートに対するファンによる非干渉の考え]が根本的な考えにあっ

た。しかし、目撃情報が拡散される現状において、[プライベートも消費されるアイドルに対する哀れみ]を感じており、[目撃情報の消費物化に対する反対]や[目撃情報拡散という非理性的行為に対する反対]の意思

を持っていた。

これらの考え方は、[推す界隈の変化による価値観形成]が行われているのに加え、[元々保持している芸能人のプライベート拡散に疑問を抱く感覚]も持ち合わせていることより発生していた。

このような目撃情報拡散に対する反対意見は持っているが、[目撃情報の拡散者に対する対応]については、[目撃情報の拡散行為の単なる一側面的見方]をしているため特に行動に起因することはなかった。

また、他のファンと少し距離をおいた経験として、[迷惑行為と思われる行動をとってしまったことに対する違和感]を経て、[迷惑行為と思われる行動をきっかけとした、ファン同士の交流の消極化]がおこっていた。

しかし、[迷惑行為の非重要性]も同時に言及されており、それ以上に[悪く言われることに対する嫌悪感のインパクト]は大きいと述べた。[ファンとしての団結力向上に伴う、団結に背く人に対する過剰な糾弾と、それ

に対する疲弊]を感じた[悪く言い合った事例]をあげている。

さらに、その[議論の規模に対する質問]を通して、[他人の行動意図の決め付けに対する反対意識]やそれにより発生する[他人の行動への関与不可能性の主張]を持っていることを明かした。

⑧さんにおけるファンダムについて、[Twitter=⑧さんにおけるファンダム]であり、その場の[大規模な議論・批判的意見の閲覧の自主的制限]を行うことを通して、[過剰な否定的発言の回避行動]・[オタク用アカウント

における否定的発言の排除と中身のないポジティブな発言のみの受容]を行っていた。これが[twitterにおけるファン活動の場の設計として、否定的・政治的発言がないという基準]の設定に起因していた。

しかし、元々関係があったジャニーズファンの友人について[元々の友人同士での価値観の違いを感じた経験の引き出し]を行うと、[全ての側面で共感する必要がないという考え方]のもと、[相手との中心的接点以

外での価値観・行為に対する無関心]を持っていた。

[課題感を抱く事例の列挙]を聞き手側が行うことを通して、[SNSにおけるネガティブな意見の精神的影響力の大きさ]を挙げ、[SNSの多様な意見が入り乱れている環境下でファン活動をすることに対する哀れみ]を

感じたり、[行為の強要・強制に対する疲弊への共感]、特に[数字を稼ぐ行為の呼びかけへの疲弊に対する共感]をしていた。

疲弊しないために、⑧さんの周囲では[ファンとしての「数字を稼ぐ」ことへの責務を楽しく全うするための工夫]・[簡単に「数字を稼ぐ」ための工夫]が施されていた。

また⑧さん自身として、[自身のSNS利用に関する感触の促し]の中で、[他人に影響されすぎない姿勢]・[些細なことへの無関心]を持つことがSNS利用で疲弊しない要因になっていた。

また、⑧さんは[複数アカウントの存在]を明かしており、[各アカウントの使い分け方法の促し]によりそれらが[本人の閲覧可能性を考慮したアカウントの使い分け]を行っていた。

全体を通して、[自分とは異なる意見の存在認識とそれに対する無関心]が根本にあり、そこから派生して[自身の明確なSNS利用のスタンツを持つことの重要性の主張]を行っている。
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SCAT(Steps for Coding and Theorization)を使った質的データ分析

さらに追究す

べき点・課題

理論記述

(1)[幼少期からの環境により形成された2次元に対する興味]から[まる2年のジャニオタ歴]を持つに至るまで、[他界隈からの逃避]先としてジャニーズに興味を持ち始めたが、その背景には[2次元界隈からの逃避原

因の複合性]もあった。

(2)[本人に結婚願望があるにも関わらずアイドル活動を優先してくれたことに対する感謝・尊敬]から[担当の幸せな様子に対する可愛さや幸せ]を感じることは、[担当の結婚を想像する中で、ショックを感じる可能性

とそれ以上に担当自身の幸せの優先を願うよいう推測]に繋がり、他のファンの意見による[推しの結婚に対するショックと担降り行動の因果性に対する疑問]を抱くことを誘因となる。

(3)担当の結婚に対しては、意見相違の経験もあれば[担当の結婚に対する共感経験]もあり、さらには[ネガティブな影響を及ぼすことの多いスキャンダルに対して興奮する事例]を挙げながら[スキャンダルに対して

ポジティブに捉えることに対する面白み]を感じることもある。

(4)ファンは[アイドルとしての活動をみて楽しむという「アイドルの消費」]をしていて、適切な「アイドルの消費」のためには[仕事としてのアイドル活動とプライベートの分離]をした上で[アイドルのプライベートに対する

ファンの非干渉の考え]を持っていると、アイドルの[プライベートへの関わりや情報拡散に対する反対]を感じ、[プライベートも消費されるアイドルに対する哀れみ]や[目撃情報の消費物かに対する反対]・[目撃情報

拡散という非理性的行為に対する反対]の意思を持つことにつながる。

(5)[プライベートへの関わりや情報拡散に対する反対]は、[推す界隈の変化による価値観形成]や[元々保持している芸能人のプライベート拡散に疑問を抱く感覚]の2つのきっかけで形成され得る。

(6)[目撃情報の拡散行為の単なる一側面的見方]をしていると、[プライベートへの関わりや情報拡散に対する反対]が[目撃情報の拡散者に対する対応]として行動に影響することはほとんどない。

(7)[迷惑行為と思われる行動をとってしまったことに対する違和感]を感じると、[迷惑行為と思われる行動をきっかけとした、ファン同士の交流の消極化]につながることがある。

(8)一番に[悪く言われることに対する嫌悪感のインパクト]が大きい場合、[迷惑行為の非重要性]を認識する。

(9)[他人の行動意図の決め付けに対する反対意識]やそれにより発生する[他人の行動への関与不可能性]を感じることは、[ファンとしての団結力向上に伴う、団結に背く人に対する過剰な糾弾と、それに対する疲

弊]を感じることにつながる。

(10)[Twitter＝⑧さんにおけるファンダム]である時、[Twitterにおけるファン活動の場の設計として、否定的・政治的発言がないという基準]を設定し、[大規模な議論・批判的意見の閲覧の自主的制限]を行うことで、

[過剰な否定的発言の回避行動]・[オタク用アカウントにおける否定的発言の排除と中身のないポジティブな発言のみの受容]を行う環境を自ら作り出す。

(11)元々関係があったジャニーズファンの友人については、[全ての側面で共感する必要がないという考え方]のもと、[大規模な議論・批判的意見の閲覧の自主的制限]は行われず、[相手との中心的接点以外での

価値観・行為に対する無関心]のスタンスを持つ。

(12)[SNSにおけるネガティブな意見の精神的影響力の大きさ]を考えることは、[SNSの多様な意見が入り乱れている環境下でファン活動をすることに対する哀れみ]を感じたり、[行為の強要・強制に対する疲弊への

共感]、特に[数字を稼ぐ行為の呼びかけへの疲弊に対する共感]を生み出す。

(13)SNSで疲弊しないために、ファンコミュニティとして[ファンとしての「数字を稼ぐ」ことへの責務を楽しく全うするための工夫]や[簡単に「数字を稼ぐ」ための工夫]が施されることがある。

(14)[自身の明確なSNS利用のスタンスを持つことの重要性の主張]は、[自分とは異なる意見の存在認識とそれに対する無関心]を根源とした、[他人に影響されすぎない姿勢]・[些細なことへの無関心]を実践した結

果生まれたものである。

(15)[複数アカウントの存在]により、[本人の閲覧可能性を考慮したアカウントの使い分け]が生じることがある。

・実際に担当が結婚したら、今の推測と違いが生じるか

・担当の結婚に対する意見の中で、共感できるものとできないものの割合

・アイドルを消費する、とは実際に言われていることか

・感情と理性の分類は一般的に用いられているものか

・そのほかに理性的でないと感じた経験はあるか

・オタク用アカウントにポジティブなことのみ求める姿勢は一般的なことなのか

・どういう発言がばかっぽく感じるのか

・ジャニーズ以外の、2次元に興味を持っている時でも同じスタンスを持っていたか

・コンサート中のサイトチェンジが迷惑とされているのか

・元々他人に影響されすぎない姿勢を持てていたのか、そうでなければ、そのような姿勢をもてたきっかけは何か

・数字を稼ぐことがどれだけ重要なことなのか

・思念体をいう言葉をどのような意味合いで用いていたか

・腹筋が綺麗、という発言はなぜ公の場ですべきでないと考えているのか

・ジャンルごとにアカウントを分けている理由


